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29.『遺跡について(人類と遺跡)』

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

30.『遺跡について(人類と遺跡)11』

2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

31.『遺跡についてⅥ1』

2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

32.『遺跡について(人類と遺跡)Ⅲ』

2019年(令和元年)11月24日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
改訂1版:2019年(令和元年)11月28日木曜日養生所を考える会代表池知和恭
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改訂1版:2019年(令和元年)11月28日木曜日養生所を考える会代表池知和恭
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".第二部参考資料(1)

1.『長崎国際歴史文化都市構想一"口本開国"ーロ本遺産・世界遺産へ向けて一創造環境の共有(."討.)ー』
2019年(平成31年)1月18日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2019年(平成31年)1月27日日曜日養生所を考える会代表池知和恭
改訂2版:2019年(令和元年)7月24日水曜日養生所を考える会代表池知和恭
改訂3版:2019年(令和元年)9月21日土曜日養生所を考える会代表池知和恭
改訂4版:2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『[長崎国際歴史文化都市構想殉隨環境の共有(卵討.)ー]の提案と要望の具体案の展開』
2019年(平成31年)1月20日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2019年(令和元年)7月24日水曜日養生所を考える会代表池知和恭
改訂2版:2019年(令和元年)9月21日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

(長崎地域の遺跡について)

3.『:[長崎歴史文化都市構想一創造環境の共有(血討.)ー]の提案と要望の具体案の展開』
2019年(平成31年)1月20日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

改訂1版:2019年(平成31年)3月2日土曜日養生所を考える会代表池知和恭
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2019年(令和元年)5月1日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅲ.第三部参考資料(2)

1.『養生所/(長崎)医学校等遺跡の概要』

2019年(令和元年)9月6日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『"時間をかけた豊かな変化"の提案』(養生所/(長崎)医学校等遺跡より)
2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

[添付別紙]

『時間をかけた豊かな変化への仮説としての羅針盤』
2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

(長崎地域の個別の遺跡より)

3.『長崎奉行所西役所等遺跡群1こついて岫、帷、,.心。,',,鵬.怖酸殉鵬,門.捻..馳肝、岫、勧帥、,加鯵'_卵,』
2m9年(令和元年)6月24日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『起工式』(長崎市負、ノ町遺跡より)

2019年(令和元年)8月27日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲』

2019年(令和元年)11月21日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

IV.第四部参考資料(3)

1.『日本の文化財保護に関係する旧法等抜粋』
2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭
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2.『文化財保護法抜粋』

2018年(平成30年)11月1日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『国指定文化財の指定等基準抜粋』

2019年(平成31年)2月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

(『文化財保護法』等)

4.『埋蔵文働保護行政醗ける代表的な文化庁次長通知及び委員会報告の要約と簡略な抜粋』
2018年(平成30年)11月23日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『「日本遺産(dapan Herita留e)」1こついて』
2018年(平成30年)3月6日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

( 4/12 )



V.第五部参考資料(4)

1.『旧市街全体・世界文化遺産』

2019年(令和元年)5月5日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『わからないを受け止めよ』

2019年(令和元年)6月26日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『未来へ残す』

2019年(令和元年)7月7日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『旧中島地区(広島)』

2019年(令和元年)7月28日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『文字は踊る、遺跡は壊す』

2019年(令和元年)8月9日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

(新聞報道記事より)

6.『 1遺跡都市.平和都市"1』

2019年(令和元年熔月9日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『「墓じまい」』

2019年(令和元年)8月12日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

8.『共栄一民主主義の原点』

2019年(令和元年)8月12日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

9.『インフラツーリズム』

2019年(令和元年)8月12日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

10.『近代という実験』

2019年(令和元年)8月19日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

11.『世俗的、肉体的方向へ走っている』

2019年(令和元年)8月28日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

12.『・ーによる「幻想」』

2019年(令和元年)8月28日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

13.『クラフト・ツーリズム』

2019年(令和元年)8月31日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

15.『新しい魅力・わくわくする町』

2019年(令和元年)9月11日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

16.『"わくわぐ'』

2m9年(令和元年)9月14日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

17.『《SF的電子化データ社会》』

2019年(令和元年)9月15日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

14.『日本博(2020年)』

2019年(令和元年)9月1日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

18.『命ν2』

2019年(令和元年)9月16日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

19.『命 2/2』

2019年(令和元年)9月16日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

20.『どちらの見方が正しいのか』

2m9年(令和元年)9月21日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

21.『"うろ"』

2019年(令和元年)9月27日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

22.『"長崎の意義の再発見"』

2019年(令和元年)10月3日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

23.『一闘わなけれぱならないー』

2019年(令和元年)10月7日月曜日養生所を考える会代表池知和恭
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24.『ノーベル化学賞吉野彰氏ν2』
2019年(令和元年)10月10日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

25.『ノーベル化学賞吉野彰氏2/2』
2019年(令和元年)10月10日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

26.『ークローン牛,「か力勺一』

2019年(令和元年)10月11日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

27.『・一追い払う必要一・』

2019年(令和元年)10月21日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

28.『・脳科学・記憶・異分野・』

2m9年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

29.『一開かれるのか・・』

2019年(令和元年)11月1日金曜日養生所を考える会代表池知和恭
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30.『一有効範囲は狭いー』

2019年(令和元年)11月1日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

31.『一答申一・講演一』

2019年(令和元年)11月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅵ.第六部参考資料(5)

『本を燃やす人間』

2019年(令和元年)5月4日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『過痢1'・・クライシス』

2019年(令和元年)5月4日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『ー・むしろー・』

2m9年(令和元年)5月18日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

(新聞書評記事より)

4.『間もなく息、を・・ー・』

2019年(令和元年)6月15日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『欠けていることからー・』

2019年(令和元年)7月13日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

6.『偶然・必然一望ましい姿』

2m9年(令和元年)7月20日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『文化の踏襲』 [日経読書欄]

2019年(令和元年)9月14日土曜日養生所を考える会代表池知和恭
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8.『閉じ込めておくことができない』

2019年(令和元年)9月28日土曜日

9.『・"歴史"・"考古学"・(1/2)』 [日経読書欄]

2019年(令和元年)10月19日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

10.『・"歴史"・"考古学"・(2/2)』
2019年(令和元年)10月19日土曜日

[日経読書欄]

養生所を考える会代表池知和恭

[日経読書欄]

養生所を考える会代表池知和恭
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Ⅵ1.第七部参考資料(6)

1.『藤原宮跡』

2019年(令和元年)5月1日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『凍結』

2019年(令和元年)7月14日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『・ーもうもどらない・・』

2019年(令和元年)8月4日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『・一床や天井がゆがみー・』

2019年(令和元年)8月10日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

(日本経済新聞文化欄等より)

5.『メッセージを一受けとめる』
2019年(令和元年)8月25日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

6.『深い表現』 [文化欄]

2019年(令和元年)9月7日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『実在・神気・無限・如実』 [文化欄]

2019年(令和元年)9月21日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

8.『'出合いから日本公開まで35年"』

2019年(令和元年)9月28日土曜日

9.『利用』 [文化欄]

2019年(令和元年)9月29日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

10.『大同類聚方』 [文化欄]

2019年(令和元年)10月2日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

11.『固定化しナニ・イメージを広げる』

2019年(令和元年)10月5日土曜日

12.『信頼性』 [文化欄]

2019年(令和元年)10月7日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

13,『・・「日本の例外」が注目一』

2019年(令和元年)10月12日土曜日

16.『一回帰・再生一(連綿)・・』 [文化欄]

2m9年(令和元年)10月22日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

[文化欄]

養生所を考える会代表池知和恭

17.『ーー瞬だった・・』 [文化欄]

2019年(令和元年)10月27日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

14.『・一選択一・』 [文化欄]

2m9年(令和元年)10月19日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

15.『一文芸倉H乍プログラムー』

2019年(令和元年)10月20日

18.『,一語りかけてきた』 [文化欄]

2019年(令和元年)11月4日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

19.『・ーここは,・・』 [文化欄]

2019年(令和元年)11月16日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

[文化欄]

養生所を考える会代表池知和恭

20.『「窓」』 [文化欄]

2019年(令和元年)11月23日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

21.『・一根源的な問い・ー』 [文化欄]

2019年(令和元年)11月30日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

[文化欄]

養生所を考える会代表池知和恭

22.『共通善』 [私の履歴書]

2019年(令和元年)9月30日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

[文化欄]

日曜日養生所を考える会代表池知和恭

23.『漢字尋繹』 [遊遊漢字学]

2019年(令和元年)10月6日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

( 9/12 )

24.『提案』 [春秋]

2019年(令和元年)10月21日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

25.『大げさ』 [春秋]

2019年(令和元年)10月24日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

26.『遺跡と建築一『記憶の空間十選』より一文化財』
2019年(令和元年)8月12日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

27.『『アジアの大衆芸術十選』より一変容と表現、変化』
2019年(令和元年)8月28日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

28.『・時間を融合一共有・』

2019年(令和元年)10月24日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

29.『遺跡と美術館一『21世紀の美術館建築十選』より』
2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

( 10/12 )



Ⅷ.第八部参考資料(フ)

1.『"危機"』

2018年(平成30年)9月14日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.『"危機""』

2m8年(平成30年)12月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『"突然ですが"』

2018年(平成30年)12月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

(その他 1)

4.『"遺跡は"』

2018年(平成30年)12月3日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

5.『'江戸一長崎"』

2018年(平成30年)12月4日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

6.『"文化財と活用"』

2019年(平成31年)1月19日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

フ.『'文化財と活用""』

2019年(平成31年)1月20日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

8.『'文化財~遺跡を"』

2019年(平成31年)1月21日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

9.『"遺跡は 11"』

2019年(平成31年)1月25日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

10.『[世界遺産]旧本遺鬮『都市長崎よりの日本開国世界文明の始発~山と海坂と空冰都市遺跡のハーモニー~』』
2019年(平成31年)2月11日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

tl.『"都市は"』

2m9年(平成31年)3月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

15,『'VVE are"』

2019年(令和元年)7月23日火曜日養生所を考える会

12.『'手厶達当会は"』

2m9年(平成31年)3月10日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

16.『"遺跡について"』

2019年(令和元年)10月27日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

13.『"例えぱ"』

2m9年(令和元年)6月28日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

17.『"遺跡について 11"』

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

14.『'手厶達当会は"al)』

2019年(令和元年)7月19日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

18.『"遺跡についてⅢ"』

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

19.『"遺跡について IV"』

2019年(令和元年)11月2日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

20.『'遺跡について V"』

2019年(令和元年)11月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

21.『'遺跡について VI"』

2019年(令和元年)11月9日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

22.『"遺跡についてV11"』

2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

( 11/12 )

23.『"遺跡についてⅧ"』

2019年(令和元年)11月13日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

24.『"遺跡についてⅨ"』

2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

25.『'遺跡についてX"』

2019年(令和元年)11月24日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅸ.第九部参考資料(8)

『"選択"』

2m9年(令和元年)9月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

(その他川

( 12/12 )

以上



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

米国セントルイス・ワシントン大学教授ジョナサン・B・ロソス氏は、生物の進化につぃて、
短期的には収斂進化の現象より必然であり予測可能とするが、長期的な予測につぃて
は否定的であり、自然界の複雑性により偶然であり予測は難しいと考える様です。
(『生命の歴史は繰り返すのか?〔原題:1mPゆbableDestinies〕』ジョナサン・B・ロソス
(的場知之訳、化学同人):2019年(令和元年)7月20日土曜日日本経済新聞書評欄)

遺跡保存へのプリンシプル(P"nciple)

私達当会は、生物の進化、変化が、短期的に存在の必然であり予測可能でも、長期的
に、対象世界の複雑性により偶然であり予測不可能ならば

私達人類の未来への変化、適応も,短期的に必然であり予測可能でも、長期的に偶然
であり予測不可能と考え得る、と理解します。

私達当会は、私達人類の未来が、長期的に存在の必然でなく偶然であり予測不可能
であるならぱ

私達人類が、未来に於いて、私達人類にとって、その存在上の、望ましい世界、社会、
生活に到達するには、人類の放縦と未熟に任せず

私達人類自身が、常に、慎重に、望ましい姿や方向感に向かって、判断と行為と修正
と再認識を、私達の世界に於いて、広範囲に、蓄積するしか方法がない、と理解します。

私達当会は、例えぱ、人類にとって、科学技術は手段のーつである処、その運営にっ
いて、広範に関連する望ましい方向感への判断又行為が、上位概念として、より重要と
なる、と理解します。

2019年(令和元年)9月6日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、遺跡について、自然と人工の中間領域に位置する特異な存在であり
人類にとって、自然と人工がその存在上、現在を提示する処、遺跡は、その存在上、過
去、即ち、時間の経過を提示し、特異な事象である、と理解します。

私達当会は、遺跡について、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"で
ある、と理解します。

私達当会は、遺跡が、自然と人工と並んで、私達人類の、個体と社会の、望ましい姿
例えぱ、創造と幸福、平和、に対して、自然、人工、遺跡の夫々の存在とその特異性、
性格によって、夫々の有意な影響を与え、又、役割を担い得る、と理解します。

私達当会は、遺跡の取扱いにっいての、本来の在り方は、認知、調査確認、現状保存、
活用、整備、公開、継承である、と理解します。

私達当会は、遺跡のあるところで、遺跡を保存して継承し、遺跡のないところで、現代の
目的機能の為の建物や道路等のの構造物を形成すること、を提案し要望しています。

即ち、人類の活動とその空間に於ける、遺跡の存在、並びに、現代の目的と機能の、共
存と共栄です。

私達当会は、私達人類が、自然、人工、遺跡、並びに、私達人類から、最大限の享受
を得られることを期待します。

私達当会は、上記のプリンシプル(principle)に則って、皆様に、遺跡の、遺跡としての、
認知、調査、保存、活用、整備、公開、継承を提案し要望します。

(補足)

私達当会は、遺跡について、私達人類にとって、一般に、多く、経済市場とその取引の
対象外であり、意識と知能、身体知又経験知又暗黙知(言葉で説明できない知識)と形

式知(言葉で説明できる知識)などの認識に於いて、意識並びに身体知又経験知又暗
黙知の領域に関係する、と理解する処、文字、数字、データによる思考と理解が拡張す
る現代社会では、遺跡に関する表現は取上げられることが少ないが、その存在は、人類
の個体又その人格形成、並びに、人類の社会又その在り方、様式への影響は大きいと
考え得る、と理解します。

私達当会は、遺跡又身近な遺跡の存在は、人類とその存在にとって重要な位置づけを
為し得ると理解し、皆様に、遺跡の、遺跡としての、認知、調査、保存、活用、整備、公開、
継承を提案し要望します。

私達当会は、遺跡について、一般に、人類の活動の痕跡と理解され、"土地の記憶"
"空間の記憶"とも表現できる、と理解します。

(ν2 )

私達当会は、遺跡について、一般に、痕跡、と表現し得る処より理解できるとおり、完全
な状態や機能を附随して遺存することは稀である、と理解します。

私達当会は、遺跡について、その機能や状態が完全ではないことを前提とする概念で
ある、と理解します。

私達当会は、遺跡について、個別の遺跡の存在上の個性は、完全であることより、むし
ろ、欠けていることから生まれる、と理解します。

私達当会は、個別の遺跡について、残存状態が良くないことを、当該遺跡の"価値"の
順位に置換し、又、遺跡の破壊や撤去の根拠にすることを止め、それぞれの個別の遺
跡の現状を、遺跡の存在上の個性として受容し、現状保存し、当該の現状を当該遺跡
の存在上の個性として活かし、即ち、之を包含して、遺跡の遺跡としての活用を実現す
ること、を提案し要望します。

22

〆



一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

20ブ9年イ今和元年ノ9月7日士履日

私達当会は、皆様に、宇宙の神羅万象は、人類の為に存在する非ざるにより、之を、人類の為に破壊する
能わざるを認識すること、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡は、之に含まれる、と認識します。

私達当会は、当代の人類が、当代の人類の為に提出した人工にっいて、之を、当代の人類が、当代の人
類の人工の範囲に於いて、自由に処分するに付、尤も、と理解します。

日本では、明治の御一新以来、鉄道、航路、道路、建物は、全国的、又、地方的な、幹線と支線の計画と
ネットワーク(network)の実現により、充実して来ました。

私達当会は、皆様に、改めて、自然一民俗一遺跡一遺跡としての"土地の造形"一人類の存在のそしてそ
の個体の孤独(aけ)一歴史に、視線を注ぎ、認知、調査確認、現状保存、活用、公開、整備、継承する、全
国的、又、地方的な、当該事象の、土地に於ける存在、の幹線と支線の計画とネットワーク(network)の実
現による充実、を提案し要望します。

日記

私達当会は、現在の人類の存在について、自然一民俗一遺跡一遺跡としての"土地の造形"一人類の存
在のそしてその個体の孤独(aけ)一歴史に裏打ちされた事象、と理解します。

養生所を考える会代表池知和恭

手厶達当会は、鉄道、航路、道路、建物と自然一民俗一遺跡一遺跡としての"土地の造形"一人類の存在
のそしてその個体の孤独(a此)一歴史の共存と共栄、その為の私達人類の対話にっいて、私達当会が、
提案し要望する『再興空間主義宣言』の概念を、適用すること、を提案し要望します。

1夢余と遁餅の疹在よりノ

私達当会は、『再興空間主義宣言』の概念によって、私達人類の活動空間上に、自然一民俗一遺跡一遺
跡としての"土地の造形"一人類の存在のそしてその個体の孤独(a此)一歴史を、身近に日常に、現存し把
握すること、を提案し要望しています。

過去、日本の平成の時代には、アクロバティックな都市築造が流行してきた、と表現することも出来そうです。

今日、自然一民俗一遺跡一遺跡としての"土地の造形"一人類の存在のそしてその個体の孤独(aけ)一歴
史など、人類の生活空間に於ける名作をより磨き上げるような深い都市表現にあこがれる人々はいないで
しょうか?

一養生所/(長崎)医学校等遣跡の保存と活用よりー

私達人類は、今、もう一度、人類の存在の根底に流れる、それは恐らく自身の存在に由来する、事象の存
在の尊厳を、考察し、把握し、理解し、行動する努力を、回復すべきではないでしょうか?

私達当会は、皆様に、例えぱ、創造と幸福、並ぴに、平和の基層で在り得る、遺跡、その遺跡としての認知、
調査確認、現状保存、活用、公開、整備、継承、を提案し、要望しています。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめること
が出来ているでしょうか?

20ア9年イ今初元年ノ9月8日日躍日

私達当会は、人類の行為に於いて、そのプロセス(process:手順、過程、経過、処理(す
る)、加工(処理)を行った)が正しいと、行為者と他者との関係に於いて、当該の行為の結

果を通して、(同一生物種としての)、内的な、又、共時的、又、通時的な、シンクロニシティー

(synchroniciw:意味のある偶然の一致、共時性:心理学者力ール・ユングによる)、とも表

現し得ると感じられる事象(~様々な一致、共振、共鳴、一→が発現する、と仮説します。

遺跡は、人々のそして現代の私達の、人類の、生と死の証です。

私達当会は、この事象を、人類のart(芸術)と、仮説します。

私達当会は、当該の行為者の数について、単数の場合も、複数の場合も、在り得る、と仮
説します。

日記

私達当会は、当該の行為者の数について、単数である場合、行為の結果としての人類のa

此(芸術)ほ、行為者個人を通して、社会上の事象となり、十分に複数である場合、そのまま、
社会上の事象となる、と仮説します。

私達当会は、人類の行為に於いて、そのプロセスが誤りである場合、行為者と他者との関
係に於いて、人類のart(芸術)が、破壊される、と仮説します。

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、人類の行為としての人類のart(芸術)1こついて、行為者個人の作家性を通

じて発現される作品性を包含する事象が存在しうる処、遺跡について、之を、行為者が十分
に複数である、社会上の人類のart(芸術)と、認識します。

raだ 4喜荷ノと云づこし"1

( 1/1 )

私達当会は、私達人類の、眼前で行われる、遺跡の破壊について、人類のart(芸術)の
破壊である、と認識します。

私達人類は、私達人類の行為に於いて、常に、正しいプロセスを、選択することができてい
るでしょうか?

〆

一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

20lg皐r今和元年ノg月73日金腰日

私達当会は、私達人類にとって、芸術、又は現在に於けるその制作、並びに、遺跡(人類

の活動の痕跡:自然・地理・地形・人類・民族・生活・人工・風土・民俗・信仰・・ー・~様々な

文化財、過去の芸術)、又はその存在、との相互の関係、又、その可能性の再確認が、有意
義である、と理解し、その関係と可能性への理解を様々な形で再確認し、その状況を御報告
したい、と考えます。

「人類の基層としての遺跡」と「人類の創作又制作としての芸術」

つきましては、皆様方に、様々な御提案を頂戴致し度、お願い申し上げます。
どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

〆
養生所を考える会代表池知和恭

f喜衡と遺尉の闘侠/二つし.てノ

( 1/1 )

連絡先:Mob11e:090-3730-1858

養生所を考える会代表池知和恭
〆

日記



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

私達当会は、皆様に、遺跡の保存、活用、継承について、その方法に関する原則を、
意識一暗黙知型の遺跡の保存、活用、継承の方法として、以下、提案し要望します。

意識一暗黙知型の遺跡の保存、活用、継承

①遺跡の位置する、自然上、地質上、地理上、地政学上、人工上、の環境、又、その変化、
との連結

②遺跡としての、解放された、又、二次的に隣接地域と連接する、広い空間と土地の確保
③記号、並びに、記号的表現の排除

④当該遺跡との関連が本源的である処の人類の行為としての学術芸術(.け)、との連携
⑤複数の遺跡と遺跡の関係性の再確認(ネットワークれetW引k)

[意識一暗黙知型の遺跡の保存、活用、継承の方法]

2019年(令和元年)9月16日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

振り返れぱ、是等は、全て日本の文明、文化、風土の内にあります。
私達当会は、私達当会が、皆様に、提案し要望する遺跡の保存、活用、継承の方法は、
日本の各地域に於ける、戦争その他の様々な影響によって、歴史上民族上民俗上社会上、
分断され断裂し断絶の危機にあると仮定し得る"風土"の再検証、再構築、再建、継承、創
建に資することができる、と期待します。

私達当会は、私達当会が、皆様に、例えぱ、提案し要望する意識一暗黙知型の遺跡の
保存、活用、継承の方法、その他の方法により、日本の都市を含む各地域に於ける、分断
され断裂し断絶の危機にあると仮定し得る"風土"の再検証、再構築、再建、継承、創建を
実施すること、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"であ
る、同時に、人類の基層で在り得る、と理解します。

私達当会は、遺跡、並びに、遺跡を通じて、再検証、再構築、再建、継承、創建し得ると仮
定し得る"風土"が、私達人類の、個体と社会の、望ましい姿、例えぱ、創造と幸福、平和、
の実現と形成に対して、有意に影響し、又、有意な役割を担い得る、と期待します。

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

(手厶達当会は、私達人類が、人類の知にっいて、現在、意識及び知能、身体知又経験知
又暗黙知(簡単に言葉で説明できない知識)及び形式知(文章、図表、数式などで説明.表
現できる知識:明示知)、として一定の類型により認識している、と理解します。)

遺跡とそのランドスケープ(1andscape)の選択

私達当会は、人類の活動の空間1こ於いて、遺跡とそのランドスケープ(1andsoape)を選択します。

私達当会は、遺跡のランドスケープ(1andscape)は
遺跡のその時代のその遺跡に関わる人類の活動のシステム(system)を包含して遺跡そのものであり

同時に、人類に対して、遺跡の遺跡としての表現であり、遺跡の遺跡としての重要な言語である、と理解します。

私達当会は、遺跡のランドスケープ(1andscape)は
遺跡と人類の関係に於いて、インターフェイス(interface)の役割を担う、と理解します。

私達当会は、「遺跡学」について、遺跡を、遺跡と人類の関係より考察する学問学術である、と考えるならば
遺跡のランドスケープ(1andscape)が、遺跡そのものであると同時に、人類に対して、遺跡の遺跡としての表現であり

遺跡の遺跡としての主要な言語であり、又、遺跡と人類の関係に於いてインターフェイス(inteげヨCe)の役割を担う
との概念は、「遺跡学」の主題で在り得る、と理解します。

2019年(令和元年)9月27日金曜日養生所を考える会代表池知和恭

2003年(平成15年)2月1日「日本遺跡学会」が設立されましナニ。

ランドスケープ(1andscape)は
日本の建築・土木に於いて、中世末期には、借景や路地などの在り方に理解できるように、特定区域内外の視覚的環境を

再構成する手法が成立し、定着したと考え得る処
アメリカで19世紀中葉期にニューヨークのセントラルリくーク(1858年)を設計したフレデリック・オルムステッドが

自身の職能としてランドスケープ.アーキテクチャー(LandscapeArchitecture)を提唱し
1990年代には、日本でランドスケープ・デザイン(LandscapeDeS槍n)の概念が、建築・土木などの隣接分野から

注目され導入された、と云います。

( 1/1 )

私達当会は、遺跡の存在と建築・土木は

ランドスケープ(1andscape)への概念を接点に親和することが可能である、と理解します。

私達当会は、長崎地域に於ける、遺跡の存在と、現代都市機能建設の関係に於ける混迷にっいて
まずは

建築・土木分野に於ける、ランドスケープを、分断、分解、解体しながら行う疾駆
遺跡取扱いに於ける「遺跡学」の不在に由来すると推測します。

即ち

対象地域に於ける、遺跡の存在と、現代都市機能建設の両分野、又は、両分野の接点となる学問学術の不在、です。

私達当会は、青来有一氏が指摘する"うろ"や「危うい状況」の源は、学問学術の不在に在り得る、と理解します。
(2019年(令和元年)9月27日金曜日長崎新聞第11面[文化]記事「ノンセクトラジカル」発表〔青来有一さん〕)

〆

私達人類は

私達人類が、人類に関する宇宙の事象の全てを、解明し、証明し、実証し、理解し、応用している状況にはない
と自覚して認識する必要があるのではないでしょうか?

私達当会は

皆様に、私達人類は、何が、私達人類の学問学術の領域から、そして、私達人類の行動から、欠落しているのか
凝視する必要がある、と提案し、関係事象の改善を、要望します。

私遅人類は、私運人類の活勳の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

〆

( 1/1 )

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。



「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"
養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

1.「社会的共通資本」

数理経済学者である宇沢弘文氏(日本学士院会員、東京大学名誉教授、1928年7月21日一2014年9月18日)は、自身の創出する概念であ
る「社会的共通資本」1こついて、過去に、以下、説明しています。

1.二つの「レールム・ノヴァルム」

・「レールム・ノヴァルムー資本主義の弊害と社会主義の幻想」

Rerum Novarm-Abuses of capitelism and 1能Usions

1891年5月15日口ーマ法王レオ十三世が出された回勅

・「新しいレールム・ノヴァルムー社会主義の弊害と資本主義の幻想」
New Rerum Novarrη一Abuses of socia"sm and 1ⅡUsions of capitalism
1991年5月1日口ーマ法王ヨハネリξウロニ世が出された回勅

「新しいレールム・ノヴァルム」は、「社会主義の弊害と資本主義の幻想」としてとらえ、この二っの経済体制の枠組みを超えて、新しい世紀への展
望をひらこうとする感動的な回勅である。

2019年(令和元年)9月28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.社会的共通資本(social common capitaD

・ゆたかな経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力ある社会を持続的、安定的に維持することを可能にするような自然環境や社会
的装置。

.社会全体にとっての共通の財産であり、それぞれの社会的共通資本にかかわる職業的専門家集団により、専門的知見と職業的倫理観にもとづ
き管理、運営される。

'一人一人の人間的尊厳を守り、魂の自立を保ち、市民的自由を最大限に確保できるような社会を志向し、真の意味におけるりべラリズムの理念
を具現化する。

Of socialism

3.社会的共通資本の類型

社会的共通資本の具体的類型:三つの類型*

※(新しき事がらについて/表題:資本と労働の権利と義務)

(1)自然環境:山、森林、川、湖沼、湿地帯、海洋、水、土壌、大気
(2)社会的インフラストラクチャー:道路、橋、鉄道、上・下水道、電力.ガス
(3)制度資本:教育、医療、金融、司法、文化

*この分類は必ずしも網羅的ではなく排他的でもない

あくまで社会的共通資本の意味を明確にするため類型化

・それぞれの社会的共通資本にかかわる職業的専門家集団により、専門的知見と職業的倫理観にもとづき管理、運営

4.社会的共通資本としての医療

.Th8 0ath of HippoC怡tes 「ヒポクラテスの誓い」

・科学的知見と優れた職業的倫理観の集大成である『ヒボクラテス全集(52冊)』のエッセンス
・医師としての道を歩み出そうとするとき、ヒポクラテスの教えを自らの心に深く刻み込み、医師という職業を全うするための誓約。

・ヒポクラテスの誓いのもと医療を行ったとき、医学的最適性と経済的最適性の両立は可能か?
↓

社会的共通資本としての医療:医師が医学的見地から最善の診療行為を行い、各機関が経営的に可能となるもの。

5、社会的共通資本としての教育

教育とは?

・一人一人の子どもがもっている多様な先天的、後天的資質をできるだけ生かし、その能力をできるだけ伸ばし、発展させ、実り多い、幸福な人生
をおくることができる一人の人間として成長することを助けることである。

・このとき、ある特定の国家的、宗教的、人種的、階級的、経済的イデオロギーにもとづいて子どもを教育することがあってはならない。

※印は本紙筆者による補足

問題点

・各医療機関や医師が、高い職業能力と倫理観で、最善の診療行為を行っているか。
・医療資源が効率的に配分されているか。

医療は、厚生官僚により行政的観点から判断されてはならず、また市場的基準により左右されてはならない。
医療財源は一般財源を主とし、補完的に社会保険によって賄われるべき。

教育の目的

・一人一人の子どもが持っている個性的な資質を大事にし、その能力を可能なかぎり育てる。
・一人の社会的人間として充実した幸福な人生をおくることが可能なように人格的諸条件を身につける。

社会的共通資本としての学校教育

・基礎教育[小・中学校]:人格的発達、社会的人間への成長を育てる。
・高等教育[高校・大学]:より深い知識、高い技術的技能的能力を育てる。

学校教育制度

・できるだけひろく、多様な社会的、経済的、文化的背景をもった子どもたちが一緒に学び、遊べる場所でおこなわれることが望ましい。

6.社会的共通資本としての都市

ジェーン.ジェイコブス(dene Jacobs)の思想

社会的共通資本としての都市:

・都市はある限定された地域に数多くの人々が居住し、そこで働き、生計を立てるため必要な所得を得る場
・多くの人々がお互いに密接な関係を持つことにより、文化の創造、維持をはかってゆく場
・魅力ある都市をつくるための制度的諸条件は何か?

二十世紀初頭のアメリカ大都市

Φ
ル・コルビュジェの「輝ける都市」

ジェーン・ジェイコブスの都市の四大原則
(1)街路はせまく、折れ曲がっていて、各ブロックが短い

(2)町には、古い建物が多く残り、そのつくり方も様々な種類の建物が混在する
(3)各地区は必ず2つあるいはそれ以上の働きをする多様性を持つ
(4)人口密度が充分高くなるように計画する

・これまでの近代的都市の考え方を否定し、人問的魅力をそなえ、住みやすく、文化的香りの高い都市をつくるため、有効な考え方。

(ν2 )

フ.社会的共通資本としての農村

魅力的で人間的な営みのある「生」

農の営み

・経済的、産業的範鵡としての農業をはるかに超えて、すぐれて、人間的、社会的、自然的な意味を持つもの。

再開発による都市の「死」

社会的共通資本としての農村

・自然環境をはじめとする多様な社会的共通資本を持続的に維持
・人類が生存するためにもっとも大切な食料を生産

・農村という社会的な場を中心に自然と人間の調和的な関わり方を可能にし、文化の基礎をつくる。

農村人口

・どの国においても、社会的安定性の維持のため、ある一定の人口の割合が農村で生活することが不可欠。

".「社会的共通資本」としての"遺跡"

私達当会は、"遺跡"の存在について「社会的共通資本」である、と位置付けます。私達当会は、関連事象にっき、以下、認識します。

1.[都市]

(1)私達当会は、都市について、私達人類又その社会にとって、風土、文化、文明を収集し、再構成又再生産し、再分配する機能、と認識します。
(2)私達当会は、斯かる都市の機能にとって、一定の人口密度と多様性が、有意である、と認識します。

2.[遺跡]

(1)私達当会は、遺跡の存在について、現代の人類にとって、所与でありながら人工であり、自然と人工の中間に位置する存在、と認識します。
(2)私達当会は、遺跡について、人類にとって、人類に関わる事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と認識します。

(3)私達当会は、遺跡について、人類にとって、その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に、私達人類、人々の魂・精神の基層と
なり、私達人類、人々の魂・精神が、私達人類の人類としての創造と幸福の基層となる、即ち、自然、遺跡、自然と人類の関係である風土、個人
の存在が、私達人類、人々の魂,精神を経由して、人類の文化に於ける創造と文明に於ける平和の基盤となる、と理解します。
(4)私達当会は、遺跡について、人類にとって、過去の社会的共通資本の要素を多義的に包含する処、私達人類は、遺跡と現代との対照を通し
て、将来の社会的共通資本の本来の在り方への示唆を得ることができる、と理解します。

(5)私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、以上の関係性をもって、之を、私達人類の社会的共通資本である、と理解します。
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社会的共通資本としての医療

日本学士院会員・東京大学名誉教授

宇沢弘文、

■コ.^■盟.』

「聖域なき構造改革」により、
日本の医療・教育は
崩壊の危機に直面してぃる

"

本日は、「社会的共通資本としての医療」

というテーマについてお話をする機会をいた

だきまして、大変名誉に存じます。

件士会的共通資本」という概念は、実は私

が創り出したものです。40年来考えてぃます

が、経済学老の問ではなかなか理解していた

だけず、英語もありませんでした。 2005年に

ケンブリッジ大学から書物を出したのです

が、そのタイトルをどうするかと編集者とだ

いぶ相談をして「social common capitau

にしました。そうしたところ、非常に落ち着

いた感じになって、私が長いこと考えてぃた

社会的共通資本のエッセンスがうまく表現さ

'-1 れていると思っています。

「市場原理主養」というのは、 1960年代中

頃、シカゴ大学のミルトン・フリードマンを

中心に非常に活発な形で展開された経済学の

1つの考え方です。

端的に言いますと、人生の最大の目的はも

うけることであって、そのために倫理的、社

会的、文化的な価値をほとんど無視する、も

うけるためには、法を犯さないかぎり、何を

やってもよいという考え方です。

そして、この市場原理主義を武器としてア

メリカの産業的資本、あるいは金融的資本が、

グローバリズムの名の下に、全世界に市場原

理主義の考え方を輪出しています。端的には、

できるだけもうける機会を多くするという意

味での規制緩和とすべて民間に任せる民営化

です。

そして、もうかるか、もうからないかとい

※ 1951年東京大学理学部数学科卒。1964年シカゴ大学経済学部教授、1969年東京大学経済学部教授、1980年同大
学経済学部長。均97年文化勲章受章。現在、同志社大学社会的共通資本研究センター長。

〒■■一

、、、
^

うことによってすべて判断していくという大

きな流れが、実は1970年代に始まって、少し

ずつ全世界に広がってまいりました。

日本には小泉政権の6年間の間に、全面的

に市場原理主養が入ってきました。あるいは

入れました。その結果、「医療」と「教育」

という社会的共通資本の一番大切な核心的な

部分にまで魔の手を伸ばしつつあります。

1961年に、国民皆保険という非常に高い理

想を持った制度が導入されました。国民健康

保険、職域保険を合わせると99%が、この保

険でカバーされている。そしてどんな所にい

ても、あるいはどんなに貧しくても、そのと

きの最高の医療を受けることができるという

制度がスタートしました。

当時、物理的に病院の施設も貧しかったし、

検査器具も薬も十分にないという中で、医師、

看護師を中心として、国民皆保険制度の下で

すぱらしい医療を国民すべてに供与するとい

うことがスタートしたわけです。これは、も

ともとイギリスの社会保障政策に影響を受け

ています。

1942年、イギリスでべバリッジの社会保障

構想(ベバリッジ報告)が公表され、医療や

教育などを社会的共通資本とし、すべての国

余

3

民が享受できるような制度を作るという提案

がされました。そして、 1946年にイギリスの

国民保健サービス制度(The National

Health service Act)がスタートしました。

この制度はすばらしい制度でした。すべて税

金で運営され、国民のすべてが無料で医療を

受けることができるという制度でした。

しかし、年々財政的な負担が大きくなって

きたという理由で、1960年代に入って、政府

が医療サービスを圧縮し始めたわけです。医

療費抑制政策です。

具体的には、病院その他の建設はほとんど

行わなし、。新しい機械の導入もしない。それ

から、医師の給与を非常に低く抑えました。

だいたい公務員並みで、 6等級に分けてあり

ました力ξ、一番高いConsultantの場合でも、

中央官庁の局長クラスよりも少し少ない水準

に決められました。そのため、年々大量の医

師たちが外国に出て行きました。主として、

アメリカ、カナダ、才ーストラリアなどの英

語が話せる所です。こうして医師の数が極端

に少なくなり、同時に医師の勤務条件がきわ

めて苛酷となり、サービスの質も非常に悪く

なりました。

実はそのころ、私はイギリスにいました。

五
N、、
ナ、J 、

禽

4

丹

以下、省略します。

養生所を考える会代表池知和恭
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

20lg年イ今初元皐ノg方30日月履日

文化は、文明を、制御(contr01:コントロール)できるでしょうか?

私達人類は、なにをめざすのでしょうか?

日記

目標(昌oal)なのか?プロセス(process)なのか?

かつて、文化は、文明を、制御(contr01:コントロール)し

私達人類は、解決(solve)し、又は、人類を信任することが、できるでしょうか?

養生所を考える会代表池知和恭

r私達笥会の現往の倉燦ノ

文化と文明は、共創してきたでしょうか?

私達人類は、存在への信任を、取引に、置き換えていないでしょうか?

1.私達当会は、中央で、既に、批判され、又は、止めたことを、地方で、これから、行おうと
しているのではないか?、と危倶します。

又は

2.私達当会は、地方は、中央よりも、規模と蓄積が、相対的に小さいと想定できる処、地方
に於いて、創造よりも破壊が凌駕する可能性があるのではないか?、と危倶します。

3.私達当会は、皆様に、賢慮と共創によって、前進し、破壊を回避した創造の可能性を選
択し、又は、選択するよう努力することを、提案し要望します。

『大同類聚方』、並びに、"養生所/(長崎)医学校等遺跡"の取扱い
一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

4.私達当会は、公共又はその役割にっいて、人類の知の創造への環境を提供すること、
と理解します。

1.2019年(令和元年)10月2日水曜日日本経済新聞第40面[文化欄]1こ大同三年五月三日
(808年)に成立した現存する日本最古の医学書とされる『大同類聚方』の寄稿記事が掲載され
ました。

寄稿者の根本幸夫氏(横浜薬科大学漢方和漢薬調査研究センター長)ほ
「現存する日本最古の医学書・・「大同類聚方」・・桓武天皇の遺命で編さんされ、漢方医学が伝わ
る前から日本にあった医療や治療法をまとめた。

いくつかの伝本があるがー「寮本」には薬の分量が示されている。 昆■■■■

ー・陰陽五行説をもとにした漢方医学とは思想がまるでちがう。人体は天の火の気と、土(地)の
水と味(食物功ξ混じってできたという日本独自の医学理論があったのだ。 星旦■

ー・巻末の「大同医式」という法律には「一異法一。本朝の分量に背くものは死罪」とある。
一寮本は全100巻一808の薬方一ひとっひとっ薬名と分量が詳述され、出所となった地名や

神社、豪族、官僚などの名前が記載されている。

たとえぱ一松江市の布自奈大穴持神社一大伴家持一

,・・神社は疾病の平癒祈願だけでなく、地方医療機関の役割を担っていたと推測される。ー.」
と記します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来てぃるでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

2019年(令和元年)10月2日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.日本では、古く1200年を超える以前から、既に、土地の神社や家々に、医学や医術や医薬や
その概念が、蓄積されていたこと、又、当時、当該の情報を広く収集して、当該情報を拡散し、当
該の実態を再構成して標準化する政治経済概念が成立し、之を実施又はその意図を以って実施
に着手したこと、が理解できます。

3.私達当会は、私達人類の存在に於いて、医学や医術や医薬やその概念が、宗教に転化した
例があり得る、例えぱ、仏教、並びに、キリスト教、にっいて、当該の可能性がある、と着目します。

〆

( 1/1 )

4.私達当会は、医学や医術や医薬やその概念が、人類の存在の深部に関与してきた、又、関与
している、と感じています。

6.私達当会は、現代の人類が、私達人類の医学や医術や医薬や自然科学やその概念又その
交流の歴史にとって重要な遺跡である"養生所/(長崎)医学校等遺跡"を、きちんと残せない、又、
残さないことにっいて、何か、根本的な間違いが包含されている、と感じています。

5.2019年(令和元年)9月13日金曜日長崎市議会常任委員会教育厚生委員会での当会より
2019年(令和元年)9月6日金曜日に長崎市議会議長佐藤正洋様に提出した陳情書『養生所/
(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する陳情書XⅢ(旧長崎市立佐古小学校地
とその外周道路を中核として)』の審査に於いて、出席した当該委員である市議会議員浅田五郎
氏は、長崎市が計画して養生所八長崎)医学校等遺跡(旧長崎市立佐古小学校地)1こ長崎市立
仁田佐古小学校を建設中であることにっいて、Πよっきりと、小学校を建てたことは間違いであっ
た、と申し上げる。答弁はいりません。」と指摘されましナこ。

( 1/1 )
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

ディアスポラ('一英語:D治Spom,d治SP0怡、"')または民族雛散とは、(植物の種などの)「撒き散らされたもの」という意味のギリシャ評に由来する言葉で、よくパレスチナ以外の地に移り住んだユ
ダヤ人及びそのコミユニティに使われたが、古代から現代にかけてのギリシャ人のディアスポラ、アルメニア人のディアスポラにも使われて、最近では華僑、印僑、臼本人のディアスポー(日系人)ナ、ど
と広く使われている。"'ハ

(1)概要

ディアスポラは、元の国家や民族の居住地を離れて暮らす国民や民族の集団ないしコミュニティ、または、そのように離散すること自体を指すようになった。難民とディアスポラの違いは、前者がーの
居住地に帰還する可能性を含んでいるのに対し、後者は離散先での永住と定着を示唆している点にある。
歴史的な由来から、英単語としては、民族などを指定せず大文字から単にD治Sporaと書く場合には特にイスラエルリくレスチナの外で離散して暮らすユダヤ人集団のことを指し、小文{か、dias
Or3と書く場合には他の国民や民族を含めた一般の離散定住集団を意味する時代もあった。'

しかし、もともと、古代ギリシャのディアスポラに使われたもので、最近ではアルメニア人のディアスポラ、華僑、海外の華人、そして欧米の大都市で居住.労働するインド亜大陸出身の知識人、 アメリカ

=メキシコ国境におけるチカーノ(下層移民)の分裂、ブラツク・アトランティック(黒い大西洋)といった多様な文化的枠組みを記述するうぇでこの述三五が用いられるようになっている。

(2)古代から現代へのギリシャ人のディアスポラ

古代ギリシャでは、ギリシャ民族がギリシャの国を離れて、地中海沿岸や黒海沿岸に進出して、ギリシャ人コミュニティーを作っていっナニ。

近代に入って後、19世紀は政治的な理由で、20世紀には経済的な理由で、ギリシャ人の海外進出は続いた。

(3)ユダヤ人のディアスポラ

古代地中海世界の諸都市にはユダヤ人共同体が多く存在する。一般的に周辺民族によるイスラエル民族への弾圧によって成立したといわれることが多いが、実際には(特にへレニズム期に)人間や
物資が地中海世界を自由に往来する中で発達した。フェニキアの植民地であったカルタゴは滅亡(紀元前146年)の後、バアル信仰を捨て、ユダヤ教への改宗が進んだ。古代世界最大のユダヤ人コ
ミユニティはエジプトの大都市アレクサンドリアにあり、ローマ属州時代に存在したものである。ユダヤ人の本国フェニキアでもユダヤ教への改宗は進み、それが、キリスト教(正教会)址及への流れを
産んだ。

ユダヤ人は多くの都市において自治組織(qeh"1a)を持ち、独自の宗教,文化を守って暮らしていナニ。古代以来、地中海世界でユダヤ人はギリシャ人と商業面で競合することが多く、迫宝されることも
あっナニ0また、ローマ帝国においては、兵役に就かず、唯一神以外礼拝しないユダヤ人は特異な存在とみなされることが多かっナニ。離散したユダヤ系の人々は追放を受けるなどとされていたほか、土
地が与えられずに迫害を受けることがあっナこ。

(4)アルメニア人のディアスポラ

4世紀にいち早くキリスト教を国教として取り入れたアルメニアは大いに繁栄し、その後イスラム教を受け入れた国々に囲まれ圧迫を受けても、11-12世紀には南トルコにキリキア.アルメニア王国
を建てるなどもしナニ。しかしその後勢いが衰えて、アルメニア人はレバノンなど地中海西部へのディアスボラができナニ。

(5)アフり力人のディアスボラ

「アフり力人のディアスポラ」(Ahic.n diasp0怡)という用語は1990年代から言われるようになった。16世紀から19世紀にかけて、西部アフり力.中部アフり力の黒人たちが大西洋奴隷貿易(Atl.nt
ic slav. hade)を通して、大勢南北アメリカへ渡っナニ。ディアスポラが「頭脳帰還」して、母国の発展に寄与する「チーター世代」(ch8etah Generation)として歓迎するアフり力の国も出てきている。

(6)中国人のディアスポラ

我々がなじんできた「華僑」という言葉も、最近では「中国人のディアスポラ」という視点で捉えられている。

(フ)インド人のディアスボラ

インド系の人々の海外移住者を、中国系の華僑になぞらえて、作Π僑」と呼ぷ。南インドのドラヴィダ人は海洋民族であり、古来からインド洋を超えて東南アジアやアフり力にまで渡っナニ。しかし、近.現
代のインド人海外移住者じゃ三っの波があっナニ。まず一次は、イギリス支配下の19世紀には、同じイギリス支配下のマレーシア、南アメリカのガイアナ、アフり力東部のタンガニーカ、ケニア、ウガンダ
などに農業従事者として移住が行われナこ。二次・三次はおもに20世紀後半で、肉体労働者として中東諸国へ渡る者たち、高い学歴を生かしておもに欧米諸国に渡る人たちができた。

インド系住民はイギリスに720万人、アメリカ合衆国に住む412万人である。インド系住民が勢力を持っ国には、シンガポール(フフ%)、マレーシア(61%)、ガイアナ(51%)、トリニダード十バゴ(4
1%)などがある

(8)日本人のディアスポラ

人数も広がりも中国ほどではないが、日本でも朱印船時代のアユタヤ日本人街を経て。明治以降はハワイに、北米大陸に、中南米諸国に日本人が移動した。また第二次世界大戦以降は経済的困難
な時代の移民という形や、その後の経済進出、または海外在住退職者などで、海外に日本人コミュニティーができた。

こうした現象は、特に1990年代以降「日本人のディアスポラ」(Japanese diaspora)という概念で、世界的にはくくられている。

アス dias Ora Vviki edia

ディアスボラ(diaspora) 参考

2019年(令和元年)10月9日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

2 王

ディアスポラとは「移民」「植民」を意昧する思想用語。ギリシャ語のディア(分散する)とスピロ(種をまく)を語源とする。かっては主にユダヤ人・ギリシャ人.アルメニア人の歴史的雛散に限定して使用
されていたが、現在ではより広義に移民コミュニティー般を指し示すようになった。1960年代後半まではそれぞれ異なった呼称を与えられていた離散コミュニティを、一括してディアスボラと呼び替え
る動きも生まれナニ。現在、民族としての出身国や地域を離れて生活を送る集団であれぱ、ディアスポラと呼ぱれることが多い。こうした状況のなかでカルチュラル.スタディーズの研究者であるイェン.
アング(1en Ang)は、ディアスポラを「身体的には世界各地に分散しているにもかかわらず、共通のエスニック・アイデンティティによって少なくとも名目上は結びっいている人々の編制形態」と説明し
ナニ。彼らの多くが自分たちのアイデンティティの前提として、「故郷」に特別な執着を持っており、またそのことに自覚的でもある。「故郷」ほ世代を超えた記憶として代々語り継がれるが、時にまだ見ぬ
想像上の、理想化された土地となっていることもある。このようなディアスポラの意識の保存・再喚起に、言説のみならず、アートや音楽が大きな影響を与えている。著者:土屋ユリ

玉 2.0Ver

3

池田光穂コミュニケーションデザイン・センター 2010年12月"日

ディアスポラ(d治SP引a)という言葉は、ギリシャ語の動詞Spei拍in(種をまく)と接頭辞のdia-(分散する)1こ由来する。
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30世紀、人類のほとんどは肉体を捨て、人格や記憶をソフトウェア化して、ポリスと呼ぱれるコンピュター内の仮想現実都市で暮らしていた。ごく少数の人問だけが、ソフトウェア化を拒み、肉体人とし
て地球上で暮らしている。"コニシ"'ポリスでソフトウェアから生まれた孤児ヤマチの驚くべき冒険譚をはじめ、人類を襲う未曽有の危機や、人類がくわだてる壮大な宇宙進出計画"ディアスポラ"などを
描いた、究極のハードSF。
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

20ブ9年イ今初元卒ノフ0月75日火腰日

r遁剛の詔劒、謂査、侠序、暦房、公房叉皇傭、纏承仁ついてゾ

1.「社会的共通資本」 (『「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"』2019年(令和元年)9月28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭より再掲)

数理経済学者である宇沢弘文氏(日本学士院会員、東京大学名誉教授、1928年7月21日一2014年9月18日)は、自身の創出する概念である「社会的共通資本」1こつぃて、過去に、以下、説明しています。

1.二つの「レールム・ノヴァルム」

・「レールム,ノヴァルムー資本主義の弊害と社会主義の幻想」
RBrurn Novarrn-AbuS8S of capitalism end 川Usions of socielisr"
18引年5月15日口ーマ法王レオ十三世が出された回勅

・「新しいレールム・ノヴァルムー社会主義の弊害と資本主義の幻想」
New Rerurn Noverm-Abuses of socielisrn and 1ⅡUsions of cepitalisr"
1991年5月1日口ーマ法王ヨハネ・パウロニ世が出された回勅

「新しいレールム'ノヴァルム」は、「社会主義の弊害と資本主義の幻想」としてとらえ、この二っの経済体制の枠組みを超えて、新しい世紀への展望をひらこうとする感動的な回勅である。

2.社会的共通資本(social common capitaD

'ゆたかな経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力ある社会を持続的、安定的に維持することを可能にするような自然環境や社会的装置。

'社会全体にとっての共通の財産であり、それぞれの社会的共通資本にかかわる職業的専門家集団により、専門的知見と職業的倫理観にもとづき管理、運営される。

'一人一人の人間的尊厳を守り、魂の自立を保ち、市民的自由を最大限に確保できるような社会を志向し、真の意味におけるりべラリズムの理念を具現化する。

MEMO

3.社会的共通資本の類型

社会的共通資本の具体的類型.三つの類型*

a)自然環境.山、森林、川、湖沼、湿地帯、海洋、水、土壌、大気
(2)社会的インフラストラクチャー.道路、橋、鉄道、上・下水道、電力・ガス
(3)制度資本.教育、医療、金融、司法、文化

*この分類は必ずしも網羅的ではなく排他的でもない

あくまで社会的共通資本の意味を明確にするため類型化

'それぞれの社会的共通資本にかかわる職業的専門家集団により、専門的知見と職業的倫理観にもとづき管理、運営

4.社会的共通資本としての医療

養生所を考える会代表池知和恭

5.社会的共通資本としての医療

6.社会的共通資本としての都市

ジエーン・ジェイコブス(dene Jecobs)の思想

社会的共通資本としての都市

'都市はある限定された地域に数多くの人々が居住し、そこで働き、生計を立てるため必要な所得を得る場
'多くの人々がお互いに密接な関係を持っことにより、文化の創造、維持をはかってゆく場
・魅力ある都市をつくるための制度的諸条件は何か?

(省略)

※(新しき事がらについてノ表題,資本と労働の権利と義務.本紙筆者注)

(省略)

Φ

ル・コルビュジェの「輝ける都市」=再開発による都市の「死」

ジエーン・ジェイコブスの都市の四大原則

0)街路はせまく、折れ曲がっていて、各ブロックが短い
(2)町には、古い建物が多く残り、そのっくり方も様々な種類の建物が混在する
(3)各地区は必ず2つぁるいはそれ以上の働きをする多様性を持っ
(4)人口密度が充分高くなるように計画する

二十世紀初頭のアメリカ大都市=魅力的で人間的な営みのある「生」

'これまでの近代的都市の考え方を否定し、人間的魅力をそなえ、住みやすく、文化的香りの高い都市をっくるため、有効な考え方。

フ.社会的共通資本としての農村

農の営み

'経済的、産業的範疇としての農業をはるかに超えて、すぐれて、人間的、社会的、自然的な意味を持っもの。

社会的共通資本としての農村

・自然環境をはじめとする多様な社会的共通資本を持続的に維持
・人類が生存するためにもっとも大切な食料を生産

'農村という社会的な場を中心に自然と人問の調和的な関わり方を可能にし、文化の基礎をっくる。

農村人口

'どの国においても、社会的安定性の維持のため、ある一定の人口の割合が農村で生活することが不可欠。

( V2 )

11.「社会的共通資本」としての"遺跡"

私達当会は、"遺跡"の存在にっいて「社会的共通資本」である、と位置付けます。私達当会は、関連事象にっき、以下、認識します。

1.[都市]

(1)私達当会は、都市にっいて、私達人類又その社会にとって、風土、文化、文明を収集し、再構咸又再生産し、再分配する機能、と認識します。
(2)私達当会は、斯かる都市の機能にとって、一定の人口密度と多様性が、有意である、と認識します。

2.[遺跡]

(1)私達当会は、遺跡の存在にっいて、現代の人類にとって、所与でありながら人工であり、自然と人工の中間に位置する存在、と認識します。
(2)私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、人類に関わる事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と認識します。
(3)私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、その士地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に、私達人類、人々の魂.精神の基層となり、私達人類、人々の魂.精神が、私達人類の人類としての創造と幸福
の基層となる、即ち、自然、遺跡、自然と人類の関係である風土、個人の存在が、私達人類、人々の魂・精神を経由して、人類の文化に於ける創造と文明に於ける平和の基盤とナ、る、と理解します。
(4)私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、過去の社会的共通資本の要素を多義的に包含する処、私達人類は、遺跡と現代との対照を通して、将来の社厶的共通資本の本来の在り方への二唆を得ることができる、と理解します。'ハ"
(5)私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、以上の関係性をもって、之を、私達人類の社会的共通資本である、と理解します。

(『「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"』2m9年(令和元年)9月28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭より再掲)



米国セントルイス・ワシントン大学教授ジヨナサン・B・ロソス氏は、生物の進化にっいて、短期的には収斂進化の現象より必然であり予測可能とするが、長期的な予測にっいては否定的であり、
自然界の複雑性により偶然であり予測は難しいと考える様です。

(『生命の歴史は繰り返すのか?〔原題:1mPゆbeb18Destinies〕』ジョナサン・B・ロソス(的場知之訳、化学同人):2019年(令和元年)7月20日土曜日日本経済新聞害評欄)
私達当会は、生物の進化、変化が、短期的に存在の必然であり予測可能でも、長期的に、対魚世界の複雑性により偶然であり予測不可能ならぱ

私達人類の未来への変化、適応も,短期的に必然であり予測可能でも、長期的に偶然であり予測不可能と考え得る、と理解します。
私達当会は、私達人類の未来が、長期的に存在の必然でなく偶然であり予測不可能であるならぱ、私達人類が、未来に於いて、私達人類にとって、その存在上の、望ましい世界、社会生活に到達
するには、人類の放縦と未熟に任せず、私達人類自身が、常に、慎重に、望ましい姿や方向感に向かって、判断と行為と修正と再認識を、私達の世界に於いて、広範囲に、蓄積するしか方法がない、

と理解します。

私達当会は、例えぱ、人類にとって、科学技術は手段のーつである処、その運営にっいて、広範に関連する望ましい方向感への判断又行為が、上位の概念として、より重要となる、と理解します。
私達当会は、遺跡が、自然と人工と並んで、私達人類の、個体と社会の、望ましい姿、例えぱ、創造と幸福、平和、に対して、自然、人工、遺跡の夫々の存在とその特異性、性格によって、

夫々の有意な影響を与え、又、役割を担い得る、と理解します。

私達当会は、遺跡の存在にっいて、①現代の人類にとって、様々な要因による人類の記憶の断絶により、自然と人工がその存在上、現在を提示する処、遺跡は、その存在上、過去、即ち、時間の経過を
提示し、同時に、人々の記憶の断絶により人工でありながら所与であることにより具象であり、即ち、自然と人工の中間領域に位置する特異な存在である、②人類にとって、人類に関わる事諒のうち、唯一、
再確認できる"事実"である、③人類にとって、その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に、人類の活動上、文化に於ける創造と幸福、並びに、文明に於ける平和の基盤たる人々の魂.精神
の基層たり得る④私達人類の『社会的共通資本』(数理経済学者宇沢弘文氏:1928年7月21日一2014年9月18日)と認識し、現代との対照を通して、将来の社会的共通資本の本来の在り方への

示唆を得ることができることに由来して再び社会的共通資本である、と認識します。

私達当会は、皆様に、2019年(平成31年)1月18日金曜日以降『長崎国際歴史文化都市構想』により、長崎の一帯地域への三態の設定(遺跡.生活文化一旧市街域、抽魚文化活動.発信一長崎水辺
の森一帯、政治経済機能の集約集積と効率追求・コンパクトシティへ向けた公共生活空間形成一新市街域[浦上川河口東岸域再開発])、並びに、"土地の利用の履歴"を踏まえた拠点都市機能整備に
よる緩やかなゾーニング(zoning:地域区画計画)、又、三角型自然地形と連関する交錯する都市動線の生成による、遺跡と現代都市機能の共存と共栄を提案し要望し、同時に、長崎地域に於ける遺跡に

ついて、「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡群」「都市長崎遺跡」
「日本開国(その母胎、転回の起動力、最初の唯一の玄関、資本主義の軽済圏(世界市場)の地球の一周の完結〔世界の一体化〕、明治の日本を通じで主権国民国家の世界規槙の拡散の端緒く普遍と特異、一体と個別、非野蛮の顕在、多樺性顕在の端緒>)」
(185B年のエンゲルス宛マルクスの書佃の一節'「づルジヨア牡会の固有の任務は、世界市場及びモの碁礎の上に立う生産を作り出すことである.世界は円"で島るから、このこと1劫リフ"・ルニア並び1こオーストラリアの柚民地化と支那並びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる"」羽仁玉帥 r明治雑斬史研空」均56住P.94 1世界のーは化1)

「長崎キリシタンの里構想」「浦上キリシタンの里構想」「長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想」を主題として、提案し要望しています。

私達当会は、広く皆様に.私達人顛の活動空問において.遺跡と遺跡としての存在とモの存在の在り方を、認知、調査.保存、活用、公閲.整俊、継承すること、を提案L要望してぃます.手厶達当会は、皆様に、遺跡の取扱いの方法について、以下、提案し要望します。

Ⅲ.遺跡への期待と試み

(1)遺跡について、遺跡への抽象的調査考察に際して、所与であり具象である遺跡を捨隷しない。

(手厶達当会は、考古学が、人類の解明に大きく寄与してきたことにっいて、尤もである処、特定の土地で、遺跡にっいて、自身の学術学問上の規範とその行為により、発掘等調査並びに記録や移築や
レプリカ(mp!ica)によって、遺跡の存在を抽象化し、具象である遺跡の存在を、捨象し、切断し分断し分節し破壊し滅失し、処分し、地球上の現実世界から恒久的に抹消してきた、と認識します。)

(手厶達当会は、例えぱ、長崎県地域の"長か崎"の丘の先端頂部の長崎県庁舎一帯は、長崎県庁舎がある時は、敷地外周が"石垣"(認識の在り方として部分としての遺構又は遺物と同相)であると認識
でき、県庁舎の建物が解体撤去され、解体工事遮蔽壁が撤去されるならぱ、自然地形に付加して人工により造成された"土地の造形"の全体が"遺跡"であると、速やかに容易に認知できる、と理解します。

(具象である遺跡は、建物等建造物により分断され、全体である"遺跡"としての認知には、抽線的な操作と新たな概念形成による認識が必要となります。
私達当会は、この様な事線も、人類の行為による遺跡の抽数化のーつの形態である、と理解します。))

(2)抽象化により捨象された遺跡にっいて、遺跡の状態の把握に憶測の余地のない場合、その遺跡を、具象としての遺跡を目標に再建する。

(ボーランドのワルシャワの旧市街(歴史地区)は第二次世界大戦で破壊され、戦後に再建され、1980年に『世界文化遺産』に登録されました。(破壊からの復元および維持への人々の営み))

(例えぱ、遺跡学、2003年(平成15年)2月1日「日本遺跡学会」設立:
人類の活動の空間に於ける多様性一一自然と人工、具象と抽象、人類の活動への多義的な理解

身体性一・人類の行為一・哲学、芙術;

2019年(令和元年)10月10日木曜日日本経済新聞は、第34面[社会]欄(12版)にて、「考古学の知識、洞察力の礎」と題して、2019年(令和元年)10月9日にノーベル化学賞受賞者として発表
された吉野彰氏が、高校時代と大学時代に考古学に熱中し、大学院で専攻した量子有機化学に、「考古学の研究手法が通じるものがある」と感じた、とし、共同研究した土屋文教授は士野氏にっいて、

先を見越した洞察力や視野の広さ、包容力のある人柄を説明する、と報道しました。
遺跡を所与の具象として受容し、改変を急がず、考察する態度が、洞察力や視野の広さや包容力の酒養に寄与したのでしょうか?遺跡の存在は、科学にも貢献します。)
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(自然、遺跡、土木'建築にっいて、自然、遺跡、土木・建築のそれぞれの分野からランドスケープの概念への接近が可能と理解し、ランドスケープの概念の言E玉的構築により、自然のランドスケープ、
遺跡のランドスケープ、土木・建築又都市のランドスケープからの空間上の接合と調和が可能になると期待します。)

(手厶達当会は、皆様に、『再興空間主義宣言』(2019年(令和元年)6月29日土曜日)1こて、人類の活動の空問上の様々な分断ノ対立に対して、現代の人類の土地の私有と空間の囲込み等に関する自他
概念にも留意し、"人類の根源的な私有"への考察より、"擬制的(フィクティシャス:朽Ctltious)な私有"を提案し、自然に関する、空間の一体性(例えぱ、空間の構造にっいて、任意の複数の立方体(cube)
の隣接と集合と仮定し、各単位の開放とその連続により、通時的な土地の利用の履歴の性格の継承に由来しっつ、人類の活動の空間としての連続性と一体性を、継承ノ回復する)、並びに、人類の社厶及
ぴ人工に関する、空間に於ける時問に関する一体性(連続性と断続性、又は、変化の示唆一陌己憶の空間」(場)、「空間の記憶」(細部)、土地(自然)、地域社会遺跡、風土)の継承、又は、回復、之を、
人類のアート(aけ)としての選択、と位置付け、当骸概念に包含する遺跡の認知、保存、活用、公開、整備、継承を提案し要望し、同時に、ルチオ.フォンタナ氏(1899年絽月.台一年)2月19日一1968年9
月7日)達の『空間主義(spazialismo)』を紹介し、イルダフォンス・サルダー氏(1815年12月23日一1876年8月21日)の『バルセロナ市の近隣の地図とその都市拡張案』(オリジナルは1859年:参
考資料:『BARCELONA THECITYOFARTISICMIRACLES THEESSENCEOFTHECATALONIAN MODERNARTFROMTHEMODERNISMETOTHEAVAT-GARDE:奇跡の吐術都

市バルセロナ展:図録』(第一会場2019年4月10日(7k)-6月9日(日)長崎県美術館、図録発行神戸新聞社2019 (P57、P58:(cat. n。.1-2))を紹介しましナニ。
私達当会は、"再興空間主義"は、人類の活動の空間としての連続性相関性の留保に関わる概念、'ランドスケープ"は、空間に於ける、動的(ダイナック:dynemic)な視点移動に於ける遠近法

(P日門Pectiv.)に係り、空間の接合と調和の留保に有意な概念、と認識し、より微視的な"再興空間主義"の概念は、より巨視的な"ランドスケープ"の概念に包含され得る、と理解します。
他、ブノワ'マンデルブロ氏(1924年11月20日一2010年10月14日)のフラクタル(f内CtaD の概念等)

につい

ι に ヒしナ'い
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(現代の人類の社会において、遺跡と芸術と哲学の距雛は、相互に縮まっています。国際腰僅術剰、アート.,.ステーバル、写真祭、映回祭、楽劇祭、音楽築、戈学祭、詩祭、滞在制作、交流、制作支榎都市~非都市創1作祝祭と歓喜)

(地域的要素:長崎では、中国地域、ポルトガル、オランダ、欧米諸国の交易交流の歴史と共に、中国文化に由来する生活文化が形成され、西洋文明が移入、又、蓄積、成熟、その東漸を発してきました。
明清楽、胡弓、唐槻の書、茶刻.南画、瓶花、煎茶、又、普茶料理長崎くんち 又、茶道又、ローマ・カトリツク、南蛮医学、紅毛医学、蘭学、自然利学、蘭方医学、近代医学、憲注これらは、抽叡把握を基層に、又、特定の概念により構成されると考え得ます。

又、長崎地域一帯は、古く、日本の神々、仏教、修験道の地でもあったとも考え得るのではないでしょうか?)

し

の

入類捌肋の地球一光史野代r旧石艀野允一紹戈野代一弼主券允ノー古代一中芭一近赳一近允一須爆殻毎一現允一兼築夢笑関侠性ネッβワークm6tw。,kノ微視と巨矩
^●●■ ^個肩 ^●●^ . ^■● ●^●●^. .. ●●^●● ^●● .. ^■● ^●●^■ ●^●● ^■ ■^ ^●■^■●^●屑^

目然 '遺尉"風士'戈佐・戈明・昆俗・週去・現在・天笑との謝話入類との皇ましい天共のため/こ'現在
J

●●^ ■■^ ●,^●■ ^●. ●●^■● ^●■^.. ●●^● . ●●^ ●■^●●^ ●●^● ●●^ ■^冒●^畢 . ■●

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

2079年イ今和元年ノフ7月20日水履日

r遁剛、唐史、考吉学、戈、入類の惹図の夢余、李意図の夢余、

戈、図書餌、美荷餌、輝物餌、アーカイブ、戈、遁財、戈佐財争仁ついてゾ

1.遺跡、歴史、考古学

遺跡は、人類の事実の解釈たる歴史と同じ事象ではありません。

遺跡は、生きる者の詩、文学、芸術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれません。
私達当会は、遺跡を歴史と考古学と建築のみで規定することはできない、と理解します。

2.人類の非意図たる事象、人類の意図たる事象

私達当会は、宇宙の自然と人類の事象について、人類の非意図たる事隷と人類の意図たる事象、を認識します。
私達当会は、遺跡について、私達人類の非意図たる自然、人類の意図たる人工、人類の当該事象への意図(発現や目的や機能)の消滅、忘却、時に、埋土による忘却によっ
て、人工でありながら人類の非意図たる遺跡、即ち、人類にとって自然と人工の中間に位置し対置する第三の存在の性格を有する希少で特異な存在、を認識します。

3.図書館、美術館、博物館、アーカイブにつぃて

(1)私達当会は、人類の意図たる事象にっいて、解釈が成立し、又、収集が在り得る処、人類の非意図たる事象にっいて、解釈は成立せず、又、事象の本義上の破壊と改
変と移動を伴う収集が元来在ってはならず、人類の非意図たる事象にっいて、事実の存在の認知、又、保存と修復が在り得る、と理解します。

MEMO

(2)私達当会は、近代以来、都市型の蓄積施設として、図害館、博物館、美術館対象事象別に整備が進展してきた、又、アーカイブ(アーカイブ(archive)とは、重要記録を
保存'活用し、未来に伝達することをいう:wiklpedia2019年(令和元年)11月20日水曜日)が近年注目されている、と理解します。

(3)私達当会は、人類の認識たる事象の収集並びに蓄積は図書館、人類の意図たる事象の解釈並びに収集は美術館の役割、人類の非意図たる事象の事実の存在の認知
並ぴにその保存と修復はアーカイブの役寄1と理解します。

(4)私達当会は、博物館の機能と役割にっいて、人類の意図たる事象の解釈並びに収集は、図書館と美術館に、非意図たる事象の事実の存在の認知並びに保存と修繕は
アーカイブに、之を分解可能と理解します。

(5)私達当会は、人類の意図たる事象、並びに、人類の非意図たる事象の考察又は研究は、従来、大学等の学問学術研究機関が、主に、之を行為してきたと理解します。

(6)私達当会は、人類の意図たる事象、並びに、人類の非意図たる事象、又、その考察と研究、収集と解釈、保存と修復は、夫々に関連がある一体不可分の事象である、と
理解します。

養生所を考える会代表池知和恭

(フ)私達当会は、都市型の蓄積施設、並びに、関連の考察と研究の関係にっいて、夫々の対象事象への機能を原点に、人類の行為又人類への役割又人類への還元(活
用)の観点から、連携として組織として機関として、再構成する可能性が在り得る、と理解します。

(8)私達当会は、都市型の蓄積施設として整備が進展してきた、図書館、博物館、美術館、アーカイブ、並びに、考察研究の機関にっいて、現代に於ける意義と機能に於い
て、図書館、並びに、美術館、並びに、アーカイブ、並びに、考察研究機関の大別四者に収斂可能と理解します。

(9)近年、博物館が、市場化し又は見世物化しつつぁる、との懸念が指摘されます。

私達当会は、当骸事諒にっいて、近代国民主権国家形成の過程に於いて、選挙制度が拡張され、制度参加者が拡大し、制度利用の実態が高度化すると期待され又は低俗
化すると懸念されてきたことと同様の事態であると理解します。

(10)私達当会は、世界の土地性、空間を分断し、移動し、事象を蒐集してきた、人類の博物館への行為と概念は、本源的に、見世物たる行為と欲と同根一対であってきた、
と理解します。

(11)私達当会は、事象の方向性と共に、都市型の蓄積施設、並びに、関連の考察と研究にっいて、倫理と制度の再考の余地が在り得る、と理解します。

4.遺跡、文化財等への人類の行為につぃて

(1)私達当会は、人類の意図たる事象にっいて、解釈が成立し、又、収集が在り得る処、人類の非意図たる事象にっいて、解釈は成立せず、又、事象の本義上の破壊と改
変と移動を伴う収集が元来在ってはならず、人類の非意図たる事象にっいて、事実の存在の認知、又、保存と修復が在り得る、と理解します。

(2)私達当会は、人類のアフり力から世界への拡散と共に拡散し存在する遺跡を、蒐集し陳列する博物館概念に饌合してはならない、と理解します。

(3)私達当会は、人類の非意図たる事象が、人類の意図たる事象の取扱いへの擬制的取扱いによって、その本義上に於いて損壊する事態がある場合その経緯を探索す
ることは勿論、様々な政治上経済上の対応は云うに及ぱず、本義に於ける原状回復、本義に於ける発展的展開が閉鎖されることがあってはならない、と理解します。

(4)私達当会は、遺跡への行為や、事象の博物館その他への収蔵に関して、事象の本義上の損壊が、在り得ると理解します。

5.不確実な行為の選択の拡散に繋がる遺跡への言説にっいて

私達当会は、長崎地域に於いて、事象、例えぱ、遺跡にっいて、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい(破壊してよい)、との旨の言説の複数即ち
流布のある処、当該言説にっいて、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか論理に飛躍があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確実な行為の選択の拡故
蔓延に繋がる、と理解し、一方、わからない(それがそうか確証が得られない)から処置(破壊、廃棄、移動、言及、その他)できない、との概念にっいて、例えぱ、お医者様にお
かれましても、わからないので検査しましょう、又は、様子を見ましょう(もう少し分かってから処置する)と行為されると理解し得る処、後者が、論理的であり、論理に整△があり、
論理に飛躍がなく、科学的な態度であり、より確実な行為の選択の拡張伸張に繋がる、と理解します。
私達当会は、皆様に、人類の世界に於いて、例えぱ、遺跡にっいて、わからなし、(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい(破壊してよい)、等の、論理的でない
か、又は、論理に自己矛盾があるか、論理に飛躍があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確実な行為の選択の蔓延に繋がる、と考え得る言説又はその流布を、停止
し消滅するよう、監視しそう行為することを、提案し要望します。'
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

2079卒イ今和元皐ノブア月Zブ日ス躍日

r違餅、戈、日本地燐、戈、貞崎地屍とその遁餅仁ついてノ

1.遺跡について

(1)私達当会は、遺跡について、宇宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人類の存在(そ
の肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触覚、記憶、概念、行為)1こ次いで、第一義
の存在である、と理解します。

(2)私達当会は、遺跡について、人類の非意図たる自然と、人類の意図たる人工と、人類の当該事象
への意図(発現や目的や機能目的)の消滅、忘却、時に、埋土による忘却によって、人工でありながら
非意図たる遺跡、即ち、人類にとって自然と人工の中間に位置し対置する第三の存在の性格を有する
希少で特異な存在、を認識し、理解します。

(3)私達当会は、遺跡について、空間の性格、構造として、現代の西洋文明に係る人類に関する空間
が、概ね、意図と囲い込み、閉鎖、であることと対照し、非意図と開放である、と認識し、理解します。
(4)私達当会は、遺跡について、遺跡の存在と空間の構造の、非意図と開放が、遺跡を、人類にとっ
て、根源的な公共の空間とする、と理解します。

MEMO

2.遺跡の認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承につぃて

(1)私達当会は、遺跡について、之を、認知し、調査し、保存し、活用し、公開し、整備し、継承する、と
は、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共の空間を、認識し、保存し、活用し、継
承することである、と理解します。

(2)私達当会は、遺跡について、之を、認知し、調査し、保存し、活用し、公開し、整備し、継承する、と
は、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共の空間に"寄り添う"ことである、と理
解します。

養生所を考える会代表池知和恭

3.日本地域について

私達当会は、日本地域について、アフり力より世界に拡散する人類の当該地域への到達より以降、先
史時代から、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太
平洋、を囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する、島伝いの、琉球、薩摩、肥前、長崎、蝦
夷、東北、日本地域、との地政に在る、と理解します。

私達当会は、日本地域について、「海と島と船と陸と空、人類の到達以来、世界と繋がる地政、もうー
つの"鎖国"」とも表現できる、と理解します。

4.長崎地域とその遺跡について

私達当会は、長崎地域について、先史時代から近代まで、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン
海、東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太平洋、を囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に
関する地政上の結節となる地域であり存在である、と理解します。

私達当会は、地政上の結節となる地域であり存在としての事象が、長崎地域に原子爆弾による被爆
を誘引した、と理解します。

私達当会は、長崎地域の遺跡について、例えぱ、先史時代の支石墓から、近代の終馬となる原子爆
弾被爆の遺跡まで、第一義に、且つ、一貫して、地政上の遺跡である、と理解します。

一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

2019卒イ今和元卒ノフブ,28日木躍日

r遁剛と風tと戈明、戈、私達入類の公共と私運バ類の選択、戈入類の分断ゾ

5.私達当会より、皆様への、提案と要望について

(1)私達当会は、皆様に、遺跡への対応について、本義に於いて、本紙の1.から2.の範囲に於いて、
行為することを、提案し要望します。

(2)私達当会は、皆様に、長崎地域の遺跡への対応について、本義に於いて、本紙の1.から4.の範
囲に於いて、行為することを、提案し要望します。

<遺跡と風土と文明>

(1)私達当会は、遺跡について、宇宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人

類の存在(その肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触覚、記憶、概念、
行為)1こ次いで、第一義の存在である、と理解します。

(2)私達当会は、遺跡とは、逝きし者、逝きし者達、死者が、その時、そこに見た、その風
景を、今、私達自身が見ている、と云うことである、と認識します。

MEMO

(3)私達当会は、風土とは、逝きし者、逝きし者達、死者のことを考える、逝きし者、逝きし

者達、死者の言葉を聞く、逝きし者、逝きし者達、死者と行き通う、その環境、社会的状況、

制度がある、それが私達人類の生活とその空間に生きている、と云うことである、と仮定し
ます。

(4)私達当会は、風土について、人類が社会的に活動するその土地に於いて、宇宙の自

然と人類の事象が、死者の存在を含めて、完全に、共存の状態にある、と仮定します。

養生所を考える会代表池知和恭

(5)私達当会は、私達人類が、私達人類の世界に、複数の文明を認識するならば、風土
は、人類の文明の本源的形態である、と認識します。

(6)私達当会は、少なくとも、人類のアフり力、アジア、オーストラリア、南アメリカ地域では、
風土に於いて、既に、持続可能(sustainable:サステイナブル)な社会が、達成されている、
と仮定します。

( 1/1 )

<私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断>

(フ)私達当会は、公共について、"皆が関わる他者"であり、同時代の人類の各個(自己)

への便益の還元(又は、その総体)というより、未来の人類への社会的共通資本への投資

への選択である、と認識します。(社会的共通資本は、数理経済学者宇沢弘文氏の概念
です)

(8)私達当会は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の公共、即

ち、"皆が関わる他者"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類の歴史の理解、
現代の文明の完成(手厶達当会は、現代の文明について、持続可能(sustainable:サステ

イナブル)な社会が達成されていないとすれぱ、現代の文明は未完成である、と認識しま

す。)の保存、継承、形成への、多様な人々の参加が、人類の様々な"分断"を緩和する、
と仮定します。

〆

( 1/1 )

〆



一養生所/(長崎)医学校等遣跡の保存と活用より

[遺跡について口

1.私達当会は、人類又その個体にとって、当代人類の特定の価値観とその是非より、事象を知るか知らないか
が絶対具体であり、普遍であり、本来の事態であり、優先である、と理解します。

2.私達当会は、人類に於いて、人類の文明に内包する技術又態様又解釈は変化し、遺跡の存在や歴史の事実
は変化しない、と認識されると理解します。

遺跡について(人類と遺跡)

私達当会は、人類の存在の安定にとって、変化する事象と変化しない事象の双方の事象の存在、並びに、認知
が、対照として、不可欠である、と理解します。

私達当会は、変化する事象の為に、変化しない事象が破壊され亡滅することがあってよい、とはならない、と理解
します。

3.私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認
知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望しています。

2019年(令和元年)10月27日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

補足1.人類が、遺跡を当代人類の価値観により亡滅すれば、その遺跡の姿を認知し記憶する人類が、人類世界に、再び、出
で来たり、存在することは、未来永劫、二度と、ありません。その遺跡の姿は、恒久的に、人類の認知と記憶から失われます。

補足2.私達当会は、考古学上の記録は、遺跡の学術上価値を一定の限界のうちに抽象し分析する手段であり、遺跡の姿を
記憶するための手段ではないし、一般的な記録はごく部分的でありその選択に於いて主観的である、と理解します。

[遣跡について 10

a.『文化財保護法』(昭和二十五年五月三十日法律第二百十四号、最終改正:平成二六年六月一三日法律第
六九号)ほ、第一章総則の(文化財の定義)第二条にて、遺跡としての「記念物」1こつぃて、「四貝づか、古墳、
都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとって歴史上又は学術上価値の高いもの」と、明文して「歴史上価
値」、「学術上価値」に言及しています。

[特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準](昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告
示第二号、平成七年三月六日文部省告示第二十四号改正)ほ、

〔史跡〕「左に掲げるもののうち我が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、かつ、その遺跡の規模、遺
構、出土遺物等において学術上価値あるもの(ー~九を掲示)」
〔特別史跡〕「史跡のうち学術上の価値が特に高く、我が国文化の象徴たるもの」
と記します。

[特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準]1こよって、『文化財保護法』の「遺跡」に関する
「歴史上価値」ほ「我が国の歴史の正しい理解のため」に関与する事象である、と理解でき、同様に「学術上価値」
は当該遺跡に関する様々な学問の学術上に関与する事象であると共に当該の「遺跡の規模、遺構、出土遺物等
において」学問の学術上に関与する事象であることが理解できます。

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.私達当会は、当該の遺跡の保存と活用に関する本来の姿、個体の選好、社会的選好に於いて之を実現する
事態を生起する為には、人類上の個人と諸関係に於いて、他の個人又集団や団体や機関に影響を受けない独立
自律の個人又集団や団体や機関により、歴史上価値並びに学術上価値、さらに自然の存在と人類の存在又その
関係に於ける遺跡の存在上の価値、が研究され、その成果が、人類上の個人と諸関係に於いて、既に、厳密に共
有され、十分に唄嘱されて成熟した実態が形成されていることが、前提条件となる、と理解します。

3.私達当会は、人類が、その個人と諸関係に於いて、斯かる成熟した実態を保有するに至る以前の未熟な状態
にあっては、当該の歴史上価値並びに学術上価値さらに自然の存在と人類の存在又その関係に於ける遺跡の存
在上の価値を研究する、他の個人又集団や団体や機関に影響を受けない個人又集団や団体や機関の見解を具
現することにより個人上又社会上の成果と効果を実現できる、と理解します。

b.私達当会は、"価イ直'との概念について、人類の個体の選好の契機、行為の動機となる事象である、と理解し
ます。従って、複数の人類の個体に同時に共通する"価値"概念は成立しない、と理解します。
もし、複数の個体を含む社会的価値などの表現が表記されるならぱ、その内実は、価値とは類別される、個体の
選好又はその集合としての社会の選好、又は、社会上の効果、効用、又は、その類型や傾向や数量と理解します。

1.私達当会は、遺跡の保存と活用に関する、その本来の在り方にっいて、歴史上価値、並びに、学術上価値、さ
らに、自然の存在と人類の存在、又その関係に於ける遺跡の存在上の価値が、人類の個人とその集合である集
団や社会に於いて理解され唄嘱されることにより、人類の個人と集団や社会により個体の選好、社会的選好とし
て実現される事態が、本来の姿、在り方である、と理解します。

4.私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、a、b、1、2、3、を包含して実現する、遺跡と遺跡と
しての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

[遺跡について 1旧

2019年(令和元年)10月28日日本経済新聞[チ斗学技術]第9面は、朋畄科学に異分野の知見「記憶」解明に
不可欠』として、ノーベル賞の米Mr「教授利根川進氏への取材記事を掲載しましナニ。(以下同氏回答より抜粋)

「脳科学はこの4~5年で大きく飛躍したー・」ー・「今、脳科学が扱っているのはー・単純で具体的な出来事の記憶
だ。これとは異なる種類の記憶に『知識』がある」「ー・これは出来事の記憶から抽象した事実を覚えているからだ。
その仕組にはまだわからないことが多い。・一部分ではなく脳の回路全体を見る必要がある」ー・「脳を研究すると
いうことは、物体と精神という二元論の境目がなくなることを意味する。神経の活動が何段階も統合されたものが
人間の社会や芸術などの活動で、私はこれらが本質的に同じものだと捉えている。そのため、文学や社会科学、
芸術と融合して研究しないと本当に脳の機能はわからない」・・・「研究者には常識にとらわれない非常識な考え方
が重要だ。・一自分もその点は衰えていない。ー・」

脳科学に於いて、今、脳科学が扱っているのは単純で具体的な出来事の記憶/抽象の仕組みはまだわからないことが多い/部分で
はなく脳の回路全体を見る必要がある/文学や社会科学、芸術と融合して研究しないと本当に脳の機能はわからない、と云います。

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

( V2 )

1.人類にとって、記憶が、人類の行為や抽象概念、又、広範な活動の原点となっているようです。

2.私達当会は、皆様に、遺跡について、人類に、行為や活動の原点となる"記憶"を提供する素材として"遺跡"を
捉え、遺跡の具象、並びに、遺跡又遺跡としての空間の性格、例えぱ、非意図性や開放性を具現し、私達人類の
様々な活動空間に、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

3.私達当会は、皆様に、特定の人類によって抽象され捨象され解釈された記念又は代表としての遺跡、即ち、知
能、知識、形式知に範疇され之により意図的に選択され改変され閉鎖構造に囲い込まれた遺跡の存在の在り方、
に対して、抽象や知能や行為や活動の原点となる"記憶"を提供する素材としての遺跡、即ち、具象であり、意識、
身体知、暗黙知に範疇され遺跡の存在の本質と捉え得る非意図と開放の構造によるありのままの遺跡の存在の
在り方を、提案し要望します。

4.私達当会は、皆様に、遺跡との人類にとっての現実世界の部分について、歴史上価値、学術上価値のみなら
ず、人類の活動全般との関係に於いて考察する、自然の存在と人類の存在、又その関係に於ける遺跡の存在上
の価値、を認知することを提案し要望しています。

5.私達当会は、遺跡について、他の事象と共に、自然と人類の関係に於ける風土、文化、文明、民俗、その過去、
現在、未来の在り方を考察する契機と為り得るし、人類の個人と社会の記憶として、人類の広範な意識と知能と行
為と活動、芸術や社会上の活動、の根源である、と理解します。

6.私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において(日常の、身近なそれを含む)、遺跡と遺跡としての
存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

22

遺跡は、人々のそして現代の私運の生と死の証です。

〆



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

[遺跡について IV]

網野善彦氏(歴史学者:日本中世史:1928年(昭和3年)1月22日一2004年(平成16年)2月27日)ほ、日本の
中世の社会に於いて、家屋敷、主、郎党、家人等の在り方を有縁と概念し、神仏社寺、道、辻、市(市場、市庭)
等の在り方を無縁と概念し、無縁の在り方について、アジール(避難所、避難領域、独:asyl、仏:asile、英:asylu
m)としての、又、公共としての、役割と性格を有する、と論じました。

遺跡について(人類と遺跡)Ⅱ

私達当会は、人類の社会に於いて、人口流動集住地域では、人類の様々な文化文明民俗が、それぞれ個男11の
小区画に囲い込まれる処、遺跡について、当該の施設や区域に対して人類が設定した機能や目的の崩壊、又、時
間の経過や埋土による人類の忘却に由来する、非意図性と空間と構造の開放性により、唯一、当該地域に於いて、
根源的な公共の空間となり得る、と理解します。

現在の日本では、例えぱ国衙、国分寺、郡衙、城郭や大名家老屋敷庭園等の遺跡が公共の空間となっています。

2019年(令和元年)11月2日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、遺跡との概念について、当代の人類の様々な関係性(有縁)を去り、誰もが隔てなく参加し再生する
ことができる、即ち、無縁としての役割と性格と存在を、唯一、現代の私達人類の現実世界、生活空間に顕現する、
と解し得ると理解します。

私運当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空間、遠方の空問、時に、エキゾチック(O×otic:異国の情緒のある、性質が通常のものと異なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、謂査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来てぃるでしょうか?

[遺跡について V]

a.自然並びに人類に関する出来事としての過去の事実は無限にあります。

私達当会は、私達人類が認知し解釈できる対象となる自然並びに人類の過去の事実は、無限の事実のうちの極め
て一部分の事実である、と理解します。

私達当会は、自然並びに人類の過去の事実を解釈して例えぱ歴史として語る者は、その対象となる人々に、その語
り、歴史等が、無限の事実のうちの極めて一部分の事実に対する現在の解釈に過ぎず、発見や社会の変化により、
新しい事実が認知され、異なる解釈が与えられ得ること、未来に亘って不変の事象ではないこと、同時に、不確かな
事象であること、の認識を形成する努力が必要である、と理解します。

私達当会は、遺跡の保存され移設され模型とされた記録について、"又聞き"の範疇である、と理解します。
"百聞は一見に如かず"、と申します。

私達当会は、万の事象につき、又聞きではなく、直接見る事を看過してはならない、と理解します。
(手厶達当会は、遺跡にっいて、"現状保存ではなく、記録保存や移設や模型等でよじ'との考えは、当該の遺跡の軽
視である、と理解します。)

C.歴史(解釈、概念)1こより自然と遺跡と民俗(現実)を制御するのでしょうか?
自然と遺跡と民俗(現実)により歴史(解釈、概念)を制御するのでしょうか?

皆様は、前者と後者のどちらのプロセスを優先することを選択しますか?
私達当会は、後者のプロセスを優先することを選択します。

私達当会は、皆様に、前者よりも、後者、即ち、自然と遺跡と民俗(現実)により歴史(解釈、概念)を制御する、とのプ
ロセスを優先することを提案し要望します。

d.人類の19世紀の文明の世界では、人類の学問学術が近代国民国家の形成に意義を有しました。
私達当会は、私達人類の21世紀の文明、並びに、グローバルの世界では、私達人類の学問学術にっいて、私達
人類が、現代の自然と人類の社会に於いて、間違いを選択せず存在する、又は、存在し続ける為の意義に、その意
義を転換すること、を提案し要望します。

[遺跡についてⅥ] 2019年(令和元年)11月9日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、遺跡について、以下、その性格やその他の関係する事象について理解し、又は留意します。

1.人類の意図性に対照する非意図性、並びに、人類の空間と構造の囲い込みに対照する空間と構造の開放性
〔遺跡の存在:根源的な公共の空間〕

2019年(令和元年)11月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.地形、地勢と遺跡との関係性〔又、遺跡とその関係する環境のランドスケープ〕

3.遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸関係性の連絡〔私達当会が提案する"再興空間主義宣言"〕

4.地球時代と人類時代、並ぴに、日本地域への現生人類到達以来の三万年の出来事と変化と人類の伝統〔歴史〕

5.地理、地政、事象の伝播と移動、人工工作との関連性〔ネットワーク、又、各事象のランドスケープ〕

6.芸術と学術とその市場による遺跡の活用〔遺跡、哲学、芸術、行為、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒体に近接しています〕

フ.人類の生活空間に於ける、人類の風土、文化、文明、民俗の自律的展開とその維持〔人類の活動〕

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

[遺跡についてⅥ1] 2m9年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、皆様に、人類の活動空間に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸術とコミュ
ニケーション(美)、学問と良心(真:哲学、学術と善:政治)、並びに、伝統と歴史により、遺跡とその存在を活かし、

遺跡の外'如に現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事象の全き共存と共栄を実現することを、提案し要望します。
私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

1.日本地域と地球の人類の世界

①世界の日本への憧憬(中国秦の徐福の伝説、マルコ・ボーロ『東方見聞録』、地下資源(金と銀と銅、硫黄))

②日本開国(長崎による日本開国/西欧世界の東回り航路(インド洋一東シナ海)と西回り航路(大西洋一太平洋)

の最後の接点の連絡の完成.資本主義世界の地球の一周、世界の一体化の完成/明治の日本の存在を経由して西
洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、始点として端緒)

"■与■卑のエン¥ルユ寛,ルウスの啓崎●一価 rづルジき丁吐壷田●有Φ巨■捻.曇評閉翊嘉Uモ●邑置のとに立0生盛安"リ出,こしで畠る.慌界雌門"で島るから.二の二ι壮カリつ゛.こア五的三オ、ユ●,」ア由■霊坤化と冥墨並U」二日ネΦ●畦にようて尊累に聖って塾,二と身貞ら,●.」羽仁冨単叫地柚岐里●官11"碑,製ι置"の一弥叱1)

③日本の明治の近代国民国家の存在、形成と存続(西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡
散の契機、存在として端緒:現代の地球規模の人類の世界に至る最初のモデル_ー,の実現、世界標準、、事象,獲得)

④日本への不理解(「日本は特別だ上非西欧に於ける非野蛮の存在.例外としての存在(例外の理解は不要))
(r日キは鵜別,訂'シリーズ・グローバルヒストリ→分グローバル化と世界史」20IB卑3月26日初蓋羽田正廩京大学出腫金P110「算4章グローパル化帥代のA文季.牡金剥季.2 ニオLからの白本のA文牟.社金和学.外●語での盧果曼褒」)

⑤世界に於ける近代西洋との概念とその様式、又、態様の再確認と検証と再評価の契機(原爆被爆の遺跡)

⑥人類の過去と現代と未来(遺跡の具象としての保存と継承と活用を基層とした、人類世界の具体である人々の行
為としての歴史解釈その他の諸概念の再確認、検証、認識作業の継続)

2.私達当会は、日本地域と地球の人類の世界との関係に於いて、長崎地域が、通時的共時的に、優れて特異な結
節の状況を形成していると理解します。

3.私達当会は、皆様に、以下の遺跡、並びに、関係する概念について、認知し実現することを提案し要望します。

( 1/2 )
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

私達当会は、皆様に、人類の活動空間に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸術とコミュ

ニケーション(美)、学問と良心(真:哲学、学術と善:政治)、並びに、伝統と歴史により、遺跡とその存在を活かし、

遺跡の外'Wに現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事象の全き共存と共栄を実現することを、提案し要望します。
私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

1.日本地域と地球の人類の世界

①世界の日本への憧憬(中国秦の徐福の伝説、マルコ・ボーロ『東方見聞録』、地下資源(金と銀と銅、硫黄))

②日本開国(長崎による日本開国/西欧世界の東回り航路(インド洋一東シナ海)と西回り航路(大西洋一太平洋)
の最後の接点の連絡の完成.資本主義世界の地球の一周、世界の一体化の完成/明治の日本の存在を経由して西
洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、始点として端緒)

(1858鼻のエンゲルス宛マルクスの審簡の一節 1ブルジヨア杜会の国有の任務は、世界市場及びその苗硬の上に立っ生産を作り出すことで島る,世昇は円形であるから、このこと1劼リフォルニフ並ぴにオーストラリアの植畏地化と支那蛇びに日ネの開放によって総末に至ウてきたと考えられる.」羽仁五即 r明治維斬史研空」1956鼻P.9d 1世界の一体化1)

③日本の明治の近代国民国家の存在、形成と存続(西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡
散の契機、存在として端緒.現代の地球規模の人類の世界1こ至る最初のモデル_,_,の実現、世界標準、,..事象.、獲得)

④日本への不理解(「日本は特別だ上非西欧に於ける非野蛮の存在.例外としての存在(例外の理解は不要))
(「日本は特別ナ白.tシリーズ・グローバルヒストリー①グローバル化と世界史』2018年3月2B日初版羽田正東京大学出版会P110「第4章グローバル化時代の人文学.社会科学.2これからの日本の人文学.社会科学、外国語での成果発表」)

⑤世界に於ける近代西洋との概念とその様式、又、態様の再確認と検証と再評価の契機(原爆被爆の遺跡)

⑥人類の過去と現代と未来(遺跡の具象としての保存と継承と活用を基層とした、人類世界の具体である人々の行
為としての歴史解釈その他の諸概念の再確認、検証、認識作業の継続)

遺跡についてⅦ

①

2019年(令和元年)11月12日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

2.私達当会は、日本地域と地球の人類の世界との関係に於いて、長崎地域が、通時的共時的に、優れて特異な結
節の状況を形成していると理解します。

( 1/1 )

3.私達当会は、皆様に、以下の遺跡、並びに、関係する概念について、認知し実現することを提案し要望します。
(1)『長崎国際歴史文化都市構想』(2019年(平成31年)1月18日金曜日以降数次改訂養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、皆様に、私違人類が、長崎地域の地球時代一先史時代以来の特異な自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政を、現代の人類にとっての長崎地域の在り方に、積極的に活かし、地球規模の人類世界に於いて国際的な位
置づけを実現し、この土地の生活に於いて特徴的な現代の風土を形成すること、その措置をとること、を提案し要望します。

①「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡群」②「都市長崎遺跡」(ローマ.カトリックと日本人による城塞都市、長崎奉行の近世城下町、中世、近世、近代、現代へ)
③「日本開国(その母胎、転回の起動力、最初の唯一の玄閲、資本主義の経済圏(世界市場)の地球の一周の完結〔世界の一体化〕、明治の日本を通じで主権国民国家の地球規模の拡散の端緒く普遍と特異、一体と個別、非野蛮の顕在、
多様性顕在の端緒>)」(1858年のエンゲルス宛マルクスの書簡の一節:「ブルジョア社会の固有の任務は、世界市場及びその基礎の上に立っ生産を作り出すことである。世界は円形であるから、このことはカリフォルニア並びにオーストラ
リアの植民地化と支那並びに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる。」羽仁玉郎『明治維新史研空』1956年 P.94 1世界の一体化1 )
④「長崎キリシタンの里構想」⑤「浦上キリシタンの里様想」⑥「長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想」⑦「長崎国際第二中華街構想」(市南部.柳埠頭にて行政による第ニバース(b.けh)設置を基盤とする外資による[開発型観光])

(2)『再興空間主義宜言』(2m9年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭):遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸閲係性の連絡

(3)『遺跡とそのランドスケープ(1andscape)の選択』(2019年(令和元年)9月27日金曜日養生所を考える会代表池知和恭ン自然、遺跡、建築.都市のランドスケーブ、言語としての疎通

(4)『「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"』(2019年(令和元年)9月28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)
『数理経済学者宇沢弘文氏、そして"社会的共通資本"としての医療』(資料:2019年(令和元年)9月28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)
私達当会は、宇沢弘文氏が提案する『社会的共通資本』(social common cepitaD 概念により、遺跡が人類の『社会的共通資本』である、と理解します。

(5)長崎地域の特定の個別の遺跡群について

『長崎奉行所西役所等遺跡群』(先史時代~岬の教会、並びに、ローマ・カトリックと有馬氏大村氏他日本人による三ノ堀の内の西洋式城塞都市~長崎奉行所西役所等~大波止遺跡~連接する築地遺跡~近世城下町,゛忠州0,)について

遺跡に関する総合的な観点より、遺跡の認知、調査、保存、活用、整備、継承にっいて、以下措置する。(順不同:『長崎国際歴史文化都市構想』よりの引用事項を含む)
(i)「長崎奉行所西役所等遺跡」(長崎県庁舎跡地)1こっいて、遺跡調査現状保存を前提に、当該地域の先史時代以来の重層的に転襲する歴史より、現代の象徴的な建造物に依らず、遺跡公園とする。第二義的に、当該地の遺跡の看己念
物としての江戸後期を中心とする榛式を引用し、長崎奉行所西役所を再建する。[木造、和の空間:現代の長崎には根源的な公共の空間としての和の空間が欠損する処、之を再建する。](iD 「大波止遺跡」にっいて、遺跡調査現状保存を
前提に、大波止を再建し、長崎くんちの御旅所をこの本来の位置こ復興定置する、又催事広場として活用する。(iii)長崎の丘直下に位置し、又、大波止遺跡、他の山稜丘陵部と連続する一連の長崎築地遺跡にっいて、長期計画により、遺
跡調査現状保存を実施し、出島を対津とする一帯にっいて、人々が集う遺跡緑地公園とし、遺跡に対して可能な範囲で小規模の閲連施設を整備する。(iv)長崎県警察本部一日本生命ビル跡地にっいて、遺跡調査現状保存を前提に、イェ
ズス会又は口ーマ'カトリツク教会により記念聖堂と関連研究発信展示機関を整備する。(V)高島秋帆邸遺跡(現長崎家庭裁判所/長崎簡易裁判所一現国道34号線一帯)にっいて、遺跡鯛査現状保存を前提に、現行施設との厶築改築等
を含めて可能な方法により"近代西洋医学歴史博物館"を創設する。(VD 長崎水辺の森公園一帯に、"オペラリ、ウス、シンフォニー・ホール共用施設"を建酘整備する。(Ⅵi)「長崎奉行所西役所等遺跡群」~「出島遺跡」並びに周辺~長
崎水辺の森公園~「長崎バンド(bund:堤防、築堤、埠頭、海岸通り)遺跡」~以降~「小曽根築地遺跡」~海岸付地所~「小菅修船場遺跡」(世界文化遺産『明治日本の産業革命遺産製鉄.鉄鋼、造船、石炭産業』の構成資産){こつぃ'て、
長期計画により、遺跡調査現状保存を前提に、旧海燦を水路で表現し、地所を緑地公園帯で連結する。
山m 長崎市南部の柳埠頭に於いて、一帯の遺跡調査現状保存を前提に、行政による第ニバース(b8rth:停泊位置)形成、中国・香港・シンガポール.華僑資本による一帯の自由な観光開発。[開発型観光]ー〔長崎国際第二中華街構想]
(ix)「養生所ノ(長崎)医学校等遺跡」(長崎市立佐古小学校跡地一帯)1こっいて、遺跡の全体の調査と現状保存と原状回復と継承、又之を基盤としナ、公開活用を実現する。
(X)「魚ノ町縄文一近世近代町家遺跡」(長崎市公会堂跡地)を現状保存し、その傾斜した土地と検出遺構をそのままに見せる遺跡記念催事広場公園として活用する。(匁)予定する斬長崎市役所庁含にっいて、浦上川河口東岸再開発地
区(長崎魚市跡地(新長崎県庁舎、新長崎県警本部)~長崎駅西部~三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場跡地予定地)に、諸遺跡の調査現状保存を前提として、建設する。
(緬D 三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場跡地予定地にっいて、長崎の原子爆弾被爆の遺跡として全域を調査し、大規模な原爆遺跡として現状保存し、整備公開、活用する。(開発との両立は可能か)〔長崎原子爆弾被爆遺跡整備
構想]の一環゜

(xiii)桜町(長崎市役所市議会等跡地予定地等)にっいて、遺跡調査と遺跡現状保存を前提とし、全面積的な一体再開発により、且っ、「魚の町縄文近世近代町家遺跡」と空間上連結し、"国立人文学"術地理学自然科学応用科学総厶博
物館劇場写真美術館各種工房会議場公文書館複合施設"を建酘整備し、近隣の長崎市立図書館、長崎歴史文化博物館と連携し、長崎地域の文化活動、並びに、発信の中核区域として活用する。
(xiv)長崎地域の変化に富む地勢と重層し幅陵する遺跡群を再整備しっつ、歴史に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活動、並びに、発信の舞台として活用する。同時に、国際*楽祭、国際吐術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演
劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイベント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企画聞催し、即ち、長崎地域の優れて特異な自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範にせ術と学術とその市場による。

②『養生所/(長崎)医学校等遺跡』("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域")にっいて
私運当会は、当該遺跡地の"中核区域"内に於いて、遺跡を掘削して行う、長崎市立仁田佐古小学校建設、並びに、外周道路拡幅建設の計画の実施が進行する状況を勘案し、以下、A. B. C. D. E.各案を例示します。(従来、A. B. D
E.各案を提案L、要望しています。今回C案を追加します。)゜

A・B.C.案は、長崎市立仁田佐古小学校にっいて、当初検討の複数の建設用地候補地等の'当該遺跡地以外地への殷置を前提とします。
私達当会は、A案にっいて、原体である遺跡(非意園)、B. C.案にっいて、原体である遺跡を基盤とする、芸術(アート:意図)としての変奏、又は変奏の付加、と理解し得ると理解します。 E案は、A. B. C. D.各案に附随させます。
手厶達当会は、A.B.C.E.案を採択して、之を、皆様に、提案し要望します。゜

A・建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当骸遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の遺跡の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石吐基礎構吐物又は敷設物、並
びに、甲種長崎医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。[遺跡としての、空間の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]
B・建設途中の小学校施殷建物の途次の状態、並びに、遺跡再建を優先する一部破壌又撤去の状態の現状保存、補強改修、関連する教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構、物の撤去、並ぴに、当該
遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物一甲種医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。["術且っ遺跡(アート:意図、且
つ、その経緯としての痕跡)としての完成しない建築物、原体である遺跡としての、空閻の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]
C・建設完了の小学校施設建物の完成の状態、並びに、遺跡再建を優先する一部破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、関連する教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当.少
遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は數設物一甲種医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。[台術且っ遺跡(アート:意園、且
つ、その経緯としての痕跡)としての破壊される建築物、原体である遺跡としての、空間の造形とその構造物、並ぴに、一部の建物再建]
D・長崎市立仁田佐古小学校にっいて、長崎市の現在計画による建物等主要施設の建設と当該小学校の運営、当該小学校付帯設備施工による遺跡破壊の防止、外周道路計画の廃止、並びに、旧{校敷地内の建物等主要施設の残余の
土地、並びに、外周道路の土地での遺跡の再建。

E・養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の"運用区域"(病院西側)、及び、"関連区域"(大徳寺境内並びに庫裏、大楠社の一帯)、ボンペ・ファン・メールデルフォールトの養生所/精得館たる近代西洋病院の要件を具現する"佐古の丘の地形,,(佐古
一仁田頭の丘、周辺一帯)、並びに、寄合町西南部の「佐古入口」より、後の養生所ノ精得館一帯を通り、北の「大村領」に至る旧道に於いて、遺跡の遺跡としての認知、確認、現状保存、活用、整伊、公開、継承を実現する。
同時に、当該遺跡地の範囲にっいて、文化財保護法による「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定する。



一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

[遺跡についてⅧ]

私達当会は、私達人類が、遺跡の存在を破壊し滅失し放棄することにつき、人類の意識や知能、認識のプロセス

(process:経過、過程)を軽視し、人類の過去、現在、未来への責任を放棄することに他ならない、と理解します。

私達当会は、私達人類が、私達人類の主観で、遺跡の存在を、記録の保存や移設や模造に置換し、之を遺跡へ

の対応に於いて、モデル(modeL模型、規範、典型)として認識し、人類の現実世界から抹消することにつき、之

が、人類の行為として、遺跡の存在と之に関連して人類集団に蓄積される知に対するジェノサイド(宮enocide)で
あり得る、と危倶します。
(底印Ocide:ジェノサイドは、国家あるいは民族・人種集団を計画的に破壊すること。ジェノサイド条約第2条によれぱ、国民的、人

種的、民族的、宗教的な集団の全部または一部を破壊する意図をもって行われる行為のこと。(wlkipedia 2019年11月13日))

遺跡は、人類の事象です。

私達当会は、人類が、遺跡を傷付け人類の世界から抹消することについて、人類が、人類を傷付け人類の世界

から抹消する結果を、誘導する可能性がある、と仮定します。

遺跡について(人類と遺跡)Ⅲ

2019年(令和元年)11月13日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

2019年(令和元年)11月24日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

下川達彌活水女子大学特別教授は、千々和ミゲル研究・顕彰会の歴史講演会で、「歴史を構成するのは伝統、

記述、記念物の3要素。ー・」(2019年(令和元年)11月6日水曜日長崎新聞朝刊第11面[ローカル])と説明しています。

歴史は、人類の出来事への解釈であり、人類による概念です。

伝統は、その一部に人類の事実の記憶を包摂して継承している可能性があります。

遺跡(文化財保護法上は「記念物」)は、人類の過去の活動の痕跡として、人類の現在の現実世界を構成する実

体の一部であり、遺跡が、滅失されずに、人類の現在の現実世界に遺存する限り、原則として、誰もが、直接に確

認できる事象であり、学術上の確認を経由して、人類が人類の特定の過去に関わる事実と認識する事象です。

私達当会は、私達人類は、一般に、自身が直接に経験することのない人類の過去の出来事、実態、事実に関し

て、人類の出来事への解釈であり概念である歴史と、人類の過去の事実の記憶が包摂されている可能性がある

伝統に対し、人類の現実世界の実体である遺跡や他の文化財類の事象の確認との経験を経由してのみ、受容と
しての実態を得ることができる、と仮定します。

改訂1 2019年(令和元年"1月28日木曜日

私達当会は、私達人類が、人類の過去、現在、未来を知り、又は、理解し、時に、民主政下に於いて判断し選択

するには、多くの人類の個体が、様々な、人類の概念としての歴史や人類の継承と変化である伝統や人類の記録

である記述や人類の事実である遺跡を、豊富に経験し、受容としての実態をその内に収容しているしか方法がな
い、と仮定します。

私達人類は、私達人類が生存する空間と環境に、これ等の様々な事象が、将来に亘って、どこにでも、人類が意

識し得る断絶のない実態を伴って、豊富に存在し続けることを、選択できるでしょうか?

[遺跡について I×]

私達当会は、私達人類にとって、任意の事象について、一旦、断絶を差し挟めば、当該の事象を意識し認識する
ことが、極端に困難になる、と仮定します。

1 迫鉢

遺跡は.一般に.人顕の(過去の)活動の痘跡と認諒され、追槽と週物より楕成され、一定の土地の麺囲又は空間の節囲として抱握されます

"這跡と風土と文明.又、怠逢人類の公共と私違人類の選択.又人顕の分断

<適跡と風土と文明>

(1)私違当会は、週跡について、宇宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人顛の存在(その肉体.危嵐、知能、言話、戈字、視覚.聴覚、噴寛、味覚、触覚、記憶、概念、行為)に次いで、焦一義の存在である、と理俄します.

(2)私運当会は.迫鉢とは、逝きし者、逝きし者違、死者が、モの時、モこに曼た、その風景を、今、私違自身が見ている、と云うことである、と認識Lます

(3)私遠当会は、風土とは.逝きL者、逝きし者達、死者のことを考える、逝きL者、逝きし考違、死者の言票を聞く、逓きし者、逝きL者遠、死宅と行き通う、その斑境、杜会的状況、制度がある、それが私逗人語の生活とモの空間に生きている.と去う二とで
ある.と仮定します

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空蘭、還方の空間、時に、エキゾチック(6×olio:具国の情緒のある、性質が通常のものと具なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

2019年(令和元年)11月24日日曜日

(4)私違当会は、風土にういて、人類が牡会的に活動するモの土地に禁いて、字宙の自罍と人類の事象が、死考の存在を含めて、完全に、共存の状尾にある、と仮定します

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメ・ジセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

(5】私遮当会は、私達人頚が、私連人顛の世界に、複敷の文明を琵魔するならぱ、風土は、人類の文明の本頚豹形態である、と認嵐Lます

(6)私達当会は、少なくとも、人類のアジア地域では、風土に挑いて、既に、持枝可能(3U5tam"bl.サステイナブル)な社会が、違成されている、と仮定します.

<岩這人頴の公共と私速人顕の選択、又人顛の分断>

(刀私違当会は、公共について."皆が関わる他雪"であり.同時代の人類の各個(自己)への便益の還元(又は、モの総体)というより、未来の人顛への牡会的共通資本への投資への選択である、と認諏します.(社会的共通資本は、数理経済学者宇沢弘
文氏の椴念です)

(8)私逮当会は、人嘉の様々な"分断'が形成する人頻の不幸に関して、人頚の公共、即ち、'皆が関わる他者"、倒えぱ、風土、又里土の再生、文化、追跡、人顕の歴史の理解.現代の文明の完成{私達当会は、現代の文期について、持陵可能{3"雪仏i"
.ble・サステイナブル)な社会が違成されていないとすれば、理代の文明1ネ未完戒である、と知朧します.)の保存、椎承、形成への、多掃な人々の参加が、人頴の様々な"分断'を讐和する、と仮定Lます

Ⅲ.迫跡、モの存在の性格と鮎達事象について

裂達当会は、這誹について、以下、モの性格やその他の腐係する宰割こついて理解L、又は留量Lます

1.人顛の意回性に対照する非意回性、並びに、人驫の空間と犠造の囲い込みに対照する空間と楕造の闘放性〔迫跡の存在:根謹的な公共の空間〕

2.地形、地勢と適跡との磨係性〔又、遍跡とその関係する理填のランドスケープ〕

3.這跡.又非適跡の空間と共に、空聞の誇関係性の連絡【荘達当会が提案する'再興空間主頓宣言'〕

4.地球時代と人類時代、並ぴに、日本地域への瑛生人類到遷以来の三万年の出交事と褒化と人頬の伝萩〔塵史〕
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5 地理、地政、事象の伝櫓と移動.人工工作との幽連性〔ネットワーク.又.各事諏のランドスケープ〕

6 茎術と学斯とその市場.又、祝祭による遍跡の活用〔遭跡、哲学、芸術、行告、神鈷、学術、生と死、祝泉の詫関係(又は、宗敏)は、人頻の存在を媒体に近接しています〕
モの土地、地域の地勢と遭跡弊を奔豊俺Lつつ、歴史に倣L、、人顛の、文化、芸術、伝絲、季術の活動、並びに、発信の翼台として活用する.尚時に、国際音秦祭、田降姦術祭.国降写真祭、国際映画祭、国際演倒祭、各橿国瞭学会等(アカデミアのイベン

ト)、国鯉アートワエスティバ」レ等(市場〕を企画闘催し.即ち、その土地、地域の自熱と地勢と適跡と歴史、又、理代の地政の活用を.広範に芸術と学術とその布場、又、祝祭による

フ.人顕の生活空間に謙ける.人傾の風土、文化、文明、民俗の自償的塵開とモの憶持 t人覇の活動〕

Ⅳ.這跡について

1 人類の非量図たる事象、人頻の意図たる車歓、週跡、空間の性格と携造、人鼎にとっての量義

0)人顛の非量図たる事象、人薮の慧回たる宰象、遭鋳

①私遮当金は、字宙の自憾と人顕の事象について、人頚の非量図たる事象.人顛の慧図たる事象、を認諏し庄す

②私達当会は、遭跡について、人類の非慧園たる自然.人類の意園たる人工、人工でありながら、人類の当該事象への意園(発現や目的や懐能)の滑滅、忘却、時に、埋土による忘却によって.人類の非意回たる遁跡、自憾と人工の中間に位電する焦三の
存在の性格を有する希少で特冥な事象、を琵識します

(2)遭跡、空間の性格と犠透、人類にとっての意軽

Φ私這当会は、遣誹について、空間の性格、楕遠として、現代の西洋文明に係る人廠に四する空間が、搬ね、量回と囲い込み、閉韻、であることと対照し、"廷回と開放である、と認崖し、理解します

②私遭当金は.週跡について、遭鋳の存在と空閏の構造の、非量園と開放が、週跡を、人顛にとって、根揮的な公共の空間とする、と理解Lます

(ν2 )

2.這跡の認知、厨査、保存.活用、公開、整傭、継承について

0)私遠当会は、遺跡について、之を、認知し、調壹し、保存L、活用L、公開L、整皆L、継承する、とは、遺跡の存在の性格と楕造の非意図と開放、根毒的な公共の空間を.認識L.保存し、活用L、継承ずることである、と理解します

(2)名連当会は、適跡について、之を、認知し、調壹L、保存し、活用し、公朋L、豊督L、趣承する、とは、遺跡の存在の性格と犠造の非意園と開放、祖浬的な公共の空聞に'寄り恐う'ことである.と理解Lます

3.遼跡、歴史.考古学.人顛の文化

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

遭跡は、人顛の事実の解釈たる歴史と問じ事徹で1=ありません

遭跡は、生きる宅の詩、文学、姦術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれません
怠這当会は、遺跡を歴史と考古学と盈纂のみで規定することはできない,と理侯L主す

4.理代と人顛の活勧、歴史と空闇に鬨かれた「窓」

「窓」・私違当会は、裂建が認知する字宙の事隷は、私遭人顕が、私違人類の肉体、意徴、知能.言語、文字、換寛、聴寛、嘆覚、味寛、触寛、記憶、撮念、行轟、即ち.人類というr室」を通して憾知する極めて一郁の不確かな概念である、と理解します.固

時に、私這当金は.理代の様々な事象について、人願の遇去、現在、未来の連続の闘係に関かれた部分たる1愈」として隈定された奉象と理解L又現代の人類はモの関連に禁いて行為すると理解します.私運当会は.皆様に、瓢逢現代の人顛が、追跡の
フ=ノサイドを停止L.アフり力から地球の全土に拡散する人類の活動ナニる過去から現代又朱来への匠史とモの空間たる遺跡の1窓」たる諦関連により限定された事象とモの空聞に行為する電定された存在であることを認隷すること、を提案L饗望しまオ.

5 人驫の文化と人頚の軽済

裂遭当会は、人類の文化とその活動が、人顛の経藩に、モの形賞と速厘を与えている、と仮定Lます.

6 達鋳の活用(人県への還元)

怠違当会は、皆様に、這跡の活用(人頬への逗元)について.芸斯と学術とモの市場によることを提案し要望Lます

這跡、哲学、益術、行為、神籍、学術の諦蘭係は、人顛の存在を媒体に近接しています.

瓢達当会は、皆掃に、その土地、地域の地勢と追鋳鷲を再整僑Lつつ、民史と土地の利用の雇歴に倣い、人頚の、文化、萎術.伝航、学衛の活動、又、臭信の気台として活用する、同時に、国降音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国諏映圃祭、国際演劇祭

各橿印際学全等(アカデミアのイペント)、国降アートフエスティバ」し等(市填)を企圃開憧し、即ち、その土地、地域の自熱と地勢と遺鉢と歴史、又.現代の地政の活用を、広範に芸婿と学術とその市場、又、祝祭によること、を提案L蔓望します

7 遭跡へ

私遮当会は、遭鋳が.空間であると認簾される処、当談の事録を適跡と紀知すること.又、之による、当該の連誹の調査.保存、活用(人頚への逗元).公開.豊価、継承について、人顛が.今より鑁.当該の遍跡の空間にどの様な形質を与えるか、人顛の活動

が当該空闇にどの擦に闘与するか、当該の活動1ネ軽陦にどの様な形質と速度を与えるか、当鼓の事象が字宙の自然と人顕の存在と遭跡の存在の相互関係と理解L得る当該の風土にどの様な形質と査化を格成するか、それは人顕の立化財、遺跡として本

暖であるか、モれは人驫の風土として本員であるか、それは人顛にとって好生しいのか、裏逗人頬は何を選択するのか、との身察に対L、之を必熱の宰象、と理禦Lます.

私逗当会は、皆様に、遭跡とその存在、又は、範囲に封し、遮跡の外(そと)に現代の儘能と目的を整偉L寝得し、朱来の構成について、様々な事象の全き共存と共栄を実現することを、提案L要望します.

〆

8 遭踏.文化財写への人顛の行為について

0)私達当会は、人顕の章図たる事歓について、解釈が成立L、又、収無が在り得る処、人薮の非章回たる事象について.解釈は成立せず、又、宰叡の本襲との破壊と改査と移動を伴う収焦が元来在ってはならず、人類の非章回たる事象について、事実の

存在の謡知、又、保存と修復力壤り得る、と理解します.

(2)私這当会は.人頚のアフり力から世界への拡散と共に拡散し存在する遭跡を、蒐集L陳列する博物館概含に厳合してはならない、と理解Lます

(3)怠達当会は、人顕の非意図たる事象が、人顎の量図たる事象の取扱いへの擾制的取扱いによって、モの本蓋上に於いて換壊する事磨がある墻合、その経糞を探素することは勿論、採々な政治上蛙法上の対応は云うに及ばず、本碇に堂ける啄状回喪

本繭に於ける発風的農開が閉鎧されることがあってはならない、と理解します

(4)怠運当会は、遺跡への行谷や、事歓の博物館モの他への収蔵に関Lて、事象の本蓋上の損壊が.在り得ると理解Lます

9.遺跡、人顕の必然

0)私達当会は、瓢違人顛の活動の痕跡が、私運人顕の活動空間に追存L、私速人類が之を遣跡と認諏することについて、私違人顕の必然である、と認識Lます

(2)怠運当会は、私違人章が、私達人頚の必憾たる迫跡を確壊することについて.即ち、直ちに、之を、私違人麺の必然を破壊することに他ならない、と理解します

( 2/2 )

〆



養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

遺跡について X (遺跡にっいてⅨ~日本地域と長崎地域~提案と要望)

1.遺跡

遣跡は、一般に.人類の(過去の)活動の痕跡と認識され、遺橋と遺物より械成され、一定の土地の範囲又は空間の範囲として把握されます.

"遺跡と風土と文明、又、私達人頴の公共と私連人頴の選択、又人頗の分断

<遺跡と風土と文明>

0)私運当会は、遺跡にっいて、字宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人凱の存在(その肉体、意諏.知能、言語.文字、視覚,聴寛、唄覚、味覚、触寛、配憶、撮念、行為)に次いで、第一義の存在である、と理解します

(2)私連当会は、遺跡とは、逝きし者、逝きし者運、死者が、その時、そこに晃た、その風景を、今、私連自身が見ている、と云うことである、と認識します。

(3)私連当会は、風土とは、逝きし者、逝きし者連、死者のことを考える、逝きL者、逝きし者達、死者の言葉を聞く、逝きし者、逝きし者連.死者と行き通う、その瓊境、社会的状況、制度がある、それが私連人頴の生活とその空問に生きている、と云うことである、と仮定します

(4)私連当会は、風土にっいて、人類力件土会的に活動するその土地に於いて、宇宙の自然と人類の事象が、死者の存在を含めて、完全に、共存の状態にある、と仮定します

(5)私運当会は、私遠人類が、私違人類の世界に、複数の文明を認称するならば、風土は、人頴の文明の本源的形態である、と認榔します

(6)私達当会は.少なくとも、人顕のアジア地域では、風土に禁いて、既に、持続可能(9U3t.in8bl.・サスティナブル)な社会が、還成されている、と仮定します

<私逹人顛の公共と私連人類の選択、又人類の分断>

(フ)私運当会は,公共にっいて、"皆が関わる他者"であり、問時代の人類の各個(自己)への便益の還元(又は、モの総体)というより、未来の人頭への社会的共通資本への投資への選択である、と認識します。(社厶的共通資本は、数理軽済学者宇沢弘文氏の概念です)

ていないとすれぱ、現代の文明は未完成である、と認識Lます.)の保存、継承、形成への、多様な人々の参加が、人顛の様々な"分断"を緩和する、と仮定します。

Ⅲ.遺跡、その存在の世格と閲連事象について

私連当会は、遺跡にっいて、以下、その性格やその他の閲係する事魚にっいて理解L、又は留意します

1 人類の意図性に対照する非意図性、並びに、人類の空間と楕造の囲い込みに対照する空間と構造の聞放性〔遺跡の存在:根源的な公共の空問〕

2.地形,地勢と遺跡との関係性〔又、遺跡とその関係する環墳のランドスケーフ〕

3.遺跡、又非遣跡の空問と共に、空間の諸関係性の連絡〔私連当会が提案する"再典空間主義宣言"]

4 地球時代と人類時代、並びに、日本地域への現生人類到連以来の三万年の出来事と褒化と人類の伝統〔歴史〕

5.地理、地政、事象の伝榴と移動、人工工作との関連性〔ネットワーウ、又、各事魚のランドスケーフ〕

6.芸術と学術とその市場、又,祝祭による遺跡の活用〔遺跡、哲学、姦術、行為、神話、学術、生と死、祝祭の諸閲係(又は、宗教)は、人類の存在を媒体に近接しています〕
その土地、地域の地勢と遺跡群を再甍備Lつっ、歴史に倣い、人類の、文化、芸術、伝統.学術の活動、並ぴに、発信の負台として活用する.同時に、国際音楽祭、国際萎術祭、国際写真祭、国際映園祭、国際演劇祭、各糧国際学会等(アカデミアのイベント)
企回開催し、即ち、その土地、地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に妄術と学術とその市場、又、祝祭による。

7 人類の生活空問に於ける、人類の風土、文化、文明、民俗の自律的展聞とその維持〔人類の活動〕

2019年(令和元年)11月24日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

Ⅳ.遺跡について

1.人類の非意図たる車象、人顛の意図たる事諏、遺跡、空問の性格と構造、人類にとっての意義

(1)人頴の非意圓たる事象、人顕の意図たる事叡.遺跡

①私運当会は、卒宙の自然と人類の事魚にっいて、人類の非意圓たる事歓、人郵の意図たる事散、を認識します

②私連当会は、遺跡にっいて、人類の非意図たる自然、人顕の意図たる人工、人工でありながら、人顕の当叢事急への意園(発現や目的や機能)の消滅、忘却、時に、埋土による忘却によって、人類の非意図たる遺跡、自然と人工の中問に位置する鮪三の存在の性格を有する希少で特輿な事叡

(2)遺跡、空間の性格と梢造、人類にとっての意義

①私運当会は、遺跡にっいて、空閻の性格、楕造として、現代の西洋文明に係る人類に関する空問が、概ね、意圓と囲い込み、閉鎖.であることと対照し、非意圓と聞放である、と認諏し、理解Lます

②私運当会は.遺跡にっいて、遺跡の存在と空間の梢造の、非意図と開放が、遺跡を.人類にとって、根源的な公共の空間とする、と理解します

2.遺跡の認知、調査、保存、活用、公聞、整備、継承にっいて

0)私運当会は、遺跡にっいて、之を、認知し、胴査し、保存L、活用し、公閲し、整備し、鞄承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共の空間を、認議し、保存し、活用し、継承することである、と理解します

(2)私連当会は、遺跡にっいて、之を、認知L、胴査し、保存L、活用L.公開し、整備し、継承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共の空問に"寄り添う,'ことである、と理解します

3.遺跡、歴史、考古学、人類の文化

改訂1:2019年(令和元年)11月28日木曜日

遣跡は、人類の亭実の解釈たる歴史と同じ事象ではありません
遺跡は、生きる者の詩、文学、芸術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれません
私遁当会は、遺跡を歴史と青古学と建築のみで規定することはできない、と理解Lます。

4.現代と人顛の活動、歴史と空間に聞かれた「窓」

「窓」:私連当会は・私運が認知する字宙の事象は、私遠人類が、私連人類の肉体、意諏、知能,言語、文宇、視覚、聴覚、唄覚、味覚、触覚、記憶、概念、行為、即ち、人顕という「窓」を通して感知する極めて一部の不確かな概念である、と理解Lます。同時に、私遠当会は、現代の様々ナ、事叡に

現代又未来への歴史とその空問たる遺跡の「窓」たる諸閲連により限定された事象とその空間に行為する限定された存在であることを認識すること、を提案L要望します。

5 人類の文化と人類の経済

私還当会は、人類の文化とその活動が、人類の軽済に、その形質と速度を与えてぃる、と仮定Lます

6.遺跡の活用(人類への還元)

遺跡、哲学、妄術、行凋、神話、学術の諸閲係は、人類の存在を媒体に近接しています.

国際アートフエスティバル等(市場)を企回聞催し、即ち、その土地、地域の自然と地勢と遺跡と座史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とモの市場、又、祝祭によること、を提案し要望します.

フ.遺跡へ

私連当会は、遺跡が、空間であると認識される処、当該の事象を遺跡と認知すること、又、之による、当該の遺跡の胴査、保存、活用(人懸への還元)公開、整備、維承にっいて.人類が、今より後、当愁の遺跡の空問にどの様ナ・形質を与えるか、人類の活勤が当該空問にどの様に閲与するか、当

のか、私連人類は何を選択するのか.との考察に対L、之を必然の事象、と理解します.ー

私運当会は、皆操に、遺跡とその存在、又は,範囲に対し、遺跡の外(そと)に現代の槻能と目的を嬰備し喪栴L、未来の構成にっいて、様々な事象の全き共存と共栄を実現することを、提案し要望します

8.遺跡、文化財等への人類の行為につぃて

a)私連当会は、人類の意圓たる車叡にっいて、解釈が成立L、又、収集が在り褐る処、人類の非意図たる事象にっいて、解釈は成立せず、又、事叡の本義上の破壊と改褒と移動を伴う収集が元来在っては,、らず、人類の非意図たる事魚にっいて、東実の存在の認知、又、保存と修が在L る

(2)私運当会は.人顯のアフり力から世界への拡散と共に拡散し存在する遺跡を、蒐集し隙列する博物館概念に骸合Lてはならない、と理解します。

(3)私遣当会は、人顛の非意図たる事叡が、人顯の意園たる事象の取扱いへの擬制的取扱いによって、その本義上に於いて損壊する事態がある場合、その経緯を探索することは勿論、様々な政治上経済上の対応はーうに及ぱず、本義に於ける原状回復.本鞭に於ける発展的展聞が閉鎖されるこ

(4)私連当会は、遺跡への行為や、事全の博物館その他への収蔵に閲して、車叡の本義上の損壊が、在り襖ると理解します

9 遺跡、人類の必然

a)私速当会は、私運人類の活動の痕跡が、私運人類の活動空間に遺存し、私連人類が之を遺跡と認脚することにっいて、私達人類の必然である、と認諏Lます

(2)私達当会は、私達人類が、私運人類の必然たる遺跡を破壊することにっいて、即ち、直ちに、之を、私連人類の必然を破壊する二とに他ならない.と理解します

V.日本地域について

'当会は、田本地域にっいて、アフり力より世界に拡散する人頸の当該地域への到連より以降、先史時代から、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、東シナ海、黄海、日本海、オホーツク淘、太平洋、を囲む近隣地域の様々,、文化圏又日本地域に閲る、島一、、,、

私違当会は、日本地域にっいて、「海と島と船と陸と空、人類の到達以来、世界と繋がる地政、もうーつの"鍍国"」とも表現できる、と理解します

Ⅵ.長崎地域とその遺跡について

ム" X 、ン'洋、南シナ海、フィJビン海、東シナ海、黄海、日本淘、オホーツウ海、太平洋、を囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地城に閲する地政上の結飾となる地域であり存在である、と理解Lます、

私達当会は、長崎地域の遺跡にっいて、例えば、先史時代の支石墓から、近代の終驚となる係子爆弾被爆の遺跡まで、鮪一義に、且っ、一貫して、地政上の遺跡である、と理解Lます。

国際アートフェスティバル等(市場)を

Ⅵ1.私連当会より、皆様への、提案と要望にっいて

1 私運当会は、皆様に、遺跡への対応にっいて、本義に於いて、本紙の 1 からV の範囲に於いて、行為することを、提案L要望Lます

2・私連当会は、皆様に、長崎地域の遺跡への対応にっいて、本義に於いて、本紙の 1 からⅥ.の範囲に於いて、行為することを、提案し要望します

( 1/1 )
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改訂3版:2019年(令和元年)9月21日土曜日
改訂4版:2019年(令和元年)11月12日火曜日

養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

早Z地仁盆める街づぐダ
の台理煙~コンノfクj、・゛

丈めら九る街の室~街の初'倉'勿再生産

長崎国際第二中華街構想

柳埠頭

[第ニバース(be此h)H開発型観光]
・行政による第ニバース(beけk船の停泊位置)形成

・中国・香港・シンガボール・華僑資本,、品一帯.自由*観光開発

「長崎国際歴史文化都市構想」 "日本開国"一日本遺産,世界遺産へ向けて

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1

ミーーーーーーーーーーーーーーーーー____,

南部

^

日本遁産/董罪這蓙とずる
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 旧市街域 11中間域一長崎水辺の森一帯 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

街/地域の旧態(土地の造成・街割り/地割り・路地・旧道・

[i貫1呈亦/'景餐見][^、j舌・^イヒ1壹楊含禽曹、1i":轟三rξCI,11,1;1}、'1'1脊、1、
[抽象文化活動・発信]遺跡を保存し、又、活用し

<土地の利用の履歴の性格の継承> 旧市街・旧港の環境と由来と風土を背景に

特色ある街造りを行う。その基盤を整備する。

・「先史時代/古代福田氏/中世肥前丹治比氏',畉,鮑、,ー,,,、,,等遺跡群」

復奥芝越えて~ψ従と丘慶.弁と四ノ、空と海.石とt、青と緑、貴と柴~色彩豊ガ、衣窟力ある街づぐり

・長崎水辺の森公園クK辺のプロムナード

・長崎県美術館・オペラリ、ウス/シンフォニー・ホール弥生遺物散布遺跡/弥生以前から中世の墓域である永埼の岬/鶴城と城下と胞前丹治比一長崎氏の館

(AIG長崎ビルの新市街域への移転又は必要により埋立造成地の若干漸次拡張)

'「都市長崎遺跡」ローマ仂トリ、汐と大村氏による城塞都市及び之を継承する長崎奉行在所の近世城下岡そして情報と軍事と交易の都市の姿

長崎総町八十町と"機能地点":台場・陣屋一出島一新地倉地一唐人屋敷一大浦一時津一茂木一矢上一福田一潜伏切支丹居住区ノ中川カルルス/街道・旧道ノ船着

・台場遺跡/陣屋遺跡<保存と活用ノ整備>・r長崎奉行所西役所等遺跡群」("土地の造形"の再建/遺跡保全を前提に、長崎奉行所西役所等遺跡<公園又は西役所再建一"和の空間"として活用>大波止遺跡く長崎<んち大波止とし活用、旧長崎警察署の現状保存又は移築保存>築地遺跡く庭園機能を視野に小規模迎賓館、小規模レストラン、
能舞台を設置>)・「養生所/(長崎)医学校等遺跡」及び「長崎病院遺跡」<"土地の造形"の再建、石造建物基壇再建>・「魚の町長崎市公会堂跡旧市街今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡」<段丘状の"土地の造形"をそのままに催事広場に活用>・「小曽根家造営這跡」<南山手海岸一小菅修船場遺跡迄を在来産業を保全し漸次マリーナに>
・長崎奉行所西役所等遺跡群~出島遺跡から小菅修船場遺跡迄を在来産業を保全し漸次緑地帯で連結

・長崎市役所ノ議会/長崎県勤労福祉会館ノ長崎地区労働福祉会館跡一帯での市民活動拠点としての国立人文学芸術地理学自然科学応用科学総合博物館/劇場ノ写真美術館ノ各種工房/会議室複合施設設置、「魚の町長崎市公会堂跡旧市街今紺屋町中紺屋町本大工町遺跡」催事公園の一体運用
・歴史・生活文化・市民活動 ・立山の長崎県立図書館長崎図喜館跡への長崎地域の文化行政の司令塔としての長崎県立図婁館長崎本館の設置

f-" r"
^■血^軍■^■電^竺■^脚巨^ ^■■^■首^■■^邑■^■■^

'『長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産』1-" 小曽根家造営遺跡

長崎国際歴史文化都市構想

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

長崎歴史文化都市構想

言

長崎牛グシタンの望樟忽

長崎奉行支配:内町外町長崎惣町80町

長崎代官支配:浦上村山里庄屋懸り

浦上村淵庄屋懸り・長崎村

大村領と佐賀領:

長崎半島・彼杵半島・諌早方面

の旧観と旧跡

=^魅■^帥■^軸蛙^琶首^"号^"

L量■^佃■^巨■^巨■^●芦^博尋^■

癌埼の郎の石垣石殷詳年、苫代中董及び都市癌崎這剛の生更な't地の這形"一遺餅一芝国砦定戈化尉/ご!!
20ブ9享r孕成31享ノ1穹27臼日腰日癌鱒痴廟声廟伊康詔生氏倉見より趣記 r改'rか

中部

遁助を活かず

.●^●●^●,^●●^●.^..^■■^..^..^.■^.■^..^.■^■■^.冒^..^..^..^..^,.^..^.■^.■^..^..^..^..^..^.■^..^..^■.^.卑^.■^.■^■■^■●^.●^●●^●■^●●^冒●^■●^■●^■●^●■^■■^●■^■■^●●^●●^●●^●■^●.^匪■^..^

日本庸国捌肅一日本閑国一日本属^倒変

旧石痔彫代一新石ぎ野允一古代一日本の禅々一禅話一仏敷一物語一中董一割余一儒煮一這敷ーローマ・力βりツクーイスラム敷一近董一禅這ープ々デスタンf一逝代一目然禅学一応房禅学一医学一Z学一裂学一Z美ーバ戈学一斉学一美学一逝允の終篇一現允一弐共一遁続煙一飾裂一忘劫一三本ーアジアー趣今:
●■^..^..^..^..^.■^..^..^..^,.^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^■.^..^..^..^.■^..^■.^..^■.^..^..^..^..^..^..^..^..^■.^..^.●^昏●^●●^●●^●匂^■●^●●^,●^●●^●●^●●^●●^●冒^●●^■.^●●^.■

岳建豊霊ぽ、昔催ノご、霜達入厨●(遷脚彰催の触瑳身允一死史野代製兼の痔黒女目然e触島ι週尉ι連史.戈,垣究の^芝.寵代の入庸仁ιつての遷卿趣堀の在りオ仁.痴座討ノニ言かし、触瑳寵痩の入厨趨罪/二膳ι.τ'倉癖肘立逆置づゲ芝実廼ι、ごの士他の堂暦1=鳶いτ痔遊肘立寵代の風士芝影成ずるこし、その膚置壬ιδごし'.芝窒凄ι更宝ιまず'.
癌運笥会ぱ,昔柴に長"危塚の藁ι1=昏τ、危卿ι璽房ι留戻ずる^厚芝酉空倉ιつっ.座史仁会ι鳥、入題の.戈ι.会庸.左庇.宇庸の暦動、圭ぴ仁、金店の寛台ιιτ着用ずる.月畔/ニ.命超ぎ英会、酉長婁庸余.留農写算会.国^余.留綬黄倉奈、各産目癖宇会争イアカデミアのイベン'ノ.国農アーfフェスディハ%牟r坊燭ノ芝企盾扇催ι.即ち、長飾他柾の厘れて侍契右目奮ι触身ι遣肘ι皮史.戈.魔代の他震の暦尻芝.広範仁婁庸ι卓斎ιぞの市加i=よる、二ι壬麺凄ι婁宝ιまず'

〆

急

一信敷の自曲の麺痔一

文化財一 1人類とは何か1

浦上キリシタンの里構想

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー^ーーーー

浦上村山里庄屋懸り.三ツ山一帯
t_________________________1

[遺跡/景観としての調査/保存/活用座備]
1・浦上等教会と一帯・本尾の山城・石神の石切り場集落と石工

・家野郷・サンタ・クララ教会等遺跡・十字架山遺跡

・三ツ山方面集落・浦上川・樫山・岩屋山・帆場岳等

1 村癌中嚇、長崎日本世界"キリシタン(域)印関係 1

日本趣脚諺象遁蓙とずる

埴

日本遁屋~哲象遁屋 1
冒

.

長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想

改訂1版:2019年(平成31年)1月27日日曜日

改訂2版:2019年(令和元年)7月24日水曜日

2019年(平成31年)1月18日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1

ι一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1 L-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

台場遺跡/陣屋遺跡

平和公園爆心地公園

謹,球瓶鈍鵬避晰幸町工場、福岡保虜収容所第十四分所、等

[原爆遺跡の御品調査/保存/活用/整備]

餅面地侠全
^^4)^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^

モニュメント/記念碑から生活・理解・哲学・倫理・創造の礎に

.

・被爆遺骨捜索・(一般的には現地にて遺骨収集し埋葬する処)各遺骨検出地点直下地下での当該遺
骨展示と展示地点連絡地下通路形成による遺骨遺跡提示整備

・原爆被爆遺跡としての遺跡調査、地上/地下双方の遺跡を対象とする保存と活用と整備と公開と継承
・地上/地下遺跡の双方を保全するための開発事業におけるピロティ構造の採用

・一連の遺跡の活用整備として爆心である上空50omへの鉄塔による展望台、位置示標としての光点の設置
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 長崎大学/病院/小学校/防空壕/教会等の調査/保存/活用ノ整備(上記に準ずる) 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 新市街域一浦上川河口東岸域 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

JR九州長崎駅~三菱重工業株式会社長崎造船所茂里町工場跡一帯

[政治経済機能の集約集積と効率追求]
[コンパクトシティ、向映公共生活空間形成]
・国機関・長崎県庁舎・長崎市庁舎・長崎駅東交通ターミナル

・民間事業所・三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場跡大型民間開発

・公共低層中層高層居住施設と生活利便形成

北部

出島遺跡

■■^廟巨^■写^首邑^■霊^低巨^巨

一人類と共に在る文化財一

"日本用国"

日本趣産/董象遺蓙とずる

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー1

'甕崎奉万所西役所等遁尉詳"壬国痔症戈佐尉仁ノ!

■巨^耳■^雌圏^■■^巨首^■■^,
電

大浦天主堂

南山手・東山手外国人居留地遺跡群

盡生所/r癌崎ノ医学友芋遁券一1董象遁産ノヘ 『明治日本の産業革命遺産』

■
■

■
■
 
1



・難'膿勘詳欝驫膿器都二・[長崎国際歴史文化都市構想゛随験吠郁加圖、]の提案と要望の具体案の展開⑳1叉俳巽嘉1腎袈見品籍具
臼本文明と世界との閲係を考庫。旧市街城の遺跡と歴史と生活文化、新市街域の現代機能集約蓄積効牢追求とコンパウトシティへの居住空間形成、及ぴ中問城に形成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を形成するf長崎歴史文化都市構想K2018年(平成30年)"月4日白眠日作成)の具体案の展開。

北

現状/旧態/位置

平和公園

爆心地公園

三菱重工業株式会社長崎造船
所幸町工場

長崎県庁
JR九州長崎駅
大型駐車場
西部ガス株式会社事業所
中小事業所

(長崎駅~三菱重工業株式会社長
崎造船所幸町工場跡一帯)

「長崎原子爆弾被爆遺跡
平和公園」

構,、

北部[浦上キリシタンの里構想]

「長崎原子爆弾被爆遺跡
爆心地公園」

浦上教会住宅地等

「長崎地域古代中世生活遺跡」
「近世近代生活遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」
・三菱長崎造船所幸町工場遺跡
・福岡悍虜収容所第十四分所遺跡

[新市街域]
浦上川東岸河口域

_______________________________________,__L_跡!こ2、Σ工____________________.____._"______________
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「長崎原子爆弾被爆遺跡
平和公園」

「長崎原子爆弾被爆遺跡
爆心地公園」

「浦上キリシタンの里随跡群と教会)」

柳埠頭
・日本通運

,長崎食糧倉庫
・長崎港湾運輸
・清水商会
・住友金属鋼管倉庫
・漁船装備品工業協組
・長崎バス営業
・長崎市南署
・長崎港湾空港整備事務所等

「長崎地域古代生活遺跡」
「中世近世近代生活遺跡」
「近世築地近現代埋立遺跡」
「長崎原子爆弾被爆遺跡」
・三菱長崎造船所幸町工場遺跡
・福岡悍虜収容所第十四分所遺跡

・古代から近代の生活の遺跡
・古代から近代"土地の造形"

(土地の利用上の形姿や道路や路地の形姿):
,建造物の痕跡
K長崎刑務所浦上刑務支所
:住居、集落等)
1・長崎原子爆弾被爆遺跡
1・等(~不詳)

別紙『中部[長崎歴

r浦上キリシタンの里遺跡群」

、、、、.、1・盛土による遺跡保全

土地の上のノややのノ 1

・建造物の痕跡.'
(施設、住居、集落等)
・長崎原子爆弾被爆遺跡
・等(~不詳)

帥嘩⑳円"怜繊制明υ*喰゜""""".゛"*゛. 2019年(平成31年)1月20日日曜日
・難肺侵剛畔榔遺和飾婚"刈・中部[長崎歴史文化都市構想一雌環境.共郁始洵一]の提案と要望の具体案の展開'm釜F'爵巽嘉冬1緩易品男暴
日本文明と世界との関係を考慮0 旧市街鱸の遺跡と歴史と生活文化、新市街域の現代榎舵集約薯積効串追求とコンパクトシティへの居住空間形成、及び中間域に形成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を形成する[長崎歴史文化都市槽想](2018年(平成30年)11月4日日曜日作成)臭体

「長崎国際第二中華街」
「近世築地近現代埋立遺跡」

出を記念する。

文化都市構想一創造環境の共有(血引0)ー]の提案と要望の具体案の展開』による

:・調査指導委員会の設置
:一世界からの学術者の参加

1・行政上活用目的調査の実施
1・学術調査の実施
・"土地の造形"の再建

:・古代から近代の生活の遣跡
:・古代から近代"土地の造形"

1(キ地の利用上の形姿や道路や路地の形姿):上に同じ
:切り場集落と石工・家野郷・サンタ・クララ
1教会等遺跡・十字架山遺跡・三ツ山方面
1集落・浦上川・樫山・岩屋山・帆場岳等

現状/旧態/位置

旧長崎県庁
(江戸町2番)

長崎原子爆弾被爆の様子や爆
心地を提示する。
・遺跡の調査と保存と整備を第一義とする。
漸次遺跡調査整備する。

・都市のオープン・スペースを形成する。
・空地に現代の機能建物を建造しない。
・現代機蛇建物にピロティ構造を採用する。

①被爆遺骨捜索
②(一般的には現地にて遺骨収集し
埋葬する処)各遺骨検出地点直下地
下での当該遺骨展示と展示地点連
絡地下通路形成による遺骨遺跡提
示整備
③原爆被爆遺跡としての遺跡調査、
地上/地下双方の遺跡を対隷とする
保存と活用と整備と公開と継承
④地上ノ地下遺跡の双方を保全する
ための開発事業におけるピロティ構
造の採用
⑤一連の遺跡の活用整備として爆
心である上空50omへの鉄塔による
展望台の設置

方針/活用/備考

「近世築地近現代埋立遺跡」

ローマ・カトリックとイエズス会の
活動を記念する。
・遺跡の畑査と保存と整備を第一義とする。
現代機能建物にピロティ構造等を採用する。

☆永埼の岬記念遺跡公園の隣接地への
当該施設の設置は当該公園地の性格に
つき歴史上の現実感(r8aliw)を与える。

市街/道路ノ旧長崎警察署
(江戸町1番、江戸町2番)

「永埼の岬記念遺跡公園」

構想

・近世築地近現代埋立遺跡
・等(~不詳)

市街/道路/江戸町公園
(江戸町1番、江戸町2番一帯)

__________________________________________迫跡!こ2、Σ工________________
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「大波止遺跡公園」
・長崎くんち御旅所の旧復

浦上キリシタンの里としての遺跡の
歴史的な様子や実態を提示する
地区に関連する博物館を整備する
(例:現在の「浦上キリシタン資料館」等)

[信教の自由の獲得]が主題の一0純る

出遺跡

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
長崎奉行所等遺跡

日長崎県警本部
日本生命ビル跡
(万才町4番)

・行政上活用目的調査の実施
・学術調査の実施
・"土地の造形"の再建
・盛土による遺跡保全
・埋蔵文化財.地表M複製他

「江戸町築地遺跡公園」
・一帯の庭園機能を視野
・小規模の迎賓館
・小規模のレストラン

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
大波止遺跡

国道34号線
長崎家庭裁判所
長崎簡易裁判所
(万才町6番南部)

「出遺跡整

:・遺跡

1~記念物~埋蔵文化財
K造成ノ石垣等"土地の造形")

「長崎警察署遺跡」

[第ニバース( birth)]
[開発型観光]
・行政による第ニバース(biんh)形成
・中国・香港・シンガポール・華僑資
本による一帯の自由な観光開発
・遺跡地では現代機能建物にピロ
ティ構造を採用する。

イエズス会による記念聖堂設置
・大きくはない「教会堂」
・「歴史研究資料館」

「文明堂総本店」

・遺跡
~埋蔵文化財
(造成/石垣等"土地の造形")

「長崎奉行所西役所等遺跡群」
江戸町築地船番長屋遺跡

1・調査指導委員会の設置舶酔雌仙
1・学術/活用目的調査の実施
1上層部遺跡が希卿な場合中世近世土木造成遺跡として
1遺跡活用石垣再建修築を視野に深層都調査を行う.

1・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財.地表⑩複製
1・国指定文化財'馴処,劇,,とする他

「大村町高島秋帆本邸遺跡公園」
敷地の一角に
・「古代中世永埼記念館」
・「高島秋帆記念館」
・「近代医学歴史資料館」

1大正期竣工の長崎警察署建物1建築の建築当初状態への復原

「出遺跡」

※岬の先端の外浦町のポルトガル系マカ
オ由来のイエズス会のサンリくウロ教会と.
イエズス会日本本部に対して、当該土地南,
東に岬の丘の中央道路を挟'外浦町には:・遺跡(~不詳)
スペイン系フィリピン由来の托鉢修道会と:
地域司祭のサン・ペドロ教会があっナニ。
当該土地南東端は当時の外浦町にあたる。

:文明堂総本店建物

:・調査指導委員会の設置酬,,卵
:・学術/活用目的調査の実施
:上層部迫跡が希薄な場合中世近世土木造成遺跡として
1遺跡活用石坦再建修築を視野に喋層部調査を行う.

1・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
:,埋蔵文化財.地表M複製他

1・遺跡
1~埋蔵文化財
1(造成/石垣等"土地の造形")

「万才町遺跡」
中世遺物散布遺跡 1・遺跡(~不詳)

高島秋帆本邸遺跡 1・出土遺物 1
大村町の医学伝習所遺跡:(過去の行政上の発掘調査で:・調査指導委員会の設置M""
※第二次海軍伝晋において松本良順とポ:「万才町遺跡」より中世の五輪塔1・学術/活用目的調査の実施

させた後四十一二日内に之は大村町の医;.遺跡活用石垣再建修築を視野に深層部瑚査を行う.

長崎滞在のうち三年八か月ほど当該医学:の五輪塔残欠を検出、永埼の岬:.盛土による遺跡保全
伝晋所を拠点に伝習生を指導し長崎に種1一帯が古代以前より中世にかけ1.埋蔵文化財.地表如複製他
を圭袈香ミ曵ご1三、最初の人体解0陵習:て地域の墓域であったと想定で:
揮をとり人々に医療を施し、佐古の養生所:きます0):
開所に伴い拠点を養生所に移転しました。:.

先史.枇判人類.関"卿..永埼.岬.遺
跡.歴史.重層性、証徴信己念,.。
・遺鉢の調査と保存と整備を第一義とする。
・都市のオープン・スペースを形成する。
・趣旨より一義的に空地とし、二義的に畏煽奉行
所西役所の再建を視野に入れる一①蔦末止耀貌さ紅
たと身え術る石哩Φ修筑と榔式が一敦すると考え暢る②絵園写真捧

補完貴刺が彼数存在,ることより/"和の空間"として活用.
・現代の機能建物を建造しない。

方針/活用/備

・遺跡~埋文化財

1現状保存

:・調査指導委員会の設置醐畔N卵
:・学術/活用目的調査の実施
:上屡郁遺跡が希障な場合中世近世土木造成週跡として
1遺跡活用石垣再建修築を視野に深層部調査を行う.

:・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財.地表四複製他

古代中世の永埼と最初の六町と
後世の推移を記念する。
・漸次遺跡調査整佛する。
土地の性格により漸次最小限の現代機能施設

の設置を行う。
・現代機能建物にピロティ構造を裸用する。
(「近代医学歴史資料館」については、当地に実
現する泡、仮に当該資料館を長崎大学構内に設
置する.ノ順天堂大学が「日本医学教育歴史
館」、九州大学が「医学歴史観」、広島大学が「医
学資料館」、東京女子医科大学が「吉岡朔生記
念室」、大阪医科大学が「歴史資料館」、明治大
学が「法・医・倫理の資料館」を所有、新潟県に
「医の博物館」等の実例がある。)

☆当肢地の現代機能施設は当該地一帯
の遺跡と歴史の性格につき歴史上の現実
感(r8aliw)を与える。

最初の大波止を記念する。
・江戸町1番の事粟所を漸次新市街域等に移転
する。
・漸次遺跡調査整備する。
・遺跡の調査と保存と整備を第一義とする。
都市のオープン・スペースを形成する。
・長嶋くんちの御旅所を旧復する。
・現代の機能建物を建造しない。

大正期長崎警察署を記念する。
・現状保存又1'大波止交差点南西隅に移築保存.
・警察博物館ノ御朱印船博物館等に活用する。

・"土地の造形"の再建

1・調査指導委員会の設置岬岬,,"
:・学術/活用目的調査の実施
'上朋部遺跡が希薄な場含中世近世土木造成遺跡として
1遺跡活用石垣再建修築を視野に深層部調査を行う。

1・"土地の造形"の再建他

・現状保存又は大波止交差点南西隅又旧長崎警
察署を大波止交差点南西隅に移築保存する場合
は大波止交差点北西隅に移築.

日江戸町築地等を記念する。
・江戸町2番一帯の事業所を漸次新市街城等に
移転する。
・漸次遺跡加査整備する。
・遺跡の畑査と保存と整備を第一義とする。
・都市のオープン・スペースを形成する.
長崎くんちの御旅所を旧復する。
・遺跡保全上可能ならぱ緑地を形成する。
・立地の性格により最小限の機能施設を設置゛る。
・現代機能建物にピロティ構造等を採用する。

( V3 )
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ゆ部[長崎歴史文化都市構想一雌環如共有(血引.)ー]の提案と要望の具体案の展開 養生所を考える会代表池知和恭一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

日本文明と世界との関係を考慮。旧市街域の遺跡と歴史と生活文化、新市街娘の現代機能集約蓄積効串追求とコンバクトシティへの居住空間影成、及び中問域に形成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を形成する[長崎歴史文化都市構想](2018年(平成30年"1月4日日曜日作成)の具体案の展開。

現状ノ旧態/位置

長崎市役所/市役所別館
長崎市議会
長崎県勤労福祉会館
長崎地区労働福祉会館跡
桜町市営駐車場/桜町公園一帯
(桜町地内一帯)

:・漸次遺跡調査及び活用

旧長崎市公会堂
旧公会堂前公園
(魚の町4番)
[長崎市が当該地に長崎市新庁舎
の建設設置を計画中
新市街域一浦上川河口東岸域

欄の構想項を御参照下さい]

「国立人文学芸術地理学自然科
学応用科学総合博物館
劇場
写真美術館
各種工房
会議場
公文書館複合施設」

想

( 3/3 )

旧長崎県立図書館長崎図書館

_____________________________________"___,這跡」こ2、Σ工___________,_____________________________
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社
公園

日小曽根家及ぴ関連一帯

「今紺屋町中紺屋町本大工町遺
跡記念催事広場公園」

旧長崎市立佐古小学校地
及び周辺地

「永埼の丘国立総合博物館ノ美
術館/劇場/アトリエ/会議場」

住宅地(旧橋本大徳園)

香崎天満宮、大楠社等

住宅地(旧唐人屋敷/森氏造成)

長崎県立図書館長崎本館

「能

三菱重工業株式会社
長崎造船所

「諏

「小曽根家造営遺跡公園」
・小曽根家博物館

各所(旧台場等)

ムム=呈:"近世市街町屋遺跡

」'(西へ下る段丘状の"土地の造形")

の建(嘉永年間に焼失)

:・遺跡(~不詳)
1古代から中世の墓域の可能性
1キリスト教時代の墓地
:後に桜町牢
1の遺跡の遺存が想定できる。

各所(旧燦火台等)

安禅寺遺跡公園

「養生所/(長棚医学校等遺跡公園」

.「先史時代/古代福田氏/φ世肥前丹治比氏,,肌

「大徳寺庫裏遺跡/長崎病院遺跡
ノ橋本大徳園遺跡住宅地

'「先史時代/古代福田氏/中世胞前丹治比氏等遺跡群」及"「都市長崎遺跡」'わ叱長崎の岬劫佃石垣/石段/複数の堀/築地/造成その他.主要"構造ゆ゛国指定文化財その他指定厭"保護、又再建整備,'。

・「長崎奉行所西役所等遺跡群」より「小菅修船場遺跡」まで連続する"長崎港内東岸緑地帯"を、従来産業を保全しつつ漸次整備形成して、都市景観を形成し、同時に、都市動線を誘導する。

「大徳寺遺跡公園

・「小曽根家造営遺跡」/南山手から「小菅修船場遺跡」までの海岸付を従来産業を保全しつつ漸次緑地帯及びマリーナ/ヨット・ハーバーに整備運用する。

「長崎奉行所立山役所遺跡」
馬見所遺跡

「唐人屋敷/森氏造成遺跡住宅地」

「長崎製鉄所等遺跡」整備公開

「安禅寺遺跡

改訂2駈'2019卑ι令和元卑川月27 火曜日長岬市新庁書誼鮫室追艶 2019年(平成31年)1月20日日曜日
キ部[長崎歴史文化都市構想一創慥環和共郁胎囿一]の提案と要望の具体案の展開一養生所ノ(畏崎)医学校等遺跡の保存と活用より 養生所を考える会代表池知和恭

日本文明と世界との聞係を考慮.旧市街域の遺跡と歴史と生活文化、新市街域の現代機能集約蓄積効牢追求とコンバクトシティへの居住空間形成、及び中間域に形成する抽象文化拠点を双方の紐帯として現代都市長崎を形成する〔長崎歴史文化都市構想](2018年(平成30年)11月4日日岨日作成)の具体案の展聞。

「小曽根家造営遺跡」
「炭坑舎遺跡」

各遺跡公園

1・調査指導委員会の設置帖""
:・学術/活用目的調査の実施
1上層部遺誹が希殊な場合中世近世土木造成遺跡として
,遺跡活用石垣再建修築を視野に深層部調査を行う.

:・"土地の造形"の再建
:・盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財.地表如複製他

各遺跡公園

遺跡群」

「養生所/(長崎)医学校等遺跡」

「大徳寺庫裏遺跡/長崎病院遺
跡ノ橋本大徳園遺跡
「大徳寺遺跡」

現状/旧態/位置

:・遺跡(~不詳)

「唐人屋敷/森氏造成遺跡」

・遺跡(~不詳)

等遺跡群」及ぴ「都市長崎遺跡」,,、岫

「長崎製鉄所等遺跡」

・遺跡(~不詳)

宇宙と地球の自然と人類の活動
と世界と日本と長崎の遺跡と歴
史を記念し紹介する。
一帯*市民活動拠点.位置付冊。
[当該施設を東に隣接する"今紺屋町中紺
屋町本大工町遺跡記念催事広場公圓"とー
体運用し市民活勵の拠点と位置付ける。]
・遺跡の胸査と保全と整備を第一義とする。
・当該施設で長崎地区や旧市街城での遺跡と遺
柵と遺物の出土状況を展示説明する。
・長崎県勤労福祉会館、及び、長崎地区労働福
祉会館が入居する。
・現代機能建物にピロティ椛造を裸用する。

:・調査指導委員会の設置,榊如
:・学術/活用目的調査の実施
1上層部遺跡が希薄な場合中世近世土木造成遺跡として
1追跡活用石坦再建修築を襖野に深層部調査を行う.

:・"土地の造形"の再建
1・盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財.地表即複製他

方針/活用/備考

各台場等遺跡

・遣跡(~未詳)

長崎水辺の森公園
水辺のプロムナード
長崎県美術館

蜂火台等遺跡

・遺跡
~記念物~埋蔵文化財

[抽象文化活動・発信]
旧市街域と新市街域の中間域に長崎の風
土を魚徴する"緑"と"水"と"空"の環境、及
び、旧「長崎バンド」の歴史を背景に抽魚文
化活動発信拠点を集約整備し相乗効果を
形成、各地区並ぴに近接する高速自動車
道路である「長崎自動車道」を市内まで延
長するrながさき出島道路」又国際客船
バースである「国際観光ふ頭」より連接し幅
検する都市動線を増幅し、長崎への訪問
者を受け入れる新しし、"現代長崎"の玄関
口としてランドマーク地区を形成して、又、
歴史的長崎のランドマーク地区である「永
埼の岬」と対照させ、一連一帯に経済効果
を波及させ、同時に、長崎市中心部の一体
的市街運用と形成を目指す、その紐帯と期
待する。
AIG長崎ビルを新市街域へ移転しその跡
地に長崎音楽堂を設置する、又は場合によ
り漸次埋立造成地拡張により公園地を拡
張して対応する。

方針/活用/備考

:・遺跡(~未詳)

・遺跡(~未詳)

1・調査指導委員会の設置,"舶"
1・学/活用目的、査の実施

1・遣跡(~不詳)

構想

=の設
・学術/活用目的調査の実施

古代生活旧市街を記念する。
一帯、市民活動拠点.位置付蝿。
【当該旧市街遺跡を記念し、西へ緩やかに
下る"土地の造形"をそのままに活かし、長
崎くんち等催事広場として活用する。
当該公園を西に隣接する"国立人文学芸術
地理学自然科学応用科学総合博物館/劇
場/写真美術館ノ各種工房ノ会駿室複合施
設"と一体運用し市民活勤の拠点と位置付
ける。]
・遺跡の調査と保存と整備を第一義とする。
都市のオープン・スペースを形成する。
・現代の機能建物を建造しない。

:・遺跡(~不詳)

:・調査指導委員会の設置耕""
:・学術/活用目的調査の実施
:・"土地の造形"の

1・遺跡(~不詳)

「オペラリ、ウス
シンフオニー・ホール
両用施設『長崎音楽堂山
(新規追加設置)

:・遺跡(~不詳)

:・調査指導委員会の設置*岫卵
1・、査実施遺跡原状0復/再

:・漸次遺跡調査

______________________,___________________這跡!こ2、Σ工、_"______,______________________________
、、、、、、、、、、二客、1仮:デ、、、、、、、、、1、、、、、、、、、、、、、、蚕荏、、'、'、"、、、、、、1、、、、、、、、、、、訥茎7整、、、、、、、、、、、、、

'.,,,,,岫一,,,.'.,,,、,,ψ仙,,,にっし、て「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定し漸次遺跡調査保存整備する。
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・、次遺跡'査
:,調査旨導委員会の設置郵""
:・学術/活用目的調査の実施
:・"土地の造形"の再

学幣者●加

長崎地域の文化行政の司令塔と
位置付ける。

長崎県庁
JR九州長崎駅
大型駐車場
西部ガス株式会社事業所
中小事業所
三菱重工業株式会社長崎造船
所茂里町工場
(長崎駅~三菱重工業株式会社長
崎造船所茂里町工場跡一帯)

諏訪神社・安禅寺を記念する。
安禅寺は長崎奉行所立山役所と闡係が深い。

:・漸次遺跡調査

日本,近代富国産業.記念,如
佐賀藩の高島採炭を記念する。
、.坑舎、タ丸を記念する。

:・調査指導委員会の設置,舵如
:・学術/活用目的"査の実施

「長崎駅東交通ターミナル」
(新設)

1・近現代築地埋立遺跡
「近現代築地埋立遣跡」(可能樹 K近年の埋立造成地により

1上層部の遣跡の要素は希薄)

,・調査旨導委員会の設置帖""
:・学術/活用的、査の実施

養生所/精得館/(長崎)医学校/
毒病院、小病院、記念,'。

大徳寺/長崎
記念する。

「長崎市役所」(移転設置)

大徳寺を記念する。

「防衛省」(移転設置)
「長崎税関」(移転設置)
「長崎税務署」(移転設置)
「県大波止ビル」「県道路公社」
(移転設置)
「長崎県警別館」(移転設置)
「港湾合伺庁舎」(移転設置)
「長崎市新庁舎」(移転設置)

唐人屋敷/森氏造成を記念する

院/橋本大徳園

長崎製鉄所等を記念する。

「肥前佐嘉大名屋西剖 1"肥前佐嘉御大名屋敷の西部 1
「. 1・近世築地近現代埋立遺跡1・調査指導委員会の設置

゜:・簀(~不詳) 1・行政上活用目的調査の実施
""""'""'""""""、、""""":"'""'""、、、""""""、""""""1・学術調査の実施

,・"土地の造形"の再建
:,盛土による遺跡保全
1・埋蔵文化財の地表での複製
:.国指定文化財恒要文化財使跡靭
1とする
:・日本遺産、世界遺産とする

Ir方針ノ
1 :1憂鱒国礫倉史戈佐都坊櫛葱ノー

:'代から'代の活の:の趣ヒ/:従づ。
「長崎地域古代生活遺跡」
「中世近世近代生活遺跡」

:.近世築地近現代埋立遺跡:⑦殻儒遁骨ぎ焚「近世築地近現代埋立遺跡」
1・長崎原子爆弾被爆遺跡 1姫幸ずる処ノ各遁晋横出地待直下「長崎原子爆弾被爆遺跡」
1,等(~不詳) 1地下での当成遁骨展示と展示地待

1遁帯地下遁瑞形成仁よる遁,遺剛
:語示盡傭
:③須趨殻趨遺幼ιιての遣尉謂査、
:地上/地下灰万の違剛芝謝余とずる
1俣存と活尻と盡備と公尉と継承
:④地上/地下趣鰯の成方を侠全ずる
1ための廟発夢美/こおゲるど々ディ痛
:砦の祭尻

各台場等を記念する。

参考
記事

燦火台等を記念する。

づれかの_室で戒立間調__ノ_.J'」.囲A工日"鵬,卑,月"日1凱二女甚鴫宝蹴伝習"官蝉出島に.k豊.雁ど*く冨宙御育見暢盛呉"本R嶋等二一三冬't伝"軸冒寸弓ン,二罵島軍竃厩州ンん告朝闘.安盈四卑九"ニ+六0",,1年""11elt風学伝舌」は郁二輿墨"嵩冨岳凹に主、、て宝案伝昏が実謁きれてい,二墨M串行所西殴所のい

「民間開発」(事業所等開発設置)

「三菱重工業株式会社長崎造船
所茂里町工場跡地再開発」

「公共低層中層高層居住施設」
「生活利便形成」

[政治経済機能の集約集積と
効率追求]
・長崎新幹線新設及ぴ長崎本線高架化に
よる長崎駅整備に附随して発生する長崎
駅東空地の再開発を実施する。
・長崎市街長崎内港域の公官庁舎を移転
集約する。移転元跡地は遺跡公園、又、永
埼の岬から小菅修船場遺跡を連結する緑
地公園等に運用する。

[コンパクトシティへ向けた
公共生活空間形成]
・"平地に住める街づ4r
を念頭に、人口減少・高齢化・市街維持の
合理性に留意し、公共再開発を行う。

〔留意事項〕
・尾上町の西部ガス事業所を小江町の西
部ガス事業所に移転統合する。
・一帯の中小事業所を含めて統合再開発を
計画し、一連の土地区画を再構成する。
・旧県庁舎及び出島地区よりの移転・入居
を補助し優先する。移転元跡地は公共によ
り遺跡公園、又、永埼の岬から小菅修船場
遺跡を連結する緑地公園等に運用する。
・当該地区再開発は、市街中心に位置L、
対叡面積も広く、将来の都市長崎の姿に
とって重要な構成要素です。
広い土地の従来の土地区画に固執せず、
又、官公民が各々の行動目標を効率よく達
成できるよう融通調整して再聞発計画を設
定し、漸次、実施することが必要です。
・一帯土地は、肥前佐嘉御大名屋敷の西
部、築地、近世築地近現代埋立造成、長崎
原爆被爆、に係る遺跡地です。重層する歴
史より遺跡の重層性が想定され特に繊細
な発掘等調査が必要です。
・現代建物へピロティを採用する。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲について、以下、認識します。

1,長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域について、①長崎奉行所西役

所等遺跡、②大波止遺跡、③関連する築地遺跡、を認識します。

長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲について、中世後期から江戸

初期の地政上意義であり、行為された、①長崎の岬の丘の上の、岬の教会及び広場一

帯を中心とする三ノ堀の内の口ーマ・カトリ、ソクと有馬氏と大村氏等日本人によって形成

された西洋式の城塞都市(後の内町)の遺跡、②大波止遺跡、③関連する築地遺跡、
を認識します。

2019年(令和元年)11月21日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲について、江戸期の地政上意義で

あり、行為された、①長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域、②市街築地、③切支丹、

④出島、⑤新地倉地、⑥唐人屋敷、⑦、丸山町、寄合町、⑧長崎奉行所立山役所、岩
原目付屋敷、安禅寺、東照宮、立山稲荷、⑨大徳寺、⑩各藩屋敷、⑪蜂火台、⑫番

所、⑬台場、陣地、木戸、⑭外国人墓地、⑮高島佐賀藩炭坑、⑯長崎海軍伝習、⑰
長崎製鉄所、⑱小曽根築地、⑲外国人居留地、⑳養生所、二十一野母崎方面、二十
二矢上方面、二十三茂木方面、二十四時津方面、の遺跡群、を認識します。

4.長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲について、人類以前の地球の自然、

並びに、人類の日本地域への到達、先史時代、中世、近世、近代の地政上意義、又、

中世の商業自治都市から江戸期の近世城下町への改編である、又、現代である、行為

された、①地球創生、②人類以前の地球時代、③日本地域への人類の到達、④長崎
地域の旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古代、⑤古代福田氏/中世肥前丹治比氏
(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡群、⑥"都市長崎遺跡(ハ
十町と唐人屋敷)"、⑦近代の都市長崎、小曽根町西洋船大工街、炭礦舎、小菅修船

場、三菱長崎造船所、⑧キリシタン、⑨長崎原子爆弾被爆、⑩現代の都市長崎遺跡、
の遺跡群、を認識します。

( 1/1 )
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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2019年(令和元年)9月11日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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[・・・癌崎ガ使力ると内,〆/ニアどーノιずる必更ガ偽る・,・1

①dR長崎駅西側のMICE施設、②新大工町地区の市街地再開発、③市公会堂跡地での新市庁舎建設
④九州新幹線長崎ルートの整備、⑤サッカースタジアムの整備計画

①:゛R長崎駅東側は近世近代市街遺跡地、②:桜馬場信大工一帯は中世の肥前丹治比長崎氏甚左衛門等城下近世長崎市街遺跡地
③:弥生後期土器残欠散布並びに近世中世町家遺跡、④近代長崎原爆防空壕等遺跡

⑤一帯が近代長崎原爆三菱長崎造船所幸町工場、福岡律虜収容所第十四分所、遺跡地です。

1.私達当会は、皆様に、私達当会が、2019年(平成31年)1月18日金曜日以降、提案し要望している『長崎国際歴史文化都市構
想』1こより、当該構想の、又、当該記事に例示の当骸地域について、世界と日本と長崎地域の歴史上価値を基盤に、文化財保護法上の
「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定し、長崎地域の地方公共団体による発掘調査による遺跡の遺跡としての実態の解明、並ぴに、開発

計画の変更を包含する、遺跡の遺跡としての認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承を提案し要望します。

2.私達当会は、高宮茂隆長崎市副市長、又、皆様に、長崎地域の国土には、世界と日本と長崎地域の歴史上価値に於ける、過去と将
来に亘る恒久的な遺跡が在ることを理解し把握し、新しい建設物の機能のみならず、過去と将来に亘る恒久的な遺跡の存在、並びに、

関連歴史にも、わくわくすることを、提案し要望します。

3.私達当会は、高宮茂隆長崎市副市長、又、皆様に、"長崎地域は、恒久的な価値であり破壊からの回復が不可能な遺跡の存在を、
時限的な措置であり代替が可能な開発価値とその行為に、優先する、長崎を変える!と内外にアピールすることを提案し要望します。

私達当会は、既に1964年55年前の東海道新幹線の開業以来今や日本全国の地域にめずらしくない新幹線によってよりも
長崎地域に特異な遺跡と歴史の把握と再確認によって、新しい魅力が生まれ「東京で長崎が話題になる」筈と理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、人類に関する事録のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

私達当会は、皆様に、遣跡、人類に於ける普遍的な正統としての創造と幸福、並ぴに、平和の最も深い基屠で在り得るその存在にっいて
遺跡の認知、確認、現状保存、遺跡に人々の生活の中での機能を与えること/過去を顧みること、語り継ぎ関係し行うこと、を提案し、要望しています。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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確かに、見るからに、"わくわぐ'します。

一方で、長崎地域にも、規模や趣向は異なりますが、都市型のボルダリング(boulderin底)施設があります。

私達当会は、長崎地域にしかない、長崎地域の遺跡や歴史、又、自然を、重視し、優先して、

認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承することを提案し要望します。

私達当会は、遺跡について、人類に関する事魚のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と理解します。

私達当会は、自然を、再確認したい、と認識します。

私達当会は、皆様に、遺跡、人類に於ける普遍的な正統としての創造と幸福、並びに、平和の最も深い基層で在り得るその存在について

這跡の認知、確認、現状保存、遺跡に人々の生活の中での機能を与えることノ過去を顧みること、語り継ぎ関係し行うこと、を提案し、要望しています。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

《SF的電子化データ社会》11
L-ーーーーーーーーー1

^^^^^^^^^^^

[・・・傭牲・・・1

人類は、過去、人類の世界に於いて、紀元1世紀頃以前にエジプト1こ始まり、アラビアを経て、ヨーロッ i

パに伝わったとされる錬金術に見る如く、物質の変容によって、人類の個体の肉体の能力を伸長する i
個別の物質、機械、又、社会上のインフラストラクチャーの創出、市場化、整備によって、人類の欲求 i
を満たしてきたと考え得る処、近年では、さらに、人類の無限の好奇心を梃子に、電子化、データ化の!

i技術を加速し、人類の頭脳と肉体の行為を超高効率化、市場化、整備し、人類の欲求を充足しようとし!
つつあると考え得ます。

!人類は、自身の頭脳と肉体のデータの保証期間以外の全てを、進んで、数円で、手放す日が来るので
しょうか。そのような日常がもうすぐそこに来ているようにも思えます。

集合されない人類の個体のデ「夕の価値は、数円程度とも云われます。

加、辺

牙

製

i宗教家、企業家、思想家、アスリート(.剖山運動割、人々の理想は、高度に達成され、完全に実現します。

近代西洋に始まる、現代人類世界の理想、同時に、人類の多様性が衝突なく、体現されます。!

では、自身と切り離し、完全に市場化された、かつての自身の頭脳と肉体はどぅなるのでしょうか?
皆様、考えてみましょう!

食肉工場に在る?材料工場に在る?労働価値に特化?人口の養殖?X兵器?
どこかで見たことが、聞いたことがありませんか?

私達現代の人類は、この世界を、否とする根拠を有しません。

私達人類は、今、もう一度、人類の存在の根底に流れる、事象の存在の尊厳を、考察し、把握し、理解し、行動する努力を、回復すべきではないでしょうか?
私達当会は、皆様に、例えぱ、創造と幸福、並びに、平和の基層で在り得る、遺跡、その遺跡としての認知、調査確認、現状保存、活用公開、整備、継承、を提案し、要望しています。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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養生所を考える会代表池知和恭
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i勿論、個人的に、四苦八苦概念の導入と人生に於ける起伏と陰影の獲得を選択することも、可能です。
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

1・・・命・・・1

1.2019年9月13日口ーマ法王庁(バチカン)ほ、法王フランシスコカや11月23~26日の日程で訪日し、東京、広島、長崎を訪れると正式発表した。核兵器廃絶の重要性を繰り返し訴えてきた法王
が被爆地から平和のメッセージを発信する。1981年2月に広島と長崎を訪れた故ヨハネ・パウロ2世以来、38年ぶり2度目の法王訪日となる。 ...

法王は、24日に広島と長崎を訪れる。カトリック中央協議会(東京)によると、24日午後2時から長崎市の県営ビッグNスタジアムで、25日午後4時から東京都文京区の東京ドームでそれぞれミサを
執り行う。

(長崎新聞2019年(令和元年)9月14日土曜日第1面)
/大犬'いなる念扇ノの地へノ々ーマ謄王防日第表

△知日派:「すさまじい原爆や空爆で荒廃した日本の人々は、ゼロから出発し自分たちの国を再建した」。2m3年に就任した法王は過去のインタビューで、母国アルゼンチンとも比較しながら日本の
戦後復興をこう称賛した。昭和天皇が自らの神格性を否定した「人間宣言」1こも言及するほどの知日派だ。 ●●■

△立場変更:"・・2018年7月にオウム真理教元幹部ら13人の死刑が執行された翌8月、法王は教会が今後あらゆる死刑を認めないとする方針を打ち出した。ごくまれに容認されるケースがあるとし
た従来の教会の立場を変更し、世界から死刑制度が廃絶されるよう働き掛けていくとも強調した。

△友情発信:今回の法王訪日のテーマは「全ての命を守る」。法王庁は13日の声明で日本には近隣諸国との関係や原発事故など「命や平和に関する問題が山積みだ」と指摘。首都会議では朝鮮半
島情勢なども議題に上るとみられる。・一前法王べネディクト16世の下でバチカン報道官を務め、現法王の信頼も厚いフェデリコ・ロンバルディ神父は「訪日では戦争や核廃絶、環境など多くの問題

がテーマとなる。日本から世界に向け平和と友情のメッセージが発信されるだろう」と指摘した。
(長崎新聞2019年(令和元年)9月14日土曜日第6面[総合])

/ず'べてのいのち芝守るためノ築日デーマ芝第萎

2019年9月13日日本カトリック司教協議会(会長・高見三明長崎大司教)は、ローマ法王フランシスコの来日に合わせて使用するテーマ「すぺてのいのちを守るため~PROTECTALLUFE」と公
式ロゴマークを発表した。・ー(山里悠太朗)

(長崎新聞2019年(令和元年)9月14日土曜日第24面[社会])

2.2019年9月14日トランプ米大統領は、米国同時多発テロを主導した国際テロ組織アルカイダの指導者だったオサマ・ビンラディン容疑者の息子のハムザ・ビンラディン容疑者が死亡したと発表し
た。アフガニスタンとパキスタンの国境付近で米軍の対テロ作戦によって殺害されたという。トランプ氏は声明で、ハムザ容疑者がさまざまなテロ組織の計画などに責任を負っていたと指摘。「アルカイ

ダ」の重要な指導力や父との象徴的なつながりを奪い、組織の活動を弱体化させる」と成果を強調した。殺害時期などの詳細は明らかにしてぃない。
米国務省などによると、ハムザ容疑者は30歳くらいとみられ、米国が2017年に国際テロリスNこ指定。7月末、2月より前に殺害されたとみられると伝えられたが、トランプ氏は記者団に「コメントした

くなし、」と答えていた。

ハムザ容疑者はサウジアラビア国籍を所有していたが、サウジ政府は今年に入り国籍を剥奪していた。
(朝日新聞2019年(令和元年)9月15日臼曜日第7面[国際]14版:ワシントン=渡辺丘)

3.1968年(昭和43年)6月16日三島由紀夫さんと会ったのは記者時代ではない。私が大学へ入学して間もなくの1968年6月16日、私の大学にティーチインにやってきた。(一橋大学)まず、三
島さんが講演。言論と日本刀というものは同じもので、何千万人相手にしても、俺一人だというのが言論だと思う」と話した。だから大量殺人を認めないが、個人の命を賭して行う「暗殺」ほ認めるという。
その三島さんに私が質問した。・・・「もし僕の主張を通すには最終的に三島先生を殺すしかないとしたら、お認めになりますか」と尋ねた。それへの答えは<認める>だった。さらに他の作家の名を何人
か出してそれらの人を、ある情念の下に殺すことは、認められるかと質問した。それも<認める>という三島さんに、ならぱ、単数と大量殺人との境界は何人ぐらいなのかを尋ねた。その辺りから、三島

さんの顔は笑っていた。

また「一人の人間が自分を含む全世界を同時に破壊することは認められますか」と聞くと、三島さんは、あなたの考えは面白いが、暗殺を認めることが同時に、自分が死ねぱ全世界を滅ぼしていいと
いう思想にはつながらないと答えた。そして大量殺人である「(ナチスの)ガス室は認めない。原子爆弾は認めなし、」と三島さんは語ったのだ。 個●●

ー・「私は文学においては今でもなよなよ派であります」「文学というものは、いまご質問になった女性よりももっともっとかよわく、どんな優雅な女性よりももっともっと優雅な、なよなよしたもの」だと信じ
ています。そう答えた三島さんの言葉も忘れがたい。・ー(共同通信編集委員小山鉄郎)

(長崎新聞2019年(令和元年)9月16日月曜日第11面[文化]〔文学流星群〕)

1/2

1・ー『焼き場に立つ少年(cremation site, Na筈asaki1945)』(写真)・-1

1.撮影者:ジヨー・オダネル(doeo'DonnelD氏 1922年アメリカ・ペンシルヴァニア州ジョンスタウンに生まれる。 1945年9月23日佐世保港にてオダネル氏上陸。10月6又は7日『焼き場に立
つ少年』を撮影。10月11日頃大村衛成(陸軍)病院2階で諌早から移送されてきた谷口稜暉少年(16歳)を撮影。・・ 1946年3月中旬フケ月間の日本での任務を終え帰国の船に乗る。米国に帰
国し日本で撮影した『焼き場に立つ少年』等の入ったネガなどをトランクに封印する。 1989年長崎と広島で私的に撮影したフィルムの入ったトランクを43年ぶり1こ開ける。1990年アメリカで最初
の写真展をアメリカ・テネシー州・ナッシュビルで開く、勇気ある行動と評価される一方、原爆投下を正当なものとする人々から非難を受ける。 1992年日本で最初の展覧会を青森,盛岡・札幌・大阪
で開く。盛岡で講演を行い『焼き場に立つ少年』1こついて語る。長崎で谷口稜暉氏に再会。 1993年2度目の来日、会津若松で写真展開催。(以降、アメリカで冊子を発行、日本では出版と展覧会
が相次ぎ、ヨーロッパ展を行う)1995年ワシントンの国立スミソニアン航空宇宙博物館における原爆展に、オダネル氏等が広島、長崎の惨状の展示を提案したが、米退役軍人会、議会の反対意見、
マスコミの論調によりゞ当骸展示を中止に追い込まれ、広島へ原爆を投下したB29爆撃機「エノラ・ゲイ」のみの展示となる。この時、スミソニアン博物館の館長が自らの主張と、混乱を招いたことを理

由に辞職。 2003年10月来日。 2005年2月"dAPAN 1995, AU. S. Marine'sphotogrephshomGroundzero"初版をテネシー州ナッシュビルのVanderbiltuniversi匂fpresSより出版
する、9月最後の来日。(この間、日本で、展示、動画取材、放送、相次ぐ) 2007年8月9日オダネル氏がテネシー州ナッシュビルで逝去。 2008年8月長崎原爆資料館の諮問機関として長崎の

有識者で構成される運営委員会において、「『焼き場に立つ少年』の写真は長崎で撮影されたものではないのではないか」(平成20年12月19日発行の議事録)との意見と声が上がる。 ●●闇

2.2011年11月スィス・ジュネーブの国連欧州本部に新設された原爆常設展示室に長崎市が『焼き場に立つ少年』の展示案を提出、国連職員で構成された審査委員会で展示が却下される。理由
は「直立不動の姿勢が軍隊みたいだ」また「この子は悲しいのに泣いていないじゃないか」というものであった。(毎日新聞2011年11月23日)

(『焼き場に立つ少年』ほ何処へジョー・オダネル撮影『焼き場に立つ少年』調査報告吉岡栄二郎(株)長崎新聞社発行日:2m3年8月9日)
(著者の吉岡栄二郎氏は、『焼き場に立つ少年』の撮影地点について、調査と考察より、矢上村の八郎川の川岸の可能性を指摘しています。)

3.2017年12月30日口ーマ教皇フランシスコは、『焼き場に立つ少年』を力ードに印刷し、ローマ教皇庁(バチカン)広報事務所やバチカン放送など関係メデイアに向け、配布するよう指示した、裏
面に「戦争が生み出したもの」との文言と自身の署名「フランシス」を記載するよう要請、又、短いキャプションで写真の内容などを説明し「幼い少年の悲しみはただ、血がにじんだ唇を噛みしめる仕草

に表われている」と書かれている、といいます。

2018年7月6日日本のカトリツク中央審議会は、2017年末バチカンで、教皇フランシスコが作成し、関係者に配布した『焼き場に立つ少年』の力ードについて、この日本語版が完成しました。現4.

日本にある16の教区本部事務局を通して配布しています。・ーと発信しました。裏面には「戦争がもたらすものFranciscus(教皇フランシスコ)亡くなった弟を背負い、焼き場で順番を待つ少年。
この写真は、アメリカ占領軍のカメラマンジョゼフ・ロジャー・オダネル氏が原爆後の長崎で撮影したものです。この少年は、血がにじむほど唇を噛み締めて、やり場のない悲しみをあらわしています。

写真は、ジョーオダネル『トランクの中の日本』(小学館)より」と記されています。

(各発信、報道より)

2019年(令和元年)9月16日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

1.私達人類の、事象への対応は、私達人類の生活する地域により、時間の経過により、私達人類の個人の思想により、相違します。
私達当会は、これらの相違又は性向又は選択が、私達人類の生活する風土、文化、文明に基層を有し得ると理解します。

私達当会は、これらの相違又は性向又は選択を多様性と理解し、この多様性が、運動し関連する様々な事象の長期的な均衡と安定に欠かせないと理解します。
私達当会は、皆様に、様々な事象について精査し、関係する行為に当たって拙速又一面的性向の選択なきことを、提案し要望します。

2.私達当会は、私達人類が、人類の集団上の記憶により、人類の個体の生命を維持すると仮定し、人類の集団の行為の方法や方向が、人類との生命種たる個体の在り方に一致しているか否か、
両者が一致していることが、両者にとって望ましく又好ましいのか、之を、検証する最も信頼性の高い契機又示標として、人類に関する事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、同時に、人類、

及び、人類の風土、文化と文明の基層で在り得る、と理解し得る、遺跡、並ぴに、人類の行為としての学術芸術(aけ)を、保存し、継承し、又、振興すること、を提案し、要望します。

3.私達当会は、自然、遺跡、風土、文化、文明が、私達人類、又、その個体の選択の、基層と成り得る、と理解します。

福達入類ぱ、私達の暦動の空局"こ奥いて、この士鰍の趣鰯ガ催り鱒ゲる〆ツセージ芝受ゲとめることガ伽笑ているでしょづか?遺尉ぱ、入々のそして現代の福運の生ι死の立でず。

(【命 2/2]にて、本紙で引用した新聞記車、並ぴに、関係資料を褐示します。)
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ゼラチンシルバー・プリント(4 ×5jnC11)

オダネル氏力12003'11に来"の綜に予にしていたオリジナルの密着プリント.右

{1引版D の催水プリントより上部の背鍛の木勤ちと越元の右敏みの土手を幅広

(見ることができる.また、木立ちの前而には木製の徹柱らしき陰影も見られ

る.剖1川の畑は、瑪時の食新1処から川原を拓いて予加などに作られたもので、妥

筋1Ⅱ近郊の川悌などに見ることがあった.
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2019年(令和元年)9月15日(日)

t焼き場に立っ少年』は何処へジョー・オダネル撮影t焼き場に立っ少年』調査報告
吉岡栄二即(株)長岐新聞社発行日:2013年8月9日 29頁より
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
^■●^●●^●●^●●^●皿^●.^..^..^..^..^..^.

[,ーどちらの見方ガ住ιいのガ1・'・1

私達当会は、考古学が、人類の解明に大きく寄与し
てきたに付尤もである処、特定の土地で、遺跡につ

いて、自身の学術学問上の規範とその行為により、

発掘等調査並びに記録や移築やレプリカ(replica)
によって、遺跡の存在を抽象化し、具象である遺跡

!の存在を、捨象し、切断し分断し分節し破壊し滅失し、

処分し、地球上の現実世界から恒久的に抹消してき

た、と認識します。

.私達当会は、皆様に、人類の存在とその在り方と遺

跡の存在とその在り方の関係に関わる新しい体系

的な概念、学問学術の形成と成熟を実現し、之に依

る、遺跡と遺跡の存在とその在り方の認知、調査、

活用、公開、整備、継承を、提案し要望します。

どちらの見方が正しいのか
^●●^●●^●●^●.^..^..^..^

極・1叉'1詞甜、巷 1!五・奔

夏壽弓・医秀ゞシ僻

紙面編集三宮崎智明__
山奇

019 _

私達当会は、皆様に、遺跡を、建設用地に変換し、

i遺跡の遺跡としての空間を収奪し同時に遮蔽し破壊
し抽象化することのない、遺跡の所与の即ち具象で

!ある存在、並びに、自然の所与の存在と人類の個体
!の所与の存在とその土地に形成された風土と蓄積さ
れた文化と文明と歴史を、明らかにし、保全し継承

することを提案し要望します。
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

1 私達

L..

人類の学問学術の領域から、

ある、と提案L、関係事象の改

ーー〒一'ー、ー、^●工1 ミ'^^'菖'冨^冒、^.ニ、ー、ーー、.七一「.4-、'、1:,^.^、、●'.」^,11"._1-、」、、_、コ_、」ι.'U_^吉,.、,

■
.

1・ーずこしづつむしばまプZるイ〆ージ・・・意づい■t況・・・]

'・・写Z和な世皐の内剤々'づろ"のよづな空虚ガf1広'ガfり、ずこしづつむしばま九るイ〆ージガ怖る。 ...

倉づい批況で吉ある。ノ
私運当会は、人類の活動の空間に於いて、遺跡とそのランドスケープ(1.nds08Pe)を選択します。

私達当会は、遺跡のランドスケープ Ua"daC急Pe)は、遺跡のその時代のその遺跡に関わる人類の活動のシステム(By6加m)を包含Lて遺跡そのものであり
同時に、人類に対して、遺跡の遺鉢としての表現であり、遺跡の遺跡としての亜要な言語である、と理解します。

私達当会は、遺跡のランドスケーブ(1andsc.P.)は、遺跡と人類の関係に於いて、インターフェイス Gnt.H80.)の役割を担う、と理解します。

2003年(平成15年)2月1日「日本遺跡学会」が設立されました。

当会は、「遺跡学」にっいて、遺跡を、遺跡と人類の関係より考累する学問学術である、と考えるならば、遺跡のランドスケープ(1a"dBC8P.)が、遺跡そのものであると同時に、人類に対して、遺跡の
跡としての表現であり、遺跡の遺跡としての主要な言語であり、又、遺跡と人類の関係に於いてインターフェイス GnteH8Ce)の役割を担う、との撮念は、「遺跡学」の主題で在り得る、と理解Lます.

'スケープ(1色"dscepe)は、日本の建築・土木に於いて、中世末期には、借景や路地などの在り方に理解できるように、特定区域内外の視覚的環境を再構成する手法が成立し定着したと考え得る処
力で19世紀中葉期にニユーヨークのセントラル.パーウ0858年)を設計したフレデリック・オルムステッドが自身の駿能としてランドスケープ・アーキテクチャー(LandscaP8A門hi加Ctψ日)を提唱し

1990年代には、日本でランドスケープ・デザイン(Land5Cap.D08i底n)の概念が、建築・土木などの隣接分野から注目され導入された、と云います。

私達当会は、遺跡の存在と建築・土木は、ランドスケープ(1endsC8P.)への概念を接点に親和することが可能である、と理解します.

私達当会は、畏崎地域に於ける、遺跡の存在と、現代都市機能建設の関係に於ける混迷にっいて、
まずは、建築.土木分野に於ける、ランドスケープ(1and8CBpe)を、分断、分解、解体しながら行う疾駆、遺跡取扱いに於ける「遺跡学」の不在に由来すると推測します。

即ち、対象地城に於ける、遺跡の存在と、現代都市機能建設の両分野、又は、両分野の接点となる学問学術の不在、です。

私遅当会は、青来有一氏が指摘する"うろ"や「危うい状況」の源は、学問学術の不在に在り楊る、と理解します。

私達人類は、私達人類が、人顛に関する宇宙の事叡の全てを、解明し、証明し、実証し、理解し、応用している状況にはない、と自覚して認議する必要があるのではないでしょうか?

裂遅当会は、皆様に、私達人顛は、何が、私達人類の学問学術の領域から、そして、私違人類の行動から、欠落しているのか、凝視する必要がある、と提案し、関係事魚の改善を、要望します。

人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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提案し要望します。

日本は、欧米諸国にとって"謎"と云います。

よ

ず:

i

.^1

ー.

女に

一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

ー,、"ーー、J二」ー.、ー,ヂー^゛,、'ー'ー';」'.y゛▲ι予一ーー,",ノ_<'、

'高

る '.,

(25)三^

U 、ご

イ

_ノ

Zヌヨケ礁1澤i毛デ・氏饗秀篭"6痕ミが

私達当会は、"日本"という"謎"を"理解"1こ変換する機会が長崎にあると期待します。
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私達が闘わなけれぱならない事象は、常に、人々の"無関心"であると考えることができそうです。
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養生所を考える会代表池知和恭
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[遺跡]

(1)私達当会は、遺跡の存在について、現代の人類にとって、所与でありながら人工であり、自然と人工の中間に位置する存在
と認識します。

(2)私達当会は、遺跡について、人類にとって、人類に関わる事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と認識します。
(3)私達当会は、遺跡について、人類にとって、その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に

私達人類、人々の魂・精神の基層となり、私達人類、人々の魂・精神が、私達人類の人類としての創造と幸福の基層となる
即ち、自然、遺跡、自然と人類の関係である風土、個人の存在が、私達人類、人々の魂・精神を経由して

人類の文化に於ける創造と文明に於ける平和の基盤となる、と理解します。

(4)私達当会は、遺跡について、人類にとって、過去の社会的共通資本の要素を多義的に包含する処、私達人類は
遺跡と現代との対照を通して、将来の社会的共通資本の本来の在り方への示唆を得ることができる、と理解します。

(5)私達当会は、遺跡について、人類にとって、以上の関係性をもって、之を、私達人類の社会的共通資本である、と理解します。

[都市]

a)私達当会は、都市について、私達人類又その社会にとって、風土、文化、文明を収集し、再構成又は再生産し
再分配する機能、と認識します。

(2)私達当会は、斯かる都市の機能にとって、一定の人口密度と多様性が、有意である、と認識します。

[人類の活動空間]

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において

遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承する二と、を提案し要望します。
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1 私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?
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[ノーベノb佐学實受實・・吉野影さ冷rファノガ学生券fe/こ'笥勿、粛中ιたのぱ寺古学だった。・・,1

ノーベル佐学實受實ガ咲まった吉野彫さ冷クかオ学生彫代仁当勿、熟中ιたのぱ寺吉学だった。r入生で遍吉有盧婁だったノι旋
り返るズ学券允の2卒居夕で車汚がの知哉や経兵仁餅九たことガ(多ぐの牙究附商から倉頼才九る胃察力や入柄仁つなガfつた。

・・堺在ぱ史尉公園仁なっている反都広のr樫須ω.たぎぱらノ廃手ノの発麺に'舌募力り、声野才冷ガ響いた発飼謂査瓢告書ぽ国会図
井餌/二攻庭さ九ている。・'ズ学屍で草放ιた量子方梼佐学仁、吉野才冷ぽ式寺古学の牙究手舗ガ姫心る吉のガ偽るノと感じた。"

毎く蓙美象仁身芝置いてきたガf;2077享仁名城ズ学r名庁屋市ノの煮授/こ鳶塞ιた。吉野才冷ιの共月牙究仁擦わった名城ズの
士屋戈敷授r50ル丈光壬尾塞ιた詞痴力や毎野の広さ/二加えてrと/こかぐ優ιく月分の寺え吉受ゲ此めてぐ九るノと含容力のある

バ柄乏説勞ずる。・・・授美中吉美顔芝絶や才ず'.学堂らぱrいつ吉優ιい光生ノと々壬そろえる。

遺跡を所与の具象として受容し、改変を急がず、考察する態度が、洞察力や視野の広さや包容力の酒養に寄与したのでしょうか?

吉野彰氏の個人的な基盤が科学社会上の成果を誘導した、と推測します。

私達当会は、近代の態様に付、近代とは社会の制度又その方向、科学とは個人の態度又その方向、夫々個別の要素と仮定します。

私達当会は、人類が近代と想定するその福祉を享受するには、近代との社会の制度とその方向、並びに、科学との個人の態度とそ
の方向が、一定の、水準を超える相乗効果を形成することが必要、と仮定します。

遺跡の存在は、科学にも貢献します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において

遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。
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私達人類は、私達人類の活動の空冏に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

期国新聞
DIGITA王. クローン牛「かが」が老衰死「研究の一時代終わった」

ピ^

ークローン牛・「かが」・ .

^^

クローン牛の「かが」(石川県農林総含研究センター畜

産試験堤提供)
●^闇●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^■●^曝●^●●^●●^●●^●●^●●^..^..^..^..^■.^..^..^..^..^..^..^■'^..^■.........^

世界初の成牛の体細胞クローン牛として、

1998年に石川県内で生まれた「かが」(黒

毛和種、メス)が9日、死んだ。県農林総合研

究センタ^産試験場力t'10日、発表した。21

歳3力月で、老衰による衰弱死だったという。

「かが」は、双子の「のと」(同)とともに石川

県と近畿大学の共伺研究で98年7月5日に

誕生した。今年9月末から自力で立てなくな

り、9日正午ごろ、死亡が確認されたという。

「のと」は、2018年5月に死んでいる。

1董象勿の成午の衛細庖ク々ーン牛として1998年/二万ノグ倶内で生ま九た功■ガリガfg日死五ンだ・・1

r・・牙究の一券允ガ憐わったーノ

^●●^●●^..^..^..^..^..^..^..^●●^●●^●●^..^..^..^..^..^..^..

串

ネッ'ワークイn6ιW0所ノ 鎧毎ι巨毎

私達当会は、遺跡の存在について、①現代の人類にとって、様々な要因による人類の記憶の断絶により、自然と人工がその存在上、現在を提示する処、遺跡は、その存在上、過去、

即ち、時聞の経過を提示し、伺時に、人々の記憶の断絶により人工でありながら所与であることにより具魚であり、即ち、自然と人工の中間領域に位置する特臭な存在である、②人類
にとって、人類に関わる事魚のうち、唯一、再確認できる"事実"である、③人類にとって、その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に、人類の活動上、文化に於ける創
造と幸福、並ぴに、文明に於ける平和の基盤たる人々の魂・精神の基雇たり得る④私達人類の『社会的共通資本』(数理経済学者宇沢弘文氏:1928年7月21日一2014年9月1

8白)と認識し、現代との対照を通して、将来の社会的共通資本の本来の在り方への示唆を得ることができることに由来して再ぴ社会的共通資本である、と認識します。
私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

「ー・すべてに焦点が合ったような細密描写は、省略を進めていく20世紀の絵画とは対極にあるー・」
(2019年(令和元年"0月5日土曜日日本経済新聞第40面[文化]欄『近代生きた人々の姿活写おかえり「美しき明治展」美術史が逃した画家たちに光』より)

2m9年(令和元年)10月"日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

木佐貫将司二・i゛年 IC月10日ユ"時...分

延々と在る遺跡・一再構成しない、解釈しない、示唆をしない、観客の発見に委ねる。

遺跡は、歴史の事実として期せずしてドキュメンタリーであり、逆に、事実の解釈である歴史の表象でも在り得ます。

畜産試験場などによると、体細胞クローン

牛は肉質や乳量の優れた家畜を大量に作れ

ると期待され、各地の研究機関で開発皷争が

繰り広げられた。だが、死産や生後間もなく死

ぬ割合が高かったことに加え、消費者に受け

入れられにく<、研究は下火になった。同畜産

試験場にいるクローン牛は現在、2頭だとい

つ。

バ廟馴肋の地瑳一死史野允r加石痔時代一却戈月允一歎堂野代ノー苫代一中董一近赳一近代一頂趣叢燭一現允一兼築

近代以降の芸術は、抽象化により省略を進め、細部を捨象してきたようです。

(但し、現代芸術は、再び、身体性や手業や細部を付加するようでもあります)

私達人類は、本源的に、その行為、又、生命と存在を、多く、抽象化に負うと考え得ます。

私達人類が、近代に於いて、意図的に、私達人類の知性と好奇心と欲望への近代の方法として

事象の抽象化と具象の捨象、再構成、並びに、公平と平等を選択し
現代に於いて、学術学問の充実と浸透を経ず、大衆化により、之を連続して継承し、志向し指向するならば

例えば、やがて、私達人類は、私達人類自身の人体を、抽象化により、解体し、再構成し
具象である所与の頭脳と肉体を、捨象し滅失するのではないでしょうか?

自然,遁券・風t・戈佐,戈明・昆倉・麹去'現往・天笑との対壽入類との皇ましい夫築のため仁

私達人類は、私達人類の活動の空問に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?
遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

畜産鼓験場の担当者は「一般的な牛の寿命

は約20年で、かがはクローン牛としては長寿

だった。かがが死んだことで、クローン牛研究

の一時代が終わった」としている。(木佐貫将

司)

専門の運動選手は

歴史上、馬力、アトラクション(a廿raction)、経済、兵器、戦略、セクシャリティー(sexualiw)、熱狂、薬物による改変
健康への連想、人々のあこがれ等

人類における人体の抽象化と捨象のはじめかもしれません。

一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

将来、私達人類の世界に、近代たる概念が、実現可能な概念だったのか否か、明確となる時がくるのかもしれません。

私達当会は、私達人類の活動空問において、遺跡にっいて、①自然と人工の中間に位置する存在として所与であり具象であり、②人類に関わる事象の
うち唯一再確認できる"事実"であり、③その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に、文化と文明、人類の創造と幸福並びに平和の基盤た
る人々の魂・精神の基層たり得、④将来の社会的共通資本の本来の在り方への示唆を得ることができ、⑤よって、之が人類の社会的共通資本である、と
理解する処より、広く皆様に、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来てぃるでしょうか?

期日新聞
DIG1τAL

「悪魔を追い払う必要があった」南アのメディア、反応は

■皿盟

ヨハネスブルク=石原孝

追い払う必要

●^●●^●●^●●^●●^●●^■●^●●^●■^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^..^.●^曝.^.'^..^..^..^.■^..^■.^..^■■^.■^..^..^..^..^..^..^.

:' 10年!、1月:! 1日、1;丑亨

1'・ラグどー,ワーノι<オップ鍔四日本ズ会.0珀卒伶痴元卒力0座0日日本対肩アフグカ就日本放返・・1

肩アフグカの国宮放迭rS角BCノぱ、4卒肋のレV杯,・封台ぞ尉まえ、

・・'兀要傭芝追い払づ必更ガ偽ったノ・r辛葱彊さガ健だったガ(終盛/こ<ライ芝続ゲたノ'

・r勇ましい日本芝打'ち礎ったノ・・・ノ

と瓢心た。

,1:ーーξe-'ー、ー・、学、

唖.宅電生昏'武、1e ・ゞ

}" 1▲!嬰、トへ註
試合前からスタンドで盛り上がる南アフり力のフフン=

上田潤撮影

■堤自

弁

20日にあったラグビー・ワールドカップ(W

杯)準々決勝で日本代表が南アフり力代表に

敗れた後、南アフり力の国営放送「SABC」

は、4年前のVV杯イングランド大会で日本が

34-32で南アを破り、「スポーツ史上最大の

番狂わせ」と呼ぱれた試合を踏まえ、「(南ア

代表は)悪魔を追い払う必要があった」と報じ

た。「辛抱強さが鍵だったが、終盤にトライを続

けた」とし、r勇ましい日本を打ち破った」と報じ

^0

ラクピ」ワールドカップ

.^●●^●●^●●^●●^..^■●^●●^■●^●●^●●^●●^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^

2019年(令和元年)10月21日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

. .

〆

長崎地域にとって、いつでも「どこにでもある」遺跡は、"悪魔"なのでしょうか?

追い払う必要があるのか、辛抱強さを鍵に、ここへきてさらに破壊を続け、勇ましい"事実"を打ち破る、

のでしょうか?

L

〆

夢笑 魔会煙



一養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
^.■^..^..^..^

f・・今復ぽ'・晃分野,ぞ組

み台わゼる必更ガ怖る・・1

^禅学ぱこの4~5卒でズきく^した・'・ノ・・・
r今、倉禅学ガ惚っているのぱ・一卓絶で県衛砂
な出築算の處働'しこ九とぽ集なる痔痴の廊煩
/:^威1ガ偽るノr・・・こ九ぽ出築夢の處畑ガ,6
舶余ιた夢笑芝猪えているオ1らた二ぞの丘留仁ぽ

またXフオ1'ないこιガ侈い。'・・廓分でぱな^の
回路全俊芝飽る必更ガ佑るノ・'・^芝牙究ずるど
いづ二ιぱ、勳幸ι衡禅ιいづ二元倉の境目ガC女ぐ

なるこι芝倉味ずる。禅憲の膚動ガ御戻倉舌鎌台

才九た舌のガ叺廊の老会や婁痛などの暦動で
癌ぱこ九らオ1ネ'寶討仁月C吉のだι契えている。
そのため.戈学や老会痔学.婁衡ι耐台ιて牙究
しないι本当仁倉の趨塵ぽ力からないノ・-r牙究

者仁ぽ靜茂仁ιらわ九立い手靜鰭衣皆えオガ喧
蔓た1-・月分古その威ぽ達えていない。・ーノ

・脳科学・記憶・異分野・
、 r .""゛ J乢一r,"」J .

]'.'゛"ー":',・'.JO.、'"〕宝ご"'ト,ー;.=■^"上;ニー'巴、凡一]コ、.,.'=、 1;三戸・立.゛」",."ーーーモ吉叱生▲L■此=証、毛立セ2=ー、 11 、Ξ一tニョニー=島,'ミ』,毛ケ三一、11、,f.一『:11.に三"・ニ".'.、

脳科学に於いて、今、脳科学が扱っているのは単
純で具体的な出来事の記憶/抽象の仕組みはま

だわからないことが多い/部分ではなく脳の回路

全体を見る必要がある/文学や社会科学、芸術
と融合して研究Lないと本当に脳の機能はわから

ない、と云います。

て

'明

人類にとって、記憶が、人類の行為や抽象概念、

又、広範な活動の原点となっているようです。

私達当会は、皆様に、遺跡について、人類に、行

為や活動の原点となる"記憶"を提供する素材とし

て"遺跡"を捉え、遺跡の具数、並ぴに、遺跡又遺

跡としての空問の性格、例えぱ、非意図性や開放

性を具現し、私達人類の様々な活動空問に、認

知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、

を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、特定の人類によって抽象さ

れ捨象され解釈された記念又は代表としての遺

跡、即ち、知能、知識、形式知に範鳶され之により

意図的に選択され改変され閉鎮構造に囲い込ま

れた遺跡の存在の在り方、に対して、抽象や知能

や行為や活動の原点となる"記憶"を提供する素

材としての遺跡、即ち、具象であり、意識、身体知、

暗黙知に範疇され遺跡の存在の本質と捉え得る

非意図と開放の構造によるありのままの遺跡の

存在の在り方を、提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡との人類にとっての現

実世界の部分について、歴史上価値、学術上価

値のみならず、人類の活動全般との関係に於い

て考察する、自然の存在と人類の存在、又その関
係に於ける遺跡の存在上の価値、を認知すること

を提案し要望Lています。

私達当会は、遺跡について、他の事象と共に、自

然と人類の関係に於ける風土、文化、文明、民俗、
その過去、現在、未来の在り方を考察する契機と

為り得るし、人類の個人と社会の記憶として、人

類の広範な意識と知能と行為と活動、芸術や社
会上の活動、の根源である、と理解します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間
において(日常の、身近なそれを含む)、遺跡と遺
跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調
査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提

案し要望します。

ー、、

目、

,

L^

2019年(令和元年)10月28日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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ガ

私運当会は.広く皆様に、私達人類の活動空間におい
て、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、
調査、保存、活用、公開、整備、維承すること、を提案し

要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、こ
の土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめるこ
とが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそし

て現代の私達の生と死の証です.
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2019年(令和元年)11月1日金曜日

養生所を考える会代表池知和恭

^

と^

[・・・天皇、皇后両塵アの晴九やガ畩室仁寿詳な点吹芝毎じたのでぱないだろづか・'・1

即五t克の聾宴の倭・・'今和・'・

・・・r日本入ノ芝彊誇ずるのか、多篠煙と第容で廟か九るのか芝考え才ゼら九る簾式の一商だった。
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

私達当会は、人類の、自然と人類の関係に於ける風土、文化、文明、民俗の自覚は
現代の人類の諸活動並びに活動空間と親和できる、と理解し期待します。

私達当会は、遺跡が、その触媒と為り得ると理解します。

私達当会は、遺跡にっいて、他の事象と共に、自然と人類の関係に於ける風土、文化、文明、民俗、その過去、現在、未来の在り方を考察する
契機と為り得るし、人類の個人と社会の記憶として、人類の広範な意識と知能と行為と活動、芸術や社会上の活動、の根源である、と理解します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において(日常の、身近なそれを含む)、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、
認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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一有効範囲は狭いー

棄斤・ .、

●^●●^●●^●■^●●^●■^●●^●●^■●^●●^●●^●●^●●^●●^■●^●●^●●^●●^●●^..^●.^■.^..^..^..^..^.■^..^..^..^..^..^■.^..^..^曝.^..^.

1・,'李営/;彊力な吉のだガ(有効爺厨ぱ饗い。・・・禅学ぱ停意分野づ懐ら九、ヲミ確ガ.才壬牟づー・]

現批で長吉礎からしい知哉の衛系ガ御学であ弘 700%征'しいといづわゲでぱない。1%で吉毎づ入ガfいれぱそ
こ仁奨ってぐる入ガ伽てぐる。 禅学ガ鰭ず谷え壬出ιてぐ九ると一殷のバぱ忽っている。敷育仁鳥^ガ偽.".

るのか吉ι九ない。禅学で問づことぱできて吉禅学で谷えら九ない須友ガ偽弘こづした闘唐仁ずら禅学で修戻ι
よづとずる風廟ぱ倉づい。 禅学で痔ら九た劒互や友衡ぱ現允髪会ガ噸らざる芝痔ない非営仁彊力な吉...

のだガf.方効龜厨ぱ饗い。ワクチンのデメグッfなξぱ谷え芝出ゼない。禅学ぱ繹意分野ガ懐ら九、不確かさ芝
伴づ:ι芝劒るr禅学グデラシーノガ吠蓼だ。そづず九ぱ趣度の期痔芝痔たず仁ずむ。安全ガそ、うかの完璽な谷

学寺の中仁吉、禅学オtいつで吉直ち仁征礎な谷え芝与えてぐ九るといづr圖い禅学短ノ壬痔つ入ガ伽てぐる。禅
学に餌象ガf牟づこと芝目鷺ι、健全な蔑縫心芝券ち続ゲるのガ唖要だ。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

私達当会は、私達人類の知覚、意識、知能、記憶、技術、解釈、知見の範囲は限られ、不確かさを伴う、と理解します。

「疑わしきは罰せず」と申します。

私達当会は、「疑わしきは罰せず」は、人類の認知と行為に於ける、ーつの"りテラシー(11temcy:読解記述力(何らかのかたちで表現され
たものを)適切に理解・解釈・分析し、改めて記述・表現する、(又読解と運用))"である、と理解します。

私達当会は、遺跡について、人類の現時点の学術ではわからないことが多いと推測します。

私達当会は、広く皆様に、例えぱ、わからない事象がある遺跡について、わからないことはわからないとし、わからない事には価値がない
かのように振舞い、遺跡を破壊して当該の事象を人類の現実世界から滅失せず、人類の世界に於いてわからないことがあることをも併せ

て受け入れ、当該の遺跡を現状保存し、将来に継承することを提案し要望します。

!私達当会は、又、将来の人類が、当該の遺跡を前に、今、分からないことをわかり、今、知らないことを知る機会が在り得る、と理解します。

私達当会は、「わからない事象を破壊しない」は、人類の認知と行為に於ける、ーつの"りテラシー(1iteracy)"である、と理解します。

私達当会は、宇宙の事象で、人類にわからないことは多い、と推測します。

:私達当会は、「全てわかったとし之を破壊する事をしない」は、人類の認知と行為に於ける、ーつの"りテラシーー卿"である、と理解します。
'、,ニノ^^^^、,

私達当会は、遺跡にっいて、他の事象と共に、自然と人類の関係に於ける風土、文化、文明、民俗、その過去、現在、未来の在り方を考察する
契機と為り得るし、人類の個人と社会の記憶として、人類の広範な意識と知能と行為と活動、芸術や社会上の活動、の根源である、と理解します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活勳空間において(日常の、身近なそれを含む)、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、
認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆
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養生所を考える会代表池知和恭
一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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2019年(令和元年)11月6日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

●^■●^●●^●●^●●^●.^..^●●^●●^■.^.

乗斤

1・,・市戈佐尉症諺会'・・市煮委/二谷駒・・・・,諺演・・・1

・'・誇演のデーマ・/歴'史芝面白く誘むソ・,下ノグ健粥・活水女子ズ痔別ノ敷授ぱ^史芝穩成ずるのぱ

伝寵、詔述.記念物の3要美。こ九ガ住ιいのか、糎煩や蔓須4づ、ら友立ι、僻feとと吉/こξう変佐ι、堺

代/こ属っているのか,ぞの運い芝見つゲることガ価白いノ^史謂査ぱ、ぞの券待で分かっている夢実

から寺え、艦謝の中で断定ιない。須皇だゲでぱ算笑の唐史ぱ生み出ゼないノ

a.自然並びに人類に関する出来事としての過去の事実は無限にあります。

私達当会は、私達人類が認知し解釈できる対象となる自然並びに人類の過去の事実は、無限の事実のうちの極めて一部分の事実である、と理解します。

私達当会は、自然並びに人類の過去の事実を解釈して例えぱ歴史として語る者は、その対象となる人々に、その語り、歴史等が、無限の事実のうちの極
めて一部分の事実に対する現在の解釈に過ぎず、発見や社会の変化により、新しい事実が認知され、異なる解釈が与えられ得ること、未来に亘って不変

の事象ではないこと、同時に、不確かな事叡であること、の認識を形成する努力が必要である、と理解します。

b.私達当会は、遺跡の保存され移設され模型とされた記録について、"又聞き"の範疇である、と理解します。

"百聞は一見に如かず"、と申します。

私達当会は、万の事象につき、又聞きではなく、直接見る事を看過してはならない、と理解します。

(私達当会は、遺跡について、"現状保存ではなく、記録保存や移設や模型等でよし"との考えは、当該の遺跡の軽視である、と理解します。)

C.歴史(解釈、概念)1こより自然と遺跡と民俗(現実)を制御するのでしょうか?

自然と遺跡と民俗(現実)から歴史(解釈、概念)を制御するのでしょうか?

皆様は、前者と後者のどちらのプロセスを優先することを選択しますか?私達当会は、後者のプロセスを優先することを選択します。

d.人類の19世紀の文明の世界では、人類の学問学術が近代国民国家の形成に意義を有しました。

私達当会は、私達人類の21世紀の文明、並びに、グローバルの世界では、私達人類の学問学術について、私達人類が、現代の自然と社会に於いて、

問違いを選択せず存在する、又は、存在し続ける為の意義に、その意義を転換すること、を提案し要望します。
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私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において(日常の、身近なモれを含む)、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存.活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

27^
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文化の踏襲

2019年(令和元年)9月14日(土_曜日)
^^

二式際至池深棄斤1、,'

2019年(令和元年)9月14日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

[・・,券捌探矣生活ぱ遺伝的な週応でぱなく狩捌探集生活といづ戈佐の尉襲なのである'..1
入類ぱわオt古の顔で鰍琳/:ぎ腐ιており、哲象ぱバ類のため仁あると忽いたぐなるぼどだ。・・否..書寺ぱ戈佐達佐と摩ぶ。.'型目..
私達当会は、私達人類が、人類の集団上の記憶により、人類の個体の生命を維持すると仮定し、人類の集団の行為の方法や方向が、人類との生命種たる個体の在り方に一致
しているか否か、両者が一致していることが、両者にとって望ましく又好ましいのか、之を、検証する最も信頼性の高い契機又示標として、人類に関する事象のうち、唯一、再確認
できる"事実"である、同時に、人類の基層で在り得る、と理解し得る、遺跡、並びに、人類の行為としての学術芸術(ヨ田を、保存し、又、振興すること、を提案し、要望します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

閉じ込めておくことができない

i_
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2019年(令和元年)9月28日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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鬼、子

[.,,^生佐ノ・,r一度董/二放たメZたら、イノベーションぱ用心込めておぐことガfできないノ・・.]

・・・r家笛佐ノガf不可彪であり、大疹明青や企美,国家の手仁ぱ負えないぐらいのスどードで篠々な既疹
の秩彦芝礎壊ι始めるノ・,・ズきな発明芝ιた国や留バでさえ、遍復ぱ礎壊の対余/こ舌なりうる・,・。

"ーニ.;しう,.ト"、 凡卓J

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか? 遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

野生化し、家畜化できず、破壊するイノベーション。

破壊の先に、なにがあるのか?なにが見えるのか?

なにを、見せるのか?
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

1歴史ガ佑わる廟仁1興那覇簿書

ー・暦史ガ榊話やサブオルチャー仁のみこま九て牛ヤラクター佐ずる寵批芝分布ι^史ガ嬢死ιてゆぐこι芝廟症ιιて、そ九で吉なお維券できる共序の
あり方芝考えなゲ九ぱならないノ,・・唐史ぱ現允の私たちガ憐つ価値翻芝相謝佐ι、奥庁き芝与える右のだった。屋史仁よる篇味づゲガ秩わ九るなかで
書青ガf目芝向ゲたのぱ、物夢芝案理仁必然視ゼず'f侮然芝毎然のまま生芦るノ友崖だ。毎疹停ιι騨り台わゼで右ある。ぞ九芝防ぐ仁ぱf允理バノιιて

生芦る倫理ガ伽更だと説ぐ。 ...

[・'・屋史ガf・・牛ヤラクター1乙',,・/"・f・ンデぞ本・・<ンデぞ修釈・・'1

・"歴史"・"考古学"・(1/2)

2019年イ今和元卒ノフ0月7ge't履日日本鰹芳新助ぱ^書ノ劣26面で、ι勢下掲或ιています。

イ芋歩運九の/舗蓼荷P 松木實彦史騨批判ガ学問の基礎美ぐ r寺古学寺ノ

ノーベル佐学實芝墨貫ιた吉野影氏ガ学生券允仁考古学仁熟中ιていたとのニュースぱ、寺庁学者悲夢ぱゼている。ただ.笑兵で痔ら九た事実から雪
競的仁物夢芝紺み立てるのガ勞古学の牙究手舗仁遁心る、とおっしゃるぐだりぱ何だか面ぱゆい。

寺古学吉、至毎で痔ら九た夢実から週去芝復元ずること芝目摺ずガ(ぞの週痩で佑学仁ぱない^釈ノといづ宮為ガ唖芦芝なず。たとえぱ、古垢券允仁月
ど餅型で蘆ら九た倉オ噺哉芝中心仁各触仁分布ずるといづのぱ夢笑。そ九らの倉ガ駈翁から各地へ記ら九た、といづのぱ修釈だ。倉力的な修釈ぽと焚

痔芝集め、近鳶から各地へ倉ガ妃ら九た夢実オ偽ったかのよづ仁毎力九てぐる。寺古学のこ力いところだ。
考古学寺ぱぞのこ力さ芝いつ吉篇殿ι、簾釈の容競世や傭頼煙芝侠つためのさまざまな手随芝磨ぐ。物どづしの斯古芝見きわめる、皐允芝輝4る、入厨の心
や庁動の理謝芝房いるなぞの手ぽの錬唐ガ(疹古学の牙究と敷淳の8別芝占める。戈字芝謝余とずる歴史学イ戈猷史学ノ右同心で舎か九た内容の真侮

や戈所芝礎かめて夢実芝放り出ず兀史騨批判ノといラ作美こそガ慎癒である。鐘か九た紺契のぼづ/丈実ぱある篇味二の次だ。
呉座勇一才冷の^謀の日本史ノ傍ノグ窺書リ丈史騨批判の禅命芝武痔仁、まず紺詣あり芦の傍手蕩扉釈芝次々と勿り伏ゼていぐ痛侠な本。 肩劇■

・・・r日本のルーツノなどそ麗った《ンデぞ本仁芽店の棚や夢籍遁販の痔り上ゲ上位芝肇わ九ている考古学から吉、誰かオ位ち上がって月心こと芝ずべき
なのだガ(塵ぱ重い。・・だオ(ぞ九ら仁ねじ店ゲら九、でっち上げら九た簾釈ガ枢史ιιて喜ば九て、国やだ会仁かか力る入々の詔哉や毎寺まで吉幼づf
めつつぁる倉機の今こそ.考庁学・古允史・近赳史・近現允史から吉、本菩のよづな嵐みガf吉っι変/二続ガ畩ソナ九ぱならない。・'目らの学畠ダの選礎壬いま

礎美/こt、しば五ンでいる弩威ιの繊ι1・'・

2019年(令和元年)10月19日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

('ーニ点目は、歴史学がその成立以来、主権国民国家と密接な関係を持って発展してきたということである。・ーー般に歴史学という学問は、十九世紀から二0世紀にかけて、西ヨーロッパや日本をはじめ
世界各地で進められた主権国民国家の建設に大いに貢献した。「フランス」や「日本」といった「国」を研究の枠組みとし、その中で生じた過去の事象を時系列的に関連づけ、意味づけて解釈.説明することに
よって、「手厶たちの国」であるフランスや日本の過去が、「フランス史」「日本史」として説得的に描かれることとなった。そして、その叙述がひいては、人々がフランスや日本という主権国民国家の存在を受け

入れることと自らがそこに帰属するのだという国民意識を持つことへとつながったからである。・ー

『シリーズ'グローバルヒストリー①グローバル化と世界史』2018年3月26日初版羽田正東京大学出版会PI0「序章グローバル化時代の歴史学、2歴史認識、歴史学と主権国民国家」)

長崎地域は、遺跡と歴史を廃滅し、「偶然を偶然として生きる」技法と「代理人」として生きる倫理を選択するのでしょうか?

手厶達当会は、"擬制的(フィクティシャス:flctitious)な手厶有"(『再興空間主義宣言』2019年伶和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和掬を提案し要望しています。

偶然を偶然として生きる先にあるのは、倫理の醸成とその実現でしょうか、それとも、他者による統制でしょうか、例えぱ、人工知能(AD による。

2019年(令和元年)10月19日土曜日本日日本経済新聞は第1面で、『「超計算」人類の手中に』と表題して
「.ーグーグルが「量子超越」を達成したもようだーー。英フィナンシャル・タイムは9月、こう報じた。ー・」と報道しましナニ。

私達当会は、皆様に、 1自然・遺跡・風土・文化・文明・民俗・過去・現在・未来との対話人類との望ましい未来のために1 と提案し要望します。

遺跡は、人類に関わる事象のうち、唯一、再確認できる"事実"です。

延々と在る遺跡・一再構成しない、解釈しない、示唆をしない、観客の発見に委ねる。
遺跡は、歴史の事実として期せずしてドキュメンタリーであり、逆に、事実の解釈である歴史の表象でも在り得ます。

私達当会は、広く皆様に、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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半
建
れ
の
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圃
罰
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ー
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ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
吉

彬
氏
が
学
生
時
代
に
考
事
に
熱

中
し
て
い
た
と
の
ニ
ユ
ー
ス
は
、
考

古
学
界
を
喜
ぱ
せ
て
い
る
。
た
だ
、

実
験
で
得
う
れ
た
事
実
か
暑
糊
的

に
物
事
を
組
み
立
て
る
の
が
考
古
学

の
研
究
手
法
に
通
じ
蚕
と
お
っ
し

や
る
く
だ
り
は
何
だ
か
面
は
ゆ
い
。

考
古
学
、
発
掘
で
得
う
れ
た
事

実
か
ら
過
去
を
復
元
す
る
一
Σ
を
目

指
す
が
、
そ
の
過
程
で
化
学
に
は
な

「
解
墾
と
い
う
営
為
が
重
き
を

いな
丁
。
た
と
え
ぱ
古
墳
時
代
に
同

じ
鋳
型
で
造
う
れ
た
鏡
が
近
畿
を
中

心
に
各
地
に
分
布
す
る
と
い
う
の
は

事
完
そ
れ
ら
の
鏡
が
近
畿
か
う
各

松
木
武
彦

、

地
へ
と
配
ら
れ
た
、
と
い
う
の
は
解

釈
だ
。
勞
的
な
綴
ほ
ど
支
持
を

耻

集
め
、
近
畿
か
ら
各
地
へ
鏡
が
配
う

れ
た
妻
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
く
る
。
考
古
学
の
こ
わ
い
と

こ
ろ
だ
。

考
古
学
者
は
そ
の
こ
わ
さ
を
い
つ

も
意
識
し
、
解
釈
の
客
観
性
や
信
頼

」
、

性
を
保
つ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

を
磨
く
。
物
ど
一
つ
し
の
新
古
を
見
き

わ
め
蚕
粍
を
測
る
人
間
の
心

や
行
動
の
理
論
を
用
い
る
な
ど
の
手

法
の
錬
磨
が
、
考
古
学
の
研
究
と
教

"

育
の
8
割
を
占
め
る
。
文
字
を
対
訣

と
す
る
歴
史
学
(
文
献
史
学
)
も
同

じ
で
轡
か
れ
た
内
容
の
真
偽
や
文

脈
を
確
か
め
て
事
実
を
取
り
出
す

「
史
料
埼
」
と
い
う
輩
こ
そ
が

真
髄
で
あ
る
。
導
か
れ
た
結
果
の
ほ

う
峡
実
は
あ
る
意
味
二
の
炊
だ
。

呉
座
勇
一
さ
ん
の
『
陰
謀
の
日
本

宙
器
翁
川
新
電
は
史
料

漸
の
真
髄
を
武
置
ま
嘉
論

あ
り
き
の
勝
手
砥
漢
々
と
切

り
伏
せ
で
い
く
疾
な
本
。
「
本
能

寺
の
変
」
の
章
は
、
呉
座
さ
ん
を
前

に
こ
一
つ
し
た
諸
説
が
枕
を
並
べ
て
討

ち
死
に
す
書
の
主
舞
台
で
と

く
に
楽
し
い
。

と
は
い
え
、
呉
座
さ
ん
の
立
ち
回

り
に
た
だ
拍
手
を
送
っ
て
い
る
場
合

で
は
な
い
。
「
日
本
の
ル
ー
ツ
」
な

ど
と
讓
っ
た
ト
ン
デ
モ
本
に
審
店
の

棚
や
替
籍
通
販
の
一
習
上
げ
上
位
を

奪
わ
れ
て
い
る
考
古
学
か
ら
も
、
誰

鴬
ー
.M

針發

:
一
、
q
o
、
゛

か
が
立
ち
上
が
っ
て
同
じ
こ
と
を
す

べ
き
な
の
だ
が
、
腰
は
重
い
。
貴
重

な
時
問
と
労
力
を
費
や
し
て
勝
手
流

の
ト
ン
デ
モ
解
釈
と
ガ
チ
で
や
り
合

う
余
裕
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

ち
が
た
い
の
で
あ
る
。

張
そ
れ
ら
に
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、

で
っ
ち
上
げ
ら
れ
た
解
釈
が
歴
史
と

し
て
喜
ぱ
れ
て
、
国
や
奘
泛
か
か

わ
る
人
々
の
認
識
や
思
考
ま
で
も
ゆ

が
め
つ
つ
ぁ
る
危
機
の
今
こ
毛

古
学
・
古
代
史
・
近
世
史
0
近
罷

史
か
ら
、
本
省
の
よ
う
な
試
み
が

も
っ
と
後
に
続
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

禽
は
、
,
一
般
の
人
々
に
と
ぅ

、
0

して
、
歴
史
学
の
真
髄
を
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
手
引
嘗
で
あ
る
と
伺
時

に
、
考
烹
や
歴
史
響
に
は

亭
う
の
学
問
の
基
盤
を
い
ま
璽
に

む
し
ぱ
ん
で
い
る
脅
威
と
の
戦
い
か

た
を
隻
た
め
の
指
響
に
も
な
る

暑
古
嘗
)

の
で
あ
る
。

:
」
b
、
一

"

ト

,
、缶

W

)

-
9

一
1

゛

、
-
q

の

著
者
は
日
本
近
穐
史
を
専
門
と

し
、
 
2
0
1
7
年
に
重
度
の
う
つ
に

よ
っ
て
大
嵳
籬
れ
た
。
玲
年
に
は

病
気
の
体
繋
踏
ま
え
て
平
成
史
と

穐
の
舞
性
主
義
を
考
え
る
発

性
は
死
な
な
い
』
で
執
筆
活
聖
再

開
教
壇
を
降
り
る
以
前
の
N
年
ま

で
の
論
考
气
娼
年
以
降
に
発
表
し

た
文
章
を
ま
と
め
た
の
が
奮
だ
。

病
気
疾
ん
で
、
著
者
は
歴
史

学
声
を
名
乗
る
こ
と
を
や
め
る
。

離
職
が
本
質
的
な
理
由
で
は
な
い
。

歴
史
が
神
話
や
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に

の
み
こ
ま
れ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
す

る
繰
を
分
析
し
昼
史
が
旋
死
し

て
ゅ
く
こ
と
を
薙
と
し
て
、
そ
れ

塁

(

読
書

1

!
チ
子
1一

ン
ヒ

;
ミ
、
"
ー

X
1
、
;
气

,

御

世
ヨ
,
ヨ
一
二
倒

1

一

>

で
も
な
お
鷲
で
き
兵
存
の
あ
り

方
を
考
え
な
け
れ
ぱ
な
う
な
い
」
と

の
^
え
に
^
つ
た
か
ら
^
。

歴
史
は
現
代
の
私
た
ち
が
持
つ
価

璽
好
化
し
、
奥
行
き
を
与
え

る
も
の
だ
っ
た
。
歴
是
よ
る
意
味

づ
け
が
失
わ
れ
る
な
か
で
著
者
が
目

を
向
け
た
の
は
物
甕
無
理
に
必

然
視
せ
ず
「
偶
然
を
偶
然
の
ま
ま
生

き
邑
技
法
だ
。
思
荏
と
臂

合
わ
せ
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
に

「
代
理
入
」
と
し
て
生
き
る
倫
理

よが
必
要
だ
と
説
く
。

自
分
は
能
力
が
あ
る
か
ら
こ
の
仕

事
に
つ
く
の
は
必
然
と
考
え
る
の

で
は
な
く
>
究
極
的
に
は
誰
が
や
っ

て
も
よ
い
が
今
は
貞
分
が
「
代
謬

と
し
て
べ
ス
ト
を
尽
く
丈
と
考
え

ら
れ
な
い
か
。
そ
う
著
者
は
問
い
か

け
る
。
新
時
代
の
モ
ラ
ル
と
も
い
え

る
発
想
に
は
希
望
と
と
も
に
、
お
わ

り
の
は
じ
吉
の
よ
う
な
胸
騒
ぎ
も

覚
え
る
。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

匠t.、本、蔑臣勿漂期〒座ヨ

深い表現

20,1、9年.(令和元年)・9'月7日(土.曜白)

2019年(令和元年)9月7日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

・・1,、^軍,§86..._
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[・・内なる美・']

r・・近允的な傾向芝艦力,・盲分の欲丈/こ従ふ・ークラシックの穂伽でぱない。僕の盲己ガfクラシックの

求めた吉のと月心吉の壬丈めるのたン・・そこ仁在ることの不忽諺,序庄感・笑在の禅痴一

・・菓西両津・深い禅気と無餌感・卓近な吉のの勿美感の美・・r・灸/Cかぱる寺ぱないノ,・格,グの光・・
私達人類は、今、もう一度、人類の存在の根底に流れる、事象の存在の尊厳を、考察L、把握し、理解し、行動する努力を、回復すぺきではないでしょうか?

私達当会は、皆様に、例えぱ、創造と幸福、並びに、平和の基層で在り得る、遺跡、その遺跡としての認知、調査確認、現状保存、活用、公開、整備、継承、を提案し、要望しています。

私達は、私達の活動の空蘭に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
〆

、、

一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

^_ー・1牙義、,ゞ"^、'施塚'・,瓢子・_トi】ヨ痢トー

1・・・アク々バディックなハフーエガ傷美デιた僻fe/こ," r・,表面だゲ這応ずるダンサー'.ノ...1
名作壬より磨き上ゲるような深い表現で評価芝高め・・・董允の董九と吉なった。・・イ吉田都ノ"'・

過去、日本の平成時代には、アクロバティックな都市築造が流行してきた...
自然・民俗・遺跡・"土地の造形"・孤独・歴史など、人類の生活空間に於ける名作をより磨き上げるような深い都市表現にあこがれる世代は

ないのだろうか?
私蓮人類は、今、もう一度、人類の存在の根底に流れる、事象の存在の尊厳を、考察し、把握し、理解し、行動する努力を、回復すぺきではないでしょうか?

私達当会は、皆様に、例えぱ、創造と幸福、並びに、平和の基層で在り得る、遺跡、その遺跡としての認知、調査確認、現状保存、活用、公開、整備、継承、を提案し、要望しています。
私達は、私達の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆
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実在・神気・無限・如実
J I

2,91.9年(令和元年)9月21日イ土、曜日)
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2019年(令和元年)9月21日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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一養生所/(長崎)医学枝等遺跡の保存と活用よりー
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ゲない。何がぎで何ガ懐か、彪ガ如っている?癌仁ぱわからない。癌のせ夢ぱバ々芝理修ずる:とだ。麺察ι.見た舌の芝分かちあうこしだ。

ぞのため仁目登めた.優ιいまなざι芝吉たなぐてぱιVナない。癌ぱ入々の剣仁立ち、バ々のため/こ作扇芝作っている。..ノー
r目曲であってぼιιVrぞ九オtτネノιギーと憲条力芝与えてぐれる。ありのままの自分であってぼιι1・健の目痩ぱ敷育でぽない。修放だノ
"一違うスタイルが必要かもしれない。その土地の時間と空間は人生の次元であり、無視できない。だから遺跡を選択する。遺跡を通じて

我々は大家族になれるかもしれない。深遠な時空で、多様性の自由と勇敢な日常、即ち、文化とその経済を獲得できないか?"
.私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私連の生と死の証です。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

Et 才武実至を詠来斤底目、

大同類聚方

2019年(令和元集う、エ@月・2日、(水.曜日).

2019年(令和元年)10月2日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

^40
1賢玉一拡扱

、式"

^'ー、1.

i三

=漁の

1,・,日本農苫'の医学書・・1

大硯存ずる日本遍古の唐学蕃'・吠二月類黍方ノ・・桓武天皇の遺命で緬さ五ンさ九、蓮方医学ガ暢わる肋
から日本/こ'あった医療や治療芸芝まとめた。・・大奏本ノ仁ぱ室の分量ガt示さ九ている。 ...'.

,・'健觴五庁説芝吉と/:した葵方医学とぱ忽留ガfまるでちガfづ。バ衛ぱ天の火の翫と、tイ地ノの水と味
r食物ノが蕩心ってできたといづ日本饗目の医学理謝ガ偽ったのだ。 ...

・・・ぎ末の兀大月唐三tノという瑳傘/ニ'ぱr・・晃餅・・。本期の分量/二背ぐ吉のぱ死疹ノとある。 ...

',嘉本ぱ全700ぎ'・808の靈万・・ひとつひとつ黨名と分量ガ僻述さ九、出所となった地名や禅在、
蔓茂、育皮なぞの名肅ガ傷或さ九ている。たとえぱ・'舩立市の布自宗ズ穴券禅だ・・ズ伴家痔・・

・'・禅だぱ疾病の乎葱祈扇だゲでなく地方医療建闘の役罰壬毎っていたと艦測さ九る。 .."

私達人類の存在に於いて、医学や医術や医薬やその概念が、宗教に転化した例が多いかもしれません。
一仏教やキリスト教はどうでしょうか?ー

日本では、古くから、土地の神社や家々に、医学や医術や医薬やその概念が、蓄積されたようです。

私達当会は、その土地の文明や文化や風土を、再建して示し、理解し、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆

一養生所ノ(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

●^●●^●●^■●^●●^●●^●●^●皿^●●^●●^●闇^■●^●●^●●^●●^●●^..^..^..^..^..^..^..^■■^..^..^..^..^..^.

固定化した・イメージを広げる

L .._.._.._.._.._.._.._..ー..ー ^●●^●●^..^..^..^..^..^

2019年(令和元年)10月5日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

広く鳥=C'容,お J・幸慈,、?" iヲ

^=

";ゞ'

[・・・莫戻の府中方美荷館で庸催中のrおかえりr美ιき明治ノ屋ノ・・・1
・'・製少ない名肋だゲで語らブZる朗治のイメージからこぼ九寿ちた舌のぱ、類像ι勢上/:多ι1・・・

'一省扇芝達めていぐ20赳紀の髪酉とぱ謝麺/二ある'・・・・厨定佐ιた朗治イメージ芝、髪芝迦ιて広iナ'る嵐みといっていい。 ...

限定的な事象から生成されるイメージ。現実が遠くなるとイメージからイメージが増殖するのでしょうか?
.私達当会は、私達人類が、現在の事実に接近すると同時に、過去の事実に接近することは、私達人類が、本来在り得べき未来の姿に接近する契機となる、と理解します。
1 私達当会は、皆様に、過去の事実である遺跡他の文化財又之に準ずる事数を、身近に、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望しています。

i私達人類は、私達人類の活動の空問に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメツセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です.
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^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、人類に関わる事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と認識します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間1こおいて、遺跡を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

環境が崩壊し、プロセスが破壊され、事実がなおざり{こなっているようです。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

〆

L .._.._.._.._

・・「日本の例外」が注目 ■■

.^..^●.^●●^■●^●●^●●^●●^●●^●●^●.^..^..^..^..^..^.

2019年(令和元年)10月12日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

,【 i、、'、"'、 1f二

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

セー.'
.

,'.5 't '^ J '.、,『..L 、IL.,.」■_→」、『
●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●.^.●^■●^..^●.^..^..^..^..^..^●.^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^●.^●.^..^

[・・,券厨奥舞台婁荷センター・宮輔尉一'美目の友衡的壽痴・壹やさ九た僻居ダ・無形の価値・・・1
・・・シアターといづ言鴛/二廟団といラ意味吉含まゼるのが/董象痩准ノであること芝考え九ぽ、宏英凌、廟燭づきの享属廟団

といづr日本の例,〆ノガC釜'目き九るのぱむしろ笥然だろラ。

遺跡は、その土地の空間の範囲に於いて把握され、遺跡は、その空間によって具象として構成され成立しています。
私達当会は、私達人類の活動空問において、遺跡について、①自然と人工の中問に位置する存在として所与であり具象であり、②人類に関わる事象のうち唯一再確認できる"事実"であり、③その土
地の風土、並ぴに、私達人類の個人の存在と共に、文化と文明、人類の創造と幸福並ぴに平和の基盤たる人々の魂・精神の基層たり得、④将来の社会的共通資本の本来の在り方への示唆を得ること

ができ、⑤よって、之が人類の社会的共通資本である、と理解する処より、広く皆様に、遺跡とその存在と存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します.

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私運の生と死の証です。

〆
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遺跡は、人類に関わる事象のうち唯一再確認できる"事実"です。延々と在る遺跡・一再構成しない、解釈しない、示唆をしない、観客の発見に委ねる。
遺跡は、歴史の事実として期せずしてドキュメンタリーであり、逆に、車実の解釈である歴史の表象でも在り得ます。

私達当会は、広く皆様に、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。
私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。..
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長崎地域は、向井去来、福知桜痴、斎藤茂吉、芥川龍之介など多くの文学者、又、文学の由来があります。

長崎地域でも、遺跡と歴史を背景に構築し、文学祭や詩祭や滞在制作を実施し、又は制作支援を形成してはどうでしょうか?
私達当会は、広く皆様に、人類の生活の空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空問に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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一養生所ノ(長崎)医学枝等遺跡の保存と活用よりー

i回'、ー;^・実至;.^i、_素斤')ヨ銅二;

一回帰・再生一(連綿)ー

1」 、 2@.玉・9年、(令・和_元年) 1,Q月22,田く火、曜日)

2m9年(令和元年)10月22日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

^40

.'・r・'、il'、勺二^、't・ニ.'・C/J'.゛二丑ーニー'ぐーて壁'ー、゛:.、、づ.了→」'凸"二ぢケー;、ι0,^'」'土";ι'、J,ゞ{』ι..

.^

[・・・即五t式ι即五を克ノ・・ズ寄奈・・・1

'・・昆俗学者、唐戈学各の折々倉美ぱ、即位式ιズ倉余仁ズきな磨心芝勉き鱒ゲた。そこ'仁、g本各触の毎貞の須型芝星"したからである。."'折々ガ侠'里の即世式で庄
目ずるのぽ、^第座ノで天壁づ嬬ずる言瘻である。折々仁よるとそ九ぱ壇なる言煮でぱない.呼廊ι空廟芝剣須<ι回帰才ゼ厚生才せるオ芝痔った言奏なのだ。 ...

.'.矢金ぽ'./壇'/rタカミクラノ仁豊ることで^全世ノrアマツとツギノ芝^/rシ々シメスノことオf^'る。そのため仁ぱ天か'の毎毎の言瘻であるf連詞ノιヨゴβノガ飾更であり.
天全目'●t万昆仁月ゲて倉芯芝示ず^命ノ芝ιなゲ九ぱならない。

厨船の天'舌^命ノιいラ影で、ズ圧の芙壁と瑠痴φ天全ぱ^倉ノιいラ疹で.始反の矢壁^超ノ仁遁り^毎ノ仁運なるこι芝霊肯ιている。夫皇ガ嬬ずる豊なる肯凄仁
よって迦去ι寵症ガf一つ仁むずび台わ才九るのである。

日本ぱ艶わらない。しかしまたズ芦ぐ鳶わって舌いる。・・・中董から逝董/ごオリナて欝ゲら九て芦た禅仏習台肘な.痔徴倉克仁香ιづいた^位凄凌ノオ傭才九た。'一即女式
目業ぱズきく驚力った。しかし.ぞの本璽ぱ踏力っていない。舌ぱや^命ノといづ膨舌.^暦ノとι1づ影舌とらない。しかし、孕成の天里ぱ即女式でrおことぽノ芝運べた。おそ
らぐ、今和の矢壁6またrおこしぱノ芝述べるであろラ。そ九●f日本なのだ。

"単なる言葉ではない、時間と空間を始原へと回帰させ再生させる"

"始原の天皇「皇祖」に還り「皇祖」に連なることを宣言している"

"言葉によって過去と現在がーつにむすび合わされる"

私達当会は、儀式について、外形として形式であり、内在として精神的な内省を伴う身体性である、と考え得ると推測します。

遺跡では、

例えぱ、清掃等が継承されている場合があり、衛生上の由来だけではなく、この場合も、外形として形式であり、内在として精神的な内省を伴う身体性で在り得ると推測します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類にとって、私達人類の行あにより、時間と空聞を始原へと回帰させ再生させ、言祝がれ、自覚と宜言を得、過去と現在がーつにむすぴ合わされ、
変化する現象のうちに、変わらない事象を継承する契機、その精神の内省と身体性への契機、となり得る、と理解します。

私達現代の人類は、何を、その精神の内省と身体性に於いて、継承できるでしょうか?

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

'私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆

L .._.._.._.

..^.■^..^..^..^..^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●■^●●^●●^●■^●●^●●^●.^■.^..^■.^.,^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^.

●^●●^●.^●●^●●^●●^.●^■●^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^..^●●^●■^●●^.■^●●^.●^■●^●■^●●^●●^●●^●●^●●^●.^●●^●●^●●^■●^●

[・・・あの頃から今日までの僻居"丈つらいこと,好ιいこと、いろ五ンなことガ偽り、1
悩み、迷ってきたぱずなの仁、今毎り返るとまぽたきずるよラ/ニー騨だった。・"両方オt、入生'/こぱ矛盾なぐ存在ずる。・・・本共ぱ遠いぱずの死・・・

遺跡は、人類の活動の痕跡が、記憶され、又は、いつのまにか、その由来を忘却され、地上遺跡のまま、又、自然現象によって埋土され、意図的に盛土され、

埋蔵文化財となり、時に、保存され、あるいは、再び忘却され、長い時間、存在してきたが、人々が価値観により破壊すると決定し、亡滅したのは一瞬だった。
変化と不変、双方の認知が人類には不可欠ではないか?亡滅したその遺跡の姿を認知し記憶する人間が、再び、出で来たり、存在することは、未来永劫、二度と、ない。

.私達当会は、人類にとり、当代人類の特定の価値観とその是非より、事叡を知るか知らないかが絶対具体であり、普遍であり、本来の事態であり、優先である、と理解します。

私違当会は、広く皆様に、人類の生活の空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、鵠査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
〆
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.^..^..^..^..^..^.●^●.^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●●^●.^..^..^..^..^..^..^.■^.■^..^.■^..^..^..^..^..^..^.

[・・・虜失といづ悲廟・・・]

...

当璽城復元から27年鳶月ガ傷九、子ξ吉の頃からr示い城ノ芝見て育った董允吉埼えてきたこと芝
づ九ιぐ毎づよづ/こなったぞの僻、虜矣といづ悲廟壬命兵ずること仁なってしまった。

・・・日本の屋史のなか仁疏球史芝慰み入九た僻、アジア諸国と交読ι、豊ガ畩戈佑を美いた国の
あり方ガ姫えてぐるだろづ。ぎ全妃ぱ現允の私たち仁ぞ九芝語りかゲてきた。

私達当会は、遺跡について、当該の区域や施設に対して人類が設定した機能や目的の崩壊、又、
時間の経過や埋土による人類の忘却に由来する、非意図性と空間と構造の開放性により、唯一、

当該地域に於いて、根源的な公共の空間となり得る、と理解します。

首里城は、場としての人々の記憶を継承しつつ、根源的な公共の空間として、人々に、受容されてきたようです。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受げとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆

郊武・貞至施深シ斎〒'男煮
一養生所/(長崎)医学枝等遺跡の保存と活用よりー

、j、!白ジ▲嘉ミヲ幾貧至途1趣写念1^吾ξ痘調七敬.'粂美釜含@蒸登皐(戸和元奪)、1、工肩16日仕確,日)
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髭ヨ耳 ここほ・ー 2019年(令和元年)11月16日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

^36

」吾浄'誹}ン芋':N拶"゛
゛1.C 『・ー,'1」レ゛牢・゛、、●

[・・・'簿演"・・棄入胸'・建毎・・入居デガfι1た・痕餅'・・禅話,・混ノ哲・・・1
r入商つ儲一入いなぐなって吉.建掘だゲガ絢か芝麓じ、オ、つてバ眉ガfいた癌剛芝示ιているノrやなぎノ。ぞラιた趣象が・・,

・・・ここぱ入類ガ侮生ずる廟なのか.舗励だ復なのか。混踏ιた遣罪仁入々芝いざなラ。

遺跡は、私達当会は、皆様に、人類の活動空問に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸術とコミュニケーション(美)、学問と良心(真:哲学、学術と善:政

治)、並びに、伝統と歴史により、遺跡とその存在を活かし、遺跡の外(そと)に現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事叡の全き共存と共栄を実現することを、提案し要望します。

私達当会は、人顛の文化とその活動が、人姦の経済に.その形貫と速度を与えている、と仮定します.私違当会は、遺跡、哲学、益術、行岩、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒休に近接している、と理解します.

私達当会は、広く皆様に、人類の生活の空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、餌査、保存、活用、公鬨、整償、継承すること、を提案し要望します.

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

"1宅ヨ▲"ヲ葬畷夷並金七1養i1堅会斑,*^昂泌尋蕪臨越玉9無!くA和元年)江1'工月3.0日 (土曜日)

..^●●^■●^■●^●●^●●^..^..^.

["'庭々と侠ι出さ九るぞノク々侠像ぱ、々ハtコフス牛ガ町
78卒から9g卒美でアノf一βのg磨の目宅から見える広埼芝旋彫ιた吉のだしいづ。動め光から栂宅ずる虜入たち.鮭重堵仁盾芝とめる萎、メー

デーのノfbード。.・・やがて侠像芝廓脱ずる々ハtコフス牛目号のナbーションガ(算実ぱかり芝語ってぃないこιオ婿か才れる。.ー

問時に、私遮当会は、寝代の梓々な事象にっいて、人瓢の過去、現在、未来の連俵の闘侮に開かれた部分たる「室」として限定された事象と理解L又寝代の人瓢はモの闘連に余いて行谷すると理解Lます.怠違当会は.昔様に、私遮現代の人顛が、遺

私達当会は、人類の戈化とその活動が、人顛の軽済に、その形質と速度を与えている、と仮定します.私逮当会は、遺跡、哲学、芸術、行為、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒休に近接している、と理解します。
私達当会は、広く皆様に、人顛の生活の空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、餌査、保存、活用、公鬨、整備、鞭承すること、を提案し要望します.

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
〆

L.._.

1・・・r哲象三ズオーケス<ラノと摩ば九る名戸ダ美団ガfアフ月、ぞろって日本で騨演ιた。・,・1
'・・磨美ガ伏厨契で辺えたの催'.インド出身で83鳶の赳栗肘痔擁寺、ズービン・メータだ。・・・伝脱ι杢寿のノfランス悲俣ちつつ.いガVこ僻代仁台った美盲
芝毎示ずるか。痩頒的立商い仁向き台ラ聾身づ吠められるのぱ.名汚オケ仁ιつて吉傍獄でぱない。そ九ぞれのやり方で回耆芝麺示ιた築日公園だった。

ー・伝統と革新のバランスを保ちつつ、いかに時代に合った人類の活動の場を提供するか。根源的な問いに向き合う姿勢が求められるのは、長崎地域にとっても
例外ではない。特異な世界に於ける地政と遺跡と歴史と地域の地勢と温暖な気候が豊かな長崎地域、光と陰に溢れる魅力的な回答を提示できるか、期待したい。
私達当会は、遺跡の活用人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定Lます.私達当会は、遺跡の活用にっいて、益術と学術とその市場、又、祝祭によること、を提案し要望しています.

!私達当会は、広く皆標に、人類の生活の空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、餌査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。
私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

."・き'ξゞ11ト'射

f 、讐11§f
愁'1

サ、

、 1

、、

'、

1'

1! J fJJ

'」'」、冒 h

;J、、゛1、1

国@

.tjfj:【、,

.、,

゛、j' J゛'Y、"'、'゛ハ

可丁に"111会

^1^

U

L/

1、

郭

1」 J

ι'ι

'、り,、..'ノ、i ÷"' 11、・ rh 小、'、'、〒イ;',・、,'、゛ cy.」、D .,:{、:.:゛'、盲X、,、、、,11'子ブi゛゛、、、ベ';il,ゞ」.i?・,JNYI'4;;11」、υ'碓、δミ、'゛ι》軍1嶋k' Jミ、1S./iR、゛張X傘>、',11ξ.1上ぐN.7患1÷J゛}・リー',,'J:、'..、0尋t?!寸・',',."'"斗、、J!.、、 nij'・.、'/、、 0'、,",、,.,'、、、'、、,、,'、゛'、、_
、お

0、梦一゛"・1^翻^一製.ー,・1蝕^§誕・N-一欝1
":イ

ノ

(ー

、

.

、」
ー、、

ゞ

ブ斗

f・・・/謝語実簾J・・・寧薙イたづねきわめるノー・1

/欝語Jr為政ノーr散き芝温ねて寿ιき芝劒九ば、ι契て師と為るべιノー兀温散劒新ノ・・・

・・,乃衿語実修Jr鍔・何婁擁ノ/こ大温ぱ、季ねるなり、散芦寺芝尋耀rたづねきわめるノι、また新ιき者芝劒九ぱ、捌て入の師となるべιノとあるー・
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

私達現代の人類は、故き者を"たづねきわめ(尋繹)"ているでしょうか?

私達現代の人類は、故き者を"ナニづねきわめ(尋繹)"ることなく、故きを破壊し、新しきを追うにのみ奔走してはいないでしょうか?

私達現代の人類は、人類の存在を継承できるでしょうか?

[遺跡](1)私達当会は、遺跡の存在について、現代の人類にとって、所与でありながら人工であり、自然と人工の中間に位置する存在、と認識します。
(2)私達当会は、遺跡について、人類にとって、人類に関わる事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、と認識します。

(3)私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に、私達人類、人々の魂・精神の基層となり、私達人類、人々の魂・精神が、私達人類の人類としての創造と幸福の基層となる
即ち、自然、遺跡、自然と人類の関係である風土、個人の存在が、私達人類、人々の魂・精神を経由して、人類の文化に於ける創造と文明に於ける平和の基盤となる、と理解します。

(4)私達当会は、遺跡にっいて、人類にとって、過去の社会的共通資本の要素を多義的に包含する処、私運人類は、遺跡と現代との対照を通して、将来の社会的共通資本の本来の在り方への示唆を得ることができる、と理解します。
(5)私達当会は、遺跡について、人類にとって、以上の関係性をもって、之を、私達人類の社会的共通資本である、と理解します。

[都市〕(1)私達当会は、都市について、私達人類又その社会にとって、風土、文化、文明を収集し、再構成又は再生産し、再分配する機能、と認識します。
(2)私達当会は、斯かる都市の機能にとって、一定の人口密度と多様性が、有意である、と認識します。

[人類の活動空間]私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡とその存在と存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より
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提案

2019年(令和元年)10月21日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

^●●^●●^●●^●●^●●^●●^..^.゛^..^.■^..^.

■■置

「フィリピンの人を受け入れるなら、期間中に1力月くらい、家族の元に帰してあげてはどうか」
■=茸

福井淳一さん(39)は日本企業に提案する

私達人類の視線も、時に、歴史上の故郷(ふるさと)1こ帰してあげてはどぅでしょうか?

.^●●^●●^●●^●●^●●^■.^..^

私達当会は、遺跡の存在にっいて、①現代の人類にとって、様々な要因による人類の記憶の断絶により、自然と人工がその存在上、現在を提示する処、遺跡は、その存在上、過去、
即ち、時間の経過を提示し、同時に、人々の記憶の断絶により人工でありながら所与であることにより具象であり、即ち、自然と人工の中間領域に位置する特臭な存在である、②人類
にとって、人類に関わる事象のうち、唯一、再確認できる"事実"である、③人類にとって、その土地の風土、並びに、私達人類の個人の存在と共に、人類の活動上、文化に於ける創
造と幸福、並びに、文明に於ける平和の基盤たる人々の魂・精神の基辰たり得る④私達人類の胖士会的共通資本』(数理経済学者宇沢弘文氏:1928年7月21日一2014年9月1

8日)と認識し、現代との対照を通して、将来の社会的共通資本の本来の在り方への示唆を得ることができることに由来して再び社会的共通資本である、と認識します。
私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

遺跡は、私達人類の、歴史上の故郷(ふるさどです。

素敵な提案です。

延々と在る遺跡一・再構成しない、解釈しない、示唆をしない、観客の発見に委ねる。
遺跡は、歴史の事実として期せずしてドキュメンタリーであり、逆に、事実の解釈である歴史の表象でも在り得ます。

一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

入題製廟の触球一死史碓允αθ石痔野允一留戈野代一鄭生時允ノー苫代一中董一近董一逝允一須趨甜燦一鼻允一兼菓夢実甜侮煙ネッβワークn18tw。所ノ 裁毎ι巨毎

目然.遁尉・風t・戈佐・戈勞・昆俗・巡去,現在・天笑との対話入類との皇ましいま央のため仁

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?
遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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大げさ

2019年(令和元年)10月24日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

「おいしい!」

おもむろに料理を口に運び、目を中空に据え、ウンウンとうなづきー一感極まったように「おい
しい!」。東海林さだおさんがかつて・ーグルメ番組に出てくるタレントを冷やかしていた。 恒■■

▼何を食べても「おいしい!」しか言えなかった昔の芸能人に比べれば、当節の「食レポ」ほ
素人だってすごい。・ー「きちんと仕事した鮪と、メルローのタンニンとのマリアージュを堪能し
ました」とか。 ■巨■

▼なんだか大げさだなあ・・ー・。と思うが昨今・ー

▼・ーみんな、あまり、ネット1こ振り回されないのも大事だろう。言葉は増えたのに、結局、へん
に褒めるか歴すか。かの「おいしい!」時代と、案外、似ているかもしれない。ユーモアたっぷ
り、風刺もきいた東海林さんみたいな批評が少ないのがグヤジイ。

^●●^●●^●●^..^..^..^..^.

貝本Ⅲ1'^ー,UN^」^●"'^十 C^ξギエ=コXN,生、^、.、 ー.'凡、ーニ0-4-4 ^'・,"一吐,゛ _',興を}▲.ー' t)十.ー,^二t、.'^ー.■゛'.ユ'、^f' ー^一壷むコ、^!^

●^●●^●●^●●^●●^●●^■●^●●^●●^●.^●●^..^..^..^.■^..^..^..^■.^..^

〆

^,'ー"

^●●^●●^●●^■●^..^

私達当会は、遺跡に付"残すか(保存)""残さないか(破壊)"の二つしかない、と理解します。

▽「記録保存」「移築」」「'.如冊ーレプリカ」「一部保存」ーー・なんだか大げさだなあ・ーー

▽みんな、あまり、言説に振り回されないのも大事でしょう。

言葉は増えたのに、結局、関係者を褒めるが、これ等の措置は全て遺跡の"破壊"です。
私達当会は、遺跡について、かの"残すか(保存)""残さないか(破壊)"の二つしかない、

と理解します。

私達当会は、皆様に、批評ではなく、

私達人類の活動空間に於ける、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方"そのもの"を、
認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望しています。

さて、いつも、ユーモアも、風刺もきかない言説でグヤジイ。

バ題馴廟の地球一光史時代r伯石響野代一鱒戈呼代一赤生時代ノー古代一中董一近ざ一近允一須趨叢趨一縛代一ま共笋実尉侮世ネッβワークm6two,kノ待毎ι巨毎

目然'遁尉・反t・戈佑・戈朗・昆俗'趣去'窮在・ま笑ιの討話バ類との皇ましい天笑のため仁

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて.この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
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2019年(令和元年)10月24日木曜日

養生所を考える会代表池知和恭

1・・・2000年/こおよδ;晃なる僻feガ憐序ιている・・・1

ど'五ンな/こ僻居ダ芝ガVナて吉つぐ九ない吉のガ怖る。ぞ九ぱ週去の僻届ダだ。

2007卒/二登燭ιた望コ々ンハ徴会ケルン犬可煮区美荷餌ぱ、屋史のあるヨー々ツハ゜の街でしか成立ιない痔殊な空居夕芝吉っ。
ずな力ち、発好さ九た古允々ーマの遺尉やゴシック篠式の煮会の傭姥芝現努で俣序ιつっ、壊九た,〆壁仁ぱ新ιい壁芝纏ぎ足ι、

篁上/こ現允建美の美荷餌ガffサ勿さ九た。したガfつて、ここでぱ2000皐/:およ'契なる券代ガ憐声ιてぃる。
設舒ぱコンぺで趣ば九たスイスのどーター・ズン<一だ。

・'・噂間ガfできるよづ/こレンガ芝痴み、細い在ガ嚇立ずる庄肢な慕煮空畠"こ印余的な光芝蓮ぐ。
そして天#ガ僑い余触的な膺段・・・

'・・フ々アぱ不魂点グな鳶鄭・'・箱形の展示室芝壁/:ノ脊って記置・・・余白吉個煙的な展示スペースー・
また、巍力所仁ズ芦な庸々を殷ゲ、犬聖堂など;ケルンの町逆みを見ゼる。

この夷荷館の中董と堺允の美荷芝混庄さゼる展示の手謄吉センスガ以い。
吉ちろ冷、ぞ九ぱ建美づ戦裂の僻間芝屈台ιているのと月じ感登芝共方ιている。

私達当会は、皆様に、『再興空間主義宣言』(2019年(令和元年)6月29日土曜日)を提案し要望しています。

私達当会は、ズントー氏の聖コロンバ教会ケルン大司教区美術館の建築の手法は、『再興空間主義宣言』の概念と同相と推測します。

私達当会は、教会について、閉鎖的な空間である、と理解します。

私達当会は、一方で、当該建築にっいて、遺跡が、内部の光の効果にもかかわらず、新しい建築に饌め込まれていると推測します。

私達当会は、当該建築にっいて、遺跡の遺跡としての空間の性格、例えぱ、非意図性や開放性が、捨象されている、と推測します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

遺跡と美術館

(1)「サムスン美術館りウム」(第1回) 2019年(令和元年)10月14日月曜日
2004年、スイスのマリオ・ボッタ、フランスのジャン・ヌーヴェル、オランダのレム・コールハース

"'瑞'ツタぱ"ミュージアムブ、ヌーウ辻ノιぱ・'ミュージアム2.コーノιノ1ーズぱ一j旦重徴淳戈,乞センター芝哲'亨ιた。・'・こ'の美轟ザ倉/ズ'嵳両ザだ/ナでなぐ、運美余舌コbクションの陸f余として'ι,るガ.のよづだ。

(2)「イタリア国立21世紀美術館」(第2回) 2019年(令和元年)10月16日水曜日
2010年、ザハ・ハディド

"り湾甜ιたチユーブ万労ち士ガfり、空中仁誘び出るなξ、立備的/こ階まり台づ列癖ぱ強烈だ。這路側ぱ、ぞれか苫建美と衝突ずる。内部ぱ'.疏動的な空周ガ侮属夕ιている。.一現代の友茄が可彪/.ニ'した建美であ
り、現代アーβの響力f与えら九ている。同餌ガ慰美部戸ケ芝毛ち、窟美の戻示や董押攻窯/こ舌とりぐ五ンでいるこしぱ,三本の圭茄餌で舌免晋って鋭ιい。

(3)「ルーブル・ランス」(第3回) 2019年(令和元年)10月17日木曜日
2012年、日本人の建築家ユニット、SANAA

"'27董紀/こスリ、ニユーヨーク近代吏傭餌の埼改奧ぱ弁々言堂、プfンどドゥーセンター・〆久ぱ坂虜っfコンパで勝利ιたよづ/こ.日本入の活躍力幼声ましい。...興なるサイズそプ々ポーションの5つの店方衛が..
遁紺ずる0"'地形や引き込み緝の力ーブー續媚一・まわりの風慶芝少ι歪めなガtち侠ιだず。・'・床/:微妙な傾解オ怖る常設屋示室r僻のギ十ラグーノ告ユニークな空間デザインだ。720〆一<ノb/:及ぶ細長い

空廊/こおいて、慰回や彫刻が彪嘉列/こ詳島批/こ配置才れ,苫'代からlg董紀まで5000卒馴上の塞茄史芝一留で芦るからだ。

《空間の連結、環境、ランドスケープ、美術館戦略=時の流れの提示》

^ 『21世紀の美術館建築十選』より

'・'灸ぱ、唐壁建美ιクグノベーション吉怨言である。

(5)「シンガボール国立美術館」(第5回) 2019年(令和元年)10月21日月曜日
2015年、設計者はフランスのスタジオ・ミローが選ぱれ、施工は竹中工務店が担当している。

ー'シンカ洲ールな"'戈佐免達国芝めざずノιネッサンスシティ樟惣芝痔げ、グノベーション/こよって斯ιい施於芝生み出ιている。'..遍ズの目玉ぱ、隣撰ずる美80年の左テ遍高麦判所と美g0年の旧坊庁舎芝厶倣
きゼなかち、20ブ5卒/こナシヨナルギ十ラグーとιτ再生才せた巨ズなプ々ジZク人だろづ。いずれ吉苫典主痔の獄競ぱ吏えず、ガラス屋檀芝両方/こかぶゼ・.スカイブグッジや斯ιι.地下空眉でっなぐ。かってな・Zつの
建物/こ侠ま九た遁路ぱ一辰芝のむズ胆な吹芦疲ゲ空間/:踏容ιた。ー・才ら/.ニ'庄目ずべ芦ぱ、皇茄餌のコンテンッだ。国内だゲでなく焚盾アジア各国の近現fe美毎を攻黛ιており、シンガポーノムオfに'のエグァ/こ

おゲるアーβの中心肘な序往となる繊瑞か1天才九て'ι1る。

2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭

《立体造形、古建築との対照、流動的な空問、技術、美術館戦略=建築部門の保有》

《建築企画戦略一建築家の収集》

《りノベーシヨン、空間の創生と連結、美術館戦略=このエリアにおけるアートの中心的な存在となる》

(6)「ブザンソン芸術文化センター」(第6回) 2019年(令和元年)10月22日火曜日
2013年、隈研吾

フランス/"'戈佐施設をハ゜グ/こ一痩楽中きゼず、地方/こ分散才ゼるプ々ジZクβ菩控達ιており,ぞ・の飽待のひとっとして美荷館、ホーノι青美学夜芝復台ιたブザンソン"荷戈化センターかぞ013卒/こオープンι
た0'一選ぱれたのガt、儷牙吾である。'ーデザインオ滅庄的/こなって.嫌わ九てぱιVナない。ぞこで灸ぱ小才なハ゜ーツ芝殻ゼ、磯底肘/こウ矛りユーム芝分麗ι、やわらガ畩窟美芝めιダιている。河"の伺センター
ぱ、座蛙佑ιていた美80卒の2つのbンカ倉盾の上/こ木遺の屋痩芝のだてっなぎ、ノが/こ謝するゲーβ芝樟成ι、型/こぱ地元のカラマッ材のハネル芝ぞザイク状/.ニ・記ιた。また五の上の城嘗からの儲め舌意俄ι,
上から免るファサー人そして屋糎/こ"'屋糎の下ぱ式帰九gのよづ/.ニ'光ガ嫌りぞ子ぎ、艮好な歩庁空問芝皇傭ιた。・・・この趙美ぱ観づ必貫内で舌設17ι者の各肋入りで紹ブ?き九ており、地元ガら替り/こしているこしか'

づかガ焼る。

(4)「大英博物館グレートコート」(第4回) 2019年(令和元年)10月18日金曜日
2000年、ノーマン・フオスター

"'ノιーブノιのどラミツ人ウか凋ど要恭の友復で櫛成才れたの/こ'討ι.グレー<コーβのづねる屋痩ぱ、ひとっひとっ運づ多篠な三角形のガラス芝組み台カゼた吉の
だ。ぞの痩縫な殷計芝可彪/:したのぱ、コンと注ータの友痴である。

《政策戦略=文化施設の地方への分散と拠点形成、ヴォリュームの分解、旧建築の活用、光、ランドスケープ》

(フ)「上海パワーステーション・オブ・アート」(第7回) 2019年(令和元年)10月23日水曜日
2012年、中国のオリジナル・デザイン・スタジオ

2070卒の上海万輝"'PS風の廟今となる柴築餌ぱ.舌と古ι近代/:創殿き九、1g85辛/こ建て書えられた発督所芝グノベーションιた吉のである。したが'つて'.厘美週屋幼えの.巨ズな吹芦技ゲ空間を内部/こ抱え
ている0また"弗鱒芝焚えておらず、中央の煙突ガ像俄ずるよづ/:,現往吉発愈所のよづ仁見えるだろづ。・・・高い天券と広ズな趣示面痔芝吉っ、7借まである実荷餌/:改鐙ι...中国本't勿の公立現允美荷餌で

あ弘上海どエンナーレの会場/:吉使われている。なお、PS風ぱ嵳荷麗だゲでなぐ・一建美麗/:吉力壬入九てι1る。

《政策単戈略=中国本土初の公立現代美術館、りノベーション、産業遺産、巨大な一空間、改造、外観を維持、美術館戦略=上海ビエンナーレの会場、建築展にも力を入れている》

(8)「聖コロンバ教会ケルン大司教区美術館」(第8回) 2019年(令和元年)10月24日木曜日
2007年、スイスのピーター・ズントー

ι%な/:僻間芝かゲで舌っぐ九ない"子れぱ週去の僻間だ。・・・唐史のあるヨー々ツノfの街でしか成立ιない痔殊な空間壬舌っ。・.発細きれた庁代々ーマの遁幼やゴシック篠式の徴会の応嬉芝寵埼で侠序ιつっ、
越九たが壁/ニ'ぱ痔ιい窒芝纏ぎ足ι.真上/こ理代璽美の実府餌ガ孝プ加き九た。した力'うて、ここでぱ2000年/Cおよぶ興なる僻代か、共序ιている。

"'療櫛か'で芦るよづ/こbンガ芝痴み"庄肢な宗敷空間/:切余肘な光芝譚ぐ。子ιて天券づ停い楽磯,クな借段・ーフ々アぱ不規βグな粥鄭..'箱形の戻示室芝壁/こ船って記置...余白舌何煙,クメ混六スベース..'数
力所/こズ芦な庸々芝詔ゲ、ズ望堂なξ、ケノιンの町立み芝免ゼる。・一中董ι現允の輿衡芝紀庄きゼる展示の手謄一.子れぱ童契か饗数の時間芝震厶ιているのと伺C僻覧芝共有ιている。

《ローマの遺跡、ゴシツク様式の教会の廃堆、合築、光、素材、荘厳な宗教空間、箱形展示室の配置、開口と景観、戦略=建築と展示に於ける複数の時問の融ム》

(9)「デ・ヤング美術館」(第9回) 2019年(令和元年)10月25日金曜日
2005年、スイスのへルツォーク&ド・ムーロン

"'禎継な達美の黎作ガ惜き九た。・,・かぐしてデ・ヤング嵳茄倉ぱ、ーつの建物の中で多撲な空間の倣験を吉たらず。

《建築の操作、多様な空間、空間の体験、ランドスケープ》

《りノベーション、空聞の創生と連結、技術》

(10)「フォンダシオン・ルイ・ヴィトン」(第10回) 2019年(令和元年)10月28日月曜日
2014年、フランク・ゲーリー

"'これ吉ゲーグーガf手力ワナ、ガラスの羽糎/C含まれた昆虫とで吉言づべきデザインぱ、一目見たら忘れら九ない。吉っと吉、これぱノ1リボテ的な影熊であり、遁ぐからで吉矩詔で芦るーンドマークとメ、ること/.ニ・一馴ιて
いる0逆/こ内部ぱが鄭ι勿り影才,'Z-'実/ぱ'機彪,ウなアーβの空問だ。・・・/1リ1犬'デと展示室の糟のあいだ/こ生どる勞3の空間.ーここぱ昇り儷り芝美ιむ,気寿ちガπ1ι1屋上腔園/ごメ、つており.さ・ら/:エ,フノι、1太

なぎハ゜グの風豊芝儲皇で芦る埼所である。

《形態、視認、ランドマーク、内部は一機能的なアートの空間、屋上庭園、眺望、ランドスケープ》

「昆虫とでも言うべき・ハリボテ的形態ーランドマーク」と『エッフェル塔』の二点
さらに、掲載された写真より推測できるパースペクティブ(perspec"ve)と併せ
これ等が、特定のランドスケープ(1andscepe)を形成することが推察できます。

1・私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用公門、整備、継承すること、を提案し要望します。

2・私達当会は、人類の活動の空間に於いて、遺跡とそのランドスケープ(1ahdscapB)を選択します。

3.私達当会は、私達人類の行為は、過去を物語ることができない、と理解します。

私達当会は、私達人類の行為が、物語ることができる事象は、それを物語る個人の現在のみ、と理解します。

私達 当会は、私達人類の行為は、関連する既存の共通認識としての文脈(コンテクスト/コンテキスト.cont。xt)によって、
私達人類に、フィクション("ction 創作)、又は、イリュージヨン(i11Usion:幻影)としての過去を、印象させ(impress)イメージ(ima三8:結像する)させることができると、 理解します。

私達当会は、私達人類が、その事録に、過去を看取することができる唯一の由来は、時の経過、この場合その事数に顕われる、現在と過去の相違、と理解します。

( 1/1 )

(『21世紀の美術館建築十選1自2m9年(令和元年)10月14日月曜日至10月28日月曜日日本経済新聞平日朝刊文化欄に建築評"家五十嵐太郎氏により十回連載)

〆
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建築評論家京五十嵐太郎氏

自2019年(令和元年)10月14日月曜日至2019年(令和元年)10月28日月曜日

『町董紀の美術館建築十選』
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2019年(令和元年)10月23白(*冊B)

^32
2019年(令和元年)10月14日ι月卵日)

十.、、つι1

一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー
『遺跡と美術館建築一『21世紀の美術館建築十選』より』 2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭を御参照下さい。
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2019年(令和元年)10月28日月曜日養生所を考える会代表池知和恭
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1.私達当会は、人類又その個体にとって、当代人類の特定の

価値観とその是非より、事象を知るか知らないかが絶対具体で

あり、普遍であり、本来の事態であり、優先である、と理解します。

"遺跡1こついて"

2.私達当会は、人類に於いて、人類の文明に内包する技術又
態様又解釈は変化し、遺跡の存在や歴史の事実は変化しない、

と認識されると理解します。

私達当会は、人類の存在の安定にとって、変化する事象と変化
しない事象の双方の事象の存在、並びに、認知が、対照として、

不可欠である、と理解します。

私達当会は、変化する事象の為に、変化しない事象が破壊され

亡滅することがあってよい、とはならない、と理解します。

3.私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、

遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保
存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望しています。

(人類が、遺跡を当代人類の価値観により亡滅すれぱ、その遺跡の姿を認知し記憶する
人類が、人類世界に、再び、出で来たり、存在することは、未来永劫、二度と、ありません。

その遺跡の姿は、恒久的に、人類の認知と記憶から失われます。
私遭当会は、考古学上の記録は、遺跡の学術上価値を一定の限界のうちに抽象し分析する手段であり、退跡の姿を記憶するための手段ではないし、一般的な記録はごく部分的でありモの選択に黛いて主観的である、と理解します。)

2019年(令和元年)10月27日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

ヨ.『文化財保護法』(昭和二十五年五月三十日法律第二百十四号、最終改正:平成二六年六月一三日法律第六九号)は、第一章総則の(文化財の定義)第二条にて、遺跡
としての「記念物」1こついて、「四貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとって歴史上又は学術上価値の高いもの」と、明文して「歴史上価値」、「学術上価
値」に言及しています。

"遺跡について"
,,

[特別史跡名勝天然記念物及ぴ史跡名勝天然記念物指定基準](昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告示第二号、平成七年三月六日文部省告示第二十四号改正)は、
〔史跡〕「左に掲げるもののうち套が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、かっ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるもの(ー~九を掲示)」
〔特別史跡〕「史跡のうち学術上の価値が特に高く、霊が国文化の録徴たるもの」
と記します。

[特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準]1こよって、『文化財保護法』の「遺跡」に関する「歴史上価値」は「霊が国の歴史の正しい理解のため」に関与する
事象である、と理解でき、同様に「学術上価値」は当該遺跡に関する様々な学問の学術上に関与する事象であると共に当該の「遺跡の規模、遺構、出土遺物等において」学問の
学術上に関与する事象であることが理解できます。

b.私達当会は、"価値"との概念にっいて、人類の個体の選好の契機、行為の動機となる事象である、と理解します。従って、複数の人類の個体に同時に共通する"価値"概念
は成立しない、と理解します。

もし、複数の個体を含む社会的価値などの表現が表記されるならぱ、その内実は、価値とは類別される、個体の選好又はその集合としての社会の選好、又は、社会上の効果、効
用、又は、その類型や傾向や数量と理解します。

1.私達当会は、遺跡の保存と活用に関する、その本来の在り方にっいて、歴史上価値、並びに、学
術上価値、さらに、自然の存在と人類の存在、又その関係に於ける遺跡の存在上の価値が、人類の
個人とその集合である集団や社会に於いて理解され岨嘱されることにより、人類の個人と集団や社
会により個体の選好、社会的選好として実現される事態が、本来の姿、在り方である、と理解します。

2.私達当会は、当該の遺跡の保存と活用に関する本来の姿、個体の選好、社会的選好に於いて之

を実現する事態を生起する為には、人類上の個人と諸関係に於いて、他の個人又集団や団体や機
関に影響を受けない独立自律の個人又集団や団体や機関により、歴史上価値並ぴに学術上価値、
さらに自然の存在と人類の存在又その関係に於ける遺跡の存在上の価値、が研究され、その成果
が、人類上の個人と諸関係に於いて、既に、厳密に共有され、十分に岨嘱されて成熟した実態が形
成されていることが、前提条件となる、と理解します。

〆

3.私達当会は、人類が、その個人と諸関係に於いて、斯かる成熟した実態を保有するに至る以前
の未熟な状態にあっては、当該の歴史上価値並びに学術上価値さらに自然の存在と人類の存在又
その関係に於ける遺跡の存在上の価値を研究する、他の個人又集団や団体や機関に影響を受けな
い個人又集団や団体や機関の見解を具現することにより個人上又社会上の成果と効果を実現でき
る、と理解します。

4.私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、a、b、1、2、3、を包含して実現する、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、
を提案し要望します。

2019年(令和元年)10月28日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



2019年(令和元年)10月28日日本経済新聞[科学技術]第9面は、『脳科学に異分野の知見「記憶」解明に不可欠』として、ノーベル賞の米
M汀教授利根川進氏への取材記事を掲載しましナ=。(以下同氏回答より抜粋)

門畄科学はこの4~5年で大きく飛躍した・・・」・・「今、脳科学が扱っているのはー・単純で具体的な出来事の記憶だ。これとは異なる種類の記憶
に『知識』がある」「・ーこれは出来事の記憶から抽象した事実を覚えているからだ。その仕組にはまだわからないことが多い。.一部分ではなく脳の
回路全体を見る必要がある」・・「脳を研究するということは、物体と精神という二元論の境目がなくなることを意味する。神経の活動が何段階も統
合されたものが人間の社会や芸術などの活動で、私はこれらが本質的に同じものだと捉えている。そのため、文学や社会科学、芸術と融合して研
究しないと本当に脳の機能はわからない」ー・「研究者には常識にとらわれない非常識な考え方が重要だ。・・.自分もその点は衰えていない。ー.」

"遺跡についてⅢ"

E剥学に矮いて.今、鰭科学が量うているのは単縫で具体的な出棄享の記恒/抽象の仕組みはまだわからない二とが多いノ郁分ではなく唐の回路全体を見る●要があるノ文学や社会科学、益術と駐合して研究しないと本当に島の複能はわからない.と去います

1.人類にとって、記憶が、人類の行為や抽象概念、又、広範な活動の原点となっているようです。

2.私達当会は、皆様に、遺跡について、人類に、行為や活動の原点となる'記憶"を提供する素材として"遺
跡"を捉え、遺跡の具象、並びに、遺跡又遺跡としての空間の性格、例えば、非意図性や開放性を具現し、
私達人類の様々な活動空間に、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

3.私達当会は、皆様に、特定の人類によって抽象され捨象され解釈された記念又は代表としての遺跡、即

ち、知能、知識、形式知に範疇され之により意図的に選択され改変され閉鎖構造に囲い込まれた遺跡の存
在の在り方、に対して、抽象や知能や行為や活動の原点となる"記憶"を提供する素材としての遺跡、即ち、
具象であり、意識、身体知、暗黙知に範疇され遺跡の存在の本質と捉え得る非意図と開放の構造によるあり
のままの遺跡の存在の在り方を、提案し要望します。

4.私達当会は、皆様に、遺跡との人類にとっての現実世界の部分にっいて、歴史上価値、学術上価値の
みならず、人類の活動全般との関係に於いて考察する、自然の存在と人類の存在、又その関係に於ける遺
跡の存在上の価値、を認知することを提案し要望しています。

5.私達当会は、遺跡について、他の事象と共に、自然と人類の関係に於ける風土、文化、文明、民俗、その
過去、現在、未来の在り方を考察する契機と為り得るし、人類の個人と社会の記憶として、人類の広範な意
識と知能と行為と活動、芸術や社会上の活動、の根源である、と理解します。

6.私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において旧常の、身近なそれを含む)、遺跡と遺跡とし
ての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私違人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

2019年(令和元年)10月28日月曜日

養生所を考える会代表池知和恭

網野善彦氏(歴史学者:日本中世史:1928年(昭和3年)1月22日一2004年
(平成16年)2月27日)は、日本の中世の社会に於いて、家屋敷、主、郎党、家人
等の在り方を有縁と概念し、神仏社寺、道、辻、市(市場、市庭)等の在り方を無

縁と概念し、無縁の在り方について、アジール(避難所、避難領域、独:asyl、仏:a
Sile、英:asylum)としての、又、公共としての、役割と性格を有する、と論じました。

"遺跡について IV"

私達当会は、人類の社会に於いて、人口流動集住地域では、人類の様々な文化
文明民俗が、それぞれ個別の小区画に囲い込まれる処、遺跡について、当該の
施設や区域に対して人類が設定した機能や目的の崩壊、又、時間の経過や埋土

による人類の忘却に由来する、非意図性と空間と構造の開放性により、唯一、当
該地域に於いて、根源的な公共の空間となり得る、と理解します。

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

現在の日本では、例えぱ国衙、国分寺、郡衙、城郭や大名家老屋敷庭園等の遺
跡が公共の空間となっています。

〆

私達当会は、遺跡との概念について、当代の人類の様々な関係性(有縁)を去り、
誰もが隔てなく参加し再生することができる、即ち、無縁としての役割と性格と存
在を、唯一、現代の私達人類の現実世界、生活空間に顕現する、と解し得ると理
解します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空間、遮方の空間、時に、エキゾチ・ノク(6×0廿C:異国の惰緒のある、性質が通常のものと興なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、餌査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空問に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

2019年(令和元年)11月2日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

遭跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆



a.自然並びに人類に関する出来事としての過去の事実は無限にあります。

私達当会は、私達人類が認知し解釈できる対象となる自然並びに人類の過去の事実は、無限の
事実のうちの極めて一部分の事実である、と理解します。

私達当会は、自然並びに人類の過去の事実を解釈して例えぱ歴史として語る者は、その対象とな
る人々に、その語り、歴史等が、無限の事実のうちの極めて一部分の事実に対する現在の解釈に
過ぎず、発見や社会の変化により、新しい事実が認知され、異なる解釈が与えられ得ること、未来に
亘って不変の事象ではないこと、同時に、不確かな事象であること、の認識を形成する努力が必要
である、と理解します。

"遺跡1こついて V"

b.私達当会は、遺跡の保存され移設され模型とされた記録について、"又聞き"の範疇である、と理
解します。

"百聞は一見に如かず"、と申します。

私達当会は、万の事象につき、又聞きではなく、直接見る事を看過してはならない、と理解します。
(手厶達当会は、遺跡について、"現状保存ではなく、記録保存や移設や模型等でよじ'との考えは、
当該の遺跡の軽視である、と理解します。)

C.歴史(解釈、概念)により自然と遺跡と民俗(現実)を制御するのでしょうか?
自然と遺跡と民俗(現実)により歴史(解釈、概念)を制御するのでしょうか?
皆様は、前者と後者のどちらのプロセスを優先することを選択しますか?
私達当会は、後者のプロセスを優先することを選択します。

私達当会は、皆様に、前者よりも、後者、即ち、自然と遺跡と民俗(現実)により歴史(解釈、概念)を
制御する、とのプロセスを優先することを提案し要望します。

d.人類の19世紀の文明の世界では、人類の学問学術が近代国民国家の形成に意義を有しました。
私達当会は、私達人類の21世紀の文明、並ぴに、グローバルの世界では、私達人類の学問学術
について、私達人類が、現代の自然と人類の社会に於いて、間違いを選択せず存在する、又は、存
在し続ける為の意義に、その意義を転換すること、を提案し要望します。

私達当会は、広く皆樺に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空間、遠方の空間、時に、エキゾチック(.×0廿C:具国の情緒のある、性質が通常のものと臭なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整儲、継承すること、を提案し要望します.

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?這跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です.

2019年(令和元年)11月6日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

"遺跡について VI"

私達当会は、遺跡について、以下、その性格やその他の関係する事象について理解し、又は、留意します。

1.人類の意図性に対照する非意図性、並びに、人類の空間と構造の囲い込みに対照する空間と構造の開放性

〔遺跡の存在:根源的な公共の空間〕

4.地球時代と人類時代、並びに、日本地域への現生人類到達以来の三万年の出来事と変化と人類の伝統

〔歴史〕

2.地形、地勢と遺跡との関係性

〔又、遺跡とその関係する環境のランドスケープ〕

〆

3.遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸関係性の連絡

〔手厶達当会が提案する"再興空間主義宣言"〕

6.芸術と学術とその市場による遺跡の活用

〔遺跡、哲学、芸術、行為、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒体に近接しています〕

5.地理、地政、事象の伝播と移動、人工工作との関連性

〔ネットワーク、又、各事象のランドスケープ〕

フ.人類の生活空間に於ける、人類の風土、文化、文明、民俗の自律的展開とその維持

〔人類の活動〕

私達当会は、広く皆棟に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空閻、遠方の空間、時に、エキゾチック(.×0廿C:臭国の惰績のある、性賃が通常のものと奥なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、餌査、保存、活用、公開、整儀、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人頻の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です.

2019年(令和元年)11月9日土曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆



私達当会は、皆様に、人類の活動空間に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸術とコミュニケーション(美)、学問と良心(真:哲学、
学術と善:政治)、並びに、伝統と歴史により、遺跡とその存在を活かし、遺跡の外(そと)1こ現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事象の全き共存と共栄を
実現することを、提案し要望します。

私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

"遺跡についてⅥ1"

1.日本地域と地球の人類の世界

①世界の日本への憧憬(中国秦の徐福の伝説、マルコ・ポーロ『東方見聞録』、地下資源(金と銀と銅、硫黄))

②日本開国(長崎による日本開国/西欧世界の東回り航路(インド洋一東シナ海)と西回り航路(大西洋一太平洋)の最後の接点の連絡の完成:資本主義世界
の地球の一周、世界の一体化の完成/明治の日本の存在を経由して西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、始点として端緒)

".56卑のエンリルス見,島クユの審目.一蛭「づルリ冨丁吐金m■有.丑翹せ.憧壽串埋量υモ●甚皿●と仁立っ生量を"り出す二ιで島6 慢"^島で昌るから.二のこと捻"」つ゛鳥二丁並四=オースト,,ア血鵠亜略化ι支事霊びに日ネの^によラて轄則二里うτ重たι脅貞ら,..」駒仁工卑向*苛踏主曙宜」^年,製ι世昇.一住叱11

③日本の明治の近代国民国家の存在、形成と存続(西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、存在として端緒.現代の地球規
模の人類の世界に至る最初のモデル(mod.1模型、規範、典型)の実現、世界標準となる事諒の獲得)

④日本への不理解(「日本は特別だ上非西欧に於ける非野蛮の存在:例外としての存在(例外の理解は不要))
ιt日本1*特劉だ」 rシリーズ.グ0ーバ」叱ストリ^グ0ーパ」レ止と世界史12016卑3月26日窃廉羽田正童章大季出藍金P110「冨4宜ヴローバル化時代の人文季.牡金熱孝.2こhからの日ネの人立孝.牡会科季.,咽啄での皮纂豊曇」」

⑤世界に於ける近代西洋との概念とその様式、又、態様の再確認と検証と再評価の契機(原爆被爆の遺跡)

⑥人類の過去と現代と未来(遺跡の具象としての保存と継承と活用を基層とした、人類世界の具体である人々の行為としての歴史解釈その他の諸概念の再確
認、検証、認識作業の継続)

2.私達当会は、日本地域と地球の人類の世界との関係に於いて、長崎地域が、通時的共時的に、優れて特異な結節の状況を形成していると理解します。

3.私達当会は、皆様に、以下の遺跡、並びに、関係する概念にっいて、認知し実現することを提案し要望します。
0)r甚崎^史文化参市栴恩」(2019年(早履31年"貞伯日金曜日以降微次改訂美生所を青える会代農港知和春)

こ、の代一代以果の特異な自詰と地勢と遮跡と塵史、又.理代の地政を.現代の人顕にとっての臭峡地域の在り方に.強揮肘に活かし、地球短頗の人類置昇に於いて皿鳳討な位置づけを実衷L、二の土地の生恬に於いて特徴的な

↓「先史興代1古代福田田中邑足前丹治比氏(戸町氏・象晦氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大庫氏琴)等迫跡郭」 1「都市墨幽迫齢」{ローマ・カトリッウと日本人による域声●市、長嶋毒行の近世城下町、中徴.近世.近代.理代へ】
の力、のーの宝面、資本主●の妊ま■(坐界市鳩】の地球の一角の完轄r出界の一倖化】.明治の臼本を通じで主梱佃戻国置の地球耀檀の控倣の均胎(苦遍と特異、一倖と●別.尊野宝の証在.膨径性顕在の婆碕))」{1白58年のエンゲルス宛

@「長時キリシタンの里鴇甥」 3「塙上キリシタンの里権甥」'!墨峰庫〒4如被畑゛跡墨個楕粗」 1「墨筒国際筑二中畢皆檎撃」(市南郎柳埠輩にて行政による焦ニバース化.,t,.)設置を三壁とtる外貴による【朗貴型般先】)

【2」「真興空知主●窒言」(2019年f令和元年」6月29日土電日餐生所乏考える会代最他知和恭)遭跡.又専遼蔦の空間と共に,空間の諦田係性の連霧

(3)r逗跡とモのランドスケープι1."d血MP.】の遍択」(2019年t令和元年)9月27日金哩日養生所を考える会代最熟知和恭)自詫.通誹.窒貸郁市の5ンドスケープ.言鰐としての髞遜

(4) 1「社会豹共遷資本」艶びに「牡会釣共通資ネ」としての'造跡"」(2019年ι令和元却)9月2θ日土電日斐生所を考える金代壷地知和春)
r敷理紐聶学看宰沢弘文氏.そして'牡会的共量隻本'としての匡俸●(堤料 2019年{令和元年)9月28日土電日嬰生馬を考える会代慨泊知和ら】
瓢適当会は.字沢弘文氏分曜案するt牡会的共遜資本■(SO01.1 Commoh c.olt."痩念により、通跡が人類のr社会的共孟隻本」である.と理禁します.

ι5)裏時垢域の特定の伊別の遼跡霽について

ーニ、ローマ'ト'ツク日人による三ノの内Φ西岸式城罵躯市一長掛皐行所西役所評一大監止通茸一逼棲する紐地通齢一近世域下町(一出鳥連跡】)にっいて適卸_、、、一大通茸一逼棲する紐地通齢一近世域下町(一出鳥連跡Dにっいて
(1)「美峡奉行所西役所等量餅」(墨崎係庁舎卦地)1=ついて.遼跡調萱覗状憾存を繭授に.坐該堆域の先史時代以築の霊唐的に曝岐,る民史より.現代の亀徴的な建造物に依らず、這墜公■とする.第二験的に.幽該地の量塾の記念物としての丘戸慢罰を中心と寸る様式を引用L、異
峰亭行所西長所を再珪サる.【木適.和の空間:理代の長鴫には粗涯的な公共の空簡としての和の空聞が欠捜する晃.之を昇皇する.1 Unr大渡止達誹」にっいて、量聾圃査覗状長存を前径に、大渡止を再豊L.長嶋(んちの御焦所を二の本集の位楓二復興定量サる.又値奉広場として屠

(W」異掛鳳を業本郵一日本生命ピル跡地にっいて.達跡謁壷現状樫存安前提に、イエズス金又は口ーマ・カトリック敏生により記含聖堂と圏逗研宜究曇風示讐貫を整悌する.(V)富畠歓帆席量跡(理墨崎霞盛薫料所ノ長鴫補呈撤判所一覗国這34号阻一痔)にっいて.遣跡調蓋覗伏

■一r長鴫バンド化U"d・堤跡.箔埋、埠霞.高庫轟りj過跡」一単降一r小,極祭地適跡」一当岸付地所一r小督修舶場遣跡」(慢昇文化遭崖r鯛治日*の崖桑琢■遭崖輿蝕・蝕蛾.追船、石炭屋案」の栴疲資崖)t=つぃて.異胡計圃により.迭跡調麦覗状保存を前提に.旧淘岸を水路で表

()「髪生所{甚崎'.'ι:.'ー.'鬼'シン'ール'偶賞本による一幕の自由な岐先艶貴.〔鬨尭型観先1-{甚崎国除無二中撃衡檎塾]
X -」二のにせる'魯記念値事広嶋公■として昏用する.ιガ)予定サる断墨鴫市殴所庁舎にっいて、鷲と川ヨロ庫岸耳鵬豊抽区1墨碕量市斜姥{新甚崎索庁舎、藍甚嶋県讐本

(X拓】樫町{長鵠市殴所市語会等部亀予定玲捧】1=ついて.連跡画壷と遮跡理状憾秤を甫提とし.全面額釣な一体興関発によ、1.且っ、「魚の町謁文近量量代町家遣辞」と空聞上連結L、、田註人文学塞劉地理羊自塾写季広用斜羊趣合博仙茸劇嶋掌夏美籍館各授工餌虚樋嶋ハ文害館

=しっつ.にい..」、衛の、文化、茎衛、怯紋.学婿の哥身、艶びに、見信の舞台として盾用する.両時に.国様青素祭、■際塞術祭.■腺写真祭、国^肇、国裁墳劇蝦、各種国忌学会等(丁力〒エアのイペント】.国

乞r壷生所/(表鴫)医学牧等適誹11"佐古の丘の地"'、'中枝侶堆'、'竃用偲壊'、'扇連区墫")につぃて

私逗血会は、当該逢跡埴の'中桂腐壊'内に鯲いて、達跡を抵剛Lて行ラ.墨崎市立仁田佐古小羊牧望四.並びに.外屠道錨智幅珪設の計匪の実篦が迦行する状逗を勘案L、以下、A B C D E 各案を例示L享す.{従療.A e o E 各案を建案L.要望Lてぃます..回C案を逼加

A.B C.案は.轟崎市宜仁臣佐古小学枚について、肖旬検討の枚数の豊設用地候補地婆の幽該逼茸地以外地への設置を前侵とします.

私遭登会は、貞案にういて.庫体である造跡ι捧章皿).e C 塞にっいて.廉体である遣鄭を善盆とする.塞術(アート重図)としての寅饗、又は窒奏の付加、と理侠し得ると埋解L主す. E案は.A B C D 告案に鮒価させます.

二外の断羅観達物の単虫、蝿該過僻の中検区域(建物敷地と外局道路等1の過跡の全埴の調査、覗状保存、庫状回復.適跡としての外朋道路一土地望物通路の石造昌遷机達物又は敷霞柚.蛇びに、早種長磯医学校謂堂望物の耳望、保全と雌

罰臺.覗状憾存.廉状固復.遁跡としての外周道豁一土亀望物道塞の石量基硬無量物又は敷設物一甲按医季枚謂宝望物の再盆.保全と轤承と活用.【狂術且っ過跡(アート意回、且う.モの軽鋒としての盛跡)としての完威しない珪賓物.尽・としての、

並畳・現状母存.廉状回塵、量跡としての外周達踏一土馳腫物逼路の石透基置撰量物又は敷設物一早親医季牧謂霊重物の再盤.保全と繰景と活用.【芸術且っ這跡(アート重皿.且っ、モの星目としての蛭跡)としての破埋される直隻物、厚体でるとしての、

E 美生所ノ(墨嶋】邑季牧寄量跡の"重用区峯'【病院西劉)、及び."鵬逗区域'(大惇尋坦内並びに庫裏.大欄牡の一需)、ポンベ・フ,ン・メールデルフ才ールトの曇生所臓得茸たる近代五揮摘晩の蔓件を具理する.佐古の丘の地皐.(佐古一仁田頭の丘,馬辺一寄).並びに.審舎町西

南時に.沓該量島地の賢巨にっいて、窯化財保堰豊によるr朗知の埋建文化財包壁地」1こ決窒する.

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空間、遠方の空間、時に、エキゾチッウ(.×0"0:異国の惰緒のある、性質が通常のものと異なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

私達当会は、私達人類が、遺跡の存在を破壊し滅失し放棄することにっき、人類の意識や知能、認識のプロセス(PゆCeS副経
過、過程)を軽視し、人類の過去、現在、未来への責任を放棄することに他ならない、と理解します。

"遺跡についてⅥ11"

2019年(令和元年)11月12日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

私達当会は、私達人類が、私達人類の主観で、遣跡の存在を、記録の保存や移設や模造に置換し、之を遺跡への対応に於い

て、モデル(model:模型、規範、典型)として認識し、人類の現実世界から抹消することにつき、之が、人類の行為として、遺跡の
存在と之に関連して人類集団に蓄積される知に対するジェノサイド(三巳nocide)であり得る、と危慢します。

(宮enoclde:ジェノサイドは、国家あるいは民族・人種集団を計画的に破壊すること。ジェノサイド条約第2条によれば、国民的、人
種的、民族的、宗教的な集団の全部または一部を破壊する意図をもって行われる行為のこと。(vvikゆedia 2019年11月13日))
遺跡は、人類の事象です。

私達当会は、人類が、遺跡を傷付け人類の世界から抹消することについて、人類が、人類を傷付け人類の世界から抹消する結
果を、誘導する可能性がある、と仮定します。

下川達彌活水女子大学特別教授は、千々和ミゲル研究・顕彰会の歴史講演会で、「歴史を構成するのは伝統、記述、記念物の3
要素。・ー」(2019年(令和元年)11月6日水曜日長崎新聞朝刊第11面[ローカル])と説明しています。
歴史は、人類の出来事への解釈であり、人類による概念です。

伝統は、その一部に人類の事実の記憶を包摂して継承している可能性があります。

遺跡(文化財保護法上は「記念物」)は、人類の過去の活動の痕跡として、人類の現在の現実世界を構成する実体の一部であり、
遺跡が、滅失されずに、人類の現在の現実世界に遺存する限り、原則として、誰もが、直接に確認できる事象であり、学術上の確
認を経由して、人類が人類の特定の過去に関わる事実と認識する事象です。

私達当会は、私達人類は、一般に、自身が直接に経験することのない人類の過去の出来事、実態、事実に関して、人類の出来
事への解釈であり概念である歴史と、人類の過去の事実の記憶が包摂されている可能性がある伝統に対し、人類の現実世界の
実体である遺跡や他の文化財類の事象の確認との経験を経由してのみ、受容としての実態を得ることができる、と仮定します。

〆

私達当会は、私達人類が、人類の過去、現在、未来を知り、又は、理解し、時に、民主政下に於いて判断し選択するには、多く
の人類の個体が、様々な、人類の概念としての歴史や人類の継承と変化である伝統や人類の記録である記述や人類の事実であ
る遺跡を、豊富に経験し、受容としての実態をその内に収容しているしか方法がない、と仮定します。

私達人類は、私達人類が生存する空間と環境に、これ等の様々な事象が、将来に亘って、どこにでも、人類が意識し得る断絶の
ない実態を伴って、豊富に存在し続けることを、選択できるでしょうか?

私達当会は、私達人類にとって、任意の事象について、一旦、断絶を差し挟めぱ、当該の事象を意識し認識することが、極端に
困難になる、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空間、違方の空間、時に、エキゾチック(.×0廿C:臭国の惰緒のある、性質が通常のものと異なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、餌査、保存、活用、公開、整備、徒承すること、を提案し要望します.

私達人類は、私達人顛の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

2019年(令和元年)11月13日水曜日

養生所を考える会代表池知和恭

遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

〆



1.遺跡

遺跡は、一般に、人類の(過去の)活動の痕跡と認識され、遺栴と遺物より構成され、一定の土地の範囲又は空間の範囲として把掘されます.

".遺跡と風土と文明、又、私達人期の公共と私遮人類の道択、又人顛の分断

<遺跡と風土と文明>

Π〕私遮当会は、遺跡にっいて、宇宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人顛の存在{その肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触覚、記憶、概念、行為"ミ次いで.第一霞の存在である、と理解します.

〔2)私連当会は、遺跡とは、逝きし者、逝きし者連、死者が、その時、モこに見た、その風景を.今、私連自身が見ている、と云うことである、と認識します.

(3)私連当会は、風土とは、逝きし者、逝きし者逗、死者のことを宥える、逝きし者、逝きL者還、死者の倉禁を聞く、逝きし者、逝きし者這、死者と行き通う、その環境、社会的状況、制度がある、それが私連人顛の生活とモの空間に生きている、と云うことである、と仮定します.

(4)私遮当会は、風土にっいて、人類が社会的に活動するその土地に於いて、宇宙の自然と人類の事象が、死者の存在を含めて、完全に、共存の状態にある、と仮定します.

(5)私遮当会は、私違人類が、私遠人類の世界に、複数の文明を朗繊するならば、風土は、人類の文明の本源的形態である、と飽轍Lます.

(6)私達当会は.少なくとも、人顛のアジア地域では、風土に於いて、既に、持続可能【BU8t.in.bl.:サスティナブル)な社会が、速成されてぃる、と仮定します.

<私還人顛の公共と私遮人類の選択、又人顛の分断>

"遺跡についてⅨ
ヲヲ

(フ)私違当会は、公共にっいて、"皆が関わる他者"であり、同時代の人顛の各個【自己〕への便益の運元ι又は、その総体)というより、来来の人顛への社会的共通資本への投資への道択である、と認識します.(社会的共通資本は、数理縫涛学者牢沢弘文氏の概念です)

(8〕私連当会は、人顛の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の公共、即ち、"皆が関わる他者"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類の歴史の理解、現代の文明の完成(私遮当会は、現代の戈明にっいて.持練可椛(Buat.ih.bl.・サスティナブル)な社会が迫成されてぃないとすれば、現
代の文明は来完成である、と甥識します。)の保存、絶承、形成への、多榛な人々の参加が、人類の様々な"分断"を綬和する、と仮定します.

Ⅲ遺跡、モの存在の性格と闘連事象について

私遠当会は、遺跡について、以下、モの性格やその他の闘係する事叡につぃて理解し、又は留意します.

1.人類の意回性に対照する非意回性、並びに、人類の空間と栴造の囲い込みに対照する空間と檎造の開敏性〔遺跡の存在:根源的な公共の空間〕

2.地形、地勢と遺跡との闘係住【又.遺跡とその関係する瞭境のランドスケープ〕

3.遺跡、又非遺跡の空閻と共に、空間の諸関係性の連純〔私速当会が提案する"再興空間主較宜言"〕

4.地球時代と人類時代、並びに、日本地域への現生人類到違以来の三万年の出来事と変化と人類の伝統【歴史〕

5.地理、地政、亭詠の伝橋と移動、人工工作との関連姓〔ネットワーウ、又、各事象のランドスケープ〕

6.芸術と学術とその市場、又、祝祭による遺跡の活用〔遺跡、哲学、芸術、行為、神歴、学術、生と死、祝祭の賭閏係(又は、宗敷)は、人顛の存在を媒体に近控しています〕
モの土地、地城の地勢と遺跡群を再襲備しっつ、歴史に倣い、人顛の、文化、芸術、伝統、学術の活動、並びに、発信の舞台として活用する.同時に、邑服音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映固祭、国際漬劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイペント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企回聞依し、即ち
土地、地城の自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に共術と学街とモの市場、又、祝祭による.

フ.人類の生活空間に於ける、人類の風土、文化、文明、民俗の自律的腹開とその撒持〔人類の活動〕

IV.遺跡について

1.人駈の非量図たる事象、人類の意図たる事象、遺跡、空間の性格と檎造、人類にとぅての意轤

n)人顛の非意回たる事象、人頗の意図たる事叡、遺跡

①私遠当会は、宇宙の自然と人類の事叡にっいて、人顛の非意図たる事叡、人麺の意回たる事象、を認誠します.

②私遠当会は、遺跡にっいて、人類の非意園たる自然、人類の意図たる人工、人工でありながら、人類の当該事叡への意回【発現や目的や機能jの消誠、忘却、時に.埋土にょる忘却によって、人類の非意図たる遺跡、自然と人工の中間に位置する筑三の存在の性格を有する希少で特異な事故、を認識Lます.

(2)遺跡、空間の性格と櫓造、人頗にとっての意報

①私違当会ぱ、遺跡にっいて、空間の住格、楕造として、現代の西洋文明に係る人顛に関する空間が、概ね、章図と囲い込み、閉鎖、であることと対照し、非意図と開放である、と認謙し、理解します。

②私連当会は、遺跡にっいて、遺跡の存在と空間の構造の、非意園と開放が、遺跡を、人顛にとって、根源的な公共の空間とする、と理解します.

2.遺跡の認知、朋査、保存、活用、公開、墨備、鞭承について

0)私達当会は、遺跡にっいて.之を、認知し、胴査し、保存し、活用し、公開し、整備し、鞭承する、とは、遺跡の存在の性格と楕造の非意回と開放、根預的な公共の空間を、認段し、保存し、活用し、鞭承することである、と理解します.

(2)私遮当会は、遺跡にっいて、之を、認知し、調査し、保存L、活用し、公開し、整備し、鞭承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、相源的な公共の空間に"寄り添う"ことである、と理解します.

3.遺跡、歴史、考古学、人類の文化

遺跡は、人類の事実の解釈たる歴史と同じ事象ではありません.
遺跡は、生きる者の詩、文学、芸術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれませ人,.
私逗当会は、遺跡を歴史と宥古学と建築のみで規定することはできない、と理解します.

4.現代と人顛の活動、歴史と空間に開かれた「窓」

「窓」:私還当会は、私連が認知する牢宙の事魚は、私遠人類が、私遣人顕の肉体、意諏、知能、言語、文字、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触覚、記憶、概念、行高、卸ち、人類という「窓」を通して感知する揮めて一都の不確かな概念である、と瑳解Lます.同時に、私遮当会は、現代の様々な事象にっいて、人顛の過去.
現在、来来の連続の関係に開かれた郁分たる「窓」として限定された事象と瑳解し又現代の人類はモの関連に於いて行為すると理解します.私遠当会は、皆揮に、私遠現代の人類が、遺跡のジェノサイドを停止し、アフり力から地球の全土に拡散する人類の活動たる過去から現代又未来への歴史とその空間たる遺跡の
「窓」たる諸関連により限定された事象とその空間に行翁する限定された存在であることを認蹴すること、を提案し蔓望します.

5.人顛の文化と人類の経済

私遮当会は、人類の文化とモの活動が、人顛の経騰に、その形質と速度を与えてぃる、と仮定します.

6.遺跡の活用【人類への還元)

私還当会は、皆様に、遺跡の活用(人類への還元)にっいて、芸術と学術とその市場によることを提案し要望します.
遺跡、哲学、芸術、行為、神話、学術の諸関係は、人顛の存在を媒体に近接しています.

私連当会は、智様に、その土地、地域の地勢と遺跡群を再嬰備しっっ、歴史と土地の利用の履歴に倣い.人類の、文化、芸術、伝銃、学術の活動、又、発信の負台として活用する、同時に、国際音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映圃祭、国際演劇祭、各糧国際学会等【アカ〒ミアのイベント)、国際アートフェスティバ
ル等(市場)を企回開催し、卸ち、その土地、地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に莫術と学術とモの市場、又、祝祭によること、を提案し更望Lます.

フ.遺跡へ

私遮当会は、遺跡が、空間であると認諌される処、当該の事象を遺跡と認知すること、又、之による、当肢の遺跡の調査、保存、活用(人類への還元)、公開、整傭、継承にっいて、人類が今より後、当該の遺跡の空間にどの様な砂質を与えるか、人類の活動が当該空間にどの揮に関与するか、当肢の活動は軽済にゼの
様な形質と速度を与えるか、当該の事叡が字宙の自然と人類の存在と遺跡の存在の相互関係と理解し得る当該の風土にどの様な形質と変化を楕成するか、それは人類の文化財、遺跡として本暇であるか、それは人顛の風土として本蒙であるか、それは人顛にとって好ましいのか、私遮人類は何を選択するのか、との毒
察に対し、之を必然の事叡、と理解します。

私達当会は、皆揮に、遺跡とその存在、又は、範囲に対し、遺跡の外【そどに現代の機舵と目的を整備し獲得し、未来の栴成にっいて、様々な事叡の全き共存と共栄を実現することを、槌案し要望します.

8.遺跡、文化財等への人類の行為について

n)私遮当会は、人類の意回たる事象にっいて、解釈が成立し、又、収集が在り得る処、人類の非意回たる事象にっいて、解釈は成立せず、又、事諏の本蔓上の破嫡と改窪と移動を伴う収集が元来在ってはならず、人類の非意図たる事象にっいて.亭実の存在の認知、又、保存と修復が在り得る、と理解します。

(2)私遠当会は、人頗のアフり力から世界への拡散と共に拡散し存在する遺跡を、蒐集L陳列する悼物館概念に骸合してはならない、と理解します.

(3)私違当会は、人類の非意図たる事象が、人顛の慧回たる事諏の取扱いへの擬制的取扱いによって、その本弧上に於いて損壊する事態がある場合、その緑桟を探素することは勿諭、様々な政治上提済上の対応は云うに及ぱず、本義に按ける源状回復、本報に於ける発展的風開が閉鐐されることがあうてはならない、
と理解します.

(4)私遮当会は、遺跡への行告や、事象の博物館モの他への収敵に関Lて、事魚の本義上の換壕が、在り得ると理解します.

9.遺跡、人頬の必然

ロ)私遠当会は、私遮人類の活動の痕跡が、私遠人類の活動空間に遺存し、私遠人顛が之を遺跡と認識することにっいて、私達人顛の必憾である、と認繊します.

(2)私達当会は、私遮人類が、私遠人類の必然たる遺跡を破壊することにっいて、即ち、直ちに、之を、私遠人類の必憾を破壊する二とに他ならない、と理解します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空問、特別な空間、遠方の空間、時に、エキゾチック(6×otic:異国の情緒のある、性質が通常のものと異なる))において、
遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。
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Ii日跡

追跡は 一般に.人類の1過去の)活動の痘跡と認1虹され.追機と迫物より檎成され、一定の土地の制囲ヌは空間の笥囲として把楓されます

11 追跡と皿土と文明、又、私違人顕の公共と動、退人"の選択.又人顯の分断

<追跡と瓜土と文明>

"遺跡1こついて X
ヲ,

a)私遭当会は、追餅にういて.宇宙のその土地、地奴の皿土にとって.自然の存在.人類の存在;モの肉休、意地、知桃、奮話.文字.視覚、聴寛.嘆寛.味覚.触覚、蛇惚.概念、行a"=次いで、篇一験の存在で島る.と理解Lます

(2)私逗班会は、追誹とは.逝きL雪.逝轡し令違、死書が、モの時、モこに見た.モの胆豊を、身、私遭自身が見てぃる.と去うことである.と認帽Lます

拍】私連当会は・瓜土とは、逝きし者、逝きし雪遭、死者のことを考える、逝きL宅、遡きし宝遭、死者の含累を閏く、新きL宅.逝きし令違.死者と行き通う.その理填.牡虫的状況.制度がある.モれが私連人蒙の生括とモの空間に生きている.と云うことで島る、と仮定Lます

(4)私還当会は.皿土にっいて、人凱が社会的に括動するモの土地に業いて、字宙の自豁と人凱の申亀が、死者の専在を含めて、完全に.共存の状飽にある、と仮定Lます

(5)私達当会は、私連人顎が、弘運人顛の世界に.複数の文明を琵轍するならぱ.瓜土は.人瓢の戈鯛の本痕的剛悲である、と認世しま,

【6】私遠当会は.少なくとも.人顛のアジア地域では、胆土に於いて.厩に、持疑可能{写U喜1.i"昌わ1.サスティナブル}な社会が、連成されてぃる.と仮定します

<私遭人訊の公共と私運人類の選択.又人覇の分断>

(遺跡についてⅨ~日本地域と長崎地域~提案と要望)

(フ】私逗当会は・公共にっいて、'督が闘わる他暑"であり、向時代の人鳳の各個(自己)への便益の遍元(又は、その総休)というより、未棄の人鹽への社会的共逼貴本への投貴への道帆である、と闘出します.(社会的共通貴本は、數理紐纃学雪牢沢弘文氏の帳立です」

(8)私違当会は、人類の様々な"分断'が形戒,る人顛の不串仁関して、A鏑の公共、即ち、'皆が関わる他宅"、倒えば.厘土.又風土の真生、文化.迫誹.人顕の邑史の理幣.理代の文明の完成{払運当金は
承、形成への.郵梯な人々の参加が、人顛の様々な'分断"壱楼和する.と仮定Lま,

肋.遺誹.モの存在の性格と聞連事魚について

私達当会は、追鉢にっいて、以下.モの性格やその他の関係する事象にっいて珪禦L、又は留慧します

1 人瓢の童回性に対照,る非意回住.並びに、人"の空間と橇造の囲い込みに封照する空間と慢造の聞放性〔這釧の秤在根尋的な公共の空間〕

2.地形、地勢と迫誹との閣儀性(又、迫跡とその闘係する瑠墳のランドスケーフ〕

3.追跡、又非追跡の空間と共に、空間の諸関係性の連幅(私逗当会が提案する'再田空間主職宜言"〕

4 地珠時代と人麺時代、並びに、日ネ地域への現生人類劃運以来の三万年の出来事と変化と人顕の伝輯〔匠史〕

6 地理.地政、車叡の伝櫓と写動.人工工作との関連性〔ネットワーク.又.各事象のランドスケーブ〕

6 芸衛と学蛎とその市場.又、祝祭による追跡の活用【迫跡、哲学,芸斯.行為.神話、学術、生と死.祝祭の諸関係(又は、泉轍」は.人顛の存在を媒休に近接Lてい王す〕
その土地、地域の地勢と追跡Nを再整償Lつっ、辰史に倣い.人類の、文化.茎断、伝鮫、学断の活動、並ぴに、尭信の処台として括用する.同時に、国瞭音楽祭.国頗茎婿祭.国胎写真祭
政の活用を、広駈に芸術と学術とモの市場、又、択祭にょる,

7 人顛の生活空間に禁ける、人願の皿士、文化、文明.民俗の自律的風開とその龍持ι人麺の括動〕

Ⅳ迫誹について

1 人顛の非意図たる事象,人顛の意回たる事象.追跡、空聞の性格と犠造、人顛にとっての意轟

如)人顛の非慧回たる車象.人類の意回たる事象.這跡

/D弘遮当会は、字宙の自熱と人顛の事魚にっいて..1、頴の非竜回たる事叡.人類の意図たる事魚、を認燈しま,

乞私還肖会は・迫寄にっいて、人類の非慧回たる自然、人凱の量@たる人工、人工でありながら.人験の当談事象への量回(発現や目的や棲餓jの消減.忘却、時に、埋土による忘釦によって.人瓢の非意回たる追跡、自然ι人工の中聞に位痘する焦三の秤在の性格壱有する希少で特臭ナ.事象. 1乏す
(2)追跡.空肌の性格と檎造、人凱にとぅての意襲

①私違当会は、追帥にっいて,空間の性格.槽造として.現代の西浮文明に儀る人踊に閣する空間が.概ね、意図と囲い込み、閉佃.で島る二とと対斥し、非慧回と闘放である.と認撤し、理解し李オ

助私這当会は、追跡にっいて.迫誹の存在と空間の檎造の、非意回と開散が、退誹を、人覇にとって.根森的な公共の空間とする.と理用Lます

2 追劫の詔知、蜘麦、保存.活用、公闘、豊備、趣承にっいて

"}私逗出会は・迫誹にっいて,之を、認知L、調壹L、保存L.活用L、公開L.竪偶し.趣承,る、とは、迫跡の存在の性格と楕造の非急回と開放、檀烹的な公共の空聞を、認1自L.保秤し.活用L、組承することである,と庖僻しま寸

{2】私追当会は.迫訪にっいて、之を、認知L.調盡L、僅秤L、活用し.公開L.整旧L.繼承する、とは、迫赫の存在の性格と撲造の非愈回と開鮫.根題的な公共の空間に'書り西う、二とで島る、と理解し享す

3 追誹、匠生.考古学、人類の文化

追跡は、人韻の車宴の解駅たる歴史と向じ車象では島りません
造跡は、生きる書の赫、文学.益晰、時に音陪で畠り、死せる宅の魂かもしれません
私遭坐会は、追訣を歴史之考古学と住鉦の冉で親定することはできない、と理解します

4 現代と人顕の括勤.民史と空間に開かれた「窓」

て鯉定された事象と理解し又現代の人類はその関連に於いて行為すると理喫します,私連当会は.昔様に.私逗理代の人癖が..のジェノサ・止、、_.、、'._'_J '』_ー_」

5 人類の文化と人凱の紐馬

私達当虫は、人鳳の文化とその括動が.人顕の軽陦に、干の形質と速度を与えている、と仮定Lます

6 迫誹の活用(人菰への還元)

私遭当金は、昔様に、追跡の恬用(人顛への還元H二っいて、芸断と学断とモの市堪による二とを提案L要望Lまサ
追訣.哲学、菰街.行魯、神話.学栴の駒闘偶は.人顕の存在を媒件に翫按Lてぃます.
弘逗当金は.昔棟に、モの土地.地奴の地勢と迅跡誹を再整伽Lつっ、医史と土地の判用の霞医に倣い、人類の、文化、茎粥、伝貌.学斯の活動
自然と地勢と追勧と匠史、又、現代の地政の活用を.広範に芸断と学断とその市鳩、又、祝祭によること、を提案し要望Lます.

7 迫鉢へ

私逗当金は.迫鉢が、空間であると認mされる処、畿該の事象を迫誹と認知すること.又、之による.当芯の迫冬の餌壷、保奔、活用(人顛への逗元) 公開.整偏、纏承にっいて.人顕が、今より後、当該の追跡の空間にどの様な形質を与えるか.人類の活動が唱肢空間にどの楓に闘与するか.当肢の活動は紐湊にどの様な形質と速度安与えるか
と人錬の存在と追跡の存在の相互闡係と理韻し碍る当該の厘土にどの橡な"質と変化を机成するか、モれはA顛の文化財.迫鉢として本典であるか モれは人顛の皿=として本峻であるか.それは人薮にとぅて軒ましいのか、私逗人類は何を道祝寸るのか.との青察に封L、之を"然の事煮、と理解Lま寸.

私速肖会は、佑権に、退誹とモの存在、又は、艶囲に封し、迫助の外【モとⅡ=現代の捜蛇と目的を竪伽L価偶し、未来の楕成にっいて、掃々な事象の全き共存と共業を実現することを.提案L要望Lまサ

日追劫.文化財等への人顕の行為につぃて

現代の文明にっいて.持続可能ι昆U邑■.1n.bl0 サス〒イナブル)む社会が運成されていないとすれぱ、現代の文明は来完成である.と胞識します.)の保秤、鯉

a)私運当会は、人鋪の慧回たる事象にっいて,禦駅が戒立し 又・収集が在り偶る処・人覇の非意園たる事象にっいて.幣釈は成立せ,'.又.事象の太員上の破熔と改窒と移動を伴ラ収無が元交在ってはならず、人薮の非意回たる事象にっいて、事実の存在の認知、又、俣存と修復が在り偶る、と理幣します
住)私遮当会は、人駅のアフり力から世界への拡散と共に拡數し存在する追跡を.蒐焦L償列する愽栃酋廠念に骸舎してはならない.と理解します

【3j弘達当会け.人鳳の非量回たる車象が、人顛の慧回たる事象の駁扱いへの按制的取扱いによって、モの*岐上に於いて橿壊する事餓がある場合

(4)裂遭当会は、迫跡への行為や.事象の博物酋モの他への収届に闘して.事象の本塾との慢壊が、在り桐ると理解します

9 迫跡、人顕の必然

国際蝕画祭、国隙演劇祭、各腰国諭学会尋(アカ〒ミアのイベント)、佃際アートコエスティバル等【市堪)を企冊聞催し、即ち.モの土地、地域の自然と地勢と追寄と哩史、又、現代の地

咋)弘連当会は、弘運人鯆の活動の侶鉚が.私遭人顛の括動空間に遺存L、私逗人顕が之を迫跡と認血することにっいて.私運人顔の.熱で勗る、と認血L庄す

他】私達当会は.私還人類が、私違人顛の必然たる迫幼を破壊すること1=ついて.即ち、直ちに.之を、弘逗人凱の必然を破壊することに他ならない.と理閑Lます

V.日本地域につぃて

弘遭当会は、日ネ地域にっいて.アフり力より世昇に拡散する人顛の偵談地奴への到憲より以降.先史時代から、世界、又は、インド洋.南シナ淘、フィ.jピン渇.真シナ潮
私週当会は、日本地域にっいて.「為と島と船と賭と空、人頴の到運以来、世界と繋がる地政、、うーつの"額国"」とも叢覗できる、と理解します

Ⅵ.長崎地址とモの造鄭につぃて

二 1 -'、インド津、陶ノナ糊.フ'」ピン渇.峯シナ清.黄海.日本渇、オホーツウ海.太早煤、を囲む近蹟地堺の梅々な戈化圏又日本地峨に関する地政上の舶郎となる地域であり存在である、と理解します

私遭当会は、長嶋地峨の追誹にっいて、倒えぱ、洗史時代の支石至から、近代の峡牙となる値子燭判被爆の追跡まで、篇一埜に、且っ、一貫Lて、地政上の迫跡である、と理僻します,

Ⅶ弘達当会より、督掃への、提業と蔓望につぃて

1、私選当会は、冒桶に、這誹への対比にっいて、本義1=於いて.本"の 1 からV の範圏に鴬いて.行為する二とを、提案L要望Lます

2 私逗当会は、皆榛に、畏嶋地軍の追跡への封庄にっいて、本義に於いて.本帖の 1 からⅥ.の範圃に艶いて、行ゑすることを.堤案し要望Lます

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間(日常の、身近な空間、特別な空間、遠方の空間、時に、エキゾチック(exo"C:異国の情緒のある、性質が通常のものと異ナ、る)) 1こおし、て、

遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

私達人類は、私達人類の活動の空間に於いて、この土地の遺跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来てぃるでしょうか?遺跡は、人々のそして現代の私達の生と死の証です。

又、晃信の翼台として活用する.問時に.国降音素祭,偶瞭甚断祭.皿朗写真祭.●鄭映固祭、皿際病劇祭、告桂皿際学金等ιアカデミアのイベント)、国醸アートフェスティバル抹 t市場)を企価開催し、即ち.その土地、地域の

モの鮭韓を控素することは勿詮.榛々な政治上軽陦上の封応は云うに及ばず、本最に於ける原状回復.本頓に於ける発農的晨闘が閉幼されることがあってはなら彦い、と理飼しまサ

2019年(令和元年)11月24日日曜日

養生所を考える会代表池知和恭

黄渇.日本海.オホーツク海、太年煤、を囲む折韻地域の掃々な文化圏又日本地域に閑,る、島伝いの、琉球、庫母、舵前、長崎、娘夷.庫北、日本地域、との地政に在る、と理幣Lます

廚談の事魚が字宙の自然

〆
改訂1 20珀年【令和元年"1月2B日木曜日
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1999-2008
平成中期に当たる21世紀初類ξ)101聖!肘には、

墾条野を旋帖させる火・辨件が机汰いだ1

不国詞時多発テ旦L朱趣メッ竺述絡碕落'ド事故.
掘匙計薫」占仏造Ⅲ件、血動1川耘ドフ死亡摂故・ーニ凡

内藤氏は背景に"炎本主袈と一体化し過ぎたモダニズム"の闇題や、

了些貴塑壁四.ズ乏フクポックス化'の弊害があると指描する。

超高層と都市
^21世紀が始まって問もない2001年、世界に六きなインバクトを与えた9.11

同時多発テロが発生しました.当時.内而さんはこの車件をどのように見てぃ

たのでしょうか.

まず私にとって2001{1ιけ、島桜県蟇井!文化七ンターロα巧り:竣 1:、島揆導益川

,10の股計が4j」に断まり、1可時鰯にMt京火学に動め姑めた作でもありました。

勧め先仕土木の学哥で、令く途う風批が広が0た蒔期て司'。

モうした左かで、やはり邪任半牟後に起こ0た「9.1Uは街禁的でした。テし

ピの突況放送を見ていたら、記名がこちらを向いて語りかけてぃるその後ろ

で、ワールト・トレード・七ンターιψrc)カ'1i1れていくのですから。

:11時仕キ*1.にさんa1墜詮計、192Hー20"年)や川Π緬さん噛逃本】と熟悲に冬

せてい力だいたこともあ0て.一体七ういう訳で揃壊したのだろうか、と何回か

断をし力記憧が南りま,。飛行機と超高躬の両方に思い入れのある林さんに

とっては.i1築にでき女い気持ち力ιあっ力ようです。

ム費丁

.'に ^

超高届は効牢優先の「バラック」

".電

川1,1さんは寛えているか分か1)ませんが、「超棚躬け軽済勃宰を優先したバ

4キ'_マ島子モ三ψワε'

IN1匿腕V@匿VV返

ラツク立んですよ」とおOLや0丈:ことがありました,ε・えてみメU'そうです。擶造

1内にリj:】'、めて、たくさんの板を昇ιみ Nテるわけですから.朴きんにそれを仏

えたみ、「パラックでない超高躬なんてあるんてすかね」とっぷやいてぃました'

米ニユーヨークでは、19.竹'1:に濃楞でエンパイフ・ステート、ピルに卓f飛千r援

が突り込んだことがありましたけオιとも、処物はびくともし左分→た。軽飛行機

と尿客磯の述いがあるにせよ、なぜWrCはあんむにもあっけなく1,1耽したの

か、"1特、よく仙b11たii築が、「りダンダンシー1冗ι台ト.Uでした。非儒に父1戚

きれた惰地伴で完靴的にっくら九た物は.彬分破瑞が令体破壊にっな分'る.,

つ庄り冗長竹が立、い。織桜まで介卯霞を泊求するというのは、そうし、うことだと

いう"えです。

その後、催を1肘けてみれば理111けそれだけでなく、ジェット懲料が拡融して

火災による影杯も'Ⅱみ介わさっていることが分か"ました.必,'しも冗長杵だけ

の議論'て'はな"ーたわけ'てイ分'、ともかく汽初はよく砦で話し介ったものて司1

こ^.

Im19:,"

鈎闇り区義VU圏留V◎

^所貫の方々はどのように受け止めτいましたか.

^

九・倍10野,

い

速乱

・、・・、 t

多y、、

ていました.

1釧i的に人11儁哩を 1.げることは、その場」折の都,1iインフラに力荷がかか

ることCなりま圭例えぱ交迎渋澁を避けるために迅鄭を憾偵L、上ド水迅も工

ホルギー批割品贅偏が必妾になηます.都市とけそうぃう航的な変察で成↓」立っ

ているのに、都,0のー'拙だけうまくいっても理」11{に介わない、というのか私のj上

水的な・武引ιでした,

でもづしけ.・Dの底では、靴ビルの予該はありだ、とも恕ってぃたのです。そん

なことは反詰の・下紙には、写きませんでしたけれど12.都ιⅡ11i1引発のピジネスモ

デル是発」,1したと、、う童味でけ、森ピルはもっと世囲から舒価されるべきでしょ

う,あれ様と多(の地撫者を長1引にわたって説併するなんて力該を、他のデペ

ロッパーけ1ネ0てこなかっえ:.

さらに仕プロジェクトフ丁イナンスの争1み立て力'を1「ι初{;尓L力。六木木ヒル

ズの功轍は樺社長の砧識によるもので、これにはやは1)敬散を払わむけれぱむ

らないと思っていま魂品心の今のn火1剤発仕、すべて六本永ヒルズの後迫

いですから。

冨旦

〆"叉

WTての,

1」

P貞貞『1 奥,'堺件壮心

^2峰と'鳥域L

,1"字.何"・'Ⅱ件"Cあると.メディ丁で微地力'広力{る前に、フ.タッフ中ι1にLボート

を.1「かせてい立Lt:つま!】."分の岫でぢえて f,鴻させるのです:.何よ"1'怜

の慈像力を馴使して孝えることが火U」だと忠っていカカ、らです,

あの班九方は不思訣でした。煉が渦ををいていて、なぜあ南右るのか分力'

らむい.ノナで捻.ジェ学卜燃昇で建物のコフか火だるまになり、支えてぃる酎ノ」

が解ちて内卸刷焼とM叶に立〔流がをいていたことが恕像できますが、そのとき

は分かりませんでした,スタリワにもそこまで邑え力人はいな"一六、

ただ、迷築の1川物としては、モダニティーイ近代竹】分りつのテーマといえまt

それはグローバリゼーシヨンや断水・k鐘とも倒保していて.'1桑を換えれぱ、モ

ダニティーと贅本k碇が挺災一体の椥係で蒜いてきむことに対L、反省を伽す

ためのある卿の反快をくらうたのではないかと,そして世界はもうと冗長粋を人

'"にし,ダイバーシティー{多様性」を許容する礼会に立・ウてし、くのだろう、と,りい

カスタプフが何人かいました。

■

凹異岳の婁,f3分の2填hマ'ら
芹右こRえ3卯這だった
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脱制鞍和を前疑にした零Ⅸ制喫と規制をかける獣釧払は、力いにパランフ、

をと0て皮り立0ているのです。し、わ{'フク七ルとプレーキの側係て哨'.例えは

n11柔#」に成立Lているからいいでしょう」.冬らに過融にいえば、「民北の私

打Ⅲ'籬抜の1,使に対LてU小し,るのはけしからん」と片う、"楽身がいたとし

';

4会'、4、ι市《《6

,^'闇、、闇"

います.

゛:::.■'
.:,、1 ..ι■..ー.

..■、.■員司、

::

'●ι.、

す。そう、、う高になる予前で.禁鯉訣力ι効力を発動するわけです。扱霞は公

北琳なのだから、冉分の:!:地だからといって好き腿予にやうて、、いわIK・仕む

、よ、と駛める斯女んて→'よね。

^
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私打琳轍搬の行仙に、索的左点昧で一定の制霞をりえるというεえガか"

'..、..

本で成立したのけ、おそらく戰後初めてじ中をいかな。もともと彬沙や式怯、そ

丸を受けた怯体系の畏幹には、仙人の机判は址火蹴埠飛されねばをらない

け九ど、「公熊の楓祉に反しない姐ιり」と併"きれてぃてバランスをとろうとして

、る。でも,公共の福祉に陪Lてはほとんど訳諭されてこむか0た。扱破怯は

そこに蹄み込んだわけです。

^暑名な畏面家の奇抜な自宅が.景観としてどぅなんたと話短になったこともあ

^.、'4鬼▲.、 F

.●^ー

'].Y■、1

そうそう、武凌野市の仕宅ですね。当酔、メディアが私のところへ取材に米た

けれと,「もう予遅れだね」と訴し立した,後から騒いでもダメ。そうした字、いを

避けるためにも、喫前にルールを決めておくための桜拠となる条観沙が必安

なのです。

りました.

ルールに述反した人は1介」ズトの懲役または50万円以Fの剖金が昇せら

れることが最後に冉いてある。衆観怯け刑法どJンクしたことがとても爪妾て,・。

こ丸が地力臼治体が決める条例とは述うところです。述反す九ば、前利になり

立すからね。よくできている謎t"だと旺N戚す。
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「六本木ヒルズ」の嶋ι暗

、

ム

P轟貞t l ,ιゼ:1.'早;」0

^一方、伺時期の日本では,03年に忽為局の枢合ピル「六本木ヒルズ」が開笠

しました.他の忽高局ビルに比ぺて.牡会的なインパクトが大きかったのでは

ないでしょうか.

謡1業の製イ1'、1M町1に六本ポヒルズで1"1転トフ'"故が起こうたでしょう。そのと

きに私は、伺111斬醐から依飼iを卸ナて麒檎を冉きまL丈:.,ろと、存捻社長ι、1

時)から使せんで10牧ぐらいの予紙"q'きました。,1;いたことに対する反詮で

1。そして、語がL丈:いと、ι:いてあった。私は、その反詮の纓拠を1例ずっ潰L

て、使せん20枚ぐらいで返しました。

私はその千紙のをかで超高削そのものの問題点、さらに免礎を僧斬し道

ぎる点、技術を僻頼し過ぎる点などを指嫡しました。不動彦ビジネスなので、

!ri倒発【1体がうまくい(ことけ爪饗です。力だし、斯時は「失わ11た10年」とい

われて世の中が沈海Lているムードでしたから.それだけでは駄Ⅱだろらと戀0

景綬法は行政の火娠換

^この頃、部市計画では大きな動きがありました.02年に都市再生特別措紐法

が制定され、03年に「斐しい同づくり政累大綱」、04年に景観法が公富され

たことで式

政策火削は、出畔の↓引土交逓右出務汰官・告山伎姻さんが主赤Lてできまし

た。裂仕、勧め先の束火で条観研究室に所属してぃ主Lたから、大桝を兄力

ときは本当に茜きまし力。役人は韮本的に、血分たちは囲迄ウてぃました、と

は絶対に旨わないものと忠0てい主し力が、火柳にはそのようむことが俳かれ

ていた'

戦後50年、経請1生と安全性をべースにできるだけ11ιく実現することを屯規し

てきたが、島代の警化とともにそれだけでは木十分で島ウたかもしれない.もう

と発兆Xや↓主術打が、誤硬や風緊に対して内枇してぃく必製が島る.とil:か

九ていたわけて唯'、

それは行政の人転煥ともいえ立す,その詫片を・昆けて.1年後にできたのが

条霞拡てす。

建築界は、f1需副i去は嬰藥の裟月ιの「Ⅱ11を制園するものでけしからん」とい

う風湖でした,シンポジウムも悔かれ、私は登墳して発井をする樋会も徑まし

た。そのときに驚いたのけ.10人ほどの他のa1貞觜は.景敏訣を枇判しておき

むがら、ほとんど松文を哉んでいなかったということて唯'。読んでいたのは.倒

交岩分{川していた慨妾版だけ。モれで誌諸Lてい力のかと思うと、力1つくりき享

したね。

「良好な1;1哉lb、うよく分からないit柴左鞁に栴第された凱観払「1休に剖

知"Cないわけ'て・はありません"4、よ(あれだけ別劒削のうちにここまてつく1).Nナ

たなと感'、します。 eでも1・分提詑Lている紘都だと悲0ています。緊観怯と1司

時に来京都が立ち."ナた皷剱市築会の計南郁会で.私け委Rをもう10年あま

り務めてきましナこ。もL禁観i去に幕グくこの密諺会がなけれぱ、いま都内で乱

立しているli火仰先けもっとめちゃくちゃなものになうていた仕ずです。
^3羊111に伺踏した六本本ヒルズ・催,ワ一の足元の広場. N,0-,,M恢F,托亡,'数けその1年t立の^午3」」
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^それはなぜですか.

妾するに,f1伯な伽面を訳詮する禁観密紐会がなけれぱ、{武的なコントロール

のみに限られる都市計両予蒜きだけでn火プロジェクトは動いてしまうからで

す."に、特Ⅸに側Lては条霞密鍛会を地らむいと怖市計両予靴きに人れな

い北凱みになうているので、質的コントロールをかけることができました。100%

ではないけ■τども、かむりできたと憾じていまt.プロジニウトによってけ、超闘舸

ピルの位貴をずらしてもらったケースもありますし,プフサードの意配を令血的に

変えてもらったこともあるし、冬らには形を変えてもらうたこともあります。特に矛

婆な畷肝刷辺の班観については.いくつも槻点場を決めて、その視J瓢場に入。

てくるものをすべて密議対玖とするよらにしました。

乱肝刷辺と特K、丸の内一帯、神芥町.麻布六なと、火きいものは{ネとんと

密訳対象になりますから、緋鍛会は巨火恨」発に対する1"j岱のとうなものでt。

あま1非"ン,たないかもし丸ませんが、その〒〒踏となってぃる獄訓該は火きな役割

を米力し力と思っています。

1

'111
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特区と景観怯は「アクセルιブレーキ」
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^その後、規制綴和が進んで再関発ラッシュが起こり、その琉れは今も椛いτ
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廷築受Ⅱ刊き_宅Q厶1¥「:!1嘘の_ψ太即第」!三挙!TtC処築1こっいて、

内健氏E1排代行巣と舒価壹卵い左一

1.陽{数の多かっ丈;.計27作を、竣'1:郁顯に、10年ごと」聖↑けて語る。
ま_ず筒麺塗11?たのは、ポスト壬ダンの建築雜だ?

「ポろ卜手ダンの本毅には些塵:ミるが、

進む方向を誤った」と内談氏は柑う。

1,

謬
11、

111

、.!1
Ⅱ

ホストモタン
^内焦さんを含めて20人の方に、「平成の10大建築」を退んでぃただきました

霧の多かったものを中心に、時代のエポックとなる控銭を竣工年願に援り

返っていただきたし、と思います.平成の量籾の10年(1舶9-,99B年)は.やはり

「ポストモタ、ノ」が大君なテーマになιJそうです.

1」1〔京倫庁介」Uり'叩'1{.'え計:」1ド健{・掃'1i・迷纂詮',砺究所】と"、で・tね.

Ii11
癖
'{

肌

1つ1゛

r" t

iT

^はい.京京都庁舎には4票入りました.

ポストモダンは、とう芥えたらいいのか隆しいんですよね.廸築の場合、もともと

の潔昧とだいぶ崖bつてしまウたので・ー・・・。f水丁1芸術創nり'叩{11.般飾折丁ト

り工,汁組笹出籍,肝)は入うてぃる?

●A"、6

^

^

^掌げた方はいましたが.顧轟照信さんの1系だιナて・した内畜さん件学生時代

にT斬迂笑」の月群で、置崎斬さんに激しくかみつぃてぃましたがι伯乃年15

ベージ身蜘、後のポストモダンにつなガる^んのやり方に当時から迫和感

があつたわけですか.

違和娯はかなり島りましたよげヨ。ただ、ポストモダンに懲和感があ。たというの

とは述らかもしれない。

モデルニスモιカトリプク敦会の近代主獎)が披民地支配力.ら抜け出すべくニカラ

グフの詩人ルベン・ダ1Jオから始まったように、ポストモダンももともとは文学が発

PA見『?C女デザイン

野
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部111
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^
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火点だ0たらしい。それまでは人瑚が抑圧的にものを受け取る一方だったけれ

と、受け取る側の自発的な空識こそが爪姜なんじゃないか、そうぃう逓昧合い

で発生したんだと堰、う。

マスプロダクトとマスメディフとマスマーケットで栴成されている大量消叟社会

に対するフンチテー七だうた。人問中心主聾というか、形を変えたルネサンス

みたいなところがあウたんじゃ左いかな。

その理念自体仕r破かにそうだ」と思ったけれと、それがとんどん梢蜜社会

の論理にすり特えられていくのが嫌だった。結果的に、建築で仕商桑的を玲
現にポストモダニズムカt一番ワイプトしてしまった。

例えぱ.腹京都庁舎は、ちょ0と中世の大聖食ふうでもあb.東京都という巨

大女鞭力を表象Lている。一方でよく見ると組かく分節化Lた童匠をまとわせ

ている0とちらもポストモダン的なデザインの解訣の仕方だけと、をんか中途半

塔でスツキリLませんね。実態を覆い隠すような、あるいけ実態を違った形て・ブ

レゼンテーシヨンしてしまうような、そこのズレカξ耀だったんです。
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磯崎さんけ本来「1,1、空間」をっくる人
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^当時は.内藤さんのこ存じの建纂家の方々も.ポストモタンに一気に流れてい

く盛じがあったのですか.
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澁行と綿絶Lた「光の教全」E「葛西」

女

^'^

'J(ι1七:,,ービル'ι闇、キユ"'=幼4γト,」工1の「カンピト、】゛広堰」【,1".^鳳1

゛ono一●00塁

1一此、

1献井12R訟,ザイン

1,.,」

ι¥'

永j1塞価愈',帝●'.ユ詩^鼻,,.1と.11二皆冨,伽lt写丘・.編嵐1

./1

^1989年では安燧忠趣さんの「光の教会」に3票入りました.これ1才内馬さん

^本筋から謬れますが、「罰詮築」の「月評」の連盈で、内姦さんが唯一、裂功て

L、る麹埼建笑が則ヒ九州市立中央図宙舘」{伯74年}でした.

そう.あれ仕!艶閲がすごくいいんて→'よ。盛崎さんが初瑚にやった「火分県立

同魯1鯨」n96r,牟、現・フートプラザ1もそう。「切断」とかいろいろ鐙しいことを稔い

つつも、空岡としていい。制睿飢の胡に立っていた「火分媒眠師会飢」{1960年.

現存せず】も良かった。

もともと空剛をつくる才能力'ありつつ、梗めて頭がいい人なので、奧略的

に1つのお向でやって〒iこうとしたんでしょうね。それでも.忠わ司'「いい空

剖」の蹴尾みたいなものが出てしまったの力4、北九州1Ⅱ".小央倒;牛鯨だウた

と忠う【ヌ)。

/

1

セ

たぷん99%の建築家がそうでしたよ{知.今からは想仭っかないと思います

けと'12。

毅り返しになるけ11と'、ボストモダニズムの理念奇体は生tくはない。理念とし

ては正し分一たけれと建築では劫来前に大曇摘"社会の、あるいは資ポ11

鍵凝読の巾で単なる迅具にな0てしま0たところが気に入らない。

^内鹿さんは拙庁舎も水戸残術館も遭んでいませんね、名作ということでなく、

「平成のエボツク」という章味でもこれらは入りませんか.

水買美術館は選んて陽よかったんだけと、ポストモダニズムで選ぶなら、私とし

ては「つくぱ七ンタービル」むんで,よね。あれは何年?

?0.巳"

11

"》

.で

、ー、、、

.

促将新1モ.19,1卑大分鄭生

創」野T謎三店究宝を鞭て

1,6」年に哉゛告缶丁1リエを詮

マ.2019奇プリツカー貧委宣

1、J武 C畔五止】

なるという七ころまでは分かるんで武ただ、コンぺのときにはシンボリプクな令体

像が終ポされているだけで、割'来的に、ああいう飛父をまと0た述物になると

け誰も思っていな"、つたは,'.

あの翅物仕空岡として良くむいよオ、侯は掃庁弁のへピーユーザー立んです

よ1笑).委ι1会でイiくといつも気力{爪くなる。
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識、、

.'ー 」'で1イ^^

ー、',J
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も10遣に辛けていますが、どんな浬由で搾したのですか.

1句

PAR丁皇ロニ,りイン

^吏京都庁舎は4票入りましたが.内商さんは、丹下墾築のな力肋エポックとは

言えないヒ

以前、都庁舎のコンぺ案をずらっと並べて見る桜会があ0たのですが、霊べ

てみるとやウばり丹下さんの案がいいんだよね。強い。だからあれが1等案に

、

^ 1983年です.

つくぱ七ンタービルを見ても私は全く感動しなかうた。督通のビルですよ12。モ

れを「カンビドリ才広場」とかわさわざ胃わ女くてもいいじ中左いか、と(笑)、た

だ、決して好きでは左いけれと、あのポストモダニズムのばかばかしさの頂点は

あの辺"にあったんじゃむいかという気がします。何も力略が、逆説存」.誘繩的。

そして反給されることを前捉にその井えもm彪してあるような柿綴に戰略的に

麹み上げられた建物ですね。その知的なゲームに乗るのは嫌だった。

1 '5

、●●1^1^=ー.1コL

1旦

先奪岩はスタルクより111田勺.?

1侭1

^永戸芸術趣と部庁舎の話が先{こなりましたが、いったん平成元年(1如年】に

涙って援り返っていたたきます.この年は話節作が敬多くできていますが、ー

般の人にとって大きなインバウトがあったのは「アサヒビー」レ吾妻樗才、ール(現

スーパードライホール)」【鍾計:フ゛ノウプ・スタルク.野沢Wではないかと.これを推し

た五十泡大郎ざんは「アイコン建築の先駆け」と評してぃます.

「■

@N E睦眺V1仁VV◎

僕の知り介いで.あれが火雛いむのでフサヒビール1■絶対に飲まない、という人

力ιい庄すよ{既:1。硬罪修さん(1:ぷ謡,汁家.1k,X火孝牢,!÷最長)です。

ー=

先の岐会"剛航コ".安6卓腫綿竺酋M1め宗山P」郡.誓0念竪■尋臼島腎,

^『^ t^

^そ五,,'に蝉悪勗を持つ人がいるんですか.内扉さんはどうですか.

「とうでもいい」と、・う虐じだな。フィコン建築0ていろいろあるけれと、そうぃう

のけ「勝予にす'1け'」み力いな昼じで(焚).それに.あのぐに仙ぐにゅっとした

きん小尖も,今となっては称橋おとなしく見えるLιユ。
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^煩れるんですかね.

ほら、そこに山田守aH91-19"{1.1が股計Lた「日本武這飴」n9酎制"4見え

るでしょう(内"壊建萎設計喫務所の窓から捻H本武組飢が見える)。あの屋根の上

のタマネギをピう考えるかというのと似てるんじゃむいて→'か。吾妻岱ホールは、

タマネギがきん斗麥に左0ただけ。そう奄えると,実は、山田守こそポストモダ

ニズムの先駆けだ0大:かもLオL立い。

スタルウに醐.[、カ'ないわけじゃむくて、たぷんスペースι喫園}がむいものは駄

"立んです、外党だけでは1副.ι、分ヰ$てない。都"'含もそうて→'よね。中にスペー

スカtない。
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^硫力"こ聲庁舎も「空問」として記憶に残るところはあまりないですね.

そう、私自身の体賓て→'かね。それにしては「火本木ヒルズ」Q13ページ参照)を

還んでいたわするけれと(郷。

四吾、6ι、

^六本木ヒJレズは2003年なので、また後でうかがいます.
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あのバプルの騒がしさの小で、建築の朝神性みたいなものを変現L排たという

ことて司'ね0 判に安藤忠雄だからといみわけでけあ"ませんよ。安纏建纂の全
てを勿'きむわけじゃないけれと、あれ仕いい。

1"ル頃に北海迫でっく0力「水の教会」Π嚇"】、あれほどうかをと思いま

す"結訴式場みたいむもの女ので、そ九に仕介0てぃるのか左とは思いますが、

そ九が分かりゃす迦ぎる,

それに対してr光の教会」仕深い粘神性み力いなものがある。バプルが終わ

:)切0ていないときにあ九をやるのは.籾当醐っていたんだろら左と袋い立す。

^1989年には、谷口言生さんが設計した「怠西曹海水族固」が竣工しています.

95年に完成したレストハウスを掌げた人も含めて3票でした.

砦西の水族圃は、サιは行ったことが左いんて角'よ。近くι二あうて行きたいと恕っ

ているのに左かなか行けない建物。縮ったものだね{知。

19S9部というのけ、パプル呉0聾りでしょう.パブル軽済令嘘て,,イスコで女

{生たち力ι駈"まくウていたときに、あのストイプクな在りノiはすご、、ですね。

県,

用◎兵◎一弔◎◎@

^1995年にできたレストハウスιネご存じですか.

もちろん0 芥口さんのこだわりと.ストイプクさと.あとは諄世般れしたような丁ιち

位羅0世剛のはやljとは全く倒係ありませ'ハという姿勢力'非俳に印象に残り

ますよね。行きたい左あ。

11

^今からすく1こでも行ι,ますよ(殉.水芸囲の方は東京都が建て碧えを検討しτ

L、るという話もありますから、早く見に行ってください.

^之U萎デザイン
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^マ鬼工内詞さんが10退に趨んだ剛字空問としてではなく、損造衰現とυてですか.

栴麹としては寧町によくや0たと忠い庄す。よくやうたと思うと祠時に、そんなにし

なくても、とも思う{知.霞辺邦火(指這殻'!丞HISM 11'◆.i砕d)博物帥の婿地a.fl

も列゛りといら】人のι篝匙エンジニアが,ある純の「麦現者」として、ああいういうも

のを現実の形にし力という点味を評価して選ぴました。

それ享では.例えば丹ド'艶ヨさんが代◆木のオリンビッウプールUq訂C六十

芭技場)の設,汁で、邱非ι丹即)先生に榊匙を執んだとしても.竹:品としてはj'1ト

さんだうたんですよ。そ丸に対して来京7゛ーラムの場n、あのフトリウムに凶L

てはどら考えた「て渡辺邦火て→'よ。

コンぺのときには別の股,汁打力噛,きをや0ていた゛でも,いろいろ聨けないこ

とがあウたらしくて、渡辺さんが「能だ0たら解ける」とけって引き取0た。そし

て、実理し力。

ただ我念なことに、渡辺さん仕建纂家ではないので、そのスケールを人のとこ

ろまでつなぎ下ろしてくるすべは知らな力"たはず。

爪京プ今ーラムから何を学ぶか.でずよね。まず、さっき祈ったように、大きいも

のを0くるときには大きいものをつくるマナーカ'あるということ.そ九"・ら、綱匙

」
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kの¥真U弐価を.塞゛嶋見゛●輩京鼻芯蔦直催4鞍圏'^q.コ訂.昨"斐基a'1畳宝店1ιしストJ,ウ凱""1キコ011r1珪を0」,酉官劇,",

の弓奥けしエト"0ユの工ηnl,'貞.」むし、1'皿工1
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空闇の質

守

苫

四96年叢工の「風の丘諏斎坦」には5票入りました.これは内詞さんも栗を

入れています

風の兄"斎場は、行りてみて感動し したね.惟ぱ彦1キんが股'汁した建物

Π仏はとても井えめで、0μ邑がJ'常ι んて4'。ランドスケープと辺築が溶け

介0ている,揃さんなので.鎚物はのりを え司'UI'遊"、ら外↓ 1、そのたたず

ラントスケープの'1;.N'力 微きんだうた力

弔OQ◎一,a◎兵

混,_

三谷さんがササキ・エンバイロメント・デザイン・オフィス1こ在知していたときに

担当したものです

あれを見て、ランドスケープの斯しいⅡ1'凱.だな、と思いましナ

私が倒わうていた旭川駅1而のランドスケープは.址初はビーター・ウゞーカー

後1'・1含そのパートナーのウィリ了ム・ジョンソンがリ1き燐いでやηましたが、シマシ

マの枇粧的左撒がすごか0たι臭1,'ξ芥きんはそれとは迫って、風の丘弊斎

1監 1

';y

場む・んかを見ると、もりと乗ら力いて弓'よね

、"

1室ヤ、、、

^それは幌さんと三谷さんのコラホレーシヨンがうまくいったのか、それとも!;」さ

んのコントロールカなんでしょうか.

両ノjでしょうね.揃さん力巧主くり1い力んだと恐う,そこに「制」力U上ま1τて、それ

をξ谷き人が沖め力ということなんだと課います。

,.、、

トゞ宅゛

PART2 誇コ;町Jン

'^

,'阜

丘尋'婦".帖

'h

^なるほど.内巨さんはランドスケーフンーキテクトと粗んだ仕亭は少立いで可

ね.「安曇野ちひろ美術館」ι円97年)はランドスケープが印企的ですが.あれ

は自分でやつているんですよね.

内分でやりまし力.・予卦:伽にとてもそういう人にお顎いするゆとりがなかった{焚」.

7燮
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^そういうものなんですか.

はい。て宝).ランドスケープに仕典味かあり生すよ、蒔代が飛ぴます分'、イサム.ノ

グチの「モエレ捌公悼"00059:グランドオープン】もとてもいぃ"
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誕区

ト冨ケープ凌計

^風の丘葬苗場やモエレ沼公図は、i日経アーキテクチュア」が一番書きづらい

ところですね.

なぜ?

サ

1卦き,、、・ノ、、、三一しぜ'

デ"

^行くと、宴に気持ち帆、いですよね.でも、その理由がうまく書けないι知.呑

川のイサム・ノグチのアトリエなんかも、すごく気持ちがいいけれど、その理由

を言語化するの{ネとても鯵しい.

ああ.なるほと'12,で古、そIU含ちゃんとそらいうのを'1Fけるil:き1.を川立Lむいと

唖麹趨9,'こ

.

そうですね.でモ,.その感情がピこから生窪れているかが、捜源的過ぎて分か

らないことつてありませんか.

その部分こそがこ九から一岳火'Ⅱなところかなと恕0ているんですけ七わ、ヘ

けインターネット社会なので、もしそれが紙媒体で仏えられないのであれば、袈

製休は衰辺の一途を力どる、

、、^

..^゛.'コ^、^

、・、冨^
・ー,削」三■卯

ブ写・誓

ーー'証ゞ寂イ七F去妾菱一,フ

^

1ι"
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^

f7

^厳しし

紙媒体で仏えろ方紘を何" 慮川】する必婆がありますよ。例えぱえ

仟割"」ιT判休"といb■、る茶气りだってそう。茶水なんてぃうのはn,1Ⅲ体験なん

だから、リ呉を1址って茶室が良いの悲いのと江っても、よくっM、らナ の都

分は何か発1のしないと.ネットメディアに食われちゃいますよ(ヱ)

^^

異勢'

瓢
曙
て辻、

欝
鄭

・タ

ろうと憇0たんてガ'よ0'父1、上のガであんむにすこいことをやりているんだけ

と、この感動のむさは何立んたツ"と.それにういて触れたくて雫け'ました

設計名は匪でしたっけ

ご二;r

^

十三^^^^■

〒^ー^

1

反而教締ιしての取京フ

二←イ1

用a塁◎一張◎◎兵

^ラファエル・ヴィニオリです.

あ九だけの四削ポリュームをつく0て、そこに,).つた人がその"!Ⅲ1の火きさを段!

解できないというのは火俳1劉ですよ。これは建築にとってJ11俳に.1iいテーマで.

皆からモの辺1)をきぱけるかとうかが述築*の能力だ0た。

例えば口ーマの「パンテ今ン」ですごいと思うのは.パンテオンの巾に辺っ力と

きに、そこにいろいろな才ーナ〆ントとか、火きさをつをいでいくⅡ搗けがいくつ

も働いている。だから感動があるわけですよ。ゴシックやロマネスウの火空制も

そうだけと、そこに立うたときにその火ききが感じ取れるデザインというか、空剛

構戚があるはず。梨京フ゛ーラムのフトリウムの場介はモれがない.,

P轟井「1"芽デザイン

翫

^1996年蝮工の「靈京国際フォーラム」は2票ですか、内慾さんも票を投じて

います

ん.あのガラスのフトリウムのドに立0たときに、何でこんなに感動しないんナ
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゛◎臭◎一市◎◎臭

^ r一■^ 膨嘉

血
T'

、

立'

女現 i:婁というのは、形を変えカポユトモタ'ンみ北いをものなので、そこ仕父を

付けれぱいけないということです、

'」;11'1際

^内廊さんご富身も、詮1十するときに.柵追が勗まり出過ぎてξ'いけない、という

葛嘉があるのですか.

それほ、ありますよ.何のための栴込なのかということをいつも孝えてぃます、何

のためにこの倫迄をここまで迅い.浩めるのか、どうしてそこまでノ」のことを占え

るのか、といったことをイ1{小杉えています。その「何のために」という1Ⅲい掛けか

なくなると、琳の糸がり」れたみ力いに.別の批界に行0てし立います'

OAπr?ιT昌,勿イン

^

μ

^束京国際フォーラムにも1きかの揺遅的駕決があったかもしれないと.

そう。例えぱ、 Mを◆本にしたらコストは半分ぐらいになるかもしれない.と

かね(焚ル

父

の

EN 1睦"V§自VV◎

悼内誌1

^なる恬ど.そういう問い讐1,を常に投り返しながら櫛fするわけですね.

あれだけの型1副をあそこに終示するということの慰味をどこまで朋1うたのか、と

いうことです、

そういう悠昧で訴うと、同じ頃にできたフトリウムでも「京都刺は、そうぃう11:1

い御ナがな冬れている気がします。制じように火きなポイドがあるけ丸と,あそこ

を行き交う人とか.街にとらや0て倒く分、ということに1砥Lて、原{広1'"きんはー

永懸命考えたんだと忠う.第剛もうまいことスケールがっながれてぃるので、火

きさを嘘じ取ることもできる。だからいいんて,'.東京フ゛ーラムの場介は、街の

ための空1批というより、愉匙のむめの空剛に立ってしま0てぃる。

訓工

^

^ ■^

内部に例市夕っくっ六京振駅

ヲ

^ちょうど次は1997年蟻工の「京都駅ビル」τす.その話に移りましょう.京都

駅は6霧で、内謁さんも迦ばれていますね.

關闇"鴎肺V@塗UV口

再ぴホストモタン壽
^ここまでで竿成最籾の10年問09的一1的8制の主な建集を振り適ってぃた

だきました.しっこいようですが、「ポストモダン」といわれる廷疑の中で、内
馬さんが好感を掃つものは全くないのですか.

その年代設雄からは外1ほすけ七、「右護Ui庁介」"墾;"↓.)1'良か。たて弓・よ。
をるほとと思いましたね'

あそこでいいと恕bせてくれているのけ、あの名艇市庁含力塒うてぃるモダ

ニティーの都分ではなくて、バナキュラーU:霧性1む郊分。そのパナキュラーな

部分が、ああいうふうに工ージングしていく{'1;びてぃ0のはなかむ"、いぃなと思

いました。

それは、さきほと話したポストモダンの「本来的を影味」での姦り力なの"屯し

れむい.サプライサイF(供蛤割)のロジックじ中なくて、デマンドサイドι沓晏鰐」に

原さんは撹1Ⅱスカイビルを剋んでも良かりたんだけと、京怖駅はよく怯うからむ

じみ"rあるし,ヨ、」盆鎧の人は, R判」はものすごくで嫌いして、,たけれと、そうぃ

う人もだんだん減0てきているんじ中むいかな"馴は嫌でも仙わさるを件むい分、

らね.受け人れら北つつぁるんだと思います

'T'1
^エ

昂ヨ

宝◎食◎一市◎◎臭

PA背121:疋宇,イン

"'1yぐ、'妾宅三ヨ芥三^_'ニ、・・

.釜乱'讐謬^
^

^内瓦さんの推屈コメント.「廻笑から都市へ働き掛ける」というのは、どうぃう

点を言つているのですか.

モ九までは翅築は、例えば京都タワ一赤たいに「呉物」をぽんと貴く捺ιfで都

市に対して才プジェのように建物を櫂いてきたようなところがあるわけです.そう

ではなくて、建築そのものが都Ⅲに対Lてメウセージ性を井ち瓣るということで

すね0外からやってき力興物上してではなく、都市の一共となる火規撫建築の

可力E十卜を;」1した。

!ミ^,、、
,.ー

ー".^

>、

け

^

ノー「巴「乏セで

立0た建物女んて→'よ,名筬市庁台は.

1^')、

之卸

'、ー,

あと仕.鯉森榔凱1さんの「神畏宮'小矢史斜飢」、あれもいいと坦いますね。

あれは何年完成だろう。

蓋乏ず

^京都駅も相当、貿物恩があったんじゃないかと思いますが.....

外烈はね0さ0きも話しましたが.小に包み込むような飛脚がありますよ1礼あれ

だけの奄向をあそこにうくるといらことは、それ1'1休力;廊,1iですよ,あの州われ

たフトリウムは、別、物躯と、,うよわもはや」盆郷のイメージのー.つにな。てぃると川

います.建物として好きかとぅかは別ですよ。

き"
21

^1的1年ですね.あれもオミ'ストモダンですか.

うん.あれも入れれぱ良かったな.

邑饗

^そうした矩域主程のような建笑は.ポストモダンと割と近いところにあったと

いうことでしょうか.

本綻としてのポストモダンはそうぃう廷だ0丈:と私は恩います。それ"雌む方向

を鬪違えて、糞本の給理や制俊の詮理に虚き換えられてぃった。遜具として使

われてしま0たわけですね。行政始む部分に置き換えられると都庁舎になり、

コマーシ十りズムに紐き換えられるとアサヒビールの筋斗於になる。

吉販ι腎正j先生f内巖武の大学時代の師,1917-80年)の八王子の「大学セミ

ナーハウス」Ⅱ965年)だって、構造的ではあるけれピもヒューマニズムに立うて

いる0 それはポストモダンとも喬えるわけですね。コルビュジェのモダニズムか

^好きなわけτせないのですか俣).

そうて角'よ'ι三かのものもそうて弓'か、処物としてιfきなものを10側業げるなんて

とてもできない、せいぜいキうくらい*10佃亭げむきゃいけむいというので送び
ました伐1.

」'批駅も、丁トリウムはいいと忠うけれど、ウ丁サードに南ちこちデ"インを

張"付けているような乎払け、別にとぅちでもいいかな、と。それ肉体には感
動Lない゛

^

PA背r21こりデザイン

Jt!'

^京都駅ι=ポストモダン接期の成功例とは言えないですか.

言えるかもしれむし、。ただ,私を感動させたのは.パッチワークみたいなフフサー

ドではなく内部空剛なので.そこけさほと米ストモダニズム的ではをいですね

井μ介才矢史井舶tl"1卑.■'6轟闘':.仙昨上,tぢ真・窄幽r証】

ら舎阪先生がとうやって抜け川す力吃考えたときに、強く迄散Lt:のけそうぃ

う誌分だ0たんじ0をいかな。

^吉飯さ五ガご存命の頃からボストモダンの盗朗はあったんで゛か.

凪Mさんが60年代に仕!空閻へ」を俳いているので.畿飴はあ0たんでしょう

メ、建築の分野で仕チキールズ・ジェンクスι朱山の建蟇評飴家、1939年一)●、らで

しょう。モれを哲梨として輸入したのは磯簡さん。それ以前はメタ寸OJズムの時

代ですから.優鵠さん11それをひっくり返したい、戰後モダニズムとその葉盲で

あるメタポリズムをひっくわ返したいと考えていたはずです。そこで「空伺へ」を

書いて、それから「建攘の解体」是書いて、ポストモダニズムとか、マニェリスム

とかいろいろ書きつつ、モダニズムの解体を進め力.

解体しようとするエネルギーと切れ味の良さはすごかったけれ七、それ自体

が今璞け目的化して、商梨的な童味合いに鯛訳され、行政的な章味合いの中

で利用され、左れの果てみたいに左0てぃった.ということですね。怒爵のパプ

ル経済の中て●'の髄までしゃぷられて、徹底的に消喪された,という印象を持っ

ています.

^

4《6《 4ι《府、6
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建築と都市
^20船年に峻工した「六本木ヒルズ」につぃて改めてお闘きしま式前に、「六

本木ヒルズは好きではないが、導稔さんの先見性には敬章を払わなければな

らない」とおっし中っていました{51ページ多問}.六本*ヒルズの章姜にっいて

11と'のように.

畿り返Lますが、好きではをいですよ1艾」。でも、轟さんのやろうとしたこととか.

森ビルのプログラムば認めざるを独ないところはある。つまり.超膓暦の而酌

刷発という、今にっながる都市再剛発の事塞酌プログラムをっく。力というこ

とです。

今の郷市再生はとれも.森ビπ心)プロトタイプを踏襲Lてぃる。六本木ヒルズは、

いい章味でも感い章味でもち中んと評価しなきゃいし,ないのかなと恩います。

^バプ」しのころの地上げの再開発と具体的にどぅいう点力瞳いますか.

パプ」レのとき仕札来でほっぺたをひウぱたいて地上ιナLてぃくみ力いな墨じだう

たじゃないですか.樺ピルは、「私たち仕まじめに街をこうぃうふうにするから、

みん左土地を提供してくれ」という話の持うていき方です.全部じゃをい力屯し

れないけと割とそういうやり方をとってぃると思う人て→・。

だ分、ら章夕1とまじめを幽発ですよ。都内の大きな鳳発は、都の景観審議会

の委員として見ていま,けど、森ビルはほ分ψ)大手デベロプパーよりも時代に対

してセンサーが鋭いと慰う。老舗は殿様商売のところも多いですから。

PAR,才口冨デリイン

超高局は「周りの環境」が勝負

開闇§置昔竜闇R屋暫曹口

^六本*ヒJレズは霊築空問としてどのようにこ覧になってぃますか.そもそも内

諏さんが良しとする超高府ピJUネあるんでしょうか(鋤.

立いです。超高屠はおしなべて嫌いで,(笑)。

,1-
'■^

こ丁
':」;.

^先ほど拘田スカイビルについて話っていただきましたが、拐田にもご自身で

票は入れていないですね.

御Π1スカイビル1ユかむりいい力'だけと、艶じて11本の超高抽は小途小招だと忠

う0 武樺とか将港に行くと、趙,拓川とい0力ら丸の内の2俳ぐらいのやっが,1ι

気で立0ているじゃむいです"、。それに比べれぱⅡ本で超高胴と呼んでぃる

のは、闘斜ビルか小脂ビルくらい。廟さで世界と鑢えないのなら.それが処っこ

とによ0て、飼りにどういう環境をっくれるかというところが勗負だと患うけれと、

そういう窓眛においてど九も力不jιだと思う,

^

4,.

臣名章

戸

■◎ΩΩークnnR

1熱席r才Ⅱ暁,"イン

^

^中高唐のオフィスビπ'=?

古いですけ七.「パしスサイドビル」096ι,年Hユいいで,よ、やっぱり。才フィス

ライフの新しい時代をっくろうという心迄気と、ディテールの儁璞と。でも,あ

れを設計したH建設計も、今は山のようにプロジェクトがあるから.麹島削を

設針,るとい0たって,そういう挑興的な気1キちで醗んでぃるようには児え

ませんね。

モれと心配なのは、これから超"肋が選別の時代に人うて、勝ち負けがはう

きりしてきたときのこと。ものにようては嵯虚化するか孃さなきゃいけないというこ

とになる仕ず.だとしたら超闘弱なんて壌しゃすさを重祝してっくるべきだとも忠

いまt。今まではあま:】そういうことを寺えてやってぃないよね.ワッと翅ち1・.け

て、いらなくなったら、それを焼4+:して、別のところに建てる。これからの超高舸

の計画はそういら必え力でやるぺきだと忠います。

」"

X

臣

六'本ヒιズι鄭1卑」のt,中き牡円ヨ.右典の畠鹿斜け住t捷1,m・.帖01

金沢21は「公共迷築のコンビニ化」

11'.

^次は2004年峻工の「金沢21世記美術館」です.これは14票を集めて.総合

2位でした.面白LⅥ)は、遵んだ方の蓋醒点がばらばらなんですよね.

へえ、七んなふうに.

ρA所ユ閤ミデーイン

H&deM が本気を出し大・「プラダ」

^竿屋の在り方とか.ランドスケープとの闘係性とか・・・・・.内重さんも系を入れ

ていますが、どういう点を評価されましたか.

妹禽さんに怨られないといいんだけと{笑}、侠は.「これはコンビニだ」と恕った

んです。コンビニが人を染めるように獎術舶が人を染める。せんだいメディフテー

クも若干そういうところがありますけと.

^次は4累を竪窃した「プラダブティック晋山店」^制です.商業施設では、

これが呈も票を集めました.行かれたことありますか.

南りますよ0 中には入ったことはありませんが。資い物はし左いのでι笑)。

あの建物はへルツ゛ーク&ド・ムーロン州&山M)が本気でやった腿がありますね'

朗闇ヨ髭芽菟闇f二曹智口

^確劍こ、外国人が日本で設計した建物のな力、でネ本気度がすごいで枇

そιιて→〒さん師価するんじ中をい分、を。ヴ'ーリズと"、、コンドルとか、ライトとか

を別にすると.ここまで俳凌のあるもの0てあまり左いと恕う。

^それ以勧の蔓術館と具体的にと'こが遁う力嶋、コンピニなんですか.

しつは、強要されない。物を11わ女いで川てもし、し、。それから、ほとんどのこと

がそこで満足さ1ιる。すL肌の,しは食べられ左いし,ワレンチも食ぺられ立

い。それでも、ほとんとの用は足わる。それまでの多くの公共建築が、重待Lくとっ

しり栴えて、「ぞうだ」という睡じだうたのに対して、その真逆のものを提示し力と

思うんてすよ。

文化のコンビニエンスストアとしての美術郁はどうあるぺきかという闇いに,と

てもよく応えている。

4

^建集の寅として1此'のようご寛になりますか.

Im白いパビリオンだよね。あの荊農は日本じ中左いと出せないかもしれない。で

も.それはしょせんパビリオン.而白くてやがて匙しきというか。古びてぃく姿か

恕1象つ".ない。

^常にぴかびかであってほしい.

そう.で古.それ仕商築ビルだからーつの宿命でしょう。表参道にどんとんでき

ている中途半端なビルι二比べたら、やっ{罰あれ仕存在鵬がありま,よ。

^空問がどうこうというよりも、プログラム的なところですか.

そうですね。だけと、モれを建第に持ち込力ためには.ものすごくぃろいろなス

タディーや勢力"Cあったと思う。あまり人を飽分『主るようなこともなく、「みん女入っ

てきてねー」、みたいな惑じにたとりつくまで。

凾"、'、4、

鯛闇三に罷闇E監暫闇口

う」一ーーーー
^'」.

^本当{二みんな吸い込まれるように入っていきますよね.

大成功だったんじゃ左いですかね。

4、4、'、女,

凡1^

.6

」1

^そうして美術館とか文化がコンビニ化しτいくことには危険性モ●るぞ、という

ことですか.

う一人,.と'うだろう・ー・・。

あれだけ人"'来ているんだから良か0丈:んでしょらね。だけど.それだけでぃ

いかという1町い掛けはや0ι゛)あ0む力'分'いい.つまり.円1常に深い精神牲み

たいなものを剛い掛ける7ート、それ1よ斉秦だったり、徒術だったりて,・が、そう

したものが匙かれるぺき雀例というのも別にあってもいいんじゃないか女。でも

それは金沢2】砥紀美術倣の巾にある名嬰けないと思うんて司・よ.それはまた

別のところでやれぱいい。

」1-

プヲ,'プ,'ぢ,害"1店t即」卑.壮ι, A",ー,.,・ι一0-."',1:●Ⅸln'貞・含包寓1

゛暑

^

';

1◎◎◎ークnnn

.1^^

^20妾,ザイン

ιノ

●=1

^内募さんも芙術茸を数多く設計されていますが.金沢21世紀夷術蝕の前後で

何か電識が変わったりしましたか.「わ^を行く」てすか.

妹島さん分f金沢をやっているときに、侯は副桜(尚按凱空術文化七ンター)をやって

いたんですよ,真逆なんて,ね。

^^

サ'上,41!之1、' ヤ・

,ε'

」1"

^軽くはなむ、ですね.

全く(笑)。変わ0たことといえば、「重い」のもいいことだ,と私白身"て再詔識した

ことでしょうか。
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建築の境界・極限
^ここから平成後半ιこ入ります.2007年鑁工の「ふじようちえん」に3梨入りまし

た.ふじようちぇ五は分かりますか

分かりますよ。りング状にを0ている幼供剛でし上う.設,計仕乎塚さん

^はい.手塚受晒さ五と手塚由比さんの手埠建築粥究所1こよる詮計です

あれは分かりゃすい形をしているよね。だから票が入るんでしょう

今は幼雄圖や保青園がいろいろできてぃるけと、そうぃう小でーつのプロトタ

イプをつくったという意味で許価できる。シンプルだけと、子ともだましではを

^幼穩圃でも隠契」に成'胴ると.

成り郡る0そ九まで成り得ていな分一力のは.あまり牢気で取り叙んだ人がいを

カーたから力、しれな

それにしても、この愈物の分かりゃすさ仕、本斯にこの幼椎剛の出柔に貴献

してるよオ、

KAIT工厨には「大人が捨てた純粋さ」

,ノ『

^分かりゃすさが重要だというのは.次の「神奈川工科大学 KAΠ工房」にも

言えるのではないかと.石上純也さんの訟計で2008年に峻工したものです,

6票入りました、

これは、実物を見てはいないのです力t、1i.上純也という人は朴価してぃます。

P'件「之習,』デザイン

...

'.じよ弓ち'人t牝.払

^

^そうなんですか.

彼はユ010年に毎Hデ井イン貧をもらうてぃるんだけと(交貴塞粒仕「・一述のギキラ

リー展示・唆例縞皮に対Lて」)、強く推Lたのは、私で1'4笑)。

彼けうちのヨ1務所でバイトをしていたことがあるらしい。莅に左って本人に矧

きました。バイトをしていたことが島るんですよ、と。

辱oi.ー

';1

割轟

^えっ、そうなんですか.

や1)たいですよι箕」。所内でもよく「ノンディテール」0て'1つてぃる。

IN1ヒ"V1に闇V口

如巨●

浸

^石上さんは学生跨代SAI゛AAでもアルバイトをしτいて、侵秀なので、その生

ま入所したとか'

そう。うちに仕佐の能力を見雛く肌ノ」がなかうた(笑)。

、

、J^
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2009-2019

N藝

1

「今回の企画で一番最初に頭に謬かんだ」と

内藤氏が吾'うのが、「豊島美術館」(2010'円だ。

1 、、.

ψ

旦本人がこれまで追ってきた建築を嚇生的建築」と位霞付けたうぇて

IN

气

N

豊島美術館の魅力を「原初約な体験」にあると見る。

^.

^それはさτおき、石上さんのどんな'点を評優してぃるのですか.

建策を先鋭的に迅い砧めていく芥丁功r2人いて.村111してぃます。1人は肱村加

筆さ人局彼は論理的に突き鯖めていこうとしてぃる感じ。もう1人力qi1さんでオ。

Ii11さんけ憲村さんと仕途う方向で、知隣をH揣そうと常に挑んでぃる。例

えぱ、ベネチフ・ピエンナーレで金獅子貴を1段った孑i1キんの展示「哉気のよう

女建築」0010"・)はすご力一た。あぁいう志向は、翅築の純粋な部分を兄よう

としていて.とてもシンパシーがある。

何か大人たちが捨てちゃっ力ものを響易には拾てられない子ともたちのよう

なーー・・。そういう感じ力'します。

一方で、弥生的建築を支えてきた技術の革新こそが、

、、、

゛MI0埋ぺネ

を立圭tL北lil.桃&1モ

む綿筈」."""呈

し心

2010年"】b61ー''

府覗."導式めあ

ろこ上6 ^

]一"■^

J"ユ.ーーC」、

建築を前に挑し進めるとも言う。

^

ノ

〆

「原始的」な建築

^章外です.

臼指してもなかなかできないんだよね。や0ι卸〕やっているうちに制璞が上が。

ちゃう。それが馴馴。

雫00◎一onn兵

1グ

^之口芋デザイン

^

ン,ーレで堤.

,レー

仕断虹のι趾蛤

ユ

^では、平成呈後の伯年問に入ります.10年区切りでお銛しいただいています

が、3禦以上入った建笑が10仲一8件一3件と少なくなってい富す.

紀皆に残る廼纂が少なくな0ているのか、時代が近いもの捻机対化Lて評価し

にくいの分、ー・・・・。

^

"門の輩野イ令

1!誕父のとむ

支特"で爵

ケレ 師帥゛ら融畔口侘

三6を匹作昂を見"無

^●、と^^

^なる1孝ど.

KA!T工房けまだ見ていないけれと'.あれもある種の極限でしょうね。栴造股

計ほ誰だ01"

の

^後者であることを風いたいですわ.この10年で最も票を痘得したのは、西沢
T L 含

立衛さんが設計した「盛島葵術館」ι2010制でし売.粟數は6票で、内謹さん

も票を投じていますね.

これけいいよわ。素直にいいと思0力。「」{ι成の10大建彼を逸ぺ」と暫われて.

一番最籾に断に存かんだのはこれです。

実は、若工する前からこのプロジェクトのことは知ってぃて、俵越だけと西沢

さんに「これ仕すごくいいから、乾坤一庭で頑彊れ」と営0てぃましたt美】。

● 1 、

劇

也氏

●、N

^4価豪孝さんです.

列牲も而内いけれと、令イ'のっくり力'の先想がい、、。妾するに."1綻ノJを爪し

でかけておいて、址後にモれを解放して安定Lた商の儒匙体をっくってぃる、

あの考え方は、なるほとと思0た。

岸皿代井斯前
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「丙血

^先ほど話に出たべネチア・ビエンナーレの鼠示と伺樺に吏京都親代美術館

で2007年に儀示されナこ「四角Lゞ、うせん」も衝撃的でした.^的な「建築」

のイメージを超越しています.

吹き抜けにほわんとi?い力やっね。別に令負が建築をやらなくてもいぃんだか

ら、あぁいうノj向で、迷笶家としてでなく、表現名として極曝左"擶すというのも
あるかもしれないね.

.:

」、弓

^^^^

^着工前からそんなに期待価が高かったんですか.

えぇ。これまではSANAA(妹局和世氏と●沢辺衛氏のユニプト)という形が多くて、

七こからどこまて●ι被むのかよく分分、らな"ーたけれとこれは西沢さんが個人

として設計するものだから、「とに"、く瀬袈れ」と言ったんです。

出来上がったものを見て.あの内郎空問はや0ばりいいと思った。内臣礼さ

ん17ーティスト)のインスタレーシヨンもすごく良"ーた。あの7ートと、空問と、あの

:P^『ユE舟デサイン
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^フエイルセーフを垂机する内藤さんが.アーティスティックな石上さんを評価し

TL喝のはちょっと章外でした.

すごく鮮価していますよ。石上さんはとうしているのかな,大丈夫か女。宇宙人み

たいな人だから(知。そろモろ決定豹永ものをっくってほしいと思らんて司πナど12。
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^なるほど.その駆じ1ネよく分かります.

場所とが非常に郷き合っている。ああ、こういうことむのかとよく分"ーた.久.

にいいと閑1つた建築ですね。

^ー'

戈保'1:の代力りに 1'を睿うて、その N:鉄坊を梨1んでコンクリートを減し込むと

いう施'r力仙もすごく椋始的て唯'よね。都会の人力ちが忘れていたようをもの

あるいは散嵜鱸的なものから一得進いもの。そこに感動するんじゃないかな。

見に村うたのが完成識後ではなく206年、「3.1K堪Ⅱ本火式突Ⅱの後だう

たんです。それで余計に軒いた。内簾礼きんのあのインスタレーション、水摘が

西

,

0^

^^^^

ノンディテーノレの聲さ

宏二」、
●ゴ、」

びうぴ0と動くのを眺めていたら、何か涙が小てきた。

^あれもなかなか言語化するのが陵しい空問の良さだと思うのですが.内藤さん

なりにそこを倉実にしていただけますか.

原姑的な感じがするよね。侵たち仕所詮.弥小文化の粂威なわけ・て・すよ.物

ヨ'の耕哩を上げて.き0ちり細み上げて・・ー・とかくそういうのが好きですよね。

そうではない非常に原始的な建築の在"方という分、・・・・・。あの建物仕、弥生

的な日常の暮らしにはない原初的む体験を思い出させてくれる。

●丘、4、4弔

^敷岳足的なもの力場最も遷いというのは碇かにそうですね.ディテールとか

何もない。ノンディテール。たぷん、あのつくり方で仕あれ以上、粘崖を上げるこ

ま材の取り合しqごか、何もないで宇ね.

と仕でき左い。でも、あれに手を加えたらつまらをくなると忽う。

4、4、ι、4司

あんなつぶhたシ幻レ儒込、大変て→'よ。普通けああはしない。シェルだ0ナ

ら、耆迎、もう少しライズを取0てコンクリートを趨くしょうとする。摘造重視の艶

笑家だったら、キャンデラみたいに臥さ4Cmのコンクリートシェルとか合理性を

迅求するところだけと急島はそもそも非e犀だよね。あんなにつぷれてぃるん

だから.つくることの合理性を迫求することも,もL分、したら弥中的な思考なの

"屯しれない.あの建物はそういうことから剛絶している。
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昌τ小の0島美舌乱支偲τのRM仁tを婁"て.その上に健笛是組んでヨンケ,」ートを珪L込Uι.飽工け塵島佃・゛
畏偶.嘘CI

'与翻:J.ヨ1」モ.1,」'ι'.'「門立'1,り5 r..帖島牝

上ιもにSANAAa q.り,'1!. Aヨι邑費'住牙

ニ't'"0借a" 2010卯.紘月卯糧氏上と

岡接的には,さウき冨した王i.1純也さんも影辱を史・',・てぃるんじゃ左いかな。
,..:■"

夾雑物を敬り歌いたときに、建築の先に何が見えるかというのは、西沢さんの

春鳥ともつな"'0ている気がする。

!ニ,」ツカーfT皇ltミ;,1n 丘昇{Tf】

^、ト
゛τミ

^内巨さんが目指されているのは、モれとは違うべクトjレの理築だという理解で

よいですか.

いや、ああいうのをやってみたいて弓"ノンディテールの建物。
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^

^過去にノンディテールを実親できたものはあり生すか.濁の博物飽の収蔵

座とか?

島れもディテールの建築だよし、例えば、師屍の吉阪{隆ιnさんが設計した「大

学七ミナーハウス」の本飢みたいなもの。ああいうディテールがほとんと力いよう

な強さというものが、建築の大堺な価包としてあると恕う。裂も、ここまで米た以

し、N指すべきけ罰そこかなと思0てぃるんて司'が、

^

N寺

時代か求める手法

^今後、デジタルファブリケーションや3Dプ1Jンター的ナ'つくり方が進化すると、

そうしたノンディテールの建葵にトライしやすくなりまで力?

いや.むしろやりにくくなるんでしょう1、デジタルそのものが制壇の牽物ですか

ら.そこから七れだけ逸脱できるかが建築のこ九からの挑戰になるでしょう。モ

れを目指Lたい。

^次は陳京駅丸の内駅含復匝」恢舎け2012年に工可完了)です.5禦入りました.

選択肢方式で{捻いのに、東京駅に5票も入るのは童外でした.

時代が求める要鞭がいろいろ企忽入0てぃるので、逸んでおかなきゃと、みん

な饗紡的に思ったんじゃないかむ1焚)。

や01駒首都の中心の建物ですしね、容駈杉佐によって厩存翅物を保存し

て、免震にして、3踏を復元して・ー・・.最後にでき力駅前広場は、士木の要素

も入ってくるし。

!^塁」主異デザイン

j叫

^このプロジエクトには内藤さんも闘わっτし、るんですか'

傑存白体には関わっていませんが、駅前広場にけ深く関わってぃまt。

駅荊広場は、金体の委風会の座長が錘庫修さんで、俣がワーキングの岐

長をや1】ました0 東大の会鰻室を使って散力月に1回、jR東日本、メトロ、東野

膨、下代田区、尋菱地所の人むと40-50人が架まウて話L合う場を設けまし

た0 それを5介:くらいやウたか立。そのあとデ"インの飼整役をやうて、釡蒜で

】0年余り0それで、ようやくあの広場ができたんて司'。出来上がうてみれぱ、何

もなくてスツキリ見えるけとものすごく手閻のか力→た広場です、
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唯一やり残したのはキャノピー

『こ

Y

^保存・復元についτ1北う思われますか.

正破に把掘Lているわけでけないけれど、まず、「似イiしなければ」という鈴ぷ

博Zさん{迷築史家.19"-201'年」の大きい存衣力tあっむ。そして、それが現

実に可能になっ力のけ,たぷん伊藝設さんが委貝長の「街づくり検討委員会」

で、「容斯存転」という流れができてからだと思います。保存・復元Lて本当に良

力』コた0あれがなければ、丸の内なんて金のか力、た瞥通の超高府街匙にし

'京駅貞の内駿台と駁前止燭'駅血雌劉ln卑に夜匝 1:*'憐了,":場417郁口11{:島腺1りn,11Ⅱコン=1.,"21

かならな分一た。

火饗空味のあるプロジェクトだと思いますが.唯一やり残したと思うはキャノ

ピーで"iユ、禽む火きいキャノビーが付いていますが、あれは、駅舎の保存委

H会と広場の委凱会とが切れてぃたからて唯',何かの崇料でこのキャノピーの

桧が出てきたとき、1ι;場の委R会としては受け人れられ左いと両ったら、これは

似存の委ル1会の控当だと含われた。それで、「飴木さん、知0てぃ立すか」と

側いたら、此末さんは「いや、知11)ません」と角う。そうぃう魚則であのキャノビー

はできちゃうたんですよね。,旦念て写'。

^
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^超高民はさておき、内辰さんが脚十する「苦通の才フィスピル」1北'んなものに

なるのか見てみたいです.

オフィスビルの案ほいくっかあったんだけどね。スーパープロプクで多筋階免震
とか.そんむのを挫案するから実現しなし、。

^昔の写真にもキャノピーは付いていますよ1ヨ.

令く違うデザインです。JRには、次の改俸の徒会があれば、あれをや力i"した

カ'がいいと'い殿してあηます,

その庄ま残せばいいという,訴ではないと思います:.送よは.jスペクト,べきだけ

ど、あくまでもそれは「現在と米来仁膨し气、いる」という心識"4人切だと忠0て

、、ま1'

^もっと「普通」のものでもー・・・・俣).

もちろんできるので、誰か輕んでほしいね。

^「保存」の大きな話として日本の近代建鉦とか古いものの再生正例のデザイ

ンを、内熊さんはどうご覧になっていますか.白本の保存は、係形を守ること

にこだわり過ぎてし、るようにも思うのですが.

ケース・バイ・ケースだよね。,臭した方分Cいいものと、残さなくてもいいようなものが

あるから。その境界のグレーゾーンが結栴広いので、継Lい。何でもかんでも、

^nn一らn弔◎

^才^,サイン
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超高飼を改めて問う「赤プリ解体」

.J-

^築融は1票ですが、「赤坂プリンスホテルの票体」(2013刷をアラップの金田

充弘さんが劃ナていτ.なる1ぎと'と忽いました.保存と対極にある「壊す技術」

ということで、Zれについても考えを闘かせていただι沫すか.

泳,】解体は、下からだるま落としみたいに壊して、ーカやっですか。

●差牲拶4戚.,
.'14'証」F^」_^▲.ニ^

^それは鹿島のカツトアンドダウンエニ生住0備年に鹿旦旧本牡ビルを解佳)で、赤フリ

の解体は大霞建設です.母上陪のやや下に煎髭のようなカバーを付けて、上

から場していく「テコレップシステム」という工:生です.どちらもだんたん背が

低くなって、いつの問にかなくなってし喝という理燭でした

確力耳こ、超高而の解体というのは1つの新しいテリトリーとしてあると思う。技術

も磨くぺきでしょう。

でも、先1ヨと屯話したけど、建摂家が考えるぺきは、むしろ、蝦しやすぃつくり

方の提案.壊すことなんて想定していな力一た超商府を、今は大寝な筈労をし

て壊している。H建設計なんかは、あれだけ超為胴を般計Lてぃるんだから、

これからは壊Lやtい超高冠を提案すべきだわ。
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ROKR含弥生型匙築の雄前綜

J{

^

^

1糧亘;j凱に、Z;↓A、

^現代のオフィス空問というZとで.次は「ROK1グローバ」レイノベーションセン

ター」です.これが平成30年問のブロジエクトを振り返る是後になり衰す.小

堀哲失さんの設針で2013年に浜栓市に盤工しました.小塩さんのこと1含、ご

存じですか.

実は彼も、うちでバイトをしていたf知,牧野富太郎紀念館の梗察をつくってぃ

たらしいです。でも、久米設計に入牡した。

P^TユⅡ丈デリイン
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グ,ン1,jンユ*,島赤型叩●叫,■ンエ●"1の鮒件丁水め耀:イ..堺件に捻大旋建赴,闇宛Lナ゛「,コレ,プ
D工手ι」を捻則 N ヒ冥101外糾に勗盧,ιネ'むとを段η1,1,て、単宮中葛じ'皇砧"むがら罰件L':ι,;n.1'

^

官,

^内尋さんはそんな超高眉を設計しないのですか.

誰も斬みに来ないから(笑)。

いくっか委員会の委賃をやっているので、森ビルも三笠地所も三井不動産

も、都内の大規襖圓発の企画や換璽ほほとんと見せられるんだけと、餓も段

計を頼みには来左い。廸築家と思われていないんだろうね(拠】。而倒くさい委

員会の先生と思われている。

吋Y-"●,゛」γ

区

^バイト経駿を通して、すごし、人材を育てていますね.

でも,みんな見過ごしている。スタフフとして採用できてい左い。見るUがない

メ,だね。
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^J」峨さん{才、先1ぎど睡のあったレンゾ・ヒフノに近いかもしれませんが.熱環境

とか照明エネルギーとか、環境シミュレーションの結累をデザインに落とし込

んでいくタイプの建築家です.日本でもようやくこういう人が出始めたかという

感慨があります.

彼は超まじめ。だから弥4梨t知。さっき裂儕身け肌始的左ものに引か丸ると

いら断をしましたが、もちろん、弥生劉建築家も必饗だと戀います.こうぃう尖り

た弥生泰趣築尿がもうと力くさん川てくるべきだと恐う。

ROKU'性能的にもいいし,挑礎的でもある。できた後も性能を検証し左が

ら設針を続けるというのは火変だと巴いま゛。粧左りのりスクを凪"ながらや0て

いるんでしょう。

N1α"イノベーシ旦ン七ン,一ι罰"¥.ニコ 4"竹血担塁ユ,,ル冒1の外四{,'此純工」

」叫、

゛
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列M、ロー列、゛◎

'^き11冥亨ザイン

」1ι

^確訓こ必ず「結果がどぅなのか」を伺われる^圭つらいだろうと思いま寺ね.

挑融し綬けてほしいて→,、でも、ぐるうとガラスで後ったROK1と、その後、徳

非↓こできたオフィスビルtNICCAイノベーシ.ン七ンター.2017":}と仕かなり途うよね。

福非のオフィスは.分、なわ火人の建物になうていま,tユ.や0ぱりROK1のよ

うなワンルームの火空剖ばかりはつく1)続けられないから。

でも、そうをると釧織談計郡郵所と何が迫うの.みたいなところはある、凱

巌霞針那務所がやるものをちょっと小ぎれいにしただけ0)ものだうたらっまらな

い.や0ば打最終的に仕、小堀さんにしかうくれない空卯をうくれてぃるかとい

うところに織繁するのかな。

!、、

^碇かに、シミユレーシヨンι'組緬設計事務所やセネコン設計部の方がむしろや

りゃすい軍境かもしt味せん.

西沢さんや石上さんの挑職とは違う挑戰のやり方が小堀さんのIPにほあると恕

う。そこをどうマネジメントしていくのか。小喪久米設計みたいにをってもしょうが

ない。イノベーティプな、島あいうチ十レンジを縦ける中で、エフコンディションの譲

度と同時に空岡の濃度が高まる乱、うか.技斯と空糊が一体化するような状況

がつくれるのか。それを見てみたいてす12。
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30年の進化、この先
^芋成30年問のエポツクとなる27件のプロジェクトにっいて話をうかがい生し

た.30年の問に日本の塗築のデザインは、どう変わったか、どう進化したのか.
それらを見返しτみた印亀を佃かせτいただけますか.

起しいなあ、本拷に逕化したのかな ,

この30郵け、指標が見えない時代だ0たんだろうと忠うんです。戰争て暁け

野原にな0て社会制j空右変わり、何"、ら何庄で全部が亥わ。てし立った後に何

かを生み川していくときの50年代、60郵代。そして、イ」か左力ψ)イデ才ロギッシュ

む時代.高庚軽済成長があって、オイルショフウが南って、バプルで有頂天に六

り.その後ですよね0齢体され尽くした価仙般の小でみんなが極索してぃる
抑年だったような気"'しま,。

ただ、決して「失われた30郁」ではをくて、その汰のパラダイムをみんなが捺

していた0モう懲いたい。1つの力、向じゃをくて、みんをが這う力'向で探Lてぃた。

ある人はエコロジーを血KL、ある人は備造のノjを仙Kし.ある人は木迭みたい

女ものに行くし、ある人は都市的文脈で見っけようとした.汰の時代の按拠、南

るいは脊分がものをっくっていくうぇでの授拠を探Lた。特にこの10年は、そう

いう製紫が強いんじゃむいか左。そ九は決して無騒ではなく、司指す方向性仕
見えてきていると纒う。

、こ^

^目指す方向性の指針とすべきものはありますか.

前にも話したけれど、裂は建築の方向性を考えるときに,「文化はあてになら

ない」と思っています。文化はコロコロ変わってぃく.変わらないのは技術遣

北てイ0この30年で哲うと、情報化牡会の逆化というのは不可逝的ですよね。

今からもう携帝侃話なしで襲らしましとうとか、インターネット女しで暮らしましと

う立んて詮も考えない。そういうものが仲ぴてくる中で、社会に受け入九られる

建築力そち矮わ0てき力のかということなのかむ。

キーワードで哲えぱ、ダイパーシティー(多様性)でしょう,それは岡述い右、い。

でも、それって、何も呑0ていないのに等しいかな(笑)。

鮎水妓術の笊斬ガ他築を亥える

^惰紹化以外て●、需材とか工法とか.こ,しからの建毎を変え揚る技術があると

忌いますが、何か期待する鎚術ι=ありますか.

むんだろう.助水てイ分、ね"

! P貞貞r2究棧デザイン

!Ⅱ

^防水.内露さんらしい、シプいところですね侮}.

いや、建纂家は.ず0と悔立きれているでしとう。

^どういう防水ができナこら、いいものなんですか.

この防水を仙ったら、特別なことをしむくても100年傑証Lます、みたいなものが

できれぱ、建纂1土ある樋の自由を疾僻できる。ふざけてぃるbιkはなく、それ

は火きいですよ。建築が雨から解放されナこら、劇伯に後bるでしょう.

^内鼻さんは、あれだけきっちりしたディテールをやっτいτも.そんなに雨渇り

が心配なのτすか.

それは心記ですよ0 大きな台風が来ると.うちのスタッワはそれぞれ担当Lt:と

ころに雛話しています。

gN n 仁腕VE置WV ι

たものも少なくないようです.例えば、内匪さんの師である葡竹澗鍛さんが設

計した「都城市民会蛇」(19舶年蝮工)もそうですね.でも、そうぃう趣築は▲

は許されないと.

あの頃のH本と今と仕、技術力仏K趣いまtからιル何もないところに建ち上が

るものの在り力として.あの建物けやうぱ1)tさ生じ".つた。すべてが新しい挑
殿でしたから。そうなると、確かに十11能lmで1:1j瑚も起きるよね.

^先ほど「辰蛤的」という話がありましたが、性能の担保なしにそうぃうものに

チャレンジしてはだめたと.

もちろんです0もうスクラフプ・フンド・ビルドの時代ではあわませんから。公共性の

品い建物であればあるほど、社会資本の哥Mの投割を果たしてぃかをいと。

ただ、公共の施設と民師の族設は全然違う役割があるようむ気がします.商

業凪設の中には、斯帥代謝をすることで苛「業を縦蒜してぃくものもある。モこで

しかできむい盤築的チャレンジもあるでしょう。

そ,比公共の範設は別です。技術的な纏付けをちゃんとして、繕命の長い建

物が吉;製されていかないと,11本はとん七ん不幸にな0てぃきますから。

「顔始的なもの」をあえて「縄文的むもの」、と対うて.「弥屯1内なもの」と扣対
北Lてもいい分屯しれません、

長いWこのι司の雁史や制唆をっくη.U,てきた「弥先的なもの」は、火は寳

水'釜鞭やバーチ十ルな批界にとてもむじみがし、い。だからこの先ももうといくん

でしとう.でも、そんむ礼会が急散に広がうていくにっれて、「肌き忘れた身体」

がとこかで後権するはず。それは「弥牛酌左鬼の」の外゛予の刷かないところに

あります0建纂はそれをすくい堰らなけれぱならない。それこそが建築の主奧

場であるべきだと忽っています。

^1貼0年代、60年代の名建築といわれるものを取材すると、雨湖りがひどかっ

A峠U"爺.ヒU@、U腕髭◎11U
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ず

平或30年間の出来事と建築デザインにっいて、

し

計10時岡以上、内藤氏に語ってもらった。

最後に、30年問の縫括と、「ポスト平成」の建築炉にっいて聞いナ

内藤氏は「平成の30 問に建築界力

達成できたことは何もない」と言いつっも、

「この30 問の騒がしさは無駄ではなかった」と続ける

ものづくりの変革
^艮後に平成の30年閤を振り返って、逸成できたことや額み残した課包を探り

たいと思います.早庄鏡期には震災復興や五軸需宴で.琳旦現坦の人手不足

人材不足が顕啓になIJました現堤の技術力は露ちていると思いますか.

トータルとして見ると、明らかに落ちて、、立す。頑張ってぃる人たちもい庄すけれピ。

80年代にイヴフン・イリイチ{才ーストリフの牡会評譜ま}分て「シ十ドーワーク」という

肯楽を使いました0 例えば.Aという主婦は、部段の隅々まで掃除をしをいと

気が済まないOBという主掘は、まあ、そこそこ気にならない程廐に掘除をす

る0 この差は,いかなる経済的を指撤にも乗らなし、。この差をシャドーワークと

呼びたい,というわけです。

凧4まできれいにし左いと気力f済まないというのは文化のことです。文化は

艦済指操には乗らない。むしろ無駄なわけですから,凝済行島とは迎のべク

トルの含みです0この弁で言えば,残念をがら匙築におけるシ十ドーワークは

かなり目誠りしてきています。

4N1唇肺VE匠VV酋

゛

仕事のプライドが評価さんな、、時代

以荊から状況はさして変わっ力わけではあ!)ませんが、なぜそうぃう人力ちが

いたかというと、意地やプライドでやうてぃた力けです。全に捻立らないけれど、

縮捻こう寺える、と.そこほ意地とプライドの世界です。

メディフも含めて社会がもっとそれを舒価Lなくてはいけないはずだ。たの

に、あまり評価してこなかった.対価も払うてこなかうた。そうすると、だんだ

ん誠っていきますよね。

理人の息子たちは、親父のやうてぃる仕出を見て、章地でやってぃるのは

分かるけと、もらからないし、つらいし.世の中的にもカウコ甍いし、自分はや

めておこう、みたいにをるわけです。そうすると.例えば工乗高校を卒案し力

十たちが何になηたいかというと、職人になりたいのでは左くて現場監悟にを

:)たい、と考えるようになる。ホワイトカラーになりた"1る人ですね、ほ!ヨ全員が。

そうし力らいい職人がいなくな"ますよね。

とぴ段人にしても向じことです。姜するに、イN"に対する向き介いノjや惑覚が

邑くな0え:ということでしょうね。

本当は、そういうものが■ミ少するのを食い止めむくてはいけません。でも.

それは粋許にはカウントされ左いので、・一生懸命やILぱやるほともうからない

ことになります。今のこの国は軽許小'、で動いてぃるから、そうぃうものに対し

て、あむたはモノにこだわっているので賃企を2割増しで払いましょう、という

話には粧対にをらないはずです。

^廷設現埼のシャドーワークとはどのような部分でしょうか.

建築にっいてはあらゆる而にっいて宮えると思い立す.これは比硫ですが、例

えぱ火工さんは、旧の仕水が熱bうたときに自分の仕辨坦を徹底的にきれ

いにして,岳ろ人と、そのままにして帰る人がし、ます。微底的にきれいにして邪る

人がすごく少をくな0力、ということは舌えるでしとう。それは左官製人にしても、

1:』, 1' 1工印^丘凹Φ史R切^に

建霞髮就業者認敷の推珍

^いつごろ力場そういう価価観を持つ人が滅ってきたのでしょうか.

バプル立で仕ぎりぎり井ちこたえていたんでしょう。その後、景気も落ちたりして

仕引が激誠して、良い仕排の意味や意襲が分かる現場所長もみんむりスト

ラされてしまいました。

そういうことが分かる現場所長というのは、軽済ベースの評価では判益宰

は低い傾向にありま,。社内でけ金でしか評価しないと女ると、島いつはもう

いいか.みたいな話になってしまいます。怠が知ってぃる素暗らしい現場所

長がパプル削撰後に何人も辞めました。それか今の状況を招いてぃるので

す0そういうことに封する社会的認雛や牡会的肝価を確立でき左かったこの

30年.と言えるかもしれません。

例えば、杭の未運問麺にしても、免震ゴム伯装にしても、ダンバー偽妾にして

も、最後のところで、それはやうてはいけをい、という倫理的な判断で止めら

れる可能性がいくつもあったはずです。部長立のか課長女のか、その下なの

^・

手酒ず、4ι1气、

^

か.什!Ⅱに1,す'る点地やプライド、その凹11.めが判いてぃれぱゼこらなかり力

仕十立'んです力{、そil"て希博にむっているから.ストンとドまで落ちてしまりた

似たようむことはこの繋界の喉る所で起こ0ているはずてす.私も現場を

やウてし.てMiいという立〔"ちが■K左・0てきてぃ立,

'

5m

U型,

'如

^どういう愉さですか.

0ι場所長は人によ0けりですが.それで毛、1作接釦を介力せるので、とんな人

か仕分"、:】ます'.け九どもサプコン、メーカー、メーカーのド舗ι,とか.4ミ端に

な北ぱなるほと、とこまで"!1に分か0ているんだろう、と,、ごく木安になり全

t 人の飢が見えにくく左、うていきますからね。

例えば.鉄鵡コンウリート0て匙築のなかではものすごく口ーテクノロジーで

すよわ"どちらかというと耐ノJf内を余劇もあるので、多少のミスかあ0ても何と

かむるような儒匙体なんですよ.欽計も一般的な捨匙体をので,まあ,そこそ

こ,ところが、ポストテンシヨンをやろうとか、少し"1立女ことをやろうと懲うと、そ

このところはよほと気を付け立いといけません,それは構迭だけて町:く設偏に

欄しても令荊そうです'

エヒ0ーウ1,"の二畏の此"仁

゛゛ず゛゛子゛゛゛ゞ゛,子子ゞ゛0゛.ゞ

延之ヱ就粟晶巳数仕1りOTかの6乳5b人をピークに肱ゆに牡じ.近偲ι1.仙註凱Xめ迂況'島り帳ぱいの北姓心が

(1を冬らむろ誠ψが豊2きlt乙.10ι1η'ば枇予毛1.1:ι域昌1.11:島E1を除い心データ!ot1 巳日7;1の,1JJ.=0 1.」1

INE尼部V§匡W弓

2Q年で
カ%減

みOU卸かけて「くb上げ大、恥人の意識

τ1"

ーー内廊さんが優れた親場所長たと思うのは、どのような人でしょうか.

像は現場所長には忠まれていて.何人も紫閉らしい人にm会うことができ

ILた,

特に1ι1位に残っているのは、海の悼物帥の収哉ι1α1りH911{埜1:】の現場所

長を易めた麗局名古足支」."の小林能史さん。烹派女人でした、

妥時、バプルだったので、ぞネコンは来京の現場のために地方まで人貿い

に走って、札東でほっぺ力をひ0ばたいて述れてくる、というような引き抜きを

やっていました。でも、小林さんが声を搗けると、島羽に一諸の凌人が架ま。

て(る人で,。小林さんにとうして一減の職人を藥められるのか棚いたら、「駐

人ウて耽柳によるけと、3"分・4Ⅱいるとほかの現場へ移うてしまうでしょう。勘

分のや0た建物の完成Lた燮を見た職人は、実はほとんどいむいんですよ,

だから私は建物が竣工し力ら.その建物の写真をプリントした貴き時針をっ

^

'勃4、司ι令

20IR年10」11:尭丘Lι:K、旧と予会社■气.Hシステ」.?シ,"ーによι免碑ダン,'一島弘水件の卯郭会砧
の住 f・:、;貞Ⅱ"T一●゛,,,Y:

,ナ」

ニ,2.1三、.・

<0て"楽芥に"しるんだ」と.

そういう粘神存」立うな";"再たいむもの"{あるから.小昇さんか、,iわれむ

み、ほかでは貿全を侃ぐら、,くれるかもしれないけと、小林さんの現埼に,fく.

とむるそれ仕ちょりと11fいタイプの郊,役衆女のかもしれないですが、今そノ、

む話はあ左り醐か立・、.ですね

そういうコンテンツか久けていると1川n寺に.月ι場レベル.メーカーレペルのD:

織が低くな0ています、モうなると、い力ゆる七一ワティーネヴトがとんどん耶K

なうて、上で飯ぶと地仰まで落ちてしまら.みたいを断になってぃるのではな

いかと忠います。廷地とプライトにかけてルめてくれる人が少なくむってぃます'

そん左むかでは、何か起こっても仕力がないてイよね。

E
:1

正の胎1サ皿・耽立蹴の也てj」の口¥!リα・"6卓珪巷a井,.舌1

◎兵雫◎一

ユヒ0-00゛の皇堂の之島に

^そういう人が滅っていくのは止められ,'かったのでしょうか.

こ,11ユメディアの貰任1知。生きがいだとか、やり"'いだとか、3今りだとかといら

のをもうと取り」.げて、カツコいいとか,みんな見てくれているんだなとか、そう

いう立世を建設案界令体でっく0ていく必饗がありました。もはや予遅れで

す。そういう人"{ほとんといなくむうて、次の100年に向けて、またゼロから叢ι

み.1.げるんでしょう'コ、

、」',

^ 100年ですか.

シキドーワーク的なものを「訂:戸叱代のhι雄」と呼んでぃます。i[戸時代の

300年でっく"上げた、いbゆる町場の職人の意識。そうぃうものを100牟く

らいかけてみんむで使い尽くしたんですよ。みんむそ九に甘えてきたんです。

あれこれ指示しなくても火.tかちゃん七U:Uをっくってく,1るとか、何も背わ

なくても左官段は"1叫らしい仕Ufをしてく九るとか。じゃあ、炊の100年に向

けて、今度は全く新しい技術でつくり上げることになるのでしょうが.や。ぱり

根っこにけそういうこだわりがないと文化としてけ減びるかもL九ない。

私が勝手に旨0ているだけですが、耗子3代ぐらいまではぎりぎb翔神とし

て伝わるんじ0ないでしょうか。じいちゃん、級父、依みたいな。だから、伝わ

るのは大体80年からぎりぎ"100年くらいだろうと思うんです。

江戸時代にっくり上げたモノに対する迎地とプライドを、建股という各済行

「
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ゐのむ".でみんをで蕗尽Lてきて、その址侵の,1:き,旦りが仙のハプルだうた

七、.らbけで,?'は、上うとら1/U6まで来て、ういにむくな:】志い::.みたいな

1ミじです,'.

ーー再びゼロからつくリ上けなければならないと,

ノ'L本的には私はそう思います'技井lnりむ"でも、ひとっとし力み,才、シードーワー

ウ的なこだb斗左・んて、・うものは小1叫やh桔のノJがあるかもしれませノーー時

1杓に.i扉外に新るのも丁・かもしれませんよ.での汰は、「やウば0そ・れでほまず

、、」と幸って、Ⅱ木独Πの技術卿発な;j、そのなかでし{'まれてくるモノに対する

こだbりがι1:ま丸てくるかもLhない.

バプルのときにほ.取り戻す可能竹かあろと恕ってぃました、今はもうゼロか

らうくわ1'.けないと処兜だ立と思0てい庄す。次のことを写える時代に来てぃる.

それまでの上ιり女い節分を杣0てぃくのがデジタル技術なのかもしれませんね.

^デジタルで征える可能性はあるんですね,

あろでしょう、削地仕実傑にゃれるか、です.均えぱ大 1:の仕11の當にしても、

心'1'f技存1にしても,それからそのほか惣業1芝術とか. Ali人 1:力1桂)七か】。T

1モノのインターネプト1でとこまでできるかというチャレンジは姑三。てぃるんだと

を!し、ます、

そ11で{,.その左かで"つてくるモノに封するこだわりみたいなものけ旦.饗

です0 それ仕.板めてbーマンなものです。かっての駐人がモノに対してこガ

わっていたのと向じようむこだb"を、才ぺレーターがモノに対して特てるかと

うかではないかという気"{しま弓'.

とうしていくのかが殻しいところですね'匙築雑誌に2-3回疲ると、火学から

諭師の'誘いがあうて、それで大学の先発になうて教えて という越火冉

化産をやっているわけでしょう.そのなかで生まれてきた人たちは,そ九がい

いと恕っています0 同じように.摘造とか殻偏とかに封Lての数育'1体もおか

しいと考えています.あの卸い時剛のなかでできるだけ教え込もらとするとイ1
方が立いのかもしれ生せんか、

トータルにつくることを教えなし,教育

MI

^どのように人材を育成していく必要があると忽われますか.

これまでの建築教宥は、幕本的には冊述0ていると忠0てぃます{知。それを

^臭体的にとういう点がまずぃと.

仞えば綱迭の誹或が南ります。Aという先生は馴楴造が専円です。すると、こ

のAという先生はコンウリートのことには触nません.もし.このAという先生が

コンウリートのことまで講黍をしたら.コンクリートを専門とする先牛からクレー

ムが来ます、コンクリート惰造は私の騨円で、それに口を出すのか、と、そうす

ると,トータルにモノをっくる、あるいはトータルに力をとう考えるのか、そうぃ

うふうにを0ていきません。それが大きな問題です。

明治以来の講座制の縦割りの力りキュラムでは、それぞれ分担して教えて

いき生す0ぱらぱらに分かれているけれど、童匠というのは.本来そうぃうもの

^
1エビ0ーグ佳宮の庄史の島功に

1舳T医興V1匠W墨

を人のためにいかに靴介するか、というところにあうたはずです.技谷1と文化

と.そういうものをトータルに敦えられればいいのです力1、そδむ「ていむい.

ある立昧,暁体してぃると感じています.

れいj・はかわいそうですよね。それがいいと恕って世の小に川て、mた世

の小は「i.1:バ11キ代の尻雄」を勉り過ぎていて所作しているし.七一ワティーネフ

トはなくな0ています.本来だったら.教耐こそ力'そういうことを教え、意'改を

ι」め.それぞ九の分野に赦0ていく十・たちに知恵と劼りを与えなくてはならな

いはずでt だけと.とうもそう女0ていない.,この何'11かは好佐;{気で,維で

も就殿しやすい状延に立0ているので、しは'らく(■、危後悲詮は逢のくはか1)

永んでし上うね.

セー

P

ノ

^次の時代に生き抜けるようになるために1=.教音から変える必婁があるので

しょうか.

どうでしょう'この圃は小から変えようと思うと、とんでもないエネルギーが製る

上ナつと恕0ているんです.実際、火学とかで.いわゆる改革しよう、変えよう

とすると、ものすごくエネルギーが必製になわます。それは役所も会社もそうで

す.ミ.HでもそうでL大:.

いつも外力によって変わ0てきた社会だと忠うんて司、.例えぱ、剛治終新で

は.外国勢力がなけれぱあんなには盛り上がらなか0たでしとう。内郎改肌

だけでやろうとしたら.みん立村をり」られて、駿を切ったりして収まったでしとう

ね、きっと。モれから奥地改革とか明治以来の大きな懸案堺項を解訣できた

遜ヲ三
'、

命'畦
J゛ハ

^平成力嚇み残した繰餌で、六きなものとしては何があると忌われますか.

法の時代、地方をとうするのかが大きを無題だと思います。復興で仕、災轡

公営住宅も一般の地域再建も.住宅がずうと並んでぃて立派左ものですよ

ね0 だけと、住む人たちの多くが高佐9者。20年後、壮大立廃虚に立ってぃく

可能性がある。

ゞ

尋、
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^

^
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ーー三論宜゛'.

あるのか、といらの却必要な議論かもしれません、

そ1、から、労働各が,ごく少むいをかで、どうやって再廷するのか.iリ処の

北方にはピういうもの力{あるのか、という思敬加綽も必斐でしょう.

'U内岨氏が難埠大示靴紐闘代.北箔学"の学雫

{:爪L武:嘉包40卦a島"t,壬火豊の,5イフントにプレ

ゼンチーシ犀ン,ろⅡめ証丁.主'1社会g牲?斜の部

宅の皐終沸:F会の胤¥.n分郵詐契しむユウールの

俺馴に1壱る.州0工:萄皿に抽゛1ろ匝mも少ι(を、.',,

゛ 1貞きι使ok?,、雫誌"会嬉0弓、60U'閥で*】

ゴずヂー

「vR」は本質論てはない

のは.弟ユ歌大礎に負けたからです.外からのノノによって会わろ,しかし、そ

の変わり力'はワιに巧みで傍くιiと旦1やかです'逆に、・1流1に'1,"、ら食えよう

と思うと、ものすごくエネルギーの製る汁会なんですよ、

1打海トラウ地記ιや徳 1;山の川1火.1可家の1貼飲破焚のような軽読パニック

そうしたことが起きたときに.やる父のある人材が残りてぃれぱその

人たちが次の時代をっくるでしょう、だから.そのための教誇であろべきだと
裂は恕うんです"

44●
゜叉乍

0嘉徴
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^平成を振り返ウて、テジタJレ技術の迄展はここまでの早さと予想されていま

したか.

予想以上です。1990年代の最釖に構達出胱所が乎杏きの計罪出からコン

ピューターに変わった、というのが左ず大きい。建築においてコンビューター

技術の恩地を縦釖に受けたのけ栴量解析だと思います。私の予起とちょっと

辺ったのは、その次は空気のCFD1数仙波体力り0解析だと思っていたところ

て弓'。現実には.その前に引Mの話が出てきました。

空気というのは綱造ほ七シンプルじ中ないんですね。温厘、湿度、風迎、

偲射.そして人の体綿など、いろいろむ婆繁分C絡むので。やうぱり匙しいんで

しょうね。

90年代捻、自動単の固発でCFDが入ってきて、仮想で街の巾に半を走ら

せるとか、流休シミュレーションを,るとか,そういうことが始まっていた時朋で

す。そうすると次には建築にCゆとかそういうシミュレーションが広まるかなと

思っていました。CFDが進化すれぱ、内蔀環境の解析と外怒環凌の解析

がシームレスになるはずで、それに期待していたのです。建物内部の空問とそ

の外肺、さらにはその樹りに広がっている環墳や琵市、それらがシームレスに

捉えられる可能性があわます。引M"しかなり広まってきた後になって、ようやく

CFD力ι実用段階に入ってきた。馴番が私のイメージと逆に左ηました。

...ー.、
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大きな変化に備える思考訓練

官儷謬弘
.

^吏白本大霞災も、それに匹融するような災宵だったのでは.

そう思ったけど.あの災郷で毛変わら立いぐらいこの社会は強叡だう力といら

ことでt0 窒bl)ませんでしたね、この国は。しかし、南海トラフ地,訂ユニうは

いきません0 規模が火き道ぎる、1既存の什矧みが見解するだろうから、そのと
きに考えるんでしとうね。

,h,

ダ・

^

村くにli.あと50イ1'くらいかかるんじゃむいです分.。人剖の七ン"ーというの

は私たちか孝えている以Ⅲニデリケートで府綴的で桜雑なんですよ'体感と

いうものの小には.盲の冊1翹もあるし,においの肌」距もあるし、縫覚の棚題も

ある.そういうものが令部含ま九ています.VRけ桃覚を巾心に妾縦的なもの

をビックァップしているだけです'

19弱年にオルダス・ハクスリー{英1司川身の作梁】が1知党の壕」という牢を霄

いています'その中で甜0ていることが面6N、.破が診うに仕、人冊は生存

のために白らの倭能を世化させてきた.視党情粒によって生き残る空存硫宰

が高くなろんだ0たら視覚悩報を進化させよう、ということで、私たちの感覚

酌な器官の中では視覚情報に斬るところが非僻に大きくなった。実はそれ以

外の疹覚も七ンサーとして残っているけど.それらが桧舵し遇ぎると生きてぃ

けないので、それらの役割を痘断したり最小にしたりして私たちは生きてぃる.

というのて弓'。

その一方で,実け記也というもの仕、視覚惰較でないものの方が応の中に

残りゃすいといわれていま,。例えば、母親の乳房の賎覚だと分、、母殺と按

したときの島党だとか、体温だとか、においだとか、モうぃうものを私たちは留

段は思い浮かべないけれと、無意識の浜いところにそれを持ってぃます。建

築で生み出される空制"{、何かしらそういうものとシンウロLたときに.すごく

かけがえのないものとして体駿されます。VR技術がそこまでぃくのにはfい

ぶんか"、るでしょう。50年くらいすると.コンピューターも応科学もそこまでぃく

力屯Lれ女いけれと,今けまだまだイ・どもかなという気がしてぃます。

^変化を起こすほどの外力を待つしかない?

そうですね0 だから゛倫しましょう(笑)。憇像力を白かにしておくのです処箕

家が何をするのか、何ができるの",ということを。特に、消いⅢ代が本町に典
伽」にむって釧諭してもいいのではないでしょうか.1碇給すると刊時に.そうぃう

ことを自分の思考の射稗内にち中んと入れておく。忠考馴緑です。

抑年を抵り返ってみるというこの企血も、ひとっの忠当訊糊ですよね。その

ときにできたこと、できなかったこと、変わらないこと、変わうたこと、というのを
思孝して設る0南海トラフ地震が来ることは分かってぃるのだから、そのときに

役に立っ癌か、この50年のなかにいくっもあるほずです,

デジタル技術の1断も、そのときにはも0とCAD CA入!ιCADで竹或した形壮

データを加 1:川のコンピニータ1で話川,るシステι)やBIMιピルディング.インつ゛メーショ

ノ'モ功」ング】が進化しているとしたら、その状況で別Mをとう使える可能性が

'落
び逹

^VRιハ^ル・りアリティー.伍恕攻捉)の技術が進化していますが、V寅は新しい

空問づくりの助{"こなるでしょうか.

空囲は体感し女いと分からむい。それがや0ば"大きい。VRの技術が追い

1'推

エビ0-0"訂0^コ『のた此k
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点'

平成を総括する
^辺築界が平成の30年問で途成できたことに何があると思われますか.

建築の世界でいうと.、1ι成は、大Lむ時代ではな力ーカかもしれ立せんね{り、】。

いくつも超窃所は廷ったけれと、吹の時代に厄介者を残したようなネガティプ

左印象を;$つています.

フメリカもそらです"ι.郊外を1別発して、汰に製ん中が駄"にむって、その汰

に熨ん中を1写倒発Lて人が戻ってきたら、今凌は郊外が駄目にな0て。都市

の卯隆は外と内との継b返しみたいなことを呼吸のようにや0てぃます。東京

も祠じでしょう。モうすると.これからは都心から人が勘てい0て、そして超高

斜スラムが川現することに立るの力屯しれない。

4見えている超"蛸が暁虚になってぃくという光以0てどうでしょう.それ

をロポットかn動で解体するとか.避高榊解体技術なんかが迦化するのかも

しれません.それは見てみたいですね。

^VRを使うと建て主との合量形成が早い、という話を固きます.

それはそうでしょう0 でも、合章ではなくて、だまさオιてぃるだけですイ笑1 今、.

うちのⅢ務所でVRを仙0力として、牢当はこんをもので仕ないんだけどな、で

もνRを見ると麹て主が喜ぶ、みたい左こと仕あるでしとう。でも.全く本質鈴

では勗りません。人1引自体が桜雑であると同様に、空岡というの仕VRで邪解

できるよ"はるかに桜雑かっ豊秘なものだと忠ってぃます'

それを体盛させるレペルには,コンビューターはまだまだです.でも、鰻近の

過化スビードを見ると、私の予想を超丈て進んでしまうかもし●ほせんか。

^^訂^

^情貿化、1T技術は次の時代に向かコてどのように変わるでしょうか.

述築以外のところでは不恕、哉なことが起こる可能性があ"ます'.柄と近い将

来、駅の改札ゲートがなくなると忠し、ます。飢認証か斯先にチップを付けてお

くだけでフドレスが坂れるようにをって.駅が食"0てくるはずです。ーガで、

留i認証が進むとプライバシーのW題が爪てきて、これは建築にi"援地0てく

ろかもしれむい上いう気がします.

4Ⅱ一

^ブライバシー問距と廻系が、どのように聞わるのでしょうか.

皐る斯で兇られているわけだから、塾第とか都lriの在りガは変bるんじゃな

いでしょう分、。建築の外にはプライバシーがなくなる可能性があるので.プラ

イバシーを址典的に担保するのは建築なのかもしれ左せん。そうすると,そ

れに合0た霪築の在り方みたいなものが出てくるでしとう。見ら丸ないような

場所をとうつくるかが求めらnると"、。それも次の時代のテーマかもしれま

せん。

日本の総人口の長期的捲移
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悩報披術への期待と怖さ
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実は一般の郊外仕宅も向じことです、ひ上うとしたら.そこを仙慨化が力

バーフツプすろのかもしれませノーそれこそ倹療の州級化が、そういうところ

にでも住む可能性を広げるかむしれむい。あるいはセカンドモビリティーや自

動述転が地域の空洞化をカバーするかもしnない.それは成:)立っ可能性

があ:)ますね.

近未来においては、コンピューターとt占靴ネリトワーケの逓北と、処纂とか街

とか都1Ⅱとかの゛・り方とがりンクしてし.ると忽、,ま武ただし、それは今と!立全

く肌なるコミュニティーのはずです、

^括報技術は、平成の30年問は人を騒がせるばかりたったけれと、次の時代は

もっとポジティブな方向に捉能するかもしれない、と.

そう瑚待したい,けれとも、悩線技術は恐ろしいエネルギーを持ってぃるから

コントロールできないといけません。今はまだ序轟で、悩報技術の本番はこの

後.仙いですよ。新し、、技術がH1てくるときというのは.ある韻の恐即'窒を忰

うものです、

今まで多くの人1■惰鞍技術に対して'、底「悔い」とは感じてぃないでしょう。

かつて蒸気攘倒が出てきたときに、みんな怪物のように恐れ力と恐うんです

よ,その感じを今まで抱かをかったということ仕、仂粗技術はまだ本番ではな

か0たということです。

例えばドストエフスキーやチェーホフの小説で、微倒単がある種の不安製素

として時たま出てきます'今まで来なかったような人が突然やってきて、{可か闇1

件を起こす。そういう鉄道が入ってきたときのちょっと匙ら業いような、障"、に

使利にむるんだけと.向蒔に悠じる怖さみたいなものを鍛らは誓いてぃます。

そう考えると、◆の惰報技補け.まだモこまではいってぃない.でも、そろそろ、

そういう倚さみたいなものが見えてきていまt.

例えぱ、鮑康診断に行(とバイタルデータやDNAの偕報も全誌取ら九ろ。

そういうようにして、すべてのデータが取られてしまう社会0て、使利なんだけ

とかな1"命い。

屈しなιナれι■ならないつ

」1河'から向き介って、どう付き介い、とうコントロールするか.女!像して伯えるこ

とですね.恕像をたくましくして感じるんでしょうね。斬Lいものが人0て(るこ

とによって何かが嘗わる、それに対する予知能力と感竹を鍛えることて司;

^斬しい時イ七のコミュニティーのために情報技術を活用するには、その恐怖を克

メニューは出そろう大'

'コ"

1エビ0^E立のミ旦のた勃に

^改めてうかがいますが、芋成の問に'i皇成'できたことはあるでしょうか、

うーん、建築界は何が達成できたのかな。何もでき立せんでし力ねι笑}。もちろ

ん裂官身も含めて。ある稲.人●の希望になるよう左もの分{生まれませんでした。

ひょ0としたら、平或って'況乱'左のかもしれない。時代の変曲点であ1)、

人Πの変角点であり、技術的左トレンドの亥曲点だ0たのか左。加連凌的に

増えるコンビューターの詑力の話と、それらがミフクスされて認乱している時代.

ぐちゃぐちゃの平成30年と秀えるかもしれませんね。

卯闇 R 喝g"恐W三監暫W ◎

、ーそうヨると.人材がさらに澱ってしまいます.

三すます惇くなる.でも、悲政的にならなくてもいぃでしょう。私け、この川の斑
/Jをf'1じています.

^世界から見オこ日本の建笑界はとうでしょう.

最近、妙な話を周きました.海外に行く人が増え始めているそうてー、。戻0て

くるというのではなく、向こうで生話する前槌で。それはエクソダス(火衆の畑外

脱出)ですよね。つまり.臼本でこのまま働き蒜けるのはやは'いというので、いよ

いよ逃げだし始めたぞ.と(奘、

その底力は何が支えてL崎んですか.

だウて騒がしい"1じゃむいです"、.世界小を見渡しても.災辨禿Jk啼が惰段

に局い.そういう環境にきらされて、bれわれは弊らしの知鄭や文化をっくっ

てきたというのが桜っこにある,それは粘楞L';といと思います'ナ'から匙外

と払け楽観的に見ていま枇むしろⅢ坐依然としたものが命脈を保。てぃるこ
とのノjが危をいような気がします.

吹の呼代は、も0とg」倣に前の時代のものを壊して、新しいものを受け入れ

てL立ってもいいと思います。この矧の文化の包容力の大きさは,それを可能
!こするはずて司'。

出.Ⅱ

ぢ武才

コ島e0岬一の
トレ?,

,菟看=U 匠疹恐N暫、,肺邑,

ーー平成30年問の騒がしさは無駐でι■右.、力1つたと.

そう恕いたいですよね。火われた何 1・牟とか言わ九たりもしますが、この30"

で・'ニユーは排そろ0たような気がし享す、社会の愉壊の剛吻に出てきたオウ

ムの'"件.痛11iの大別枚災将の販神火礎災.国1.の大.,Fを'片める小111凶

地の小越地旋、それから3 ⅡのHt波.そろ0てぃをいのは火Ⅱげ3ナ。大休み
んなそろ0てい三す。

く命,・・ 4.<1,1

斈弐 1開

内61{."冒,プレ,ト玲*に錫いたイ'ージM

ゆ1るく火きな裟迎1)を歩くのでは立く、その脇にある古い住宅街の少L綏り気

のある災の小近を歩くのか好きだ.嬢会を見っけてけそんな裏蹄地に入り込

んで回り迅をする郷がある。宵分の生き力も似たところがある。

昭和の暈後の辺りで海の即物航の石原終陶館長に会って、時代とかけ棚1

た道に引き込まれた.平成に入0てしばらくして.彼原修さんに評かれて土木の

世界に足を蹄み入れることにむった。回り廼はさらに建築の拠1りから進くな。

ていot:0このユ人仕.私の人生を裏路地に引き入IL火きく変戈,セ人たちだ。

その粘乗、大学で教壇に立ち、揚げ句は大学の叡行郎の一gと左:)'CSテ

井イン会誠を立ち上げ、グツドデザインaの密査委貝長になり、丸の内や渋谷の

都市剖画に巻き込立れ、そして3.Ⅱの徳興にも深く則わることに立った。とれも

趣築そのものとほ則j接酌立関わりしかない。

建築の表逸りからは鐘れるぱかljだうたが、製路地は面白い。つな力Lつてぃ

ないと思われる道がっながっていたり、思いもかけない場所に抜け出たりする。

そして、裏路地の良いところ仕.麦通わの唾腸が倒こえてこないことと、麦迎り

の騒ぎをある程鹿冷静に見られることだ。そん立わけで、この企画が私のとこ

ろに舞い込んだのだと思う。

渡
メ,y'七

ーーーメニユーは出そろったので.新しい動きのために偏えよ.と.
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あるいは、歳のせいで衰えてきた思考が、害杭した物郡の畑係性で生き廷ぴ

ようとしているだけなのかもしれなし、'

何にせよ、平成という条色も,まだその中にいるわけだが、私の顕の中で:才た

人だんと像を粘ぴっつぁる、そして、訳も分から司'必死でこの畴代を生きてきた

自分痢身の憐も,ようやく撮り返ることができそうな気がしてきてぃる。その憲
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平成で山のように読んだ本の中で、小説なとを除いて弥く印急に孤っている玉

のを10冊挙げてみたい。

;生命とは何か」エルウ'イン・シユレーディンjl'ー

「この鈷代に撃うテロへの盟整し」スーデノ・ソ:,,グ

「益術^自治がある」大殻章

!物には'、がある.」田中宜三郊

{自死のB本史.1モーリス.バンゲ

1ツナミのJと形西と学」ジやン・ビエール・テユビユイ

!周土^六注」

「晒和剣半豆^

「匝子力発園鼠谷三男根

.^゛■

円a戚正.."晶所::て1,m.U伽仙.1

メ

「大衆の艮劃オルテガ.イ・ガセット

本当は30冊くらいは拳げたいのだが、本書の企酉と岡様、10という散字には

厳しいものが島る。これらは一見バラバラに見えるが、興味を持って読轟、そこ

から受け班るものがあったわけだから、ここから私の歩いた甕銘地の風景が冕

えるはずだ。私にとっては、これが平或なのだ。

思い返してみれぱ、事の大小はあるものの、とにかく騒がしい30年だっ力,

世咽の騒がしさに比べて、建築としては比較的おとなしい時代だった力、しれ
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ド1勺戍」という1峅代は、建築界の何を変え、何を樹み残したのか^。ポ糊は、

述築家の内j藤駅氏に笑施したロングィンタビューと、建築導内肱珀雜アーキテ

クチユア」の検誠記Ⅲ・編染記1Ⅱによ1)、その答えを浮き彫りにすることを試み

たものである。

H絲アーキテクチュアの記者たちでも、塘突検証の譜籍をっくることはできる。

もしかしたらその力'が客競約かもしれない。しかし、本琳をどうっくるかを汲え

たとき、梱染部とは異なる悦点を加えてくれる"辛1コナピゲーター"として、内滕

氏OX須がi孚かんだ。この人しかいない、と慰ったのは、以'Fの裂由からだ。

出世作である「淘の博物館・収蔵疲」が19的年(平成元制峻工で

建築家としての活動の大半が平成の30年問と童なる.

1 バブル期に一世を風廃した「ポストモダン」と距敵を置いてぃた。

2001年から東京大学で土太分野の教埋に立つようになり、

趨築と土木の両方に精過している.ほかに遇、建築分野外との交流が広い。

平成後期の大きなトビツクである棄日窓大震災の復典と、

新圖立競技堀デザイン・コンウールの劃査(坐靭案の遭定)しこ深く聞わってぃる。

延べ15時側にも及んだインタビューに、内藤氏は根気よく付き合ってくれた。

前半は「災轡'ι"件・;.1:会」にっいて、後半は「建築デ靜イン」にっいて誘る拙

成となっている0インタビュー記1"はあえてモノケロページとし、カラーで綱成し

た臼絲アーキテクチュア執粧・繼染のぺージと明硫に分けた。英務者.教育者

としての内藤氏の祝点と、日絲アーキテクチュアの客観性により、複眼的に平成

30年Ⅲjを見わたせるものになったのではないかと戀う。

インタビユーの'・1',で内j偵氏は、「常に六法全沓と国土交通六法を机の横に

継.いている」と帯}つている。それと同じように、本裂;が机の上に常に識かれ、建

築突狭渚の挑針継となることを祈ってぃる。
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